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2019 年末に発生した新型コロナウイルス感染症（COVID-19）はあっという間に全世界に広が

り、2020 年 3 月には WHO よりパンデミック宣言が出されました。夏開催予定であった東京オリ

ンピック・パラリンピックは 1 年延期となりましたが、2021 年夏、観客不在という極めて異常な

形式で開催され、なんとか主催国の任を果たすことができました。その後も、COVID-19 一色に覆

われた激動の日々に変わりはありませんが、手洗い、マスク着用、三密回避など基本的な感染対策

が徹底され、人との接触を極力避けることが求められる中、非対面のリモートワーク、オンライン

会議などが急速に浸透し、医学教育にも大きな影響を与えました。本学ではこの数年来、数々の教

育改革を行ってきましたが、その一つに ICT の積極的な導入があります。他学に先んじて、e-ラー

ニングシステムを本格的に取り入れ、講義動画や様々な教育コンテンツを充実させてきたおかげで、

COVID-19 で余儀なくされた遠隔教育に十分対応することができました。本学に脈々として流れる

済生救民、克己殉公の精神は現在も受け継がれていますが、伝統を守りつつも、常に現状を評価し

つつ、未来への改革の手を緩めないことが必要です。この世界的パンデミックも本学の精神と最新

の科学の力により、必ずや乗り超えていけるものと確信しています。 

2021 年度自己点検年次報告書が完成いたしました。2016 年に受審した日本医学教育評価機構に

よる医学教育分野別評価で指摘された課題についても着実に改善を進めています。それにとどまら

ず、誰も見たことがないレベルの高みを目指して改革を継続していきます。本報告書はそのための

基本資料となるものです。各委員会、各分野、各施設が精力的に活動し、成果を上げていることが

記載されており、さらに本学のアドミッション・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、ディプロマ・

ポリシーを踏まえた上で、それぞれ今後の課題とそれに対する取り組みも記載されています。これ

らの自己点検報告の内容を共有し、全学上げてさらなる高みを目指して行かなくてはなりません。 

本報告書の作成にあたり、各担当の方々には多大なご尽力をいただきました。心より深謝いたし

ます。骨の折れる作業ではございますが、執筆の過程で成果が整理され、新たな問題点の抽出に繫

がることもあったかと思います。本報告書が未来への道標となることを信じるものであります。 
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Ⅰ．本 学 の 沿 革 

本学の創立者は長谷川 泰で、明治 9 年湯島 4 丁目（本郷区本郷元町 1 丁目）に設立された「済

生学舎」を源流としている。明治初年には外国との交流が始まり、それと共に急性伝染病（コレラ、

赤痢、チフス等）の大流行で西洋医の養成が急務となり、長谷川 泰は医学の速成を目的として修

業年限 3 年の私立医学校「済生学舎」を創立して国の要望に応えた。建学の精神はフーフェランド

の「医戒」にある言葉からとった「済生救民」で、これは貧しくしてその上病気で苦しんでいる人々

を救うのが医師の最も大切な道であるという意味で、長谷川 泰は（あわれみ）の心を説き、実践

している。 
長谷川 泰は諸般の事情から明治 36 年 8 月済生学舎の廃校宣言を行ったが、9 月に旧済生学舎

の教師と学生が教え学ぶ「済生学舎同窓医学講習会」、11 月の「医学研究会」組織を経て、翌明治

37 年 4 月 15 日神田淡路町に「私立日本医学校」（校長 山根正次）として引き継がれた。私立日本

医学校は隆盛を極め、明治 43 年には駒込千駄木町にあった東京医学校を吸収合併して校舎をここ

に移し、明治 45 年には「私立日本医学専門学校」に昇格した。 
大正 5 年、医師法上卒業と同時に医師資格を得ることの出来る医学専門学校として文部大臣の指

定が得られないという危機感から学校騒動が起こり、約 450 名の学生が同盟退学して東京医学専門

学校（後の東京医科大学）として独立した。これを契機に新体制を確立して校是を済生学舎と同じ

くフーフェランドの「医戒」にある言葉から「克己殉公」と定め、大正 8 年には医師法上の医師資

格取得指定校となり、この間「私立日本医学専門学校」を「日本医学専門学校」に改称した。 
大正 13 年には麹町区飯田町に付属飯田町医院を開設し、校舎の整備が行われて基盤が強固にな

り、大正 15 年大学令により「日本医科大学」に昇格し、千駄木に予科を併設した。予科は昭和 7
年神奈川県橘樹郡中原町に移転し、その後予科校舎に隣接して丸子病院（現在の武蔵小杉病院）が

開設され、臨床医学の場が一層充実した。 
昭和 19 年太平洋戦争の激化に伴い、文部省令によって日本医科大学付属医学専門部が設置され

た。しかし、相次ぐ空襲により諸施設が罹災したため、昭和 20 年 4 月医学部は山形県鶴岡市に、

付属医専は福島県岩瀬郡須賀川町に一部が疎開した。 
昭和 20 年 8 月終戦をむかえ、それぞれ東京に復帰して授業が開始された。昭和 21 年千葉県市川

市国府台に予科を移転し、昭和 25 年に付属医専が廃止となり、昭和 26 年の学制改革によって予科

が廃止され、さらに昭和 27 年の学制改革により新制日本医科大学が発足した。その後各付属病院

の整備が行われ、昭和 29 年に付属第二病院（千駄木）が付属病院に、付属第三病院（新丸子）が

付属第二病院と改称された。昭和 30 年には進学課程を設置して市川市国府台校舎で授業を開始す

る一方で基礎医学部門の施設や設備の充実を計り、昭和 35 年に大学院医学研究科を設置した。 
昭和 43 年には、3 期にわたる付属病院（千駄木）の整備拡張工事が完了した。また同年、社団

法人老人病研究会付属老人病研究所が本学に移管され、「日本医科大学老人病研究所」と改称され
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た。昭和 45 年には進学課程と専門課程を一本化した 6 年制の一貫教育が開始され、昭和 46 年には

新丸子校舎が新築され、国府台校舎をここに移転した。また同年に「ワクチン療法研究施設」が開

設された。昭和 51 年桜木校舎を入手し、老人病研究所とワクチン療法研究施設の一部を収容した。

昭和 52 年に付属多摩永山病院（現在の多摩永山病院）が本学第 4 番目の付属病院として誕生した。

平成 2 年に老人病研究所は付属第二病院（現在の武蔵小杉病院）内に移転し、平成 6 年には千葉県

印旛郡印旛村に本学第 5 番目の付属病院として付属千葉北総病院（現在の千葉北総病院）を開院し

た。 
平成 9 年、付属第一病院は、学校法人日本医科大学将来構想検討委員会の答申に基づく付属 5 病

院の統廃合に伴い 10 月 31 日に閉院し、大正 13 年開院の付属第一病院の前身・付属飯田町医院か

ら続く 73 年の歴史に幕を引いた。 
日本医科大学看護専門学校と日本医科大学丸子看護専門学校は、学校法人日本医科大学将来構想

検討委員会の答申に基づく 3 看護専門学校の統廃合に伴い、夫々平成 11 年と平成 12 年に閉校とな

り、21 世紀に向けて千葉看護専門学校（現在の看護専門学校）に統合され新たな道を歩むことに

なった。 
平成 18 年には、創立 130 周年記念事業「アクションプラン 21」の最初の事業として、日本医科

大学健診医療センターが開設された。 
さらに、教育・研究施設を改善し、環境の充実を図り最先端の教育・研究に適応する施設として、

平成 19 年 11 月に日本医科大学大学院（通称：基礎医学大学院棟）、同年 12 月に日本医科大学医学

部（通称：教育棟）がそれぞれ竣工した。 
平成 22 年 6 月、大学院設置 50 周年記念行事を挙行した。 
平成 26 年 3 月、新丸子校舎（川崎市中原区）を閉舎し、日本獣医生命科学大学との合同教育施

設である日本獣医生命科学大学 E 棟（通称：合同教育棟）へ移転した。これに伴い、武蔵境校舎（武

蔵野市境南町）と名称を変更した。 
同年4月に法人に ICT（information and communication technology）推進センターを設置した。

また、教育推進室と情報科学センターを発展時に統合し、医学教育センターを設置した。 
「アクションプラン 21（千駄木地区再開発計画）」の中で最も大きな事業である付属病院新病院

の前期工事が完成し、同年 7 月完成記念式典が執り行なわれた。 
平成 27 年 1 月、法人に女性医師・研究者支援室を設置した。 
また、同年 4 月には老人病研究所を、新しい医学研究を目指し、飛躍的な教育研究活動を行う研

究所として再編成し、先端医学研究所に名称変更した。 
平成 28 年 1 月、新たな研究支援体制を構築するため、法人に研究統括センター、中央倫理委員

会を設置した。 
平成 29 年 8 月に付属病院新病院の後期工事が完成し、平成 30 年 1 月グランドオープンした。 
平成 30 年 4 月、医学部の教育内容と学習支援を総合的に計画するため、教務部委員会にカリ

キュラム委員会を設置した。 



― 3 ― 

平成 31 年 4 月、法人にしあわせキャリア支援センターを設置した。 
（前名称 女性医師・研究者支援室） 
令和 2 年 3 月、千葉北総キャンパス内に大学院棟（法医学）が竣工した。 
令和 2 年 5 月、外国人留学生や研究者に安全で快適な住環境を提供し、国際交流の発展に資する

ことを目的に葛飾区金町に国際交流会館を新設した。 
令和 2 年 8 月、日本医科大学 140 年有余の貴重な歴史的史料を広く公開し、日本医科大学の歴史

を将来にわたって伝える場として済生学舎ギャラリーを開設した。 
令和 2 年 10 月、成田国際空港内に、国内空港初となる PCR 検査ラボ併設の成田国際空港 RCR

センターを開設した。 
令和 3 年 3 月、先端医学研究所を武蔵小杉地区から千駄木地区「基礎医学大学院棟」へ移転し、

最先端の医学研究、学内外共同研究など本学研究拠点体制が図られた。 
令和 3 年 9 月、武蔵小杉病院新病院をグランドオープンし、同月、武蔵境キャンパスに数理・

データサイエンス・AI 教育センターを設置した。 
令和 3 年 12 月、付属病院の新病院外構工事竣工した。 
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付 表 
 
明治 9 年 （1876） 4 月 長谷川 泰、本郷元町１丁目 66 番地に「済生学舎」を開校。これが

本学の前身である。 
明治 15 年 （1882） 1 月 済生学舎、本郷区湯島 4 丁目 8-9 番地へ移転。付属蘇門病院設立。 
明治 17 年 （1884） 3 月 東京医学専門学校 済生学舎 と改称。 
明治 24 年 （1891） 4 月 済生学舎顕微鏡実地演習・外科的実地演習（各 3 ヵ月）開始される。 
明治 26 年 （1893） 1 月 『済生学舎医事新報』創刊。 
明治 36 年 （1903） 8 月 長谷川 泰、済生学舎の廃校を宣言する。 
明治 36 年 （1903） 9 月 済生学舎同窓医学講習会が組織され、旧済生学舎の教師と学生が教え

学ぶ。 
明治 36 年 （1903） 11 月 済生学舎同窓医学講習会の後期学生の一部が医学研究会を組織する。 
明治 37 年 （1904） 4 月 川上元治郎の懇請により、山根正次は私立日本医学校を設立して校長

となり、残りの後期学生を救済する。（現在の本学創立記念日 4 月 15
日）。 

明治 43 年 （1910） 3 月 東京医学校（本郷区駒込千駄木町）吸収合併。 
明治 43 年 （1910） 9 月 私立日本医学校を本郷区駒込千駄木町に移転。 
明治 45 年 （1912） 7 月 私立日本医学専門学校となる。付属本郷医院開設（現在の付属病院）。 
大正 7 年 （1918） 4 月 校是を「克己殉公」と定める。 
大正 8 年 （1919） 8 月 私立日本医学専門学校を日本医学専門学校と改称。 
大正 13 年 （1924） 7 月 付属飯田町医院開設（旧付属第一病院）。 
大正 15 年 （1926） 2 月 大学令により日本医科大学に昇格、予科を併設。 
昭和 6 年 （1931） 10 月 日本医科大学校歌を制定（作詞 明本京静、作曲 橋本国彦） 

「若き命は暁に……」。 
昭和 7 年 （1932） 4 月 予科を神奈川県橘樹郡中原町に移転（当時の校舎は戦災で焼失、現在

付属第二病院の一部。隣接地に新丸子校舎あり）。 
昭和 12 年 （1937） 6 月 付属丸子病院開設（現在の武蔵小杉病院）。 
昭和 19 年 （1944） 3 月 戦時、付属医学専門部併設（昭和 25 年廃止）。 
昭和 27 年 （1952） 2 月 学制改革により新制日本医科大学となる。 
昭和 30 年 （1955） 1 月 医学進学課程設置（当初国府台校舎、昭和 46 年に現在の新丸子校舎

に移転）。 
昭和 35 年 （1960） 3 月 日本医科大学大学院（医学研究科）設置。 
昭和 45 年 （1970） 4 月 進学課程、専門課程の教育課程を一本化し、6 年制一貫教育とした。 
昭和 52 年 （1977） 6 月 付属多摩永山病院開設（現在の多摩永山病院）。 
昭和 52 年 （1977） 8 月 老人病研究所基礎部門を桜木校舎（台東区上野桜木、旧東京薬科大学

女子部）に移転。 
昭和 58 年 （1983） 11 月 本学創立 80 周年記念式典が行われた。 
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昭和 61 年 （1986） 9 月 創立 80 周年記念事業・付属病院東館改築竣工。 
昭和 61 年 （1986） 11 月 済生学舎開校 110 年記念祭が行われた。 
昭和 63 年 （1988） 5 月 付属第二病院 A 館増改築竣工。 
平成 2 年 （1990） 3 月 老人病研究所を付属第二病院内に移転。 
平成 5 年 （1993） 4 月 日本医科大学千葉看護専門学校開校。 
平成 6 年 （1994） 1 月 付属千葉北総病院開設（現在の千葉北総病院）。 
平成 6 年 （1994） 3 月 教育理念「愛と研究心のある医師と医学者の育成」掲げる。 
平成 8 年 (1996) 7 月 教育理念を「愛と研究心を有する質の高い医師及と医学者の育成」と

改定する。 
平成 9 年 （1997） 10 月 付属第一病院閉院。 
平成 11 年 （1999） 3 月 日本医科大学看護専門学校閉校。 
平成 12 年 （2000） 3 月 日本医科大学丸子看護専門学校閉校。 
平成 17 年 （2005） 4 月 日本医科大学千葉看護専門学校の校名を日本医科大学看護専門学校

に変更。 
平成 18 年 （2006） 2 月 日本医科大学健診医療センター開設。 
平成 18 年 （2006） 4 月 付属第二病院を武蔵小杉病院に、付属多摩永山病院を多摩永山病院

に、付属千葉北総病院を千葉北総病院にそれぞれ名称を変更した。 
平成 18 年 （2006） 4 月 学校法人日本医科大学創立 130 周年記念式典が行われた。 
平成 19 年 （2007） 11 月 日本医科大学大学院（通称：基礎医学大学院棟）竣工。 
平成 19 年 （2007） 12 月 日本医科大学医学部（通称：教育棟）竣工。 
平成 22 年 （2010） 6 月 日本医科大学大学院設置 50 周年記念行事を挙行。 
平成 26 年 （2014） 3 月 日本医科大学新丸子校舎閉舎。 

   日本医科大学との合同教育施設である日本獣医生命科学大学 E 棟（通
称：合同教育棟）竣工。新丸子校舎を移転し、武蔵境校舎と名称を変
更する。 

  4 月 法人に ICT 推進センターを設置。医学教育センターを設置。 
  7 月 付属病院新病院前期工事完成記念式典を挙行。 

平成 27 年 （2015） 1 月 法人に女性医師・研究者支援室を設置。 
平成 27 年 （2015） 4 月 老人病研究所を先端医学研究所に名称変更した。 
平成 28 年 （2016） 1 月 法人に研究統括センター、中央倫理委員会を設置。 
平成 30 年 （2018） 1 月 付属病院新病院グランドオープン。 
平成 30 年 （2018） 4 月 カリキュラム委員会を設置。 
平成 31 年 （2019） 4 月 法人にしあわせキャリア支援センターを設置。 

（前称：女性医師・研究者支援室） 
令和 2 年 （2020） 3 月 千葉北総キャンパス内に大学院棟（法医学）竣工。 
令和 2 年 (2020) 5 月 国際交流会館を新設。（葛飾区金町） 
令和 2 年 (2020) 8 月 済生学舎ギャラリーを開設。 
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令和 2 年 (2020) 10 月 成田国際空港 PCR センター開設。 
令和 3 年 （2021） 3 月 先端医学研究所を日本医科大学大学院棟（通称：基礎医学大学院棟）

に移転。 
令和 3 年 （2021） 9 月 武蔵小杉病院新病院グランドオープン。 
令和 3 年 （2021） 9 月 武蔵境キャンパスに数理・データサイエンス・AI 教育センターを設

置。 
 



Ⅱ． 教 授 会 報 告 
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大 学 院 教 授 会 

 令和３年４月１４日（水） 午後１時３０分より 

（１） 大学院教授紹介について 
（２） 確認事項 

１） 定例（3 月）大学院教授会議事録の確認 
２） 令和 3 年度日本医科大学大学院入学者について 

（３） 審議事項 
１） 大学院教授候補者の選考について 

血液内科学分野 
２） 教員選考委員会運営細則の一部改正について 
３） 学位審査について 
４） 令和 3 年度リサーチ・アシスタント（RA）の追加採用について 
５） 大学院生の退学について 

（４） 報告事項 
１） 大学院委員会報告（3 月） 
２） 令和 3 年度大学院単位修得者の授業料免除について 

  
令和３年５月１２日（水） 午後１時３０分より 

（１） 大学院教授紹介について 
（２） 確認事項 

１） 定例（4 月）大学院教授会議事録の確認 
（３） 審議事項 

１） 医学部教授候補者選考委員会の設置について 
内科学（内分泌糖尿病代謝内科学） 

２） 学位審査について 
３） 令和 3 年度大学院教育研究費配分について 
４） 令和 3 年度リサーチ・アシスタント（RA）の追加採用について 

（４） 報告事項 
１） 大学院委員会報告（4 月） 

 
令和３年６月９日（水） 午後１時３０分より 

（１） 確認事項 
１） 定例（5 月）大学院教授会議事録の確認 

（２） 審議事項 
１） 学位審査について 
２） 令和 3 年度大学院単位修得者の授業料免除について 
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３） 令和 3 年度日本医科大学大学院医学研究科特別経費（研究科分）の採択について 
４） 大学院生の休学について 

（３） 報告事項 
１） 大学院委員会報告（5 月） 
２） 日本医科大学・早稲田大学合同シンポジウムの開催について 
３） 『自己研鑽届（改訂版）』について 

（４） その他 
  １）定例（7 月）大学院教授会及び医学部教授会の開催について 

 
令和３年７月１４日（水） 午後１時３０分より 

（１） 確認事項 
１） 定例（6 月）大学院教授会議事録の確認 

（２） 審議事項 
１） 医学部教授候補者の選考について 

内科学（内分泌糖尿病代謝内科学） 
２） 医学専攻系分野の統合と新規分野の設置について 
３） 大学院 AI・データサイエンスコースの設置について 
４） 大学院学則の一部改正について 
５） 学位審査について 
６） 令和 3 年度日本医科大学大学院医学研究科特別経費（学生分）の採択について 
７） 令和 4 年度大学院ポスト・ドクター（第一次募集（案））について 
８） 学是（克己殉公）の英訳について 

（３） 報告事項 
１） 大学院委員会報告（6 月） 
２） 日本医科大学・早稲田大学合同シンポジウムの開催について 

（４） その他 
  １）次回の開催日について 

 
令和３年９月８日（水） 午後１時３０分より 

（１） 確認事項 
  １）定例（7 月）大学院教授会議事録の確認 

 （２）審議事項 
   １）大学院教授候補者選考委員会の設置について 

遺伝子制御学分野・呼吸器内科学分野 
   ２）基礎科学の教授候補者選考委員会の設置について 

基礎科学（生物学） 
   ３）学位審査について 
   ４）令和 3 年度リサーチ・アシスタント（RA）の追加採用について 
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   ５）職員の研究生入学資格審査について 
   ６）大学院生の退学について 
   ７）大学院生の休学について 
   ８）数理・データサイエンス・AI 教育センターの設置に伴う関係規則等の制定及び一部改正

について 
 （３）報告事項 
   １）大学院委員会報告（7 月） 
   ２）令和 2 年度日本医科大学大学院医学研究科特別経費（研究科分）の実績報告 
   ３）令和 4 年度学位審査日程について 
 

令和３年１０月１３日（水） 午後１時３０分より 

（１） 確認事項 
  １）定例（9 月）大学院教授会議事録の確認 

 （２）審議事項 
   １）大学院教授候補者選考委員会の設置について 
  循環器内科学分野・内分泌代謝・腎臓内科学分野 
   ２）学位審査について 
   ３）令和 4 年度（第 1 回）大学院入学試験合格者の決定について 
   ４）令和 3 年度（第 1 回）論文博士外国語試験合格者の決定について 
   ５）令和 4 年度日本医科大学ポスト・ドクター（第一次募集）の採用及び第二次募集につい

て 
   ６）令和 3 年度リサーチ・アシスタント（RA）の追加採用について 
   ７）職員の研究生入学資格審査について 
 （３）報告事項 
   １）大学院委員会報告（9 月） 
   ２）令和 3 年度大学院学位記授与式及び令和 4 年度大学院入学式の挙行について 
 （４）その他 
   １）大学院教授の退職について 

解剖学・神経生物学分野 
 

令和３年１１月１０日（水） 午後１時３０分より 

（１） 確認事項 
  １）定例（10 月）大学院教授会議事録の確認 

 （２）審議事項 
   １）大学院教授候補者選考委員会の設置について 
     解剖学・神経生物学分野 
   ２）学位審査について 
   ３）令和 4 年度日本医科大学ティーチング・アシスタント（TA）、リサーチ・アシスタント
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（RA）の募集及び併願について 
   ４）学位の審査に関する取扱要領の一部改正について 
   ５）日本医科大学大学院研究生規則及び特別研究生細則の運用に関する内規の一部改正につ

いて 
   ６）試験等に関する細則の一部改正について 
   ７）大学院生の退学について 
 （３）報告事項 
   １）大学院委員会報告（10 月） 
   ２）researchmap アカウント保有及びデータ登録状況について 
   ３）日本医科大学・東京理科大学 第 8 回合同シンポジウム開催について 
 

令和３年１２月８日（水） 午後１時３０分より 

 （１）確認事項 
１）定例（11 月）大学院教授会議事録の確認 

 （２）審議事項 
   １）学位審査について 
   ２）大学院生の退学について 
   ３）日本医科大学医学部学則の一部改正について 
   ４）試験等に関する細則の一部改正について 
 （３）報告事項 
   １）大学院委員会報告（11 月） 
 

令和４年１月１２日（水） 午後１時３０分より 

 （１）大学院教授会の 2 部制について 
  第 1 部：対面 
 （２）審議事項 
   １）基礎科学教授候補者の選考について 
     基礎科学（生物学） 
   ２）学位の最終審査の投票について 
  第 2 部：Web 
 （３）確認事項 
   １）定例（12 月）大学院教授会議事録の確認 
   ２）学位審査について 
   ３）令和 4 年度日本医科大学ポスト・ドクター（PD・第 2 次募集）の採用及び第 3 次募集

について 
   ４）令和 5 年度大学院入学試験及び令和 4 年度論文博士外国語試験実施日程について 
   ５）日本医科大学大学院研究生規則及び特別研究生細則の運用に関する内規の一部改正につ

いて 
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 （４）報告事項 
   １）大学院委員会報告（12 月） 
   ２）がんプロフェッショナル養成基盤推進プランの事業継続について 
 （５）その他 
   １）令和 4 年度 寄附講座（地域医療支援システム）設置について 
 

令和４年２月１６日（水） 午後１時３０分より 

  第 1 部：対面 
 （１）学長報告 
    学位の最終審査（令和 4 年 1 月）の投票結果について 
 （２）審議事項 
   １）大学院教授候補者の選考について 
     呼吸器内科学分野・内分泌代謝・腎臓内科学分野・解剖学・神経生物学分野 
   ２）学位の最終審査の投票について 
  第 2 部：Web 
 （３）確認事項 
  １）定例（令和 4 年 1 月）大学院教授会議事録の確認 
 （４）審議事項 
   １）学位審査について 
   ２）令和 4 年度第 2 回大学院入学試験合格者の決定について 
   ３）令和 3 年度第 2 回論文博士外国語試験合格者の決定について 
   ４）令和 4 年度ティーチング・アシスタント学生（TA）及びリサーチ・アシスタント（RA）

の採用について 
   ５）大学院生の退学について 
   ６）日本医科大学研究部組織細則、研究部委員会運営細則及び日本医科大学学生部組織細則

の一部改正について 
 （５）報告事項 
   １）大学院委員会報告（令和 4 年 1 月） 
   ２）令和 3 年度大学院学位記授与式及び令和 4 年度大学院入学式の挙行について 
 （６）その他 
   １）令和 4 年度寄附講座（地域医療支援システム）設置について 
   ２）第 31 回日本医学会総会（2023 東京）について 
 

令和４年３月１６日（水） 午後１時３０分より 

  第 1 部：対面 
 （１）学長報告 
   １）学位の最終審査（令和 4 年 2 月）の投票結果について 
 （２）審議事項 
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   １）大学院教授候補者の選考について 
     遺伝子制御学分野 
   ２）学位の最終審査の投票について 
  第 2 部：Web 
 （３）確認事項 
   １）定例（2 月）大学院教授会議事録の確認 
 （４）審議事項 
   １）学位審査について 
   ２）令和 3 年度大学院第 1～4 年次の成績判定について 
   ３）令和 3 年度成績優秀者（大学院研究賞）の選考について 
   ４）令和 4 年度日本医科大学ポスト・ドクター（PD・第三次募集）の採用について 
   ５）令和 4 年度日本医科大学ポスト・ドクター（PD）の追加採用について 
   ６）令和 4 年度私費外国人留学生の授業料減免申請について 
   ７）大学院生の復学について 
   ８）大学院生の退学について 
   ９）数理・データサイエンス・AI 教育プログラム評価小委員会の設置に伴う関係細則等の制

定及び一部改正について 
 （５）報告事項 
   １）大学院委員会報告（2 月） 
 （６）その他 
   １）令和 4 年度社会連携講座設置について 
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医 学 部 教 授 会 

臨時（４月）医学部教授会 

日 時：令和 3 年 4 月 2 日（火）メール審議 
（１）令和 3 年度入学者決定について 
 

定例（４月）医学部教授会 

日 時：令和 3 年 4 月 14 日（水）午後 3 時 00 分～ 
（１）前回議事録の確認 
（２）学長報告 

（３）委員会報告 

  １）教務部委員会報告 

  ２）学生部委員会報告 

  ３）研究部委員会報告 

  ４）卒後研修委員会報告 

  ５）情報委員会報告 

  ６）臨時教員選考委員会報告 

  ７）倫理委員会報告 

  ８）学校法人日本医科大学中央倫理委員会報告 

（４）審議事項 

  １）入学試験委員会委員の選出について 

  ２）休学願出、休学延長願出について 

  ３）退学願出について 

  ４）学生の除籍について 

（５）その他 

  １）大学院教授会報告 

  ２）日本医科大学国際交流委員会報告 

  ３）学校法人日本医科大学利益相反マネジメント委員会報告 

  ４）「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」の制定について 
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定例（5 月）医学部教授会 

日 時：令和 3 年 5 月 12 日（水）午後 3 時 00 分～ 
（１）前回議事録の確認 

（２）学長報告 

（３）委員会報告 

  １）教務部委員会報告 

  ２）学生部委員会報告 

  ３）研究部委員会報告 

  ４）倫理委員会報告 

  ５）学校法人日本医科大学中央倫理委員会報告 

  ６）臨床研究審査委員会報告 

  ７）関連医療・研修施設委員会報告 

  ８）医学教育関連委員会報告 

  ９）再入学審査委員会報告 

（４）審議事項   

  １）休学願出について 

（５）その他 

  １）大学院教授会報告 

  ２）学校法人日本医科大学監査室報告 

  ３）しあわせキャリア支援センター報告 

  ４）新型コロナウイルス感染拡大に伴う本学の対応について 

 

定例（６月）医学部教授会 

日 時：令和 3 年 6 月 9 日（水）午後 3 時 00 分～ 
（１）前回議事録の確認 

（２）学長報告 

（３）委員会報告 

  １）学長報告 

  ２）教務部委員会報告  

  ３）学生部委員会報告  

  ４）研究部委員会報告 

  ５）卒後研修委員会報告 

  ６）PR・情報委員会報告 
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  ７）倫理委員会報告 

  ８）学校法人日本医科大学中央倫理委員会報告  

  ９）臨床研究審査委員会報告  

  10）関連医療・研修施設委員会報告 

（４）その他 

  １）大学院教授会報告 

  ２）日本医科大学国際交流委員会報告 

  ３）「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」施行後の各倫理委員会への申請

方法等について 

 

定例（７月）医学部教授会 

日 時：令和 3 年 7 月 14 日（水）午後 3 時 00 分～ 
（１）前回議事録の確認 

（２）学長報告 

（３）委員会報告 

  １）学長報告 

  ２）教務部委員会報告 

  ３）学生部委員会報告 

  ４）研究部委員会報告 

  ５）倫理委員会報告 

  ６）学校法人日本医科大学中央倫理委員会報告  

  ７）臨床研究審査委員会報告 

  ８）教員選考委員会報告  

  ９）任期教員評価委員会報告 

  10）医学教育関連委員会報告 

（４）審議事項 

  １）休学延長願出について 

（５）その他 

  １）大学院教授会報告 

  ２）利益相反マネジメント委員会報告 
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定例（９月）医学部教授会 

日 時：令和 3 年 9 月 8 日（水）午後 3 時 00 分～ 
（１）前回議事録の確認 

（２）学長報告 

（３）委員会報告 

  １）教務部委員会報告  

  ２）学生部委員会報告  

  ３）研究部委員会報告 

  ４）卒後研修委員会報告 

  ５）倫理委員会報告 

  ６）学校法人日本医科大学中央倫理委員会報告  

  ７）臨床研究審査委員会報告 

  ８）教員選考委員会報告 10. PR・情報委員会報告 
  ９）自己点検委員会報告 
  10）関連医療・研修施設委員会報告 
（４）審議事項 
  １）令和 3 年度私立大学等総合改革支援事業について 
（５）その他 
  １）大学院教授会報告 
  ２）学校法人日本医科大学研究統括センター運営委員会報告 
  ３）学校法人日本医科大学国際交流センター運営委員会報告 
  ４）令和 3 年度特許庁委託事業「知財戦略デザイナー派遣事業」採択について  
  ５）「第 2 回女性・若手研究者キャリアデザインプロジェクト」参加者の選出について 
  ６）2022（令和 4）年 3 月スケジュールの変更  
 

臨時（10 月）医学部教授会 

日 時：令和 3 年 10 月 6 日（水）午前 8 時 45 分～ 
（１）審議事項 
  １）令和 3 年度 第 4 学年 Student Doctor の認定について 
 

定例（10 月）医学部教授会 

日 時：令和 3 年 10 月 13 日（水）午後 3 時 00 分～ 
（１）前回議事録の確認 
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（２）学長報告 

（３）委員会報告 

  １）教務部委員会報告 

  ２）学生部委員会報告 

  ３）研究部委員会報告 

  ４）卒後研修委員会報告 

  ５）倫理委員会報告 

  ６）学校法人日本医科大学中央倫理委員会報告  

  ７）学校法人日本医科大学臨床研究審査委員会報告 

  ８）PR・情報委員会報告 

  ９）医学教育関連委員会報告 

  10）図書委員会報告                                                        

  11）ダイバーシティ推進委員会報告 

（４）審議事項   

  １）休学延長願出について 

（５）その他 

  １）大学院教授会報告 

  ２）日本医科大学国際交流委員会報告 

  ３）知的財産審議委員会報告 

   

定例（11 月）医学部教授会 

日 時：令和 3 年 11 月 10 日（水）午後 3 時 00 分～ 
（１）前回議事録の確認 

（２）学長報告 

（３）委員会報告 

  １）教務部委員会報告 

  ２）学生部委員会報告 

  ３）研究部委員会報告 

  ４）倫理委員会報告 

  ５）学校法人日本医科大学中央倫理委員会報告  

  ６）学校法人日本医科大学臨床研究審査委員会報告 

（４）その他 

  １）大学院教授会報告 
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  ２）産学連携に関するリスクマネジメント研修会開催報告 

  ３）JNMS のインパクトファクター現況について  
 

臨時（11 月）医学部教授会 

日 時：令和 3 年 11 月 25 日（木）午前 8 時 45 分～ 
（１）審議事項 
  １）令和 4 年度 学校推薦型選抜（指定校）合格者の決定について 
  ２）令和 3 年度 第 6 学年の卒業の認定について 
  ３）令和 4 年度 再入学願出者に係る合否判定について 
 

定例（１２月）医学部教授会 

日 時：令和 3 年 12 月 8 日（水）午後 3 時 00 分～ 
（１）前回議事録の確認 

（２）学長報告 

（３）委員会報告 

  １）教務部委員会報告 

  ２）学生部委員会報告 

  ３）研究部委員会報告 

  ４）卒後研修委員会報告 

  ５）教員選考委員会報告 

  ６）任期教員評価委員会報告 

  ７）関連医療・研修施設委員会報告 

  ８）PR・情報委員会報告 

  ９）倫理委員会報告 

  10）学校法人日本医科大学中央倫理委員会報告 

  11）学校法人日本医科大学臨床研究審査委員会報告 

  12）医学教育関連委員会報告 

  13）ダイバーシティ推進委員会報告 

（４）審議事項 

  １）休学延長願出について 

（５）その他 

  １）大学院教授会報告 

  ２）日本医科大学国際交流委員会報告 
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定例（１月）医学部教授会 

日 時：令和 4 年 1 月 12 日（水）午後 4 時 00 分～ 
（１）前回議事録の確認 

（２）学長報告 

（３）委員会報告 

  １）教務部委員会報告 

  ２）学生部委員会報告 

  ３）研究部委員会報告 

  ４）倫理委員会報告 

  ５）学校法人日本医科大学中央倫理委員会報告 

  ６）学校法人日本医科大学臨床研究審査委員会報告 

  ７）ダイバーシティ推進委員会報告 

（４）審議事項   

  １）休学延長願出について 

  ２）名誉教授推薦審査委員会の設置について 

（５）その他 

  １）大学院教授会報告 

  ２）利益相反マネジメント委員会報告 

 

臨時（２月）医学部教授会 

日 時：令和 4 年 2 月 8 日（火）午後 4 時 00 分～ 
（１）審議事項 
  １）令和 4 年度一般選抜前期及び地域枠（1 次）合格者の決定について 
 

臨時（２月）医学部教授会 

日 時：令和 4 年 2 月 15 日（火）午前 8 時 45 分～ 
（１）審議事項 
  １）令和 4 年度一般選抜前期及び地域枠（2 次）合格者等の決定について 
  ２）令和 4 年度一般選抜前期における特待生の決定について 
 

定例（２月）医学部教授会 

日 時：令和 4 年 2 月 16 日（水）午後 5 時 10 分～ 
（１）前回議事録の確認 
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（２）学長報告 

（３）委員会報告 

  １）教務部委員会報告 

  ２）学生部委員会報告 

  ３）研究部委員会報告 

  ４）卒後研修委員会報告 

  ５）PR・情報委員会報告 

  ６）教員選考委員会報告 

  ７）任期教員評価委員会報告 

  ８）倫理委員会報告 

  ９）学校法人日本医科大学中央倫理委員会報告 

  10）学校法人日本医科大学臨床研究審査委員会報告 

  11）名誉教授推薦審査委員会報告                 

（４）審議事項   

  １）学生表彰候補者の選考について 

（５）その他 

  １）大学院教授会報告 

  ２）学校法人日本医科大学国際交流センター運営委員会報告 

  ３）利益相反マネジメント委員会報告 

  ４）研究統括センター運営委員会報告 

  ５）倫理審査申請と実施許可に関する変更点について 

 

臨時（３月）医学部教授会 

日 時：令和 4 年 3 月 9 日（水）午後 4 時 00 分～ 
（１）審議事項 

１）令和 4 年度一般選抜後期、後期（共通テスト国語併用）及び地域枠（1 次）合格者の決定

について 
 

臨時（３月）医学部教授会 

日 時：令和 4 年 3 月 14 日（月）午前 8 時 45 分～ 
（１）審議事項 

１）令和 4 年度一般選抜後期、後期（共通テスト国語併用）及び地域枠（2 次）合格者等の決

定について 
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  ２）令和 4 年度一般選抜後期、後期（共通テスト国語併用）における特待生の決定について 
 

定例（３月）医学部教授会 

日 時：令和 4 年 3 月 16 日（水）午後 4 時 30 分～ 
（１）前回議事録の確認 
（２）学長報告 

（３）委員会報告 

  １）教務部委員会報告 

  ２）学生部委員会報告 

  ３）研究部委員会報告 

  ４）倫理委員会報告 

  ５）学校法人日本医科大学中央倫理委員会報告 

  ６）学校法人日本医科大学臨床研究審査委員会報告 

（４）審議事項   

  １）令和 4 年度再入学願出者に係る合否判定について 
  ２）休学願出について 
  ３）臨床医学教育施設に係る連携講師の資格審査について 

（５）その他 

  １）大学院教授会報告 

  ２）利益相反マネジメント委員会報告   

 

臨時（３月）医学部教授会 

日 時：令和 4 年 3 月 18 日（金）午前 8 時 45 分～ 
（１）審議事項 
  １）令和 3 年度進級認定（第 1～5 学年）について 
  ２）令和 3 年度学生表彰（武蔵境賞・千駄木賞）対象者の選考について 
  ３）令和 3 年度 GPA 上位者に係る、特別プログラム制度有資格者の選考について 
 

 

 

  



Ⅲ． 委 員 会 報 告 
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大 学 院 委 員 会 

1．構成委員 

委員長       森田 明夫  大学院医学研究科長 
                 脳神経外科学分野 大学院教授 
委 員（基礎医学） 大石由美子  代謝・栄養学分野 大学院教授 
          森田 林平  微生物学・免疫学分野 大学院教授 
          福原 茂朋  分子細胞構造学分野 大学院教授 
   （臨床医学） 桑名 正隆  アレルギー膠原病内科学分野 大学院教授 
          汲田伸一郎  臨床放射線医学分野 大学院教授 
          吉田  寛  消化器外科学分野 大学院教授 
職制委員      弦間 昭彦  学長 
          安武 正弘  医学部長 
          佐伯 秀久  教務部長 
          近藤 幸尋  研究部長 
          田中 信之  先端医学研究所所長 

以上 12 名 
2．事務局 

日本医科大学事務局学事部 大学院課 
 
3．当該年度の開催状況 

第 1 回 令和 3 年  4 月 20 日（火）午後 2 時から 
第 2 回 令和 3 年  5 月 18 日（火）午後 2 時から 
第 3 回 令和 3 年  6 月 15 日（火）午後 2 時から 
第 4 回 令和 3 年  7 月 20 日（火）午後 2 時から 
第 5 回 令和 3 年  9 月 21 日（火）午後 2 時から 
第 6 回 令和 3 年 10 月 19 日（火）午後 2 時から 
第 7 回 令和 3 年 11 月 16 日（火）午後 2 時から 
第 8 回 令和 3 年 12 月 21 日（火）午後 2 時から 
第 9 回 令和 4 年  1 月 18 日（火）午後 2 時から 
第 10 回 令和 4 年  2 月 15 日（火）午後 2 時から 
第 11 回 令和 4 年  3 月 15 日（火）午後 2 時から 
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4．活動状況等 

 
（１）委員会の活動状況 

本年度は計 11 回の定例委員会を開催し、以下の事項について検討した。 
１）令和 3 年度リサーチ・アシスタント（RA）を 87 名、ポスト・ドクター（PD）を 21 名採

用した。（資料 1） 
２）令和 3 年度日本医科大学大学院医学研究科特別経費研究科分 17 件（総額 5,990 万）及び

学生分 119 件（総額 2,000 万円）を採択した。（資料 2） 
大学院医学研究科特別経費（研究科分）については、大学としての研究戦略や他大学との

連携を視野に入れてダイナミックに運用を行った。 
大学院医学研究科特別経費（学生分）については、大学院生の入学者数増加を考慮し、令

和 3 年度は 2000 万円で予算を申請のうえ、全件を採択し、大学院生のさらなる研究の助成

を行った。 
３）令和 2 年度日本医科大学大学院医学研究科特別経費研究科分 14 件に関して、各研究者か

らの研究成果報告書を評価し、各研究者にフィードバックした。 
４）令和 3 年度の学位授与者は、博士課程修了者（甲）27 名、論文提出による学位取得者（乙）

27 名、合計 54 名であった。（資料 3） 
５）平成 24 年度から、「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン（国際協力型がん臨床指

導者養成拠点）」が実施され、令和 3 年度は 13 名が修了した。（資料 4） 
文部科学省事業「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」は、令和 3 年度を以って

終了となったが、本学の大学院生 69 名が履修しており、インテンシブコースについては 29
名履修していることから、引き続き本学における同事業を継続することとした。 
また、令和 3 年度大学院入学者のうち 14 名が、がんプロの各医療人養成医学研究コース

の履修を開始した。 
６）令和 3 年度大学院特別講義 A については、1 年間で計 10 回を開催した。 

また、コロナ禍により大学院生の負担なく講義に出席できるよう、Web（Webex）を利用

しての開催とした。（資料 5） 
〔講義の内訳〕 
① 本学連携協定校である東京理科大学教員並びに早稲田大学教員を講師に招聘したもの

（4 回） 
② 大学院委員会委員担当による大学院教授が行っている研究内容によるもの（4 回） 
③ 学内公募（2 回） 

7）令和 3 年度大学院単位修得者の授業料免除に関し、14 名の授業料を免除した。 
8）令和 4 年度第 1 回大学院入学試験合格者及び令和 3 年度第 1 回論文博士外国語試験合格者

について、大学院入学試験受験者 16 名中 15 名（一般選抜 2 名、社会人選抜 13 名）、論文
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博士外国語試験受験者 27 名中 20 名を合格とした。 
９）令和 4 年度第 2 回大学院入学試験合格者及び令和 3 年度第 2 回論文博士外国語試験合格

者について、大学院入学試験受験者 33 名中 33 名（一般選抜 9 名、社会人選抜 24 名）、論

文博士外国語試験受験者 21 名中 16 名を合格とした。 
10）令和 3 年 4 月から令和 4 年 3 月までの期間に学位授与した大学院生について、学位授与

された 27 名のうち成績優秀者に対して「大学院研究賞」3 名を表彰した。 
【大学院研究賞】 

髙𣘺 聡  （呼吸器内科学） 
飛田 悠太朗（眼科学） 
中野 優治 （眼科学） 

11）早稲田大学との合同シンポジウムを次のとおり開催した（資料 6） 
日 時：令和 3 年 6 月 19 日（土）14 時 00 分～16 時 35 分 
会 場：日本医科大学千駄木校舎（現地開催および Web 開催併用） 
募集演題のテーマ：「両校の実質的連携を目指した研究交流」 
演題形式：講演（Web 開催） 

12）東京理科大学との合同シンポジウムを次のとおり開催した。（資料 7） 
日 時：令和 3 年 12 月 11 日（土）12 時 30 分～16 時 55 分 
会 場：Web 開催 
募集演題のテーマ：「両校の実質的連携を目指した研究交流」 
演題形式：①講演（Web 開催）、②講演＋研究室バーチャルツアー 

③ ポスター発表・オンライン懇親会 
13）分野の統合及び新分野の開設について 

分野の統合及び新分野の開設に係る大学院学則の一部改正を行った。 
〔改正内容〕 

統合：腎臓内科学分野及び内分泌糖尿病代謝内科学分野 
⇒内分泌代謝・腎臓内科学分野 
開設：臨床検査学分野 
施行年月日：令和 4 年 4 月 1 日 

14）AI・データサイエンスコースについて 
医学専攻の新コース設置に係る大学院学則の一部改正を行った。 

〔改正内容〕 
新設コース名：AI・データサイエンスコース 
施行年月日：令和 4 年 4 月 1 日 

15）学是（克己殉公）の英訳について 
  学是（克己殉公）の英訳案を作成・検討し、英訳候補を大学院教授会へ提案し承認された。 
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英訳：Dedication to Medicine and Human Health 
16）研究生・特別研究生について 

研究生・特別研究生の入学条件などの見直しを行い「日本医科大学大学院研究生規則及び

特別研究生細則の運用に関する内規」の一部改正を行った。 
〔改正内容〕 
・全日制の研究生に対して、原則として授業料（年額 3 万円）免除を廃止した。 
・特別研究生については、図書館利用料として 3 万円（年額）を設定した。 
施行年月日：令和 4 年 4 月 1 日 

17）学位審査体制について見直しを行い、「学位審査に関する取扱要領」の一部改正を行った。 
施行年月日：令和 4 年 4 月 1 日施行 

 
（２）自己評価 

大学院委員会としては、本学のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミッ

ション・ポリシーに則った大学院運営ができるように、さまざまな大学院の組織的体制・教育

内容の充実、研究補助の拡充・改正に勤めている。 
ディプロマ・ポリシーに関しては、学位論文の質を担保し、近年多くなった劣悪ないわゆる

粗悪学術誌掲載の研究論文を対象としない申し合わせ事項を確定した。平成 28 年より開始さ

れた 1 専攻化大学院教育は 6 年目を迎え、博士課程修了者（甲）27 名、論文提出による学位

取得者（乙）27 名、合計 54 名を社会に送り出すことができた。大学院の入学は定員のほぼ 70%
に達しているが、さらに増員を図って行きたい。また平成 29 年度から開始された「多様な新

ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プラン事業:関東がん

専門医療人養成拠点」では本年度 13 名が履修を終了し修了証を授与された。今年度は本コー

スには 14 名が履修を開始し、計画通り学生を確保できている。 
さらに学位の審査システムを、改変し、審査委員長は指導教員ではなく、他の審査委員が勤

めることにし、客観的な学位審査を実施できる体制を構築した。 
カリキュラム・ポリシーについては能動的学習を促すために、大学院講義の e-Learning 化

をさらに推進し、e-Leaning 後の評価システムも拡充した。さらにシラバスに目指すべきコン

ピテンスを明示するようにしている。プロフェッショナリズム涵養の一環として APRIN の e-
Leaning コースの習得も行わせている。がんプロフェッショナルコースの e-Learning クラウ

ドのアップデートも行い、新規のコンテンツも充足させている。さらに次年度より AI データ

サイエンスコースを大学院に設置する方向で進めている。大学院教育を新しい研究スタイルの

履修も含め充実させて行きたい。 
共通カリキュラムの内容に関しては、講師の移動などに伴い最新の医科学を盛り込む様に刷

新を行った。また大学院特別講義が 2、3 年次の共通カリキュラムに組み入れられているが、

今年度も最新の医科学の話題を委員会で選定し、充実した内容の講義を開講できた。 
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近年研究の社会への貢献が課題となっており、研究の社会実装教育を充実させる必要があり、

3 回の大学院特別講義を企画している。またその内容は必修項目としての大学院講義とする予

定である。 
連携大学である東京理科大学および早稲田大学から大学院講義に講師を招聘している。大学

院特別講義の一部は学修支援システム（LMS）上の e-Learning 教材としている。またさらに

大学院教育の e-Learning の充実化を図るため、各研究科の専門教育概論（1 年目講義 2 単位）、

特論 A, B（2 年目、3 年目講義それぞれ 2 単位）の e-Learning 化を図るため、各教室に講義

ビデオを構築している。PDCA サイクルを着実に回し、継続して教育の実質化を推進している。

学生への直接聞き取りも実施し、その意見をもとに履修内容の改訂・改善を行なっている。 
以上より本大学院教育は大学院ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー及びアドミ

ッション・ポリシーに則って大学院教育が進められていると考えている。 
基礎研究医師養成を目的として令和 4 年度開始の研修医から「基礎研究医」として臨床研修

を開始しながら大学院・基礎研究室で研究を前期研修中に実施できる特別枠が設定され応募が

開始された。本学は本特別枠に応募し本年は 1 名の枠を確保した。 
全国的に医科系大学院学生の病棟業務に関して無給医の問題が大きく取り上げられたが、本

学は大学院生として業務、自己研鑽、臨床業務の区別をはっきりと明確化し、しっかりと業務

実態を把握するとともに、給与補償を実施する方針とした。社会人大学院生以外の一般選抜大

学院生はできるだけ全員が Research assistant として登録することとし、さらに社会人を含む

全ての大学院生に勤務表（勤務状況・学習・研究状況内容）を提出してもらい業務実態を把握

すること、さらに自己研鑽についても定義を明確化して自己研鑽届を提出してもらう体制を整

えた。ポスドクの応募は例年通りである（21 名）が Research assistant は 87 名と著しく増員

された。また Teaching Assistant については、FD を毎年実施し、教育力の向上を図っている。

またさらに優秀なポスドクの応募を受けるため、待遇改善を検討している。 
日本医科大学学術機関リポジトリ（NMS Air）に関しては、図書館、研究部委員会及び ICT

推進センターと共同し、全教員のデータを登録したシステムを構築中である。データの二重管

理を避けるため、基本的には Researchmap のデータ登録を重視し、その登録内容が本学リサ

ーチャーデータベース（RDB）に反映されるシステムを構築中である。しかし例年の課題であ

る登録率、データの完成率がまだ不十分である。 
大学院医学研究科特別経費に関しては、例年通り大学としての研究戦略や他大学との連携を

視野に入れてダイナミックに運用している。併せて、大学院委員会における実績報告書の評価

と結果のフィードバックを行い、大学院教授会で報告することによって、事業の透明性の確保

および PDCA サイクルの遂行ができた。 
他大学との連携について、教員のクロスアポイントメントを進めている。東京理科大学及び

早稲田大学と合同シンポジウムを開催し、大学院特別講義および学部学生の研究配属等、共同

プロジェクトへの研究費配分など、実質的な連携が継続できている。また採択された課題以外
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にも、複数の共同研究プロジェクトが進行している。早稲田大学および日本獣医生命科学大学

とも大学院特別講義のほか、大学院医学研究科特別経費（研究科分）において共同研究プロジ

ェクト枠を設け、共同研究の推進を図っていく。 
昨年度以前からの「今後の課題」についての改善点については、上記のように、大学院生、

RA、PD、ガンプロの充足を進めている。NMS Air 及び Researchmap の登録状況は向上しつ

つある。研究支援については、ダイバーシティー推進も含めて、若手の研究者のレベルアップ

をめざしてメリハリのある支援を進めている。他大学との連携は早稲田大学との合同シンポジ

ウムを開始しクロスアポントメントも開始している。 
 
5．今後の課題 

高度な医療・医学に携わる医学研究者の育成は今後の大学の発展にとって最も重要な使命である。

大学院生の充足率及びがんプロフェッショナル養成講座履修者は増加傾向ではあるが、魅力的なカ

リキュラム及び教育コンテンツの充実を図って、さらに多くの倫理観とさらに広範な医科学の知識

を持った優秀な研究者を輩出していく必要がある。RA・TA システムおよび PD 制度の充実化、医

学研究科特別経費学生分の戦略的な配分、大学院社会人選抜枠の有効な運用によって、研究を志す

若手が経済的にも研究資金的にも安定して研究を遂行できる環境づくりを、委員会で検討を続けて

いく必要がある。 
Researchmap と NMS Air のコンテンツの相補的登録システムは完成しており、各教員のデータ

の充足にも向上しつつあるが、未だ目標とする 90％に達していない。さらに大学院、研究部委員

会、図書室、ICT 推進センターと協力し、各教員に呼びかけ、内容を充実させる努力が引き続き必

要である。 
全学的な研究環境の体制整備を研究部委員会と連携して今後も進めたい。ブランディング事業や

複数研究科の共同研究事業等の大型プロジェクトの導入、共同研究施設の整備は喫緊の課題である。 
学外との連携に関しては、東京理科大学や早稲田大学との医工連携に加えて、医療技術革新を見

据えて他大学、研究・臨床機関、企業との連携活動も模索していく必要がある。 
学内研究体制の強化及び共同研究の強化によってさらに科学研究費、大型研究費の取得を目指し

て行きたい。 
 
6．参考資料 

資料 1  令和 3 年度リサーチ・アシスタント、ポスト・ドクター採用者一覧 
資料 2  令和 3 年度日本医科大学大学院医学研究科特別経費研究科分及び学生分採択一覧 
資料 3  令和 3 年度学位授与状況 
資料 4   がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン（国際協力型がん臨床指導者養成拠点）

修了者一覧 
資料 5  令和 3 年度大学院特別講義 A 
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資料 6  日本医科大学・早稲田大学合同シンポジウム 
資料 7  日本医科大学・東京理科大学第 8 回合同シンポジウム 
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 令和 3年度 リサーチ・アシスタント採用者一覧 （資料 1） 
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令和 3年度日本医科大学大学院医学研究科 
 特別経費研究科分及び学生分採択一覧 （資料 2） 
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ɦɫ B�ȁG� ɥ Ć�ʠǹ� ˶ˈ˙ƦªʵſŤʪʱʣˁȳȲ˩́˓̃ˣˆ́ːɿɻɮʶĮǑȁđ ���

ɦɬ ʟȁđ�#ŷŦ� ɦ Ãǰɝ{ ȀǞ˅˾ˌ˽�0Ã˼ˡˤʵ�ʬˁˬˬ˳˽́ŗƇǯʶåŖŸPē ��� ���

ɦɭ ȁđ�#ŷŦ� ɦ Ǩ�ɝĂȱ ˑ˺ˌˇ́˗ː˦˾(ȡB�ʲʢˁɳɿɼʂɻʁʧȆ�ʬˁŉœƮǎʶŝ�ʴˀʸʵŷÛȁđ ���

ɧɤ ȁG�̂ƒƱũŜ� ɦ ��ɝƆǷ �wK���gJQ!G²¬µ´ª­¡E���ju��D:9[hPR����&v�t� 
�SZ
�Kd� ���

ɧɥ ñ½�Ɩ� ɦ �ǰɝ�¾ ǘĦĦȶĐ˲˾˧˅ʶ�Ã�ŏ˫ˇˋ˶̃ˌ̃ʳʪʱʶʏʒʑʌɝʑʒʑɢʈʒʉʎʑʌɝɿɻɮʶëƭ ���

ɧɦ ǖǢ<Ɩ� ɦ �ȭʠţ ˼ˡˤ��ɘǴxŸ-ƽ˺ˣ˾ʵʦʩˁĲ#ʶǖɁ�ʳǍ�ʹZʻʬÀɊ ���

ɧɧ ÉũŜ�̂6Ŵ� ɦ ŌŬʠǹƼ ��ƳéʵʦʩˁɶɹɢɥɬʶØƾʶȁû ���

ɧɨ ÉũŜ�̂6Ŵ� ɦ �ȯʠK ɽʔʒʌʊʕʖʊʔʒʑʊʶŇùŪ�ȹPēʶ6Ŵ�ƁĮĪʶȁû ���

ɧɩ ʟ�ȉ̂Ęɓ� ɧ ďŬʠƹ �ɒlǒǉȬʧ��ÑʵZʻʬÀɊʳʭʶ˹ˌ˧˚˸ʶȁû ��� ����� ���

ɧɪ ÈŨr<Ɩ� ɧ õ�ʠ)ȏ ÄǓɏǓŸ-ƽʵ�ʬˁˌˢ̃ˢ˾˅˰˿̃˗˻́ʶĂPÑ ���

ɧɫ ÈŨr<Ɩ� ɧ ƊYʠǀ ǈ�}ËƢŸʵʦʩˁ«�\ƸǑ �ʶ�ŏu�ʶħȂ ���

ɧɬ ƒƱ<Ɩ� ɧ ǺČʠèm «á<Ǵęʵ�ʬˁƄìƱ_å@vǯʶĂPÑʳ�9Ñʵȷʬˁ�÷ȃ:e˼́˟˸RĴșƌƚ ���

ɧɭ ËǢǴƣ�Ɩ� ɧ ŀ˧ʠ"Ț ©§ŷǴƣŖʵʿˁƥŞQǓƎRŸ˽˙ˏʳ˙˞ˠ́ʶĂPÑʶħȂ ���

ɨɤ ǔƒƱ�Ɩ� ɧ 
*ŬʠɚƫƼ ɳɿɼʂɻʁȺ�ǯʶǔĠ�ĿżʹʶÎū ���

ɨɥ ½Þ=¹=ũS� ɧ ���	 ƂǝʶK0ĿžȢƘʵʦʩˁǴƣ<ƂƮǎ̂jƂƮǎʶÁJʶȁđ ���

ɨɦ ½Þ=¹=ũS� ɧ ȌYʠŧŦ ˭ˤǁRʵ�ʤȬR˙ˤ˿˙ʶƂǝʾK0ʹʶÀɊ ���

ɨɧ ɍɎȪ̂ÙǿrƖ� ɧ ȱĆʠ�ȿ <ǄɁ�ʵʦʩˁĘɓu�˂�ËʳʬˁõʪʣB�˹ˌ˧˚˸ʵʯʣʱʶƌƚ ���

ɨɨ ÈŨr<Ɩ� ɨ ǪŔɝ±a ǖÑȎǴc%Ë�9Öǂʵʦʩˁ ȬƬȆ�u�˱̀˽́ķȬRȫƬɞɵɶɳɢɽɵɟȺ�ǯʶPēʳ�9ÑʶħȂ ���

ɨɩ ÈŨr<Ɩ� ɨ ǳɋȐʠȇ� U0p5+W��� (-S���� x�?£«¸«µ¢®¶¸¤³·���������6���*�t� LM ���
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ɨɪ ÈŨr<Ɩ� ɨ üMʠ2 ɦ}Ƨ¡ŷc%ÜÑË�9Öǂ˂�ȍʳʪʮƱ_˛˶ː˾ˠ˥ʳˊ́ˬː˽˯̀˘́ʶ#ŋưÞu�ʹʶÀɊ ���

ɨɫ ÈŨr<Ɩ� ɨ ��ʠ¨ X��(NH���� (-S�+W¡�l���£«¸«µ¢®¶¸¤³·�^9[�k�6�t� ;ofw ���

ɨɬ ÈŨr<Ɩ� ɨ ȷɝ)Ĭ ɇǱǴÑËƢŸʵʦʩˁ�Ãǽ�u�ʳʪʱʶ˞ˇˠ́ ���

ɨɭ �7̂ÏþąS� ɨ̄ɩ̅ dŬʠyÍ åƀǴŷǯʑʊʏʆʔʆʇʎʑʊʵ�ʬˁǃÑ˂ĂʬˁƀǴŷƮǎʶǃÑĮµʶȁûʳʭʶ5ă ���

ɩɤ ǣ´ï�ƷS� ɨ̄ɪ̅ Ǻ©ʠÚ� Įģ�ƿ˂ūʣʮǐȪWƪʅƷ>ƆʵʿˁǊǴę�ęŸʶħA ���

ɩɥ ǣ´ï�ƷS� ɥ �ȋʠýU ɱʊʊʓɝʏʊʆʔʑʎʑʌ˂ņūʪʮǔɰʁʵ�ʬˁʘʒʚʊʏɝʇʆʕʊʉɝʐʒʔʓʍʒʐʊʖʔʛłʶȵſɝ ���

ɩɦ ʟȁđ�#ŷŦ� ɦ ɘĭɝÝ ȀǞ˅˾ˌ˽�0Ã˺ˣ˾˼ˡˤʵ�ʬˁʓʆʑɢɽɽɮɿɝʆʌʒʑʎʕʖŗƇʶPēɝɝɝɝ ��� ���

ɩɧ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩ�ʠ ɦ sǪȯʠÔ� 9ȖÑ»ƂŸŷÛʵʦʩˁɺɥɡɝɺɦɡɝɺɥɠɦWťʶȷ�ʶħȂ ���

ɩɨ khr�Ɩ� ɦ ďĉɝ3ũ ˅́ˠˊˇ˘́ːȧ��ɸʏʒʖʍʒʵʿˁǊŽʶȘƗ̂ŉœ˹ˌ˧˚˸ʶȁđ ���

ɩɩ khr<Ɩ� ɦ à�ʠŠ� ˽́ȬR˱̀ˢˋ̃˸ȁđ˂ūʣʮǊŽʵʦʩˁB�īƁĿżǯǃÑĮĪʶȁûʳʭʶ5ă ���

ɩɪ khr<Ɩ� ɦ Ĩʠɉĩ åɽɱɢɥɣɽɱɢɹɥɝå#ǯ̆ƮǎɁ�Ñåʧ˃ǯʶ%ūżłʶĂPÑʵʯʣʱʶħȂ ���

ɩɫ ŊRr�Ɩ� ɦ �zʠ)4 Ǚ<Ʈǫʧǲ|ŖȮŸRʵZʻʬÀɊ ���

ɩɬ ŊRr�Ɩ� ɦ ©¦ʠ�° ǇǌǡŶÖʵ�ʬˁǕǢʶ�ƙʦʿʸB�ũŜ�ƁÁJ ���

ɩɭ ŊRr�Ɩ� ɦ ø�Ȫʠȇ ǕǢ6Ŵæ¼Ʈǎʶʐʎʈʔʒɿɻɮ˱̀˯˄ˇ˾ʵʿˁǇǕǢrƅȷʶȁû ���

ɪɤ ŊRr�Ɩ� ɦ �Ŭʠ�p ˼ˡˤȞŇÑɑȣŖ˺ˣ˾˂ūʣʮɑȣŽʵ�ʬˁ�ȹƁãǶ�8ʶPēʶħȂ ���

ɪɥ ŊRr�Ɩ� ɦ ɘȯʠƝ�Ą 6Ŵˠˉˡˏ˵ˇ́ˤȺ�HÙ]ÑĻ�u�ʶħƭ ���

ɪɦ �7̂ÏþąS� ɦ Đĭɝɝ�l ©§ŷ?QǓŻʵ�ʬˁǒǉŭčȶǭƩ²Ʈǎ̄ɮɱʀɰ̅˂ūʣʮƮǎżłʶȵſ ���

ɪɧ �7̂ÏþąS� ɦ ƔĸʠȨ° �7ʧ˃ÖǂʶǙ<Ʈǫ^ʶŝÊʳĿżʵʿˁ�Rʶȁđ ���

ɪɨ ƒƱ<Ɩ� ɦ śȯʠɂ� ǔĠ�ÐÑąǴęt\ÖǂʵʦʩˁǴęŷŦƌƚ ���

ɪɩ ƂǝȗǞŷÛ� ɦ �ōʠoǅ 4ʵʿˁǦƬƮǎņÑRB�ʶȁû ���

ɪɪ ǣ´ï�ƷS� ɦ �·ʠöț ɨɱɝɳʏʒʙɝɺɿɶ˂ūʣʮǊŽǊCȻÃʶ«á<ǴŇȁđ ���

ɪɫ ǣ´ï�ƷS� ɦ ƀ�ʠŌɔ �|�����|}|�������������yz���~{y���§´©·¦¯·¥¡E��A
O	a��� T£«¸«µK�\�7c�3E* ���

ɪɬ ǖǢ<Ɩ� ɦ �ġʠ�� ƨť#ĵƮǴƣƴʶɁ�Ã+Ç˂Ȇ�ʬˁu�ʶe� ���

ɪɭ ÉũŜ�̂6Ŵ� ɦ Ƌ©ʠ�ɔ ˽́ˬƩ×ÑǗźʵ�ʬˁŖŸÑ˶ˏ̀˯˄̃˘ʵʿˁ6Ŵżłʶȵſ ���

ɫɤ ʟȁđ�#ŷŦ� ɧ ĺǸʠĎȾ ȜǾ˺ˣ˾˼ˡˤʵ�ʬˁɽɽɮɿʜ˅˔˧˙ˤŗƇŋʶPē ��� ���

ɫɥ ʟȁđ�#ŷŦ� ɧ ơďʠĞ� ɰɻʃ˺ˣ˾˼ˡˤ̄ʼʮʷ˶ˈ˙̅ʵ�ʬˁķƬķŅƇʶPē ��� ���

ɫɦ ʟB�ȧ�S� ɧ O©ʠȇ ȶǭƩ²ƮǎɞɺʀɰɟʳǗźőȁÑˈˇ˾˙˂ūʣʮʧ˃ȧ��ƮǎĿżƌƚ ��� ��	
��

ɫɧ ʟ�ȉ̂Ęɓ� ɧ ĊŬʠń" ˱̀˒˙ˢ̀́]�#˗ː˦˾ʶƍƵʵʿˁùŪȆ�˹ˌ˧˚˸ʶȁû ��� ����� ���

ɫɨ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩ�ʠ ɧ dŬʠÿ åɺɱɮɩå#ȾÑƂǝƢŖʵʦʩˁȶȒÑǊŶÖʶŷÛȁûʦʿʸõǽĿżʶȝƚ ���

ɫɩ ȁđ�#ŷŦ� ɧ ɝɝɝȼɝƳL ˼ˡˤËǢƗĥ˺ˣ˾˂ūʣʱʡȓÐÑ̂ÐÑ̂ÜÑçƲ[ÎʶB�ŷŦ�ƁʴŝÊʳʭʶEÆ ���

ɫɪ khr�Ɩ� ɧ w©ʠVň v½Žʵ�ʬˁõʪʣ4ƷL�6Ŵżłʶȵſ ���

ɫɫ khr<Ɩ� ɧ MǰʠŃǹ ˥˼ˇ˫̃ȧ���ų˂ʽʯɇ�ƮǎǊŽʶB�īƁǯʶǃÑRĮµʶħȂ ���

ɫɬ khr<Ɩ� ɧ Ɇ£ʠƪ� ǊƷƳǧƮǎʶ˹ˌ˧ˌ˾˙ˤ˿˙ʵʦʩˁʓʔʒʋʎʇʔʒʖʎʈɝʐʊʉʎʆʖʒʔŪũʵȷʬˁƌƚ ���

ɫɭ ŊRr�Ɩ� ɧ �ǰɝó¾ ŊRrŽʵʦʩˁ6Ŵˠˉˡˏ˵ˇ́ˤB�ʶÁJʳ˫ˇˋ˶̃ˌ̃ʶëƭ ���

ɬɤ ŊRr�Ɩ� ɧ Ě£ʠǀ ɲʚʒʕʒʐʊŭčÈŨɱɻɮ˂ūʣʮɺʎʑʎʐʆʏɝɿʊʕʎʉʗʆʏɝɱʎʕʊʆʕʊɝɞɺɿɱɟʶħA ���

ɬɥ ŊRr�Ɩ� ɧ YŬʠœ�ȩ õǽǋŽƮǎě˂ūʣʮǯHÙ]Ñ̂ǃÑʳȧ��˱̀˯˄ˇ˾ʶȷȠ˂Ȉʺˁ�÷ȃ:eƌƚ ���

ɬɦ ƒƱ<Ɩ� ɧ Ľfʠƞ� ]8�)*4��� ab�%c'�".]��B@=I��EI>�3�*�t� �2e��´·¨±
;oLM ���

ɬɧ ËǢǴƣ�Ɩ� ɧ ƴȋʠ�Ț ǱǴÑËŶÖʵʦʩˁ?QǓ/IǴǵȕ½Þʶ(ȡu�ʶe� ���

ɬɨ ǣ´ï�ƷS� ɧ Ŭ�ʠŀ ɽʆʔʆʐʊʖʔʎʈɝɽɲʁ˂ūʣʮ×ÑǗźʶȅ' ��

ɬɩ ǣ´ï�ƷS� ɧ �¥ʠɂįȩ <ɎQǓşƛɣȴ�ŸʵʦʩˁǔǴŇB¬ʶ�ŏu�ʳʪʱʶɺɿɶ̂ɨɱɢɳɹɼʄâǼʶħȂ ���

ɬɪ ǖǢ<Ɩ� ɧ 
ǑĆʠ)�� ǚǞȟđʵʦʩˁǚǞƷƳR˹ˌ˧˚˸ʶȁû ���

ɬɫ �ȉʞĘɓ� ɧ Ċȯʠ.� ɖĝƢ=ũ˂æʤ˶ˏ̀˯˄̃˘ʵʦʩˁɽʑʓʏʆɫĮǑȁđ ���

ɬɬ ůÑũır̂Ł¡rƖ� ɧ �Śʠ)� ǜǏʧ˃ʵɺɿɶħėʵʦʩˁʃɶɿɮɱʀʶħȂ ���

ɬɭ ǣ´ï�ƷS� ɧ �Ȕʠān ȮŸkhrŶÖ&ʵʦʩˁǊíĶɣǴŇʀɽɲɰʁɣɰʁʶ�Ã�ŏǑ ���

ɭɤ ʟȁđ�#ŷŦ� ɨ �ȯʠ2Ŀ ȀǞ˅˾ˌ˽�0Ã˺ˣ˾˼ˡˤʵ�ʬˁɽɽɮɿ˅˔˧˙ˤcHŗƇŋʶPēɝɝɝ ��� ���

ɭɥ ʟȁđ�#ŷŦ� ɨ ɐŬʠÕ�Ą ȀǞ˅˾ˌ˽�0Ã˺ˣ˾˼ˡˤʵ�ʬˁɽɽɮɿʝʆʌʒʑʎʕʖŗƇŋʶPēɝɝɝɝɝɝ ��� ���

ɭɦ ʟ�ȉ̂Ęɓ� ɨ ĉŬʠğ ɰɱɦɤɪȾÑ˶ˏ̀˯˄̃˘ʵʿˁK0ĿžEÆĮĪʶȁû ��� ���
����

ɭɧ ʟ�ȉ̂Ęɓ� ɨ ŐŔɝ� É�ȮLŨ�ʵʦʩˁˮ˞˷́ɱ]�#˂�ʪʮƢǬƸʶ˹ˌ˧˚˸ȁđ ��� �����
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ɭɨ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩʠ ɨ ƐČń° 9ȖÑ»ƂŸʵ�ʤËŷ�ʶ½ÞʵʦʩˁËƢêgÑWťʶȁđ ���

ɭɩ ƇƖ� ɨ ɘ ʠlº ƶ<ɁʵʦʩˁǔŭčƒƱĘɓu�ɞɯɱɻɳɟʶÁJʶȁûʳȧ��Ŀżłʶȵſ ���

ɭɪ khr<Ɩ� ɨ �¦ɕ� ˴˾ˢ˝˷˰˂ūʣʮʡɿʍʒ˂�ʪʮǊǴƣȟȢÑ�ȡʶ˹ˌ˧˚˸ʳĿżłʶȁû ���

ɭɫ khr<Ɩ� ɨ ÓŬʠƄƼ ɇ�ƮǎǊŽʵʦʩˁB�īƁǯǃÑʶĮǑȁđʳõǽĿżłʶȵſ ���

ɭɬ khr<Ɩ� ɨ ŌķʠŦ4 ǊŽʶŽRʵȷ�ʪʱʣˁ˶ˇˏ̀˫ˇˋ̃˸ ���

ɭɭ ŊRr�Ɩ� ɨ �Ŭʠ¸� ʈʖɱɻɮ˂ūʣʮȘƗÑǇǗźCȻÃʶùą=ſ�ŏ ���

ɥɤɤ ƒƱ<Ɩ� ɨ Ē)ǵ ǔǴƣɁ�Öǂʵʦʩˁɷɮɸɦɝʃɪɥɫɳȧ���ųʶȾÑŢʦʿʸǣ´ŷ}ʵȷʬˁħȂ ���

ɥɤɥ ƒƱ<Ɩ� ɨ ɘĭʠ`ȩ ǔĠ�ʵ�ʬˁƻǞŭčȶǭƩ²Ʈǎʶǔ*ȊPēʶħȂ ���

ɥɤɦ ËǢǴƣ�Ɩ� ɨ ČŬʠāń �Ǵ�ĐǴŒ̄ɽʏʆʖʊʏʊʖɝʔʎʈʍɝʓʏʆʕʐʆɡɝɽɿɽ̅ÄïR˒˾˂ūʣʮ̇ËƢĠ�ÃʶËǢ=ũ˹ˌ˧˚˸ʶȁû ���

ɥɤɧ ËǢǴƣ�Ɩ� ɨ ��ɝİ�ȩ ˓˾˭ˠ́ÄïÑ˒˾ˬˡˠ˂ūʣʮËƢĠ�ÃʶËĮǑîo ���

ɥɤɨ �ȉʞĘɓ� ɨ Þʠǩŕ ŖŸÑˌ˙ˬ̃˜ʵʿˁǒȒ�ȉȈƤʶB�˹ˌ˧˚˸ʶȁû ���

ɥɤɩ ůÑũır̂Ł¡rƖ� ɨ �ƒʠÿ FƜǛŽʵʦʩˁȘƗu�ʵȷʬˁ˒˩˸ȁđ ���

ɥɤɪ ůÑũır̂Ł¡rƖ� ɨ ĖʠɃ� �Ȫ¡ȕ�ƂŽãǶÃ=ſʶ˽˙ˏu�ʶƚû ���

ɥɤɫ B�ȁG� ɨ ���� Ʈǎě˂ūʣʮǍƃŭčȳȲ˩́˓̃ˣˆ́ːɿɻɮʶĮǑȁđ ���

ɥɤɬ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩ ɨɞɩɟ Ā£ʠ�� ×ÑǗźȷȠƢŖʶŷÛʶȁû ���

ɥɤɭ ˅˿˾ˎ̃ǠYŷ<Ɩ ɨ̄ɩ̅ ƔĘɝ�� ɰʁɹɮɨɢɰɱɬɤɣɬɪ˗ː˦˾ʧ˭ˤWť̂˶ˏ̀˯˄̃˘ʵZʻʬĮǑ�Rʶȝƚ ���

ɥɥɤ ȁđ�#ŷŦ� ɨ̄ɩ̅ ƔƉɝɃ� ¡ƣǧB¤ÃʶN×Ũ�ʵʿˁ˶ˈ˙ǖǢʶſũȢƘʹʶÀɊ ���

ɥɥɥ ȁđ�#ŷŦ� ɨ̄ɩ̅ ŔŬɝċȭ MɛÑʶǖĮǑɁ�ʶȡ¢ĮµʶȁûʳʭʶEÆ ���

ɥɥɦ khr<Ɩ� ɨ̄ɩ̅ ɘȯʠ�® ɲɴɳɿȧ���ųȾÑǊŽʵʦʩˁʒʕʎʐʊʔʖʎʑʎʇʳʓʊʐʊʖʔʊʚʊʉʶƅ�Pē ���

ɥɥɧ khr<Ɩ� ɨ̄ɩ̅ �ĤʠƼl� Ǌ�ƮǎǊŽʵʦʩˁõʪʣĿżßŲʶƏƜ ���

ɥɥɨ khr<Ɩ� ɨ̄ɩ̅ Ɣŀʠ¿ ȶȒÑǊŖc%ǊŽʵʦʩˁſŽ˹ˌ˧˚˸ʶe� ���

ɥɥɩ �7̂ÏþąS� ɨ̄ɩ̅ �þʠ4b ˪˰ĳǖŖʵ�ʬˁǒǉŭč²ƮǎʶåŖŸ$ū ���

ɥɥɪ ËǢǴƣ�Ɩ� ɨ̄ɩ̅ əĭʠȑ�Ą ɨɱɝɳʏʒʙɝɺɿɶ˂ūʣʮÜÑ�QǓȁɄʶõʮʴȥɀąXȽu�ʶȁû ���

ɥɥɫ ǣ´ï�ƷS� ɨ̄ɩ̅ ƕĉʠǹƾ ɍɌȪŽʶ=ſȪ�ʳƷȰʵʦʩˁħȂ ���

ɥɥɬ �7̂ÏþąS� ɨ̄ɪ̅ Ĩ�ʠŧƼ ɶʌɮǖŸ˺ˣ˾˶ˈ˙ǖʵʦʩˁ˕ˇˤˌˇ́ſŤʵȷʬˁƌƚ ���

ɥɥɭ ǣ´ï�ƷS� ɨ̄ɫ̅ ��ʠƓi ɥɧɻ˅́˺˧˅ɽɲʁʵʿˁ�ȰƁʴËƢǴŇȰʳÉ�ÈŨɁ�ʶȷȠʵʯʣʱʶȅ'̂ħȂ ���
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※副分野より計画書が提出されている者
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ɥ ʠʠÈŨr<Ɩ�ʠʠʠ ɥ �ǰʠƯÿ ������3*+7���'�%&"�3#�,80��
��
��(�3�-2��
�$�����!.7�4 	���*65/4#��31)2 ���

ɦ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩ�ʠ ɥ <£ʠƟ� ȷƤ˽ˈ˶ˠʵʦʩˁĈĢǴWťʶȁđ ���

ɧ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩ�ʠ ɥ ȱĆɝ²� 9ȖÑ»ƂŸʵʦʩˁƌƚ ���

ɨ ȁđ�#ŷŦ� ɥ ɘŚɝ��Ą ǖŶÖʶȡ¢ĮµʶŷŦ�ƁãłʵʿˁȁûʳʭʶEÆłʶëƭ ���

ɩ ƇƖ� ɥ £¥ʠİV ɽɽɮɿ˂ūʣʮƶ<ɁʵʦʩˁƷƳĕ¯CȻǶÃƷƳRäE ���

ɪ Ǵŋ<Ɩ� ɥ �£ɝȤ ÐÑɖɗÑƀǴŷʵʦʩˁ�Ãǽ�u�ʳʴˁȧ���ųʶëƭ ���

ɫ Ǵŋ<Ɩ� ɥ �Ȥɝº� ÐÑɖɗÑƀǴŷʵʦʩˁ=²ƮǎÑšÅĮµʶȁûʳõǽĿżīƁʶëƭ ���

ɬ khr<Ɩ� ɥ ¥Čȑ ŝſÑȶȒÑǊŖʶǊɁ�ȡǵʳˊ́˥˛˽́ʶȷȠÑʵȷʬˁƌƚ ���

ɭ khr<Ɩ� ɥ !ǰʠȾ� Ǌǎ�ƂƮǎʶ˹ˌ˧ˌ˾˙ˤ˿˙ʵʦʩˁʓʔʒʋʎʇʔʒʖʎʈɝʐʊʉʎʆʖʒʔŪũʵȷʬˁƌƚ ���

ɥɤ khr<Ɩ� ɥ Ēʠċ� ȶȒÑǊŖc%ǊŽʵʦʩˁ˶ˇˏ̀˫ˇˋ̃˸ʶëƭ ���

ɥɥ khr<Ɩ� ɥ Ĵqʠ5ǵ ,*VU
*sn*YC��~�SZ��� /VU
`��6���/VU
`�_$�6��tq*�t� LM ���

ɥɦ ŊRr�Ɩ� ɥ 
�ʠÒû ȡǵǋŽʵʦʩˁ�Ǣrŉœ˂#��íʦʿʸɧɱɰʁʲȅ'ʬˁ�÷ȃ:eƌƚ ���

ɥɧ ŊRr�Ɩ� ɥ � ʠúĬ õũ7ąʵãǶʧÌǻʴõũ7ʵʦʩˁǤřŖŸ̄ŘǫƁŖŸ̅ʶƌƚ ���

ɥɨ ŊRr�Ɩ� ɥ þfʠ�ń ǌȣŽʵʦʩˁCȻôƠʦʿʸ	ŷªʶB�ũŜ�ƁħȂ ���

ɥɩ ŊRr�Ɩ� ɥ 8ĹʠD± ǇƮǎŽʵʦʩˁɲʀɿɽɥʦʿʸ˭˅˾̀́ȬʶħȂ ���

ɥɪ ƒƱ<Ɩ� ɥ űɝüƺ ˎ˼́̂˫˿̃Ÿ-ƽʵʦʩˁȄô˶̃ˌ̃ʶħȂ ���

ɥɫ ñ½�Ɩ� ɥ ŎƼɝð� �½ÑȷƤŸʵ�ʤŵŹʵ�ʬˁǟǮ�ǒǉ#˂īƁʳʪʮõǽĿżʶëƭ ���

ɥɬ <BŁ�Ɩ� ɥ İĆʠTÔ ŮŞǛBRŽćBRȘRʶĮµʳXȽu�ʶȁû ���

ɥɭ ƂǝȗǞŷÛ� ɥ F¦ʠƆ­ ˊˍ˗˶˿̃˖̃ʶƂǝƮǎʵZʻʬ$ūʶȁđ ���

ɦɤ ƂǝȗǞŷÛ� ɥ ��ʠŭȏ ˊˍ˗˶˿̃˖̃ʶǦƬƮǎņÑRĮµʶȁđ ���

ɦɥ ǣ´ï�ƷS� ɥ £Ĝʠ¿ Ű1ŷŦȠȷʵ~ʰʨųâÑ��ʵŝųƁʴɺɿɶâǼʶëƭƁƌƚʠ ���

ɦɦ ǣ´ï�ƷS� ɥ �� ��� ǚȪ�QǓŻʶBĔQǓǤřȴ�ʧɲʃɮɿǶÃ˞ˇ˱ɦˊ́˥˽̃ˏʳŻÂ�Rʵ�ʥˁÀɊ ���

ɦɧ ǣ´ï�ƷS� ɥ ďĉʠ�ľ Įģ�ƿ˂ūʣʮȪBƁǕQǓ�ęǶʶĿżPē�ŏʵȷʬˁħȂ ���

ɦɨ ɍɎȪ̂ÙǿrƖ�ʠʠ ɥ ǥ,ʠ;� ÐÑÙɈɅǆʶſŸʵʦʩˁŖŸʶȷ�ʶħȂ ���

ɦɩ <BŁ�Ɩ� ɥ òȸʠ³� ŮŞǛ
ɍŽʶ˽˙ˏʵÎʫʮ˶˨̃˘˹́ˤʵʦʩˁȦCʴɾɼɹŏ��¶ʶȵſ ���

ɦɪ <BŁƧ¡ŷ�ȉ<Ɩ� ɥ ɜŬʠ²� ˾˛ˋː˽˯̀˘́ʵʿˁǡ˼́˒˾˪́˙¦<ʶǒǉļƈʳʝƮǎĮǑʶîoPēʵȷʬˁ~Ƒƌƚ ���

ɦɫ B�ȁG� ɥ Ć�ʠǹ� ˶ˈ˙ƦªʵſŤʪʱʣˁȳȲ˩́˓̃ˣˆ́ːɿɻɮʶĮǑȁđ ���

ɦɬ ʟȁđ�#ŷŦ� ɦ Ãǰɝ{ ȀǞ˅˾ˌ˽�0Ã˼ˡˤʵ�ʬˁˬˬ˳˽́ŗƇǯʶåŖŸPē ��� ���

ɦɭ ȁđ�#ŷŦ� ɦ Ǩ�ɝĂȱ ˑ˺ˌˇ́˗ː˦˾(ȡB�ʲʢˁɳɿɼʂɻʁʧȆ�ʬˁŉœƮǎʶŝ�ʴˀʸʵŷÛȁđ ���

ɧɤ ȁG�̂ƒƱũŜ� ɦ ��ɝƆǷ �wK���gJQ!G²¬µ´ª­¡E���ju��D:9[hPR����&v�t� 
�SZ
�Kd� ���

ɧɥ ñ½�Ɩ� ɦ �ǰɝ�¾ ǘĦĦȶĐ˲˾˧˅ʶ�Ã�ŏ˫ˇˋ˶̃ˌ̃ʳʪʱʶʏʒʑʌɝʑʒʑɢʈʒʉʎʑʌɝɿɻɮʶëƭ ���

ɧɦ ǖǢ<Ɩ� ɦ �ȭʠţ ˼ˡˤ��ɘǴxŸ-ƽ˺ˣ˾ʵʦʩˁĲ#ʶǖɁ�ʳǍ�ʹZʻʬÀɊ ���

ɧɧ ÉũŜ�̂6Ŵ� ɦ ŌŬʠǹƼ ��ƳéʵʦʩˁɶɹɢɥɬʶØƾʶȁû ���

ɧɨ ÉũŜ�̂6Ŵ� ɦ �ȯʠK ɽʔʒʌʊʕʖʊʔʒʑʊʶŇùŪ�ȹPēʶ6Ŵ�ƁĮĪʶȁû ���

ɧɩ ʟ�ȉ̂Ęɓ� ɧ ďŬʠƹ �ɒlǒǉȬʧ��ÑʵZʻʬÀɊʳʭʶ˹ˌ˧˚˸ʶȁû ��� ����� ���

ɧɪ ÈŨr<Ɩ� ɧ õ�ʠ)ȏ ÄǓɏǓŸ-ƽʵ�ʬˁˌˢ̃ˢ˾˅˰˿̃˗˻́ʶĂPÑ ���

ɧɫ ÈŨr<Ɩ� ɧ ƊYʠǀ ǈ�}ËƢŸʵʦʩˁ«�\ƸǑ �ʶ�ŏu�ʶħȂ ���

ɧɬ ƒƱ<Ɩ� ɧ ǺČʠèm «á<Ǵęʵ�ʬˁƄìƱ_å@vǯʶĂPÑʳ�9Ñʵȷʬˁ�÷ȃ:e˼́˟˸RĴșƌƚ ���

ɧɭ ËǢǴƣ�Ɩ� ɧ ŀ˧ʠ"Ț ©§ŷǴƣŖʵʿˁƥŞQǓƎRŸ˽˙ˏʳ˙˞ˠ́ʶĂPÑʶħȂ ���

ɨɤ ǔƒƱ�Ɩ� ɧ 
*ŬʠɚƫƼ ɳɿɼʂɻʁȺ�ǯʶǔĠ�ĿżʹʶÎū ���

ɨɥ ½Þ=¹=ũS� ɧ ���	 ƂǝʶK0ĿžȢƘʵʦʩˁǴƣ<ƂƮǎ̂jƂƮǎʶÁJʶȁđ ���

ɨɦ ½Þ=¹=ũS� ɧ ȌYʠŧŦ ˭ˤǁRʵ�ʤȬR˙ˤ˿˙ʶƂǝʾK0ʹʶÀɊ ���

ɨɧ ɍɎȪ̂ÙǿrƖ� ɧ ȱĆʠ�ȿ <ǄɁ�ʵʦʩˁĘɓu�˂�ËʳʬˁõʪʣB�˹ˌ˧˚˸ʵʯʣʱʶƌƚ ���

ɨɨ ÈŨr<Ɩ� ɨ ǪŔɝ±a ǖÑȎǴc%Ë�9Öǂʵʦʩˁ ȬƬȆ�u�˱̀˽́ķȬRȫƬɞɵɶɳɢɽɵɟȺ�ǯʶPēʳ�9ÑʶħȂ ���

ɨɩ ÈŨr<Ɩ� ɨ ǳɋȐʠȇ� U0p5+W��� (-S���� x�?£«¸«µ¢®¶¸¤³·���������6���*�t� LM ���
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ɨɪ ÈŨr<Ɩ� ɨ üMʠ2 ɦ}Ƨ¡ŷc%ÜÑË�9Öǂ˂�ȍʳʪʮƱ_˛˶ː˾ˠ˥ʳˊ́ˬː˽˯̀˘́ʶ#ŋưÞu�ʹʶÀɊ ���

ɨɫ ÈŨr<Ɩ� ɨ ��ʠ¨ X��(NH���� (-S�+W¡�l���£«¸«µ¢®¶¸¤³·�^9[�k�6�t� ;ofw ���

ɨɬ ÈŨr<Ɩ� ɨ ȷɝ)Ĭ ɇǱǴÑËƢŸʵʦʩˁ�Ãǽ�u�ʳʪʱʶ˞ˇˠ́ ���

ɨɭ �7̂ÏþąS� ɨ̄ɩ̅ dŬʠyÍ åƀǴŷǯʑʊʏʆʔʆʇʎʑʊʵ�ʬˁǃÑ˂ĂʬˁƀǴŷƮǎʶǃÑĮµʶȁûʳʭʶ5ă ���

ɩɤ ǣ´ï�ƷS� ɨ̄ɪ̅ Ǻ©ʠÚ� Įģ�ƿ˂ūʣʮǐȪWƪʅƷ>ƆʵʿˁǊǴę�ęŸʶħA ���

ɩɥ ǣ´ï�ƷS� ɥ �ȋʠýU ɱʊʊʓɝʏʊʆʔʑʎʑʌ˂ņūʪʮǔɰʁʵ�ʬˁʘʒʚʊʏɝʇʆʕʊʉɝʐʒʔʓʍʒʐʊʖʔʛłʶȵſɝ ���

ɩɦ ʟȁđ�#ŷŦ� ɦ ɘĭɝÝ ȀǞ˅˾ˌ˽�0Ã˺ˣ˾˼ˡˤʵ�ʬˁʓʆʑɢɽɽɮɿɝʆʌʒʑʎʕʖŗƇʶPēɝɝɝɝ ��� ���

ɩɧ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩ�ʠ ɦ sǪȯʠÔ� 9ȖÑ»ƂŸŷÛʵʦʩˁɺɥɡɝɺɦɡɝɺɥɠɦWťʶȷ�ʶħȂ ���

ɩɨ khr�Ɩ� ɦ ďĉɝ3ũ ˅́ˠˊˇ˘́ːȧ��ɸʏʒʖʍʒʵʿˁǊŽʶȘƗ̂ŉœ˹ˌ˧˚˸ʶȁđ ���

ɩɩ khr<Ɩ� ɦ à�ʠŠ� ˽́ȬR˱̀ˢˋ̃˸ȁđ˂ūʣʮǊŽʵʦʩˁB�īƁĿżǯǃÑĮĪʶȁûʳʭʶ5ă ���

ɩɪ khr<Ɩ� ɦ Ĩʠɉĩ åɽɱɢɥɣɽɱɢɹɥɝå#ǯ̆ƮǎɁ�Ñåʧ˃ǯʶ%ūżłʶĂPÑʵʯʣʱʶħȂ ���

ɩɫ ŊRr�Ɩ� ɦ �zʠ)4 Ǚ<Ʈǫʧǲ|ŖȮŸRʵZʻʬÀɊ ���

ɩɬ ŊRr�Ɩ� ɦ ©¦ʠ�° ǇǌǡŶÖʵ�ʬˁǕǢʶ�ƙʦʿʸB�ũŜ�ƁÁJ ���

ɩɭ ŊRr�Ɩ� ɦ ø�Ȫʠȇ ǕǢ6Ŵæ¼Ʈǎʶʐʎʈʔʒɿɻɮ˱̀˯˄ˇ˾ʵʿˁǇǕǢrƅȷʶȁû ���

ɪɤ ŊRr�Ɩ� ɦ �Ŭʠ�p ˼ˡˤȞŇÑɑȣŖ˺ˣ˾˂ūʣʮɑȣŽʵ�ʬˁ�ȹƁãǶ�8ʶPēʶħȂ ���

ɪɥ ŊRr�Ɩ� ɦ ɘȯʠƝ�Ą 6Ŵˠˉˡˏ˵ˇ́ˤȺ�HÙ]ÑĻ�u�ʶħƭ ���

ɪɦ �7̂ÏþąS� ɦ Đĭɝɝ�l ©§ŷ?QǓŻʵ�ʬˁǒǉŭčȶǭƩ²Ʈǎ̄ɮɱʀɰ̅˂ūʣʮƮǎżłʶȵſ ���

ɪɧ �7̂ÏþąS� ɦ ƔĸʠȨ° �7ʧ˃ÖǂʶǙ<Ʈǫ^ʶŝÊʳĿżʵʿˁ�Rʶȁđ ���

ɪɨ ƒƱ<Ɩ� ɦ śȯʠɂ� ǔĠ�ÐÑąǴęt\ÖǂʵʦʩˁǴęŷŦƌƚ ���

ɪɩ ƂǝȗǞŷÛ� ɦ �ōʠoǅ 4ʵʿˁǦƬƮǎņÑRB�ʶȁû ���

ɪɪ ǣ´ï�ƷS� ɦ �·ʠöț ɨɱɝɳʏʒʙɝɺɿɶ˂ūʣʮǊŽǊCȻÃʶ«á<ǴŇȁđ ���

ɪɫ ǣ´ï�ƷS� ɦ ƀ�ʠŌɔ �|�����|}|�������������yz���~{y���§´©·¦¯·¥¡E��A
O	a��� T£«¸«µK�\�7c�3E* ���

ɪɬ ǖǢ<Ɩ� ɦ �ġʠ�� ƨť#ĵƮǴƣƴʶɁ�Ã+Ç˂Ȇ�ʬˁu�ʶe� ���

ɪɭ ÉũŜ�̂6Ŵ� ɦ Ƌ©ʠ�ɔ ˽́ˬƩ×ÑǗźʵ�ʬˁŖŸÑ˶ˏ̀˯˄̃˘ʵʿˁ6Ŵżłʶȵſ ���

ɫɤ ʟȁđ�#ŷŦ� ɧ ĺǸʠĎȾ ȜǾ˺ˣ˾˼ˡˤʵ�ʬˁɽɽɮɿʜ˅˔˧˙ˤŗƇŋʶPē ��� ���

ɫɥ ʟȁđ�#ŷŦ� ɧ ơďʠĞ� ɰɻʃ˺ˣ˾˼ˡˤ̄ʼʮʷ˶ˈ˙̅ʵ�ʬˁķƬķŅƇʶPē ��� ���

ɫɦ ʟB�ȧ�S� ɧ O©ʠȇ ȶǭƩ²ƮǎɞɺʀɰɟʳǗźőȁÑˈˇ˾˙˂ūʣʮʧ˃ȧ��ƮǎĿżƌƚ ��� ��	
��

ɫɧ ʟ�ȉ̂Ęɓ� ɧ ĊŬʠń" ˱̀˒˙ˢ̀́]�#˗ː˦˾ʶƍƵʵʿˁùŪȆ�˹ˌ˧˚˸ʶȁû ��� ����� ���

ɫɨ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩ�ʠ ɧ dŬʠÿ åɺɱɮɩå#ȾÑƂǝƢŖʵʦʩˁȶȒÑǊŶÖʶŷÛȁûʦʿʸõǽĿżʶȝƚ ���

ɫɩ ȁđ�#ŷŦ� ɧ ɝɝɝȼɝƳL ˼ˡˤËǢƗĥ˺ˣ˾˂ūʣʱʡȓÐÑ̂ÐÑ̂ÜÑçƲ[ÎʶB�ŷŦ�ƁʴŝÊʳʭʶEÆ ���

ɫɪ khr�Ɩ� ɧ w©ʠVň v½Žʵ�ʬˁõʪʣ4ƷL�6Ŵżłʶȵſ ���

ɫɫ khr<Ɩ� ɧ MǰʠŃǹ ˥˼ˇ˫̃ȧ���ų˂ʽʯɇ�ƮǎǊŽʶB�īƁǯʶǃÑRĮµʶħȂ ���

ɫɬ khr<Ɩ� ɧ Ɇ£ʠƪ� ǊƷƳǧƮǎʶ˹ˌ˧ˌ˾˙ˤ˿˙ʵʦʩˁʓʔʒʋʎʇʔʒʖʎʈɝʐʊʉʎʆʖʒʔŪũʵȷʬˁƌƚ ���

ɫɭ ŊRr�Ɩ� ɧ �ǰɝó¾ ŊRrŽʵʦʩˁ6Ŵˠˉˡˏ˵ˇ́ˤB�ʶÁJʳ˫ˇˋ˶̃ˌ̃ʶëƭ ���

ɬɤ ŊRr�Ɩ� ɧ Ě£ʠǀ ɲʚʒʕʒʐʊŭčÈŨɱɻɮ˂ūʣʮɺʎʑʎʐʆʏɝɿʊʕʎʉʗʆʏɝɱʎʕʊʆʕʊɝɞɺɿɱɟʶħA ���

ɬɥ ŊRr�Ɩ� ɧ YŬʠœ�ȩ õǽǋŽƮǎě˂ūʣʮǯHÙ]Ñ̂ǃÑʳȧ��˱̀˯˄ˇ˾ʶȷȠ˂Ȉʺˁ�÷ȃ:eƌƚ ���

ɬɦ ƒƱ<Ɩ� ɧ Ľfʠƞ� ]8�)*4��� ab�%c'�".]��B@=I��EI>�3�*�t� �2e��´·¨±
;oLM ���

ɬɧ ËǢǴƣ�Ɩ� ɧ ƴȋʠ�Ț ǱǴÑËŶÖʵʦʩˁ?QǓ/IǴǵȕ½Þʶ(ȡu�ʶe� ���

ɬɨ ǣ´ï�ƷS� ɧ Ŭ�ʠŀ ɽʆʔʆʐʊʖʔʎʈɝɽɲʁ˂ūʣʮ×ÑǗźʶȅ' ��

ɬɩ ǣ´ï�ƷS� ɧ �¥ʠɂįȩ <ɎQǓşƛɣȴ�ŸʵʦʩˁǔǴŇB¬ʶ�ŏu�ʳʪʱʶɺɿɶ̂ɨɱɢɳɹɼʄâǼʶħȂ ���

ɬɪ ǖǢ<Ɩ� ɧ 
ǑĆʠ)�� ǚǞȟđʵʦʩˁǚǞƷƳR˹ˌ˧˚˸ʶȁû ���

ɬɫ �ȉʞĘɓ� ɧ Ċȯʠ.� ɖĝƢ=ũ˂æʤ˶ˏ̀˯˄̃˘ʵʦʩˁɽʑʓʏʆɫĮǑȁđ ���

ɬɬ ůÑũır̂Ł¡rƖ� ɧ �Śʠ)� ǜǏʧ˃ʵɺɿɶħėʵʦʩˁʃɶɿɮɱʀʶħȂ ���

ɬɭ ǣ´ï�ƷS� ɧ �Ȕʠān ȮŸkhrŶÖ&ʵʦʩˁǊíĶɣǴŇʀɽɲɰʁɣɰʁʶ�Ã�ŏǑ ���

ɭɤ ʟȁđ�#ŷŦ� ɨ �ȯʠ2Ŀ ȀǞ˅˾ˌ˽�0Ã˺ˣ˾˼ˡˤʵ�ʬˁɽɽɮɿ˅˔˧˙ˤcHŗƇŋʶPēɝɝɝ ��� ���

ɭɥ ʟȁđ�#ŷŦ� ɨ ɐŬʠÕ�Ą ȀǞ˅˾ˌ˽�0Ã˺ˣ˾˼ˡˤʵ�ʬˁɽɽɮɿʝʆʌʒʑʎʕʖŗƇŋʶPēɝɝɝɝɝɝ ��� ���

ɭɦ ʟ�ȉ̂Ęɓ� ɨ ĉŬʠğ ɰɱɦɤɪȾÑ˶ˏ̀˯˄̃˘ʵʿˁK0ĿžEÆĮĪʶȁû ��� ���
����

ɭɧ ʟ�ȉ̂Ęɓ� ɨ ŐŔɝ� É�ȮLŨ�ʵʦʩˁˮ˞˷́ɱ]�#˂�ʪʮƢǬƸʶ˹ˌ˧˚˸ȁđ ��� �����
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ɭɨ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩʠ ɨ ƐČń° 9ȖÑ»ƂŸʵ�ʤËŷ�ʶ½ÞʵʦʩˁËƢêgÑWťʶȁđ ���

ɭɩ ƇƖ� ɨ ɘ ʠlº ƶ<ɁʵʦʩˁǔŭčƒƱĘɓu�ɞɯɱɻɳɟʶÁJʶȁûʳȧ��Ŀżłʶȵſ ���

ɭɪ khr<Ɩ� ɨ �¦ɕ� ˴˾ˢ˝˷˰˂ūʣʮʡɿʍʒ˂�ʪʮǊǴƣȟȢÑ�ȡʶ˹ˌ˧˚˸ʳĿżłʶȁû ���

ɭɫ khr<Ɩ� ɨ ÓŬʠƄƼ ɇ�ƮǎǊŽʵʦʩˁB�īƁǯǃÑʶĮǑȁđʳõǽĿżłʶȵſ ���

ɭɬ khr<Ɩ� ɨ ŌķʠŦ4 ǊŽʶŽRʵȷ�ʪʱʣˁ˶ˇˏ̀˫ˇˋ̃˸ ���

ɭɭ ŊRr�Ɩ� ɨ �Ŭʠ¸� ʈʖɱɻɮ˂ūʣʮȘƗÑǇǗźCȻÃʶùą=ſ�ŏ ���

ɥɤɤ ƒƱ<Ɩ� ɨ Ē)ǵ ǔǴƣɁ�Öǂʵʦʩˁɷɮɸɦɝʃɪɥɫɳȧ���ųʶȾÑŢʦʿʸǣ´ŷ}ʵȷʬˁħȂ ���

ɥɤɥ ƒƱ<Ɩ� ɨ ɘĭʠ`ȩ ǔĠ�ʵ�ʬˁƻǞŭčȶǭƩ²Ʈǎʶǔ*ȊPēʶħȂ ���

ɥɤɦ ËǢǴƣ�Ɩ� ɨ ČŬʠāń �Ǵ�ĐǴŒ̄ɽʏʆʖʊʏʊʖɝʔʎʈʍɝʓʏʆʕʐʆɡɝɽɿɽ̅ÄïR˒˾˂ūʣʮ̇ËƢĠ�ÃʶËǢ=ũ˹ˌ˧˚˸ʶȁû ���

ɥɤɧ ËǢǴƣ�Ɩ� ɨ ��ɝİ�ȩ ˓˾˭ˠ́ÄïÑ˒˾ˬˡˠ˂ūʣʮËƢĠ�ÃʶËĮǑîo ���

ɥɤɨ �ȉʞĘɓ� ɨ Þʠǩŕ ŖŸÑˌ˙ˬ̃˜ʵʿˁǒȒ�ȉȈƤʶB�˹ˌ˧˚˸ʶȁû ���

ɥɤɩ ůÑũır̂Ł¡rƖ� ɨ �ƒʠÿ FƜǛŽʵʦʩˁȘƗu�ʵȷʬˁ˒˩˸ȁđ ���

ɥɤɪ ůÑũır̂Ł¡rƖ� ɨ ĖʠɃ� �Ȫ¡ȕ�ƂŽãǶÃ=ſʶ˽˙ˏu�ʶƚû ���

ɥɤɫ B�ȁG� ɨ ���� Ʈǎě˂ūʣʮǍƃŭčȳȲ˩́˓̃ˣˆ́ːɿɻɮʶĮǑȁđ ���

ɥɤɬ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩ ɨɞɩɟ Ā£ʠ�� ×ÑǗźȷȠƢŖʶŷÛʶȁû ���

ɥɤɭ ˅˿˾ˎ̃ǠYŷ<Ɩ ɨ̄ɩ̅ ƔĘɝ�� ɰʁɹɮɨɢɰɱɬɤɣɬɪ˗ː˦˾ʧ˭ˤWť̂˶ˏ̀˯˄̃˘ʵZʻʬĮǑ�Rʶȝƚ ���

ɥɥɤ ȁđ�#ŷŦ� ɨ̄ɩ̅ ƔƉɝɃ� ¡ƣǧB¤ÃʶN×Ũ�ʵʿˁ˶ˈ˙ǖǢʶſũȢƘʹʶÀɊ ���

ɥɥɥ ȁđ�#ŷŦ� ɨ̄ɩ̅ ŔŬɝċȭ MɛÑʶǖĮǑɁ�ʶȡ¢ĮµʶȁûʳʭʶEÆ ���

ɥɥɦ khr<Ɩ� ɨ̄ɩ̅ ɘȯʠ�® ɲɴɳɿȧ���ųȾÑǊŽʵʦʩˁʒʕʎʐʊʔʖʎʑʎʇʳʓʊʐʊʖʔʊʚʊʉʶƅ�Pē ���

ɥɥɧ khr<Ɩ� ɨ̄ɩ̅ �ĤʠƼl� Ǌ�ƮǎǊŽʵʦʩˁõʪʣĿżßŲʶƏƜ ���

ɥɥɨ khr<Ɩ� ɨ̄ɩ̅ Ɣŀʠ¿ ȶȒÑǊŖc%ǊŽʵʦʩˁſŽ˹ˌ˧˚˸ʶe� ���

ɥɥɩ �7̂ÏþąS� ɨ̄ɩ̅ �þʠ4b ˪˰ĳǖŖʵ�ʬˁǒǉŭč²ƮǎʶåŖŸ$ū ���

ɥɥɪ ËǢǴƣ�Ɩ� ɨ̄ɩ̅ əĭʠȑ�Ą ɨɱɝɳʏʒʙɝɺɿɶ˂ūʣʮÜÑ�QǓȁɄʶõʮʴȥɀąXȽu�ʶȁû ���

ɥɥɫ ǣ´ï�ƷS� ɨ̄ɩ̅ ƕĉʠǹƾ ɍɌȪŽʶ=ſȪ�ʳƷȰʵʦʩˁħȂ ���

ɥɥɬ �7̂ÏþąS� ɨ̄ɪ̅ Ĩ�ʠŧƼ ɶʌɮǖŸ˺ˣ˾˶ˈ˙ǖʵʦʩˁ˕ˇˤˌˇ́ſŤʵȷʬˁƌƚ ���

ɥɥɭ ǣ´ï�ƷS� ɨ̄ɫ̅ ��ʠƓi ɥɧɻ˅́˺˧˅ɽɲʁʵʿˁ�ȰƁʴËƢǴŇȰʳÉ�ÈŨɁ�ʶȷȠʵʯʣʱʶȅ'̂ħȂ ���
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※副分野より計画書が提出されている者
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ɥ ʠʠÈŨr<Ɩ�ʠʠʠ ɥ �ǰʠƯÿ ������3*+7���'�%&"�3#�,80��
��
��(�3�-2��
�$�����!.7�4 	���*65/4#��31)2 ���

ɦ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩ�ʠ ɥ <£ʠƟ� ȷƤ˽ˈ˶ˠʵʦʩˁĈĢǴWťʶȁđ ���

ɧ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩ�ʠ ɥ ȱĆɝ²� 9ȖÑ»ƂŸʵʦʩˁƌƚ ���

ɨ ȁđ�#ŷŦ� ɥ ɘŚɝ��Ą ǖŶÖʶȡ¢ĮµʶŷŦ�ƁãłʵʿˁȁûʳʭʶEÆłʶëƭ ���

ɩ ƇƖ� ɥ £¥ʠİV ɽɽɮɿ˂ūʣʮƶ<ɁʵʦʩˁƷƳĕ¯CȻǶÃƷƳRäE ���

ɪ Ǵŋ<Ɩ� ɥ �£ɝȤ ÐÑɖɗÑƀǴŷʵʦʩˁ�Ãǽ�u�ʳʴˁȧ���ųʶëƭ ���

ɫ Ǵŋ<Ɩ� ɥ �Ȥɝº� ÐÑɖɗÑƀǴŷʵʦʩˁ=²ƮǎÑšÅĮµʶȁûʳõǽĿżīƁʶëƭ ���

ɬ khr<Ɩ� ɥ ¥Čȑ ŝſÑȶȒÑǊŖʶǊɁ�ȡǵʳˊ́˥˛˽́ʶȷȠÑʵȷʬˁƌƚ ���

ɭ khr<Ɩ� ɥ !ǰʠȾ� Ǌǎ�ƂƮǎʶ˹ˌ˧ˌ˾˙ˤ˿˙ʵʦʩˁʓʔʒʋʎʇʔʒʖʎʈɝʐʊʉʎʆʖʒʔŪũʵȷʬˁƌƚ ���

ɥɤ khr<Ɩ� ɥ Ēʠċ� ȶȒÑǊŖc%ǊŽʵʦʩˁ˶ˇˏ̀˫ˇˋ̃˸ʶëƭ ���

ɥɥ khr<Ɩ� ɥ Ĵqʠ5ǵ ,*VU
*sn*YC��~�SZ��� /VU
`��6���/VU
`�_$�6��tq*�t� LM ���

ɥɦ ŊRr�Ɩ� ɥ 
�ʠÒû ȡǵǋŽʵʦʩˁ�Ǣrŉœ˂#��íʦʿʸɧɱɰʁʲȅ'ʬˁ�÷ȃ:eƌƚ ���

ɥɧ ŊRr�Ɩ� ɥ � ʠúĬ õũ7ąʵãǶʧÌǻʴõũ7ʵʦʩˁǤřŖŸ̄ŘǫƁŖŸ̅ʶƌƚ ���

ɥɨ ŊRr�Ɩ� ɥ þfʠ�ń ǌȣŽʵʦʩˁCȻôƠʦʿʸ	ŷªʶB�ũŜ�ƁħȂ ���

ɥɩ ŊRr�Ɩ� ɥ 8ĹʠD± ǇƮǎŽʵʦʩˁɲʀɿɽɥʦʿʸ˭˅˾̀́ȬʶħȂ ���

ɥɪ ƒƱ<Ɩ� ɥ űɝüƺ ˎ˼́̂˫˿̃Ÿ-ƽʵʦʩˁȄô˶̃ˌ̃ʶħȂ ���

ɥɫ ñ½�Ɩ� ɥ ŎƼɝð� �½ÑȷƤŸʵ�ʤŵŹʵ�ʬˁǟǮ�ǒǉ#˂īƁʳʪʮõǽĿżʶëƭ ���

ɥɬ <BŁ�Ɩ� ɥ İĆʠTÔ ŮŞǛBRŽćBRȘRʶĮµʳXȽu�ʶȁû ���

ɥɭ ƂǝȗǞŷÛ� ɥ F¦ʠƆ­ ˊˍ˗˶˿̃˖̃ʶƂǝƮǎʵZʻʬ$ūʶȁđ ���

ɦɤ ƂǝȗǞŷÛ� ɥ ��ʠŭȏ ˊˍ˗˶˿̃˖̃ʶǦƬƮǎņÑRĮµʶȁđ ���

ɦɥ ǣ´ï�ƷS� ɥ £Ĝʠ¿ Ű1ŷŦȠȷʵ~ʰʨųâÑ��ʵŝųƁʴɺɿɶâǼʶëƭƁƌƚʠ ���

ɦɦ ǣ´ï�ƷS� ɥ �� ��� ǚȪ�QǓŻʶBĔQǓǤřȴ�ʧɲʃɮɿǶÃ˞ˇ˱ɦˊ́˥˽̃ˏʳŻÂ�Rʵ�ʥˁÀɊ ���

ɦɧ ǣ´ï�ƷS� ɥ ďĉʠ�ľ Įģ�ƿ˂ūʣʮȪBƁǕQǓ�ęǶʶĿżPē�ŏʵȷʬˁħȂ ���

ɦɨ ɍɎȪ̂ÙǿrƖ�ʠʠ ɥ ǥ,ʠ;� ÐÑÙɈɅǆʶſŸʵʦʩˁŖŸʶȷ�ʶħȂ ���

ɦɩ <BŁ�Ɩ� ɥ òȸʠ³� ŮŞǛ
ɍŽʶ˽˙ˏʵÎʫʮ˶˨̃˘˹́ˤʵʦʩˁȦCʴɾɼɹŏ��¶ʶȵſ ���

ɦɪ <BŁƧ¡ŷ�ȉ<Ɩ� ɥ ɜŬʠ²� ˾˛ˋː˽˯̀˘́ʵʿˁǡ˼́˒˾˪́˙¦<ʶǒǉļƈʳʝƮǎĮǑʶîoPēʵȷʬˁ~Ƒƌƚ ���

ɦɫ B�ȁG� ɥ Ć�ʠǹ� ˶ˈ˙ƦªʵſŤʪʱʣˁȳȲ˩́˓̃ˣˆ́ːɿɻɮʶĮǑȁđ ���

ɦɬ ʟȁđ�#ŷŦ� ɦ Ãǰɝ{ ȀǞ˅˾ˌ˽�0Ã˼ˡˤʵ�ʬˁˬˬ˳˽́ŗƇǯʶåŖŸPē ��� ���

ɦɭ ȁđ�#ŷŦ� ɦ Ǩ�ɝĂȱ ˑ˺ˌˇ́˗ː˦˾(ȡB�ʲʢˁɳɿɼʂɻʁʧȆ�ʬˁŉœƮǎʶŝ�ʴˀʸʵŷÛȁđ ���

ɧɤ ȁG�̂ƒƱũŜ� ɦ ��ɝƆǷ �wK���gJQ!G²¬µ´ª­¡E���ju��D:9[hPR����&v�t� 
�SZ
�Kd� ���

ɧɥ ñ½�Ɩ� ɦ �ǰɝ�¾ ǘĦĦȶĐ˲˾˧˅ʶ�Ã�ŏ˫ˇˋ˶̃ˌ̃ʳʪʱʶʏʒʑʌɝʑʒʑɢʈʒʉʎʑʌɝɿɻɮʶëƭ ���

ɧɦ ǖǢ<Ɩ� ɦ �ȭʠţ ˼ˡˤ��ɘǴxŸ-ƽ˺ˣ˾ʵʦʩˁĲ#ʶǖɁ�ʳǍ�ʹZʻʬÀɊ ���

ɧɧ ÉũŜ�̂6Ŵ� ɦ ŌŬʠǹƼ ��ƳéʵʦʩˁɶɹɢɥɬʶØƾʶȁû ���

ɧɨ ÉũŜ�̂6Ŵ� ɦ �ȯʠK ɽʔʒʌʊʕʖʊʔʒʑʊʶŇùŪ�ȹPēʶ6Ŵ�ƁĮĪʶȁû ���

ɧɩ ʟ�ȉ̂Ęɓ� ɧ ďŬʠƹ �ɒlǒǉȬʧ��ÑʵZʻʬÀɊʳʭʶ˹ˌ˧˚˸ʶȁû ��� ����� ���

ɧɪ ÈŨr<Ɩ� ɧ õ�ʠ)ȏ ÄǓɏǓŸ-ƽʵ�ʬˁˌˢ̃ˢ˾˅˰˿̃˗˻́ʶĂPÑ ���

ɧɫ ÈŨr<Ɩ� ɧ ƊYʠǀ ǈ�}ËƢŸʵʦʩˁ«�\ƸǑ �ʶ�ŏu�ʶħȂ ���

ɧɬ ƒƱ<Ɩ� ɧ ǺČʠèm «á<Ǵęʵ�ʬˁƄìƱ_å@vǯʶĂPÑʳ�9Ñʵȷʬˁ�÷ȃ:e˼́˟˸RĴșƌƚ ���

ɧɭ ËǢǴƣ�Ɩ� ɧ ŀ˧ʠ"Ț ©§ŷǴƣŖʵʿˁƥŞQǓƎRŸ˽˙ˏʳ˙˞ˠ́ʶĂPÑʶħȂ ���

ɨɤ ǔƒƱ�Ɩ� ɧ 
*ŬʠɚƫƼ ɳɿɼʂɻʁȺ�ǯʶǔĠ�ĿżʹʶÎū ���

ɨɥ ½Þ=¹=ũS� ɧ ���	 ƂǝʶK0ĿžȢƘʵʦʩˁǴƣ<ƂƮǎ̂jƂƮǎʶÁJʶȁđ ���

ɨɦ ½Þ=¹=ũS� ɧ ȌYʠŧŦ ˭ˤǁRʵ�ʤȬR˙ˤ˿˙ʶƂǝʾK0ʹʶÀɊ ���

ɨɧ ɍɎȪ̂ÙǿrƖ� ɧ ȱĆʠ�ȿ <ǄɁ�ʵʦʩˁĘɓu�˂�ËʳʬˁõʪʣB�˹ˌ˧˚˸ʵʯʣʱʶƌƚ ���

ɨɨ ÈŨr<Ɩ� ɨ ǪŔɝ±a ǖÑȎǴc%Ë�9Öǂʵʦʩˁ ȬƬȆ�u�˱̀˽́ķȬRȫƬɞɵɶɳɢɽɵɟȺ�ǯʶPēʳ�9ÑʶħȂ ���

ɨɩ ÈŨr<Ɩ� ɨ ǳɋȐʠȇ� U0p5+W��� (-S���� x�?£«¸«µ¢®¶¸¤³·���������6���*�t� LM ���
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ɨɪ ÈŨr<Ɩ� ɨ üMʠ2 ɦ}Ƨ¡ŷc%ÜÑË�9Öǂ˂�ȍʳʪʮƱ_˛˶ː˾ˠ˥ʳˊ́ˬː˽˯̀˘́ʶ#ŋưÞu�ʹʶÀɊ ���

ɨɫ ÈŨr<Ɩ� ɨ ��ʠ¨ X��(NH���� (-S�+W¡�l���£«¸«µ¢®¶¸¤³·�^9[�k�6�t� ;ofw ���

ɨɬ ÈŨr<Ɩ� ɨ ȷɝ)Ĭ ɇǱǴÑËƢŸʵʦʩˁ�Ãǽ�u�ʳʪʱʶ˞ˇˠ́ ���

ɨɭ �7̂ÏþąS� ɨ̄ɩ̅ dŬʠyÍ åƀǴŷǯʑʊʏʆʔʆʇʎʑʊʵ�ʬˁǃÑ˂ĂʬˁƀǴŷƮǎʶǃÑĮµʶȁûʳʭʶ5ă ���

ɩɤ ǣ´ï�ƷS� ɨ̄ɪ̅ Ǻ©ʠÚ� Įģ�ƿ˂ūʣʮǐȪWƪʅƷ>ƆʵʿˁǊǴę�ęŸʶħA ���

ɩɥ ǣ´ï�ƷS� ɥ �ȋʠýU ɱʊʊʓɝʏʊʆʔʑʎʑʌ˂ņūʪʮǔɰʁʵ�ʬˁʘʒʚʊʏɝʇʆʕʊʉɝʐʒʔʓʍʒʐʊʖʔʛłʶȵſɝ ���

ɩɦ ʟȁđ�#ŷŦ� ɦ ɘĭɝÝ ȀǞ˅˾ˌ˽�0Ã˺ˣ˾˼ˡˤʵ�ʬˁʓʆʑɢɽɽɮɿɝʆʌʒʑʎʕʖŗƇʶPēɝɝɝɝ ��� ���

ɩɧ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩ�ʠ ɦ sǪȯʠÔ� 9ȖÑ»ƂŸŷÛʵʦʩˁɺɥɡɝɺɦɡɝɺɥɠɦWťʶȷ�ʶħȂ ���

ɩɨ khr�Ɩ� ɦ ďĉɝ3ũ ˅́ˠˊˇ˘́ːȧ��ɸʏʒʖʍʒʵʿˁǊŽʶȘƗ̂ŉœ˹ˌ˧˚˸ʶȁđ ���

ɩɩ khr<Ɩ� ɦ à�ʠŠ� ˽́ȬR˱̀ˢˋ̃˸ȁđ˂ūʣʮǊŽʵʦʩˁB�īƁĿżǯǃÑĮĪʶȁûʳʭʶ5ă ���

ɩɪ khr<Ɩ� ɦ Ĩʠɉĩ åɽɱɢɥɣɽɱɢɹɥɝå#ǯ̆ƮǎɁ�Ñåʧ˃ǯʶ%ūżłʶĂPÑʵʯʣʱʶħȂ ���

ɩɫ ŊRr�Ɩ� ɦ �zʠ)4 Ǚ<Ʈǫʧǲ|ŖȮŸRʵZʻʬÀɊ ���

ɩɬ ŊRr�Ɩ� ɦ ©¦ʠ�° ǇǌǡŶÖʵ�ʬˁǕǢʶ�ƙʦʿʸB�ũŜ�ƁÁJ ���

ɩɭ ŊRr�Ɩ� ɦ ø�Ȫʠȇ ǕǢ6Ŵæ¼Ʈǎʶʐʎʈʔʒɿɻɮ˱̀˯˄ˇ˾ʵʿˁǇǕǢrƅȷʶȁû ���

ɪɤ ŊRr�Ɩ� ɦ �Ŭʠ�p ˼ˡˤȞŇÑɑȣŖ˺ˣ˾˂ūʣʮɑȣŽʵ�ʬˁ�ȹƁãǶ�8ʶPēʶħȂ ���

ɪɥ ŊRr�Ɩ� ɦ ɘȯʠƝ�Ą 6Ŵˠˉˡˏ˵ˇ́ˤȺ�HÙ]ÑĻ�u�ʶħƭ ���

ɪɦ �7̂ÏþąS� ɦ Đĭɝɝ�l ©§ŷ?QǓŻʵ�ʬˁǒǉŭčȶǭƩ²Ʈǎ̄ɮɱʀɰ̅˂ūʣʮƮǎżłʶȵſ ���

ɪɧ �7̂ÏþąS� ɦ ƔĸʠȨ° �7ʧ˃ÖǂʶǙ<Ʈǫ^ʶŝÊʳĿżʵʿˁ�Rʶȁđ ���

ɪɨ ƒƱ<Ɩ� ɦ śȯʠɂ� ǔĠ�ÐÑąǴęt\ÖǂʵʦʩˁǴęŷŦƌƚ ���

ɪɩ ƂǝȗǞŷÛ� ɦ �ōʠoǅ 4ʵʿˁǦƬƮǎņÑRB�ʶȁû ���

ɪɪ ǣ´ï�ƷS� ɦ �·ʠöț ɨɱɝɳʏʒʙɝɺɿɶ˂ūʣʮǊŽǊCȻÃʶ«á<ǴŇȁđ ���

ɪɫ ǣ´ï�ƷS� ɦ ƀ�ʠŌɔ �|�����|}|�������������yz���~{y���§´©·¦¯·¥¡E��A
O	a��� T£«¸«µK�\�7c�3E* ���

ɪɬ ǖǢ<Ɩ� ɦ �ġʠ�� ƨť#ĵƮǴƣƴʶɁ�Ã+Ç˂Ȇ�ʬˁu�ʶe� ���

ɪɭ ÉũŜ�̂6Ŵ� ɦ Ƌ©ʠ�ɔ ˽́ˬƩ×ÑǗźʵ�ʬˁŖŸÑ˶ˏ̀˯˄̃˘ʵʿˁ6Ŵżłʶȵſ ���

ɫɤ ʟȁđ�#ŷŦ� ɧ ĺǸʠĎȾ ȜǾ˺ˣ˾˼ˡˤʵ�ʬˁɽɽɮɿʜ˅˔˧˙ˤŗƇŋʶPē ��� ���

ɫɥ ʟȁđ�#ŷŦ� ɧ ơďʠĞ� ɰɻʃ˺ˣ˾˼ˡˤ̄ʼʮʷ˶ˈ˙̅ʵ�ʬˁķƬķŅƇʶPē ��� ���

ɫɦ ʟB�ȧ�S� ɧ O©ʠȇ ȶǭƩ²ƮǎɞɺʀɰɟʳǗźőȁÑˈˇ˾˙˂ūʣʮʧ˃ȧ��ƮǎĿżƌƚ ��� ��	
��

ɫɧ ʟ�ȉ̂Ęɓ� ɧ ĊŬʠń" ˱̀˒˙ˢ̀́]�#˗ː˦˾ʶƍƵʵʿˁùŪȆ�˹ˌ˧˚˸ʶȁû ��� ����� ���

ɫɨ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩ�ʠ ɧ dŬʠÿ åɺɱɮɩå#ȾÑƂǝƢŖʵʦʩˁȶȒÑǊŶÖʶŷÛȁûʦʿʸõǽĿżʶȝƚ ���

ɫɩ ȁđ�#ŷŦ� ɧ ɝɝɝȼɝƳL ˼ˡˤËǢƗĥ˺ˣ˾˂ūʣʱʡȓÐÑ̂ÐÑ̂ÜÑçƲ[ÎʶB�ŷŦ�ƁʴŝÊʳʭʶEÆ ���

ɫɪ khr�Ɩ� ɧ w©ʠVň v½Žʵ�ʬˁõʪʣ4ƷL�6Ŵżłʶȵſ ���

ɫɫ khr<Ɩ� ɧ MǰʠŃǹ ˥˼ˇ˫̃ȧ���ų˂ʽʯɇ�ƮǎǊŽʶB�īƁǯʶǃÑRĮµʶħȂ ���

ɫɬ khr<Ɩ� ɧ Ɇ£ʠƪ� ǊƷƳǧƮǎʶ˹ˌ˧ˌ˾˙ˤ˿˙ʵʦʩˁʓʔʒʋʎʇʔʒʖʎʈɝʐʊʉʎʆʖʒʔŪũʵȷʬˁƌƚ ���

ɫɭ ŊRr�Ɩ� ɧ �ǰɝó¾ ŊRrŽʵʦʩˁ6Ŵˠˉˡˏ˵ˇ́ˤB�ʶÁJʳ˫ˇˋ˶̃ˌ̃ʶëƭ ���

ɬɤ ŊRr�Ɩ� ɧ Ě£ʠǀ ɲʚʒʕʒʐʊŭčÈŨɱɻɮ˂ūʣʮɺʎʑʎʐʆʏɝɿʊʕʎʉʗʆʏɝɱʎʕʊʆʕʊɝɞɺɿɱɟʶħA ���

ɬɥ ŊRr�Ɩ� ɧ YŬʠœ�ȩ õǽǋŽƮǎě˂ūʣʮǯHÙ]Ñ̂ǃÑʳȧ��˱̀˯˄ˇ˾ʶȷȠ˂Ȉʺˁ�÷ȃ:eƌƚ ���

ɬɦ ƒƱ<Ɩ� ɧ Ľfʠƞ� ]8�)*4��� ab�%c'�".]��B@=I��EI>�3�*�t� �2e��´·¨±
;oLM ���

ɬɧ ËǢǴƣ�Ɩ� ɧ ƴȋʠ�Ț ǱǴÑËŶÖʵʦʩˁ?QǓ/IǴǵȕ½Þʶ(ȡu�ʶe� ���

ɬɨ ǣ´ï�ƷS� ɧ Ŭ�ʠŀ ɽʆʔʆʐʊʖʔʎʈɝɽɲʁ˂ūʣʮ×ÑǗźʶȅ' ��

ɬɩ ǣ´ï�ƷS� ɧ �¥ʠɂįȩ <ɎQǓşƛɣȴ�ŸʵʦʩˁǔǴŇB¬ʶ�ŏu�ʳʪʱʶɺɿɶ̂ɨɱɢɳɹɼʄâǼʶħȂ ���

ɬɪ ǖǢ<Ɩ� ɧ 
ǑĆʠ)�� ǚǞȟđʵʦʩˁǚǞƷƳR˹ˌ˧˚˸ʶȁû ���

ɬɫ �ȉʞĘɓ� ɧ Ċȯʠ.� ɖĝƢ=ũ˂æʤ˶ˏ̀˯˄̃˘ʵʦʩˁɽʑʓʏʆɫĮǑȁđ ���

ɬɬ ůÑũır̂Ł¡rƖ� ɧ �Śʠ)� ǜǏʧ˃ʵɺɿɶħėʵʦʩˁʃɶɿɮɱʀʶħȂ ���

ɬɭ ǣ´ï�ƷS� ɧ �Ȕʠān ȮŸkhrŶÖ&ʵʦʩˁǊíĶɣǴŇʀɽɲɰʁɣɰʁʶ�Ã�ŏǑ ���

ɭɤ ʟȁđ�#ŷŦ� ɨ �ȯʠ2Ŀ ȀǞ˅˾ˌ˽�0Ã˺ˣ˾˼ˡˤʵ�ʬˁɽɽɮɿ˅˔˧˙ˤcHŗƇŋʶPēɝɝɝ ��� ���

ɭɥ ʟȁđ�#ŷŦ� ɨ ɐŬʠÕ�Ą ȀǞ˅˾ˌ˽�0Ã˺ˣ˾˼ˡˤʵ�ʬˁɽɽɮɿʝʆʌʒʑʎʕʖŗƇŋʶPēɝɝɝɝɝɝ ��� ���

ɭɦ ʟ�ȉ̂Ęɓ� ɨ ĉŬʠğ ɰɱɦɤɪȾÑ˶ˏ̀˯˄̃˘ʵʿˁK0ĿžEÆĮĪʶȁû ��� ���
����

ɭɧ ʟ�ȉ̂Ęɓ� ɨ ŐŔɝ� É�ȮLŨ�ʵʦʩˁˮ˞˷́ɱ]�#˂�ʪʮƢǬƸʶ˹ˌ˧˚˸ȁđ ��� �����
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ɭɨ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩʠ ɨ ƐČń° 9ȖÑ»ƂŸʵ�ʤËŷ�ʶ½ÞʵʦʩˁËƢêgÑWťʶȁđ ���

ɭɩ ƇƖ� ɨ ɘ ʠlº ƶ<ɁʵʦʩˁǔŭčƒƱĘɓu�ɞɯɱɻɳɟʶÁJʶȁûʳȧ��Ŀżłʶȵſ ���

ɭɪ khr<Ɩ� ɨ �¦ɕ� ˴˾ˢ˝˷˰˂ūʣʮʡɿʍʒ˂�ʪʮǊǴƣȟȢÑ�ȡʶ˹ˌ˧˚˸ʳĿżłʶȁû ���

ɭɫ khr<Ɩ� ɨ ÓŬʠƄƼ ɇ�ƮǎǊŽʵʦʩˁB�īƁǯǃÑʶĮǑȁđʳõǽĿżłʶȵſ ���

ɭɬ khr<Ɩ� ɨ ŌķʠŦ4 ǊŽʶŽRʵȷ�ʪʱʣˁ˶ˇˏ̀˫ˇˋ̃˸ ���

ɭɭ ŊRr�Ɩ� ɨ �Ŭʠ¸� ʈʖɱɻɮ˂ūʣʮȘƗÑǇǗźCȻÃʶùą=ſ�ŏ ���

ɥɤɤ ƒƱ<Ɩ� ɨ Ē)ǵ ǔǴƣɁ�Öǂʵʦʩˁɷɮɸɦɝʃɪɥɫɳȧ���ųʶȾÑŢʦʿʸǣ´ŷ}ʵȷʬˁħȂ ���

ɥɤɥ ƒƱ<Ɩ� ɨ ɘĭʠ`ȩ ǔĠ�ʵ�ʬˁƻǞŭčȶǭƩ²Ʈǎʶǔ*ȊPēʶħȂ ���

ɥɤɦ ËǢǴƣ�Ɩ� ɨ ČŬʠāń �Ǵ�ĐǴŒ̄ɽʏʆʖʊʏʊʖɝʔʎʈʍɝʓʏʆʕʐʆɡɝɽɿɽ̅ÄïR˒˾˂ūʣʮ̇ËƢĠ�ÃʶËǢ=ũ˹ˌ˧˚˸ʶȁû ���

ɥɤɧ ËǢǴƣ�Ɩ� ɨ ��ɝİ�ȩ ˓˾˭ˠ́ÄïÑ˒˾ˬˡˠ˂ūʣʮËƢĠ�ÃʶËĮǑîo ���

ɥɤɨ �ȉʞĘɓ� ɨ Þʠǩŕ ŖŸÑˌ˙ˬ̃˜ʵʿˁǒȒ�ȉȈƤʶB�˹ˌ˧˚˸ʶȁû ���

ɥɤɩ ůÑũır̂Ł¡rƖ� ɨ �ƒʠÿ FƜǛŽʵʦʩˁȘƗu�ʵȷʬˁ˒˩˸ȁđ ���

ɥɤɪ ůÑũır̂Ł¡rƖ� ɨ ĖʠɃ� �Ȫ¡ȕ�ƂŽãǶÃ=ſʶ˽˙ˏu�ʶƚû ���

ɥɤɫ B�ȁG� ɨ ���� Ʈǎě˂ūʣʮǍƃŭčȳȲ˩́˓̃ˣˆ́ːɿɻɮʶĮǑȁđ ���

ɥɤɬ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩ ɨɞɩɟ Ā£ʠ�� ×ÑǗźȷȠƢŖʶŷÛʶȁû ���

ɥɤɭ ˅˿˾ˎ̃ǠYŷ<Ɩ ɨ̄ɩ̅ ƔĘɝ�� ɰʁɹɮɨɢɰɱɬɤɣɬɪ˗ː˦˾ʧ˭ˤWť̂˶ˏ̀˯˄̃˘ʵZʻʬĮǑ�Rʶȝƚ ���

ɥɥɤ ȁđ�#ŷŦ� ɨ̄ɩ̅ ƔƉɝɃ� ¡ƣǧB¤ÃʶN×Ũ�ʵʿˁ˶ˈ˙ǖǢʶſũȢƘʹʶÀɊ ���

ɥɥɥ ȁđ�#ŷŦ� ɨ̄ɩ̅ ŔŬɝċȭ MɛÑʶǖĮǑɁ�ʶȡ¢ĮµʶȁûʳʭʶEÆ ���

ɥɥɦ khr<Ɩ� ɨ̄ɩ̅ ɘȯʠ�® ɲɴɳɿȧ���ųȾÑǊŽʵʦʩˁʒʕʎʐʊʔʖʎʑʎʇʳʓʊʐʊʖʔʊʚʊʉʶƅ�Pē ���

ɥɥɧ khr<Ɩ� ɨ̄ɩ̅ �ĤʠƼl� Ǌ�ƮǎǊŽʵʦʩˁõʪʣĿżßŲʶƏƜ ���

ɥɥɨ khr<Ɩ� ɨ̄ɩ̅ Ɣŀʠ¿ ȶȒÑǊŖc%ǊŽʵʦʩˁſŽ˹ˌ˧˚˸ʶe� ���

ɥɥɩ �7̂ÏþąS� ɨ̄ɩ̅ �þʠ4b ˪˰ĳǖŖʵ�ʬˁǒǉŭč²ƮǎʶåŖŸ$ū ���

ɥɥɪ ËǢǴƣ�Ɩ� ɨ̄ɩ̅ əĭʠȑ�Ą ɨɱɝɳʏʒʙɝɺɿɶ˂ūʣʮÜÑ�QǓȁɄʶõʮʴȥɀąXȽu�ʶȁû ���

ɥɥɫ ǣ´ï�ƷS� ɨ̄ɩ̅ ƕĉʠǹƾ ɍɌȪŽʶ=ſȪ�ʳƷȰʵʦʩˁħȂ ���

ɥɥɬ �7̂ÏþąS� ɨ̄ɪ̅ Ĩ�ʠŧƼ ɶʌɮǖŸ˺ˣ˾˶ˈ˙ǖʵʦʩˁ˕ˇˤˌˇ́ſŤʵȷʬˁƌƚ ���

ɥɥɭ ǣ´ï�ƷS� ɨ̄ɫ̅ ��ʠƓi ɥɧɻ˅́˺˧˅ɽɲʁʵʿˁ�ȰƁʴËƢǴŇȰʳÉ�ÈŨɁ�ʶȷȠʵʯʣʱʶȅ'̂ħȂ ���
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※副分野より計画書が提出されている者
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ɥ ʠʠÈŨr<Ɩ�ʠʠʠ ɥ �ǰʠƯÿ ������3*+7���'�%&"�3#�,80��
��
��(�3�-2��
�$�����!.7�4 	���*65/4#��31)2 ���

ɦ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩ�ʠ ɥ <£ʠƟ� ȷƤ˽ˈ˶ˠʵʦʩˁĈĢǴWťʶȁđ ���

ɧ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩ�ʠ ɥ ȱĆɝ²� 9ȖÑ»ƂŸʵʦʩˁƌƚ ���

ɨ ȁđ�#ŷŦ� ɥ ɘŚɝ��Ą ǖŶÖʶȡ¢ĮµʶŷŦ�ƁãłʵʿˁȁûʳʭʶEÆłʶëƭ ���

ɩ ƇƖ� ɥ £¥ʠİV ɽɽɮɿ˂ūʣʮƶ<ɁʵʦʩˁƷƳĕ¯CȻǶÃƷƳRäE ���

ɪ Ǵŋ<Ɩ� ɥ �£ɝȤ ÐÑɖɗÑƀǴŷʵʦʩˁ�Ãǽ�u�ʳʴˁȧ���ųʶëƭ ���

ɫ Ǵŋ<Ɩ� ɥ �Ȥɝº� ÐÑɖɗÑƀǴŷʵʦʩˁ=²ƮǎÑšÅĮµʶȁûʳõǽĿżīƁʶëƭ ���

ɬ khr<Ɩ� ɥ ¥Čȑ ŝſÑȶȒÑǊŖʶǊɁ�ȡǵʳˊ́˥˛˽́ʶȷȠÑʵȷʬˁƌƚ ���

ɭ khr<Ɩ� ɥ !ǰʠȾ� Ǌǎ�ƂƮǎʶ˹ˌ˧ˌ˾˙ˤ˿˙ʵʦʩˁʓʔʒʋʎʇʔʒʖʎʈɝʐʊʉʎʆʖʒʔŪũʵȷʬˁƌƚ ���

ɥɤ khr<Ɩ� ɥ Ēʠċ� ȶȒÑǊŖc%ǊŽʵʦʩˁ˶ˇˏ̀˫ˇˋ̃˸ʶëƭ ���

ɥɥ khr<Ɩ� ɥ Ĵqʠ5ǵ ,*VU
*sn*YC��~�SZ��� /VU
`��6���/VU
`�_$�6��tq*�t� LM ���

ɥɦ ŊRr�Ɩ� ɥ 
�ʠÒû ȡǵǋŽʵʦʩˁ�Ǣrŉœ˂#��íʦʿʸɧɱɰʁʲȅ'ʬˁ�÷ȃ:eƌƚ ���

ɥɧ ŊRr�Ɩ� ɥ � ʠúĬ õũ7ąʵãǶʧÌǻʴõũ7ʵʦʩˁǤřŖŸ̄ŘǫƁŖŸ̅ʶƌƚ ���

ɥɨ ŊRr�Ɩ� ɥ þfʠ�ń ǌȣŽʵʦʩˁCȻôƠʦʿʸ	ŷªʶB�ũŜ�ƁħȂ ���

ɥɩ ŊRr�Ɩ� ɥ 8ĹʠD± ǇƮǎŽʵʦʩˁɲʀɿɽɥʦʿʸ˭˅˾̀́ȬʶħȂ ���

ɥɪ ƒƱ<Ɩ� ɥ űɝüƺ ˎ˼́̂˫˿̃Ÿ-ƽʵʦʩˁȄô˶̃ˌ̃ʶħȂ ���

ɥɫ ñ½�Ɩ� ɥ ŎƼɝð� �½ÑȷƤŸʵ�ʤŵŹʵ�ʬˁǟǮ�ǒǉ#˂īƁʳʪʮõǽĿżʶëƭ ���

ɥɬ <BŁ�Ɩ� ɥ İĆʠTÔ ŮŞǛBRŽćBRȘRʶĮµʳXȽu�ʶȁû ���

ɥɭ ƂǝȗǞŷÛ� ɥ F¦ʠƆ­ ˊˍ˗˶˿̃˖̃ʶƂǝƮǎʵZʻʬ$ūʶȁđ ���

ɦɤ ƂǝȗǞŷÛ� ɥ ��ʠŭȏ ˊˍ˗˶˿̃˖̃ʶǦƬƮǎņÑRĮµʶȁđ ���

ɦɥ ǣ´ï�ƷS� ɥ £Ĝʠ¿ Ű1ŷŦȠȷʵ~ʰʨųâÑ��ʵŝųƁʴɺɿɶâǼʶëƭƁƌƚʠ ���

ɦɦ ǣ´ï�ƷS� ɥ �� ��� ǚȪ�QǓŻʶBĔQǓǤřȴ�ʧɲʃɮɿǶÃ˞ˇ˱ɦˊ́˥˽̃ˏʳŻÂ�Rʵ�ʥˁÀɊ ���

ɦɧ ǣ´ï�ƷS� ɥ ďĉʠ�ľ Įģ�ƿ˂ūʣʮȪBƁǕQǓ�ęǶʶĿżPē�ŏʵȷʬˁħȂ ���

ɦɨ ɍɎȪ̂ÙǿrƖ�ʠʠ ɥ ǥ,ʠ;� ÐÑÙɈɅǆʶſŸʵʦʩˁŖŸʶȷ�ʶħȂ ���

ɦɩ <BŁ�Ɩ� ɥ òȸʠ³� ŮŞǛ
ɍŽʶ˽˙ˏʵÎʫʮ˶˨̃˘˹́ˤʵʦʩˁȦCʴɾɼɹŏ��¶ʶȵſ ���

ɦɪ <BŁƧ¡ŷ�ȉ<Ɩ� ɥ ɜŬʠ²� ˾˛ˋː˽˯̀˘́ʵʿˁǡ˼́˒˾˪́˙¦<ʶǒǉļƈʳʝƮǎĮǑʶîoPēʵȷʬˁ~Ƒƌƚ ���

ɦɫ B�ȁG� ɥ Ć�ʠǹ� ˶ˈ˙ƦªʵſŤʪʱʣˁȳȲ˩́˓̃ˣˆ́ːɿɻɮʶĮǑȁđ ���

ɦɬ ʟȁđ�#ŷŦ� ɦ Ãǰɝ{ ȀǞ˅˾ˌ˽�0Ã˼ˡˤʵ�ʬˁˬˬ˳˽́ŗƇǯʶåŖŸPē ��� ���

ɦɭ ȁđ�#ŷŦ� ɦ Ǩ�ɝĂȱ ˑ˺ˌˇ́˗ː˦˾(ȡB�ʲʢˁɳɿɼʂɻʁʧȆ�ʬˁŉœƮǎʶŝ�ʴˀʸʵŷÛȁđ ���

ɧɤ ȁG�̂ƒƱũŜ� ɦ ��ɝƆǷ �wK���gJQ!G²¬µ´ª­¡E���ju��D:9[hPR����&v�t� 
�SZ
�Kd� ���

ɧɥ ñ½�Ɩ� ɦ �ǰɝ�¾ ǘĦĦȶĐ˲˾˧˅ʶ�Ã�ŏ˫ˇˋ˶̃ˌ̃ʳʪʱʶʏʒʑʌɝʑʒʑɢʈʒʉʎʑʌɝɿɻɮʶëƭ ���

ɧɦ ǖǢ<Ɩ� ɦ �ȭʠţ ˼ˡˤ��ɘǴxŸ-ƽ˺ˣ˾ʵʦʩˁĲ#ʶǖɁ�ʳǍ�ʹZʻʬÀɊ ���

ɧɧ ÉũŜ�̂6Ŵ� ɦ ŌŬʠǹƼ ��ƳéʵʦʩˁɶɹɢɥɬʶØƾʶȁû ���

ɧɨ ÉũŜ�̂6Ŵ� ɦ �ȯʠK ɽʔʒʌʊʕʖʊʔʒʑʊʶŇùŪ�ȹPēʶ6Ŵ�ƁĮĪʶȁû ���

ɧɩ ʟ�ȉ̂Ęɓ� ɧ ďŬʠƹ �ɒlǒǉȬʧ��ÑʵZʻʬÀɊʳʭʶ˹ˌ˧˚˸ʶȁû ��� ����� ���

ɧɪ ÈŨr<Ɩ� ɧ õ�ʠ)ȏ ÄǓɏǓŸ-ƽʵ�ʬˁˌˢ̃ˢ˾˅˰˿̃˗˻́ʶĂPÑ ���

ɧɫ ÈŨr<Ɩ� ɧ ƊYʠǀ ǈ�}ËƢŸʵʦʩˁ«�\ƸǑ �ʶ�ŏu�ʶħȂ ���

ɧɬ ƒƱ<Ɩ� ɧ ǺČʠèm «á<Ǵęʵ�ʬˁƄìƱ_å@vǯʶĂPÑʳ�9Ñʵȷʬˁ�÷ȃ:e˼́˟˸RĴșƌƚ ���

ɧɭ ËǢǴƣ�Ɩ� ɧ ŀ˧ʠ"Ț ©§ŷǴƣŖʵʿˁƥŞQǓƎRŸ˽˙ˏʳ˙˞ˠ́ʶĂPÑʶħȂ ���

ɨɤ ǔƒƱ�Ɩ� ɧ 
*ŬʠɚƫƼ ɳɿɼʂɻʁȺ�ǯʶǔĠ�ĿżʹʶÎū ���

ɨɥ ½Þ=¹=ũS� ɧ ���	 ƂǝʶK0ĿžȢƘʵʦʩˁǴƣ<ƂƮǎ̂jƂƮǎʶÁJʶȁđ ���

ɨɦ ½Þ=¹=ũS� ɧ ȌYʠŧŦ ˭ˤǁRʵ�ʤȬR˙ˤ˿˙ʶƂǝʾK0ʹʶÀɊ ���

ɨɧ ɍɎȪ̂ÙǿrƖ� ɧ ȱĆʠ�ȿ <ǄɁ�ʵʦʩˁĘɓu�˂�ËʳʬˁõʪʣB�˹ˌ˧˚˸ʵʯʣʱʶƌƚ ���

ɨɨ ÈŨr<Ɩ� ɨ ǪŔɝ±a ǖÑȎǴc%Ë�9Öǂʵʦʩˁ ȬƬȆ�u�˱̀˽́ķȬRȫƬɞɵɶɳɢɽɵɟȺ�ǯʶPēʳ�9ÑʶħȂ ���

ɨɩ ÈŨr<Ɩ� ɨ ǳɋȐʠȇ� U0p5+W��� (-S���� x�?£«¸«µ¢®¶¸¤³·���������6���*�t� LM ���
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ɨɪ ÈŨr<Ɩ� ɨ üMʠ2 ɦ}Ƨ¡ŷc%ÜÑË�9Öǂ˂�ȍʳʪʮƱ_˛˶ː˾ˠ˥ʳˊ́ˬː˽˯̀˘́ʶ#ŋưÞu�ʹʶÀɊ ���

ɨɫ ÈŨr<Ɩ� ɨ ��ʠ¨ X��(NH���� (-S�+W¡�l���£«¸«µ¢®¶¸¤³·�^9[�k�6�t� ;ofw ���

ɨɬ ÈŨr<Ɩ� ɨ ȷɝ)Ĭ ɇǱǴÑËƢŸʵʦʩˁ�Ãǽ�u�ʳʪʱʶ˞ˇˠ́ ���

ɨɭ �7̂ÏþąS� ɨ̄ɩ̅ dŬʠyÍ åƀǴŷǯʑʊʏʆʔʆʇʎʑʊʵ�ʬˁǃÑ˂ĂʬˁƀǴŷƮǎʶǃÑĮµʶȁûʳʭʶ5ă ���

ɩɤ ǣ´ï�ƷS� ɨ̄ɪ̅ Ǻ©ʠÚ� Įģ�ƿ˂ūʣʮǐȪWƪʅƷ>ƆʵʿˁǊǴę�ęŸʶħA ���

ɩɥ ǣ´ï�ƷS� ɥ �ȋʠýU ɱʊʊʓɝʏʊʆʔʑʎʑʌ˂ņūʪʮǔɰʁʵ�ʬˁʘʒʚʊʏɝʇʆʕʊʉɝʐʒʔʓʍʒʐʊʖʔʛłʶȵſɝ ���

ɩɦ ʟȁđ�#ŷŦ� ɦ ɘĭɝÝ ȀǞ˅˾ˌ˽�0Ã˺ˣ˾˼ˡˤʵ�ʬˁʓʆʑɢɽɽɮɿɝʆʌʒʑʎʕʖŗƇʶPēɝɝɝɝ ��� ���

ɩɧ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩ�ʠ ɦ sǪȯʠÔ� 9ȖÑ»ƂŸŷÛʵʦʩˁɺɥɡɝɺɦɡɝɺɥɠɦWťʶȷ�ʶħȂ ���

ɩɨ khr�Ɩ� ɦ ďĉɝ3ũ ˅́ˠˊˇ˘́ːȧ��ɸʏʒʖʍʒʵʿˁǊŽʶȘƗ̂ŉœ˹ˌ˧˚˸ʶȁđ ���

ɩɩ khr<Ɩ� ɦ à�ʠŠ� ˽́ȬR˱̀ˢˋ̃˸ȁđ˂ūʣʮǊŽʵʦʩˁB�īƁĿżǯǃÑĮĪʶȁûʳʭʶ5ă ���

ɩɪ khr<Ɩ� ɦ Ĩʠɉĩ åɽɱɢɥɣɽɱɢɹɥɝå#ǯ̆ƮǎɁ�Ñåʧ˃ǯʶ%ūżłʶĂPÑʵʯʣʱʶħȂ ���

ɩɫ ŊRr�Ɩ� ɦ �zʠ)4 Ǚ<Ʈǫʧǲ|ŖȮŸRʵZʻʬÀɊ ���

ɩɬ ŊRr�Ɩ� ɦ ©¦ʠ�° ǇǌǡŶÖʵ�ʬˁǕǢʶ�ƙʦʿʸB�ũŜ�ƁÁJ ���

ɩɭ ŊRr�Ɩ� ɦ ø�Ȫʠȇ ǕǢ6Ŵæ¼Ʈǎʶʐʎʈʔʒɿɻɮ˱̀˯˄ˇ˾ʵʿˁǇǕǢrƅȷʶȁû ���

ɪɤ ŊRr�Ɩ� ɦ �Ŭʠ�p ˼ˡˤȞŇÑɑȣŖ˺ˣ˾˂ūʣʮɑȣŽʵ�ʬˁ�ȹƁãǶ�8ʶPēʶħȂ ���

ɪɥ ŊRr�Ɩ� ɦ ɘȯʠƝ�Ą 6Ŵˠˉˡˏ˵ˇ́ˤȺ�HÙ]ÑĻ�u�ʶħƭ ���

ɪɦ �7̂ÏþąS� ɦ Đĭɝɝ�l ©§ŷ?QǓŻʵ�ʬˁǒǉŭčȶǭƩ²Ʈǎ̄ɮɱʀɰ̅˂ūʣʮƮǎżłʶȵſ ���

ɪɧ �7̂ÏþąS� ɦ ƔĸʠȨ° �7ʧ˃ÖǂʶǙ<Ʈǫ^ʶŝÊʳĿżʵʿˁ�Rʶȁđ ���

ɪɨ ƒƱ<Ɩ� ɦ śȯʠɂ� ǔĠ�ÐÑąǴęt\ÖǂʵʦʩˁǴęŷŦƌƚ ���

ɪɩ ƂǝȗǞŷÛ� ɦ �ōʠoǅ 4ʵʿˁǦƬƮǎņÑRB�ʶȁû ���

ɪɪ ǣ´ï�ƷS� ɦ �·ʠöț ɨɱɝɳʏʒʙɝɺɿɶ˂ūʣʮǊŽǊCȻÃʶ«á<ǴŇȁđ ���

ɪɫ ǣ´ï�ƷS� ɦ ƀ�ʠŌɔ �|�����|}|�������������yz���~{y���§´©·¦¯·¥¡E��A
O	a��� T£«¸«µK�\�7c�3E* ���

ɪɬ ǖǢ<Ɩ� ɦ �ġʠ�� ƨť#ĵƮǴƣƴʶɁ�Ã+Ç˂Ȇ�ʬˁu�ʶe� ���

ɪɭ ÉũŜ�̂6Ŵ� ɦ Ƌ©ʠ�ɔ ˽́ˬƩ×ÑǗźʵ�ʬˁŖŸÑ˶ˏ̀˯˄̃˘ʵʿˁ6Ŵżłʶȵſ ���

ɫɤ ʟȁđ�#ŷŦ� ɧ ĺǸʠĎȾ ȜǾ˺ˣ˾˼ˡˤʵ�ʬˁɽɽɮɿʜ˅˔˧˙ˤŗƇŋʶPē ��� ���

ɫɥ ʟȁđ�#ŷŦ� ɧ ơďʠĞ� ɰɻʃ˺ˣ˾˼ˡˤ̄ʼʮʷ˶ˈ˙̅ʵ�ʬˁķƬķŅƇʶPē ��� ���

ɫɦ ʟB�ȧ�S� ɧ O©ʠȇ ȶǭƩ²ƮǎɞɺʀɰɟʳǗźőȁÑˈˇ˾˙˂ūʣʮʧ˃ȧ��ƮǎĿżƌƚ ��� ��	
��

ɫɧ ʟ�ȉ̂Ęɓ� ɧ ĊŬʠń" ˱̀˒˙ˢ̀́]�#˗ː˦˾ʶƍƵʵʿˁùŪȆ�˹ˌ˧˚˸ʶȁû ��� ����� ���

ɫɨ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩ�ʠ ɧ dŬʠÿ åɺɱɮɩå#ȾÑƂǝƢŖʵʦʩˁȶȒÑǊŶÖʶŷÛȁûʦʿʸõǽĿżʶȝƚ ���

ɫɩ ȁđ�#ŷŦ� ɧ ɝɝɝȼɝƳL ˼ˡˤËǢƗĥ˺ˣ˾˂ūʣʱʡȓÐÑ̂ÐÑ̂ÜÑçƲ[ÎʶB�ŷŦ�ƁʴŝÊʳʭʶEÆ ���

ɫɪ khr�Ɩ� ɧ w©ʠVň v½Žʵ�ʬˁõʪʣ4ƷL�6Ŵżłʶȵſ ���

ɫɫ khr<Ɩ� ɧ MǰʠŃǹ ˥˼ˇ˫̃ȧ���ų˂ʽʯɇ�ƮǎǊŽʶB�īƁǯʶǃÑRĮµʶħȂ ���

ɫɬ khr<Ɩ� ɧ Ɇ£ʠƪ� ǊƷƳǧƮǎʶ˹ˌ˧ˌ˾˙ˤ˿˙ʵʦʩˁʓʔʒʋʎʇʔʒʖʎʈɝʐʊʉʎʆʖʒʔŪũʵȷʬˁƌƚ ���

ɫɭ ŊRr�Ɩ� ɧ �ǰɝó¾ ŊRrŽʵʦʩˁ6Ŵˠˉˡˏ˵ˇ́ˤB�ʶÁJʳ˫ˇˋ˶̃ˌ̃ʶëƭ ���

ɬɤ ŊRr�Ɩ� ɧ Ě£ʠǀ ɲʚʒʕʒʐʊŭčÈŨɱɻɮ˂ūʣʮɺʎʑʎʐʆʏɝɿʊʕʎʉʗʆʏɝɱʎʕʊʆʕʊɝɞɺɿɱɟʶħA ���

ɬɥ ŊRr�Ɩ� ɧ YŬʠœ�ȩ õǽǋŽƮǎě˂ūʣʮǯHÙ]Ñ̂ǃÑʳȧ��˱̀˯˄ˇ˾ʶȷȠ˂Ȉʺˁ�÷ȃ:eƌƚ ���

ɬɦ ƒƱ<Ɩ� ɧ Ľfʠƞ� ]8�)*4��� ab�%c'�".]��B@=I��EI>�3�*�t� �2e��´·¨±
;oLM ���

ɬɧ ËǢǴƣ�Ɩ� ɧ ƴȋʠ�Ț ǱǴÑËŶÖʵʦʩˁ?QǓ/IǴǵȕ½Þʶ(ȡu�ʶe� ���

ɬɨ ǣ´ï�ƷS� ɧ Ŭ�ʠŀ ɽʆʔʆʐʊʖʔʎʈɝɽɲʁ˂ūʣʮ×ÑǗźʶȅ' ��

ɬɩ ǣ´ï�ƷS� ɧ �¥ʠɂįȩ <ɎQǓşƛɣȴ�ŸʵʦʩˁǔǴŇB¬ʶ�ŏu�ʳʪʱʶɺɿɶ̂ɨɱɢɳɹɼʄâǼʶħȂ ���

ɬɪ ǖǢ<Ɩ� ɧ 
ǑĆʠ)�� ǚǞȟđʵʦʩˁǚǞƷƳR˹ˌ˧˚˸ʶȁû ���

ɬɫ �ȉʞĘɓ� ɧ Ċȯʠ.� ɖĝƢ=ũ˂æʤ˶ˏ̀˯˄̃˘ʵʦʩˁɽʑʓʏʆɫĮǑȁđ ���

ɬɬ ůÑũır̂Ł¡rƖ� ɧ �Śʠ)� ǜǏʧ˃ʵɺɿɶħėʵʦʩˁʃɶɿɮɱʀʶħȂ ���

ɬɭ ǣ´ï�ƷS� ɧ �Ȕʠān ȮŸkhrŶÖ&ʵʦʩˁǊíĶɣǴŇʀɽɲɰʁɣɰʁʶ�Ã�ŏǑ ���

ɭɤ ʟȁđ�#ŷŦ� ɨ �ȯʠ2Ŀ ȀǞ˅˾ˌ˽�0Ã˺ˣ˾˼ˡˤʵ�ʬˁɽɽɮɿ˅˔˧˙ˤcHŗƇŋʶPēɝɝɝ ��� ���

ɭɥ ʟȁđ�#ŷŦ� ɨ ɐŬʠÕ�Ą ȀǞ˅˾ˌ˽�0Ã˺ˣ˾˼ˡˤʵ�ʬˁɽɽɮɿʝʆʌʒʑʎʕʖŗƇŋʶPēɝɝɝɝɝɝ ��� ���

ɭɦ ʟ�ȉ̂Ęɓ� ɨ ĉŬʠğ ɰɱɦɤɪȾÑ˶ˏ̀˯˄̃˘ʵʿˁK0ĿžEÆĮĪʶȁû ��� ���
����

ɭɧ ʟ�ȉ̂Ęɓ� ɨ ŐŔɝ� É�ȮLŨ�ʵʦʩˁˮ˞˷́ɱ]�#˂�ʪʮƢǬƸʶ˹ˌ˧˚˸ȁđ ��� �����
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ɭɨ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩʠ ɨ ƐČń° 9ȖÑ»ƂŸʵ�ʤËŷ�ʶ½ÞʵʦʩˁËƢêgÑWťʶȁđ ���

ɭɩ ƇƖ� ɨ ɘ ʠlº ƶ<ɁʵʦʩˁǔŭčƒƱĘɓu�ɞɯɱɻɳɟʶÁJʶȁûʳȧ��Ŀżłʶȵſ ���

ɭɪ khr<Ɩ� ɨ �¦ɕ� ˴˾ˢ˝˷˰˂ūʣʮʡɿʍʒ˂�ʪʮǊǴƣȟȢÑ�ȡʶ˹ˌ˧˚˸ʳĿżłʶȁû ���

ɭɫ khr<Ɩ� ɨ ÓŬʠƄƼ ɇ�ƮǎǊŽʵʦʩˁB�īƁǯǃÑʶĮǑȁđʳõǽĿżłʶȵſ ���

ɭɬ khr<Ɩ� ɨ ŌķʠŦ4 ǊŽʶŽRʵȷ�ʪʱʣˁ˶ˇˏ̀˫ˇˋ̃˸ ���

ɭɭ ŊRr�Ɩ� ɨ �Ŭʠ¸� ʈʖɱɻɮ˂ūʣʮȘƗÑǇǗźCȻÃʶùą=ſ�ŏ ���

ɥɤɤ ƒƱ<Ɩ� ɨ Ē)ǵ ǔǴƣɁ�Öǂʵʦʩˁɷɮɸɦɝʃɪɥɫɳȧ���ųʶȾÑŢʦʿʸǣ´ŷ}ʵȷʬˁħȂ ���

ɥɤɥ ƒƱ<Ɩ� ɨ ɘĭʠ`ȩ ǔĠ�ʵ�ʬˁƻǞŭčȶǭƩ²Ʈǎʶǔ*ȊPēʶħȂ ���

ɥɤɦ ËǢǴƣ�Ɩ� ɨ ČŬʠāń �Ǵ�ĐǴŒ̄ɽʏʆʖʊʏʊʖɝʔʎʈʍɝʓʏʆʕʐʆɡɝɽɿɽ̅ÄïR˒˾˂ūʣʮ̇ËƢĠ�ÃʶËǢ=ũ˹ˌ˧˚˸ʶȁû ���

ɥɤɧ ËǢǴƣ�Ɩ� ɨ ��ɝİ�ȩ ˓˾˭ˠ́ÄïÑ˒˾ˬˡˠ˂ūʣʮËƢĠ�ÃʶËĮǑîo ���

ɥɤɨ �ȉʞĘɓ� ɨ Þʠǩŕ ŖŸÑˌ˙ˬ̃˜ʵʿˁǒȒ�ȉȈƤʶB�˹ˌ˧˚˸ʶȁû ���

ɥɤɩ ůÑũır̂Ł¡rƖ� ɨ �ƒʠÿ FƜǛŽʵʦʩˁȘƗu�ʵȷʬˁ˒˩˸ȁđ ���

ɥɤɪ ůÑũır̂Ł¡rƖ� ɨ ĖʠɃ� �Ȫ¡ȕ�ƂŽãǶÃ=ſʶ˽˙ˏu�ʶƚû ���

ɥɤɫ B�ȁG� ɨ ���� Ʈǎě˂ūʣʮǍƃŭčȳȲ˩́˓̃ˣˆ́ːɿɻɮʶĮǑȁđ ���

ɥɤɬ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩ ɨɞɩɟ Ā£ʠ�� ×ÑǗźȷȠƢŖʶŷÛʶȁû ���

ɥɤɭ ˅˿˾ˎ̃ǠYŷ<Ɩ ɨ̄ɩ̅ ƔĘɝ�� ɰʁɹɮɨɢɰɱɬɤɣɬɪ˗ː˦˾ʧ˭ˤWť̂˶ˏ̀˯˄̃˘ʵZʻʬĮǑ�Rʶȝƚ ���

ɥɥɤ ȁđ�#ŷŦ� ɨ̄ɩ̅ ƔƉɝɃ� ¡ƣǧB¤ÃʶN×Ũ�ʵʿˁ˶ˈ˙ǖǢʶſũȢƘʹʶÀɊ ���

ɥɥɥ ȁđ�#ŷŦ� ɨ̄ɩ̅ ŔŬɝċȭ MɛÑʶǖĮǑɁ�ʶȡ¢ĮµʶȁûʳʭʶEÆ ���

ɥɥɦ khr<Ɩ� ɨ̄ɩ̅ ɘȯʠ�® ɲɴɳɿȧ���ųȾÑǊŽʵʦʩˁʒʕʎʐʊʔʖʎʑʎʇʳʓʊʐʊʖʔʊʚʊʉʶƅ�Pē ���

ɥɥɧ khr<Ɩ� ɨ̄ɩ̅ �ĤʠƼl� Ǌ�ƮǎǊŽʵʦʩˁõʪʣĿżßŲʶƏƜ ���

ɥɥɨ khr<Ɩ� ɨ̄ɩ̅ Ɣŀʠ¿ ȶȒÑǊŖc%ǊŽʵʦʩˁſŽ˹ˌ˧˚˸ʶe� ���

ɥɥɩ �7̂ÏþąS� ɨ̄ɩ̅ �þʠ4b ˪˰ĳǖŖʵ�ʬˁǒǉŭč²ƮǎʶåŖŸ$ū ���

ɥɥɪ ËǢǴƣ�Ɩ� ɨ̄ɩ̅ əĭʠȑ�Ą ɨɱɝɳʏʒʙɝɺɿɶ˂ūʣʮÜÑ�QǓȁɄʶõʮʴȥɀąXȽu�ʶȁû ���

ɥɥɫ ǣ´ï�ƷS� ɨ̄ɩ̅ ƕĉʠǹƾ ɍɌȪŽʶ=ſȪ�ʳƷȰʵʦʩˁħȂ ���

ɥɥɬ �7̂ÏþąS� ɨ̄ɪ̅ Ĩ�ʠŧƼ ɶʌɮǖŸ˺ˣ˾˶ˈ˙ǖʵʦʩˁ˕ˇˤˌˇ́ſŤʵȷʬˁƌƚ ���

ɥɥɭ ǣ´ï�ƷS� ɨ̄ɫ̅ ��ʠƓi ɥɧɻ˅́˺˧˅ɽɲʁʵʿˁ�ȰƁʴËƢǴŇȰʳÉ�ÈŨɁ�ʶȷȠʵʯʣʱʶȅ'̂ħȂ ���
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※副分野より計画書が提出されている者
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ɥ ʠʠÈŨr<Ɩ�ʠʠʠ ɥ �ǰʠƯÿ ������3*+7���'�%&"�3#�,80��
��
��(�3�-2��
�$�����!.7�4 	���*65/4#��31)2 ���

ɦ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩ�ʠ ɥ <£ʠƟ� ȷƤ˽ˈ˶ˠʵʦʩˁĈĢǴWťʶȁđ ���

ɧ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩ�ʠ ɥ ȱĆɝ²� 9ȖÑ»ƂŸʵʦʩˁƌƚ ���

ɨ ȁđ�#ŷŦ� ɥ ɘŚɝ��Ą ǖŶÖʶȡ¢ĮµʶŷŦ�ƁãłʵʿˁȁûʳʭʶEÆłʶëƭ ���

ɩ ƇƖ� ɥ £¥ʠİV ɽɽɮɿ˂ūʣʮƶ<ɁʵʦʩˁƷƳĕ¯CȻǶÃƷƳRäE ���

ɪ Ǵŋ<Ɩ� ɥ �£ɝȤ ÐÑɖɗÑƀǴŷʵʦʩˁ�Ãǽ�u�ʳʴˁȧ���ųʶëƭ ���

ɫ Ǵŋ<Ɩ� ɥ �Ȥɝº� ÐÑɖɗÑƀǴŷʵʦʩˁ=²ƮǎÑšÅĮµʶȁûʳõǽĿżīƁʶëƭ ���

ɬ khr<Ɩ� ɥ ¥Čȑ ŝſÑȶȒÑǊŖʶǊɁ�ȡǵʳˊ́˥˛˽́ʶȷȠÑʵȷʬˁƌƚ ���

ɭ khr<Ɩ� ɥ !ǰʠȾ� Ǌǎ�ƂƮǎʶ˹ˌ˧ˌ˾˙ˤ˿˙ʵʦʩˁʓʔʒʋʎʇʔʒʖʎʈɝʐʊʉʎʆʖʒʔŪũʵȷʬˁƌƚ ���

ɥɤ khr<Ɩ� ɥ Ēʠċ� ȶȒÑǊŖc%ǊŽʵʦʩˁ˶ˇˏ̀˫ˇˋ̃˸ʶëƭ ���

ɥɥ khr<Ɩ� ɥ Ĵqʠ5ǵ ,*VU
*sn*YC��~�SZ��� /VU
`��6���/VU
`�_$�6��tq*�t� LM ���

ɥɦ ŊRr�Ɩ� ɥ 
�ʠÒû ȡǵǋŽʵʦʩˁ�Ǣrŉœ˂#��íʦʿʸɧɱɰʁʲȅ'ʬˁ�÷ȃ:eƌƚ ���

ɥɧ ŊRr�Ɩ� ɥ � ʠúĬ õũ7ąʵãǶʧÌǻʴõũ7ʵʦʩˁǤřŖŸ̄ŘǫƁŖŸ̅ʶƌƚ ���

ɥɨ ŊRr�Ɩ� ɥ þfʠ�ń ǌȣŽʵʦʩˁCȻôƠʦʿʸ	ŷªʶB�ũŜ�ƁħȂ ���

ɥɩ ŊRr�Ɩ� ɥ 8ĹʠD± ǇƮǎŽʵʦʩˁɲʀɿɽɥʦʿʸ˭˅˾̀́ȬʶħȂ ���

ɥɪ ƒƱ<Ɩ� ɥ űɝüƺ ˎ˼́̂˫˿̃Ÿ-ƽʵʦʩˁȄô˶̃ˌ̃ʶħȂ ���

ɥɫ ñ½�Ɩ� ɥ ŎƼɝð� �½ÑȷƤŸʵ�ʤŵŹʵ�ʬˁǟǮ�ǒǉ#˂īƁʳʪʮõǽĿżʶëƭ ���

ɥɬ <BŁ�Ɩ� ɥ İĆʠTÔ ŮŞǛBRŽćBRȘRʶĮµʳXȽu�ʶȁû ���

ɥɭ ƂǝȗǞŷÛ� ɥ F¦ʠƆ­ ˊˍ˗˶˿̃˖̃ʶƂǝƮǎʵZʻʬ$ūʶȁđ ���

ɦɤ ƂǝȗǞŷÛ� ɥ ��ʠŭȏ ˊˍ˗˶˿̃˖̃ʶǦƬƮǎņÑRĮµʶȁđ ���

ɦɥ ǣ´ï�ƷS� ɥ £Ĝʠ¿ Ű1ŷŦȠȷʵ~ʰʨųâÑ��ʵŝųƁʴɺɿɶâǼʶëƭƁƌƚʠ ���

ɦɦ ǣ´ï�ƷS� ɥ �� ��� ǚȪ�QǓŻʶBĔQǓǤřȴ�ʧɲʃɮɿǶÃ˞ˇ˱ɦˊ́˥˽̃ˏʳŻÂ�Rʵ�ʥˁÀɊ ���

ɦɧ ǣ´ï�ƷS� ɥ ďĉʠ�ľ Įģ�ƿ˂ūʣʮȪBƁǕQǓ�ęǶʶĿżPē�ŏʵȷʬˁħȂ ���

ɦɨ ɍɎȪ̂ÙǿrƖ�ʠʠ ɥ ǥ,ʠ;� ÐÑÙɈɅǆʶſŸʵʦʩˁŖŸʶȷ�ʶħȂ ���

ɦɩ <BŁ�Ɩ� ɥ òȸʠ³� ŮŞǛ
ɍŽʶ˽˙ˏʵÎʫʮ˶˨̃˘˹́ˤʵʦʩˁȦCʴɾɼɹŏ��¶ʶȵſ ���

ɦɪ <BŁƧ¡ŷ�ȉ<Ɩ� ɥ ɜŬʠ²� ˾˛ˋː˽˯̀˘́ʵʿˁǡ˼́˒˾˪́˙¦<ʶǒǉļƈʳʝƮǎĮǑʶîoPēʵȷʬˁ~Ƒƌƚ ���

ɦɫ B�ȁG� ɥ Ć�ʠǹ� ˶ˈ˙ƦªʵſŤʪʱʣˁȳȲ˩́˓̃ˣˆ́ːɿɻɮʶĮǑȁđ ���

ɦɬ ʟȁđ�#ŷŦ� ɦ Ãǰɝ{ ȀǞ˅˾ˌ˽�0Ã˼ˡˤʵ�ʬˁˬˬ˳˽́ŗƇǯʶåŖŸPē ��� ���

ɦɭ ȁđ�#ŷŦ� ɦ Ǩ�ɝĂȱ ˑ˺ˌˇ́˗ː˦˾(ȡB�ʲʢˁɳɿɼʂɻʁʧȆ�ʬˁŉœƮǎʶŝ�ʴˀʸʵŷÛȁđ ���

ɧɤ ȁG�̂ƒƱũŜ� ɦ ��ɝƆǷ �wK���gJQ!G²¬µ´ª­¡E���ju��D:9[hPR����&v�t� 
�SZ
�Kd� ���

ɧɥ ñ½�Ɩ� ɦ �ǰɝ�¾ ǘĦĦȶĐ˲˾˧˅ʶ�Ã�ŏ˫ˇˋ˶̃ˌ̃ʳʪʱʶʏʒʑʌɝʑʒʑɢʈʒʉʎʑʌɝɿɻɮʶëƭ ���

ɧɦ ǖǢ<Ɩ� ɦ �ȭʠţ ˼ˡˤ��ɘǴxŸ-ƽ˺ˣ˾ʵʦʩˁĲ#ʶǖɁ�ʳǍ�ʹZʻʬÀɊ ���

ɧɧ ÉũŜ�̂6Ŵ� ɦ ŌŬʠǹƼ ��ƳéʵʦʩˁɶɹɢɥɬʶØƾʶȁû ���

ɧɨ ÉũŜ�̂6Ŵ� ɦ �ȯʠK ɽʔʒʌʊʕʖʊʔʒʑʊʶŇùŪ�ȹPēʶ6Ŵ�ƁĮĪʶȁû ���

ɧɩ ʟ�ȉ̂Ęɓ� ɧ ďŬʠƹ �ɒlǒǉȬʧ��ÑʵZʻʬÀɊʳʭʶ˹ˌ˧˚˸ʶȁû ��� ����� ���

ɧɪ ÈŨr<Ɩ� ɧ õ�ʠ)ȏ ÄǓɏǓŸ-ƽʵ�ʬˁˌˢ̃ˢ˾˅˰˿̃˗˻́ʶĂPÑ ���

ɧɫ ÈŨr<Ɩ� ɧ ƊYʠǀ ǈ�}ËƢŸʵʦʩˁ«�\ƸǑ �ʶ�ŏu�ʶħȂ ���

ɧɬ ƒƱ<Ɩ� ɧ ǺČʠèm «á<Ǵęʵ�ʬˁƄìƱ_å@vǯʶĂPÑʳ�9Ñʵȷʬˁ�÷ȃ:e˼́˟˸RĴșƌƚ ���

ɧɭ ËǢǴƣ�Ɩ� ɧ ŀ˧ʠ"Ț ©§ŷǴƣŖʵʿˁƥŞQǓƎRŸ˽˙ˏʳ˙˞ˠ́ʶĂPÑʶħȂ ���

ɨɤ ǔƒƱ�Ɩ� ɧ 
*ŬʠɚƫƼ ɳɿɼʂɻʁȺ�ǯʶǔĠ�ĿżʹʶÎū ���

ɨɥ ½Þ=¹=ũS� ɧ ���	 ƂǝʶK0ĿžȢƘʵʦʩˁǴƣ<ƂƮǎ̂jƂƮǎʶÁJʶȁđ ���

ɨɦ ½Þ=¹=ũS� ɧ ȌYʠŧŦ ˭ˤǁRʵ�ʤȬR˙ˤ˿˙ʶƂǝʾK0ʹʶÀɊ ���

ɨɧ ɍɎȪ̂ÙǿrƖ� ɧ ȱĆʠ�ȿ <ǄɁ�ʵʦʩˁĘɓu�˂�ËʳʬˁõʪʣB�˹ˌ˧˚˸ʵʯʣʱʶƌƚ ���

ɨɨ ÈŨr<Ɩ� ɨ ǪŔɝ±a ǖÑȎǴc%Ë�9Öǂʵʦʩˁ ȬƬȆ�u�˱̀˽́ķȬRȫƬɞɵɶɳɢɽɵɟȺ�ǯʶPēʳ�9ÑʶħȂ ���

ɨɩ ÈŨr<Ɩ� ɨ ǳɋȐʠȇ� U0p5+W��� (-S���� x�?£«¸«µ¢®¶¸¤³·���������6���*�t� LM ���
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ɨɪ ÈŨr<Ɩ� ɨ üMʠ2 ɦ}Ƨ¡ŷc%ÜÑË�9Öǂ˂�ȍʳʪʮƱ_˛˶ː˾ˠ˥ʳˊ́ˬː˽˯̀˘́ʶ#ŋưÞu�ʹʶÀɊ ���

ɨɫ ÈŨr<Ɩ� ɨ ��ʠ¨ X��(NH���� (-S�+W¡�l���£«¸«µ¢®¶¸¤³·�^9[�k�6�t� ;ofw ���

ɨɬ ÈŨr<Ɩ� ɨ ȷɝ)Ĭ ɇǱǴÑËƢŸʵʦʩˁ�Ãǽ�u�ʳʪʱʶ˞ˇˠ́ ���

ɨɭ �7̂ÏþąS� ɨ̄ɩ̅ dŬʠyÍ åƀǴŷǯʑʊʏʆʔʆʇʎʑʊʵ�ʬˁǃÑ˂ĂʬˁƀǴŷƮǎʶǃÑĮµʶȁûʳʭʶ5ă ���

ɩɤ ǣ´ï�ƷS� ɨ̄ɪ̅ Ǻ©ʠÚ� Įģ�ƿ˂ūʣʮǐȪWƪʅƷ>ƆʵʿˁǊǴę�ęŸʶħA ���

ɩɥ ǣ´ï�ƷS� ɥ �ȋʠýU ɱʊʊʓɝʏʊʆʔʑʎʑʌ˂ņūʪʮǔɰʁʵ�ʬˁʘʒʚʊʏɝʇʆʕʊʉɝʐʒʔʓʍʒʐʊʖʔʛłʶȵſɝ ���

ɩɦ ʟȁđ�#ŷŦ� ɦ ɘĭɝÝ ȀǞ˅˾ˌ˽�0Ã˺ˣ˾˼ˡˤʵ�ʬˁʓʆʑɢɽɽɮɿɝʆʌʒʑʎʕʖŗƇʶPēɝɝɝɝ ��� ���

ɩɧ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩ�ʠ ɦ sǪȯʠÔ� 9ȖÑ»ƂŸŷÛʵʦʩˁɺɥɡɝɺɦɡɝɺɥɠɦWťʶȷ�ʶħȂ ���

ɩɨ khr�Ɩ� ɦ ďĉɝ3ũ ˅́ˠˊˇ˘́ːȧ��ɸʏʒʖʍʒʵʿˁǊŽʶȘƗ̂ŉœ˹ˌ˧˚˸ʶȁđ ���

ɩɩ khr<Ɩ� ɦ à�ʠŠ� ˽́ȬR˱̀ˢˋ̃˸ȁđ˂ūʣʮǊŽʵʦʩˁB�īƁĿżǯǃÑĮĪʶȁûʳʭʶ5ă ���

ɩɪ khr<Ɩ� ɦ Ĩʠɉĩ åɽɱɢɥɣɽɱɢɹɥɝå#ǯ̆ƮǎɁ�Ñåʧ˃ǯʶ%ūżłʶĂPÑʵʯʣʱʶħȂ ���

ɩɫ ŊRr�Ɩ� ɦ �zʠ)4 Ǚ<Ʈǫʧǲ|ŖȮŸRʵZʻʬÀɊ ���

ɩɬ ŊRr�Ɩ� ɦ ©¦ʠ�° ǇǌǡŶÖʵ�ʬˁǕǢʶ�ƙʦʿʸB�ũŜ�ƁÁJ ���

ɩɭ ŊRr�Ɩ� ɦ ø�Ȫʠȇ ǕǢ6Ŵæ¼Ʈǎʶʐʎʈʔʒɿɻɮ˱̀˯˄ˇ˾ʵʿˁǇǕǢrƅȷʶȁû ���

ɪɤ ŊRr�Ɩ� ɦ �Ŭʠ�p ˼ˡˤȞŇÑɑȣŖ˺ˣ˾˂ūʣʮɑȣŽʵ�ʬˁ�ȹƁãǶ�8ʶPēʶħȂ ���

ɪɥ ŊRr�Ɩ� ɦ ɘȯʠƝ�Ą 6Ŵˠˉˡˏ˵ˇ́ˤȺ�HÙ]ÑĻ�u�ʶħƭ ���

ɪɦ �7̂ÏþąS� ɦ Đĭɝɝ�l ©§ŷ?QǓŻʵ�ʬˁǒǉŭčȶǭƩ²Ʈǎ̄ɮɱʀɰ̅˂ūʣʮƮǎżłʶȵſ ���

ɪɧ �7̂ÏþąS� ɦ ƔĸʠȨ° �7ʧ˃ÖǂʶǙ<Ʈǫ^ʶŝÊʳĿżʵʿˁ�Rʶȁđ ���

ɪɨ ƒƱ<Ɩ� ɦ śȯʠɂ� ǔĠ�ÐÑąǴęt\ÖǂʵʦʩˁǴęŷŦƌƚ ���

ɪɩ ƂǝȗǞŷÛ� ɦ �ōʠoǅ 4ʵʿˁǦƬƮǎņÑRB�ʶȁû ���

ɪɪ ǣ´ï�ƷS� ɦ �·ʠöț ɨɱɝɳʏʒʙɝɺɿɶ˂ūʣʮǊŽǊCȻÃʶ«á<ǴŇȁđ ���

ɪɫ ǣ´ï�ƷS� ɦ ƀ�ʠŌɔ �|�����|}|�������������yz���~{y���§´©·¦¯·¥¡E��A
O	a��� T£«¸«µK�\�7c�3E* ���

ɪɬ ǖǢ<Ɩ� ɦ �ġʠ�� ƨť#ĵƮǴƣƴʶɁ�Ã+Ç˂Ȇ�ʬˁu�ʶe� ���

ɪɭ ÉũŜ�̂6Ŵ� ɦ Ƌ©ʠ�ɔ ˽́ˬƩ×ÑǗźʵ�ʬˁŖŸÑ˶ˏ̀˯˄̃˘ʵʿˁ6Ŵżłʶȵſ ���

ɫɤ ʟȁđ�#ŷŦ� ɧ ĺǸʠĎȾ ȜǾ˺ˣ˾˼ˡˤʵ�ʬˁɽɽɮɿʜ˅˔˧˙ˤŗƇŋʶPē ��� ���

ɫɥ ʟȁđ�#ŷŦ� ɧ ơďʠĞ� ɰɻʃ˺ˣ˾˼ˡˤ̄ʼʮʷ˶ˈ˙̅ʵ�ʬˁķƬķŅƇʶPē ��� ���

ɫɦ ʟB�ȧ�S� ɧ O©ʠȇ ȶǭƩ²ƮǎɞɺʀɰɟʳǗźőȁÑˈˇ˾˙˂ūʣʮʧ˃ȧ��ƮǎĿżƌƚ ��� ��	
��

ɫɧ ʟ�ȉ̂Ęɓ� ɧ ĊŬʠń" ˱̀˒˙ˢ̀́]�#˗ː˦˾ʶƍƵʵʿˁùŪȆ�˹ˌ˧˚˸ʶȁû ��� ����� ���

ɫɨ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩ�ʠ ɧ dŬʠÿ åɺɱɮɩå#ȾÑƂǝƢŖʵʦʩˁȶȒÑǊŶÖʶŷÛȁûʦʿʸõǽĿżʶȝƚ ���

ɫɩ ȁđ�#ŷŦ� ɧ ɝɝɝȼɝƳL ˼ˡˤËǢƗĥ˺ˣ˾˂ūʣʱʡȓÐÑ̂ÐÑ̂ÜÑçƲ[ÎʶB�ŷŦ�ƁʴŝÊʳʭʶEÆ ���

ɫɪ khr�Ɩ� ɧ w©ʠVň v½Žʵ�ʬˁõʪʣ4ƷL�6Ŵżłʶȵſ ���

ɫɫ khr<Ɩ� ɧ MǰʠŃǹ ˥˼ˇ˫̃ȧ���ų˂ʽʯɇ�ƮǎǊŽʶB�īƁǯʶǃÑRĮµʶħȂ ���

ɫɬ khr<Ɩ� ɧ Ɇ£ʠƪ� ǊƷƳǧƮǎʶ˹ˌ˧ˌ˾˙ˤ˿˙ʵʦʩˁʓʔʒʋʎʇʔʒʖʎʈɝʐʊʉʎʆʖʒʔŪũʵȷʬˁƌƚ ���

ɫɭ ŊRr�Ɩ� ɧ �ǰɝó¾ ŊRrŽʵʦʩˁ6Ŵˠˉˡˏ˵ˇ́ˤB�ʶÁJʳ˫ˇˋ˶̃ˌ̃ʶëƭ ���

ɬɤ ŊRr�Ɩ� ɧ Ě£ʠǀ ɲʚʒʕʒʐʊŭčÈŨɱɻɮ˂ūʣʮɺʎʑʎʐʆʏɝɿʊʕʎʉʗʆʏɝɱʎʕʊʆʕʊɝɞɺɿɱɟʶħA ���

ɬɥ ŊRr�Ɩ� ɧ YŬʠœ�ȩ õǽǋŽƮǎě˂ūʣʮǯHÙ]Ñ̂ǃÑʳȧ��˱̀˯˄ˇ˾ʶȷȠ˂Ȉʺˁ�÷ȃ:eƌƚ ���

ɬɦ ƒƱ<Ɩ� ɧ Ľfʠƞ� ]8�)*4��� ab�%c'�".]��B@=I��EI>�3�*�t� �2e��´·¨±
;oLM ���

ɬɧ ËǢǴƣ�Ɩ� ɧ ƴȋʠ�Ț ǱǴÑËŶÖʵʦʩˁ?QǓ/IǴǵȕ½Þʶ(ȡu�ʶe� ���

ɬɨ ǣ´ï�ƷS� ɧ Ŭ�ʠŀ ɽʆʔʆʐʊʖʔʎʈɝɽɲʁ˂ūʣʮ×ÑǗźʶȅ' ��

ɬɩ ǣ´ï�ƷS� ɧ �¥ʠɂįȩ <ɎQǓşƛɣȴ�ŸʵʦʩˁǔǴŇB¬ʶ�ŏu�ʳʪʱʶɺɿɶ̂ɨɱɢɳɹɼʄâǼʶħȂ ���

ɬɪ ǖǢ<Ɩ� ɧ 
ǑĆʠ)�� ǚǞȟđʵʦʩˁǚǞƷƳR˹ˌ˧˚˸ʶȁû ���

ɬɫ �ȉʞĘɓ� ɧ Ċȯʠ.� ɖĝƢ=ũ˂æʤ˶ˏ̀˯˄̃˘ʵʦʩˁɽʑʓʏʆɫĮǑȁđ ���

ɬɬ ůÑũır̂Ł¡rƖ� ɧ �Śʠ)� ǜǏʧ˃ʵɺɿɶħėʵʦʩˁʃɶɿɮɱʀʶħȂ ���

ɬɭ ǣ´ï�ƷS� ɧ �Ȕʠān ȮŸkhrŶÖ&ʵʦʩˁǊíĶɣǴŇʀɽɲɰʁɣɰʁʶ�Ã�ŏǑ ���

ɭɤ ʟȁđ�#ŷŦ� ɨ �ȯʠ2Ŀ ȀǞ˅˾ˌ˽�0Ã˺ˣ˾˼ˡˤʵ�ʬˁɽɽɮɿ˅˔˧˙ˤcHŗƇŋʶPēɝɝɝ ��� ���

ɭɥ ʟȁđ�#ŷŦ� ɨ ɐŬʠÕ�Ą ȀǞ˅˾ˌ˽�0Ã˺ˣ˾˼ˡˤʵ�ʬˁɽɽɮɿʝʆʌʒʑʎʕʖŗƇŋʶPēɝɝɝɝɝɝ ��� ���

ɭɦ ʟ�ȉ̂Ęɓ� ɨ ĉŬʠğ ɰɱɦɤɪȾÑ˶ˏ̀˯˄̃˘ʵʿˁK0ĿžEÆĮĪʶȁû ��� ���
����

ɭɧ ʟ�ȉ̂Ęɓ� ɨ ŐŔɝ� É�ȮLŨ�ʵʦʩˁˮ˞˷́ɱ]�#˂�ʪʮƢǬƸʶ˹ˌ˧˚˸ȁđ ��� �����

��  1
r �# <� LM«¸°
FiTm

¹��º

��!()���

����'��!

ɭɨ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩʠ ɨ ƐČń° 9ȖÑ»ƂŸʵ�ʤËŷ�ʶ½ÞʵʦʩˁËƢêgÑWťʶȁđ ���

ɭɩ ƇƖ� ɨ ɘ ʠlº ƶ<ɁʵʦʩˁǔŭčƒƱĘɓu�ɞɯɱɻɳɟʶÁJʶȁûʳȧ��Ŀżłʶȵſ ���

ɭɪ khr<Ɩ� ɨ �¦ɕ� ˴˾ˢ˝˷˰˂ūʣʮʡɿʍʒ˂�ʪʮǊǴƣȟȢÑ�ȡʶ˹ˌ˧˚˸ʳĿżłʶȁû ���

ɭɫ khr<Ɩ� ɨ ÓŬʠƄƼ ɇ�ƮǎǊŽʵʦʩˁB�īƁǯǃÑʶĮǑȁđʳõǽĿżłʶȵſ ���

ɭɬ khr<Ɩ� ɨ ŌķʠŦ4 ǊŽʶŽRʵȷ�ʪʱʣˁ˶ˇˏ̀˫ˇˋ̃˸ ���

ɭɭ ŊRr�Ɩ� ɨ �Ŭʠ¸� ʈʖɱɻɮ˂ūʣʮȘƗÑǇǗźCȻÃʶùą=ſ�ŏ ���

ɥɤɤ ƒƱ<Ɩ� ɨ Ē)ǵ ǔǴƣɁ�Öǂʵʦʩˁɷɮɸɦɝʃɪɥɫɳȧ���ųʶȾÑŢʦʿʸǣ´ŷ}ʵȷʬˁħȂ ���

ɥɤɥ ƒƱ<Ɩ� ɨ ɘĭʠ`ȩ ǔĠ�ʵ�ʬˁƻǞŭčȶǭƩ²Ʈǎʶǔ*ȊPēʶħȂ ���

ɥɤɦ ËǢǴƣ�Ɩ� ɨ ČŬʠāń �Ǵ�ĐǴŒ̄ɽʏʆʖʊʏʊʖɝʔʎʈʍɝʓʏʆʕʐʆɡɝɽɿɽ̅ÄïR˒˾˂ūʣʮ̇ËƢĠ�ÃʶËǢ=ũ˹ˌ˧˚˸ʶȁû ���

ɥɤɧ ËǢǴƣ�Ɩ� ɨ ��ɝİ�ȩ ˓˾˭ˠ́ÄïÑ˒˾ˬˡˠ˂ūʣʮËƢĠ�ÃʶËĮǑîo ���

ɥɤɨ �ȉʞĘɓ� ɨ Þʠǩŕ ŖŸÑˌ˙ˬ̃˜ʵʿˁǒȒ�ȉȈƤʶB�˹ˌ˧˚˸ʶȁû ���

ɥɤɩ ůÑũır̂Ł¡rƖ� ɨ �ƒʠÿ FƜǛŽʵʦʩˁȘƗu�ʵȷʬˁ˒˩˸ȁđ ���

ɥɤɪ ůÑũır̂Ł¡rƖ� ɨ ĖʠɃ� �Ȫ¡ȕ�ƂŽãǶÃ=ſʶ˽˙ˏu�ʶƚû ���

ɥɤɫ B�ȁG� ɨ ���� Ʈǎě˂ūʣʮǍƃŭčȳȲ˩́˓̃ˣˆ́ːɿɻɮʶĮǑȁđ ���

ɥɤɬ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩ ɨɞɩɟ Ā£ʠ�� ×ÑǗźȷȠƢŖʶŷÛʶȁû ���

ɥɤɭ ˅˿˾ˎ̃ǠYŷ<Ɩ ɨ̄ɩ̅ ƔĘɝ�� ɰʁɹɮɨɢɰɱɬɤɣɬɪ˗ː˦˾ʧ˭ˤWť̂˶ˏ̀˯˄̃˘ʵZʻʬĮǑ�Rʶȝƚ ���

ɥɥɤ ȁđ�#ŷŦ� ɨ̄ɩ̅ ƔƉɝɃ� ¡ƣǧB¤ÃʶN×Ũ�ʵʿˁ˶ˈ˙ǖǢʶſũȢƘʹʶÀɊ ���

ɥɥɥ ȁđ�#ŷŦ� ɨ̄ɩ̅ ŔŬɝċȭ MɛÑʶǖĮǑɁ�ʶȡ¢ĮµʶȁûʳʭʶEÆ ���

ɥɥɦ khr<Ɩ� ɨ̄ɩ̅ ɘȯʠ�® ɲɴɳɿȧ���ųȾÑǊŽʵʦʩˁʒʕʎʐʊʔʖʎʑʎʇʳʓʊʐʊʖʔʊʚʊʉʶƅ�Pē ���

ɥɥɧ khr<Ɩ� ɨ̄ɩ̅ �ĤʠƼl� Ǌ�ƮǎǊŽʵʦʩˁõʪʣĿżßŲʶƏƜ ���

ɥɥɨ khr<Ɩ� ɨ̄ɩ̅ Ɣŀʠ¿ ȶȒÑǊŖc%ǊŽʵʦʩˁſŽ˹ˌ˧˚˸ʶe� ���

ɥɥɩ �7̂ÏþąS� ɨ̄ɩ̅ �þʠ4b ˪˰ĳǖŖʵ�ʬˁǒǉŭč²ƮǎʶåŖŸ$ū ���

ɥɥɪ ËǢǴƣ�Ɩ� ɨ̄ɩ̅ əĭʠȑ�Ą ɨɱɝɳʏʒʙɝɺɿɶ˂ūʣʮÜÑ�QǓȁɄʶõʮʴȥɀąXȽu�ʶȁû ���

ɥɥɫ ǣ´ï�ƷS� ɨ̄ɩ̅ ƕĉʠǹƾ ɍɌȪŽʶ=ſȪ�ʳƷȰʵʦʩˁħȂ ���

ɥɥɬ �7̂ÏþąS� ɨ̄ɪ̅ Ĩ�ʠŧƼ ɶʌɮǖŸ˺ˣ˾˶ˈ˙ǖʵʦʩˁ˕ˇˤˌˇ́ſŤʵȷʬˁƌƚ ���

ɥɥɭ ǣ´ï�ƷS� ɨ̄ɫ̅ ��ʠƓi ɥɧɻ˅́˺˧˅ɽɲʁʵʿˁ�ȰƁʴËƢǴŇȰʳÉ�ÈŨɁ�ʶȷȠʵʯʣʱʶȅ'̂ħȂ ���
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ɥ ʠʠÈŨr<Ɩ�ʠʠʠ ɥ �ǰʠƯÿ ������3*+7���'�%&"�3#�,80��
��
��(�3�-2��
�$�����!.7�4 	���*65/4#��31)2 ���

ɦ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩ�ʠ ɥ <£ʠƟ� ȷƤ˽ˈ˶ˠʵʦʩˁĈĢǴWťʶȁđ ���

ɧ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩ�ʠ ɥ ȱĆɝ²� 9ȖÑ»ƂŸʵʦʩˁƌƚ ���

ɨ ȁđ�#ŷŦ� ɥ ɘŚɝ��Ą ǖŶÖʶȡ¢ĮµʶŷŦ�ƁãłʵʿˁȁûʳʭʶEÆłʶëƭ ���

ɩ ƇƖ� ɥ £¥ʠİV ɽɽɮɿ˂ūʣʮƶ<ɁʵʦʩˁƷƳĕ¯CȻǶÃƷƳRäE ���

ɪ Ǵŋ<Ɩ� ɥ �£ɝȤ ÐÑɖɗÑƀǴŷʵʦʩˁ�Ãǽ�u�ʳʴˁȧ���ųʶëƭ ���

ɫ Ǵŋ<Ɩ� ɥ �Ȥɝº� ÐÑɖɗÑƀǴŷʵʦʩˁ=²ƮǎÑšÅĮµʶȁûʳõǽĿżīƁʶëƭ ���

ɬ khr<Ɩ� ɥ ¥Čȑ ŝſÑȶȒÑǊŖʶǊɁ�ȡǵʳˊ́˥˛˽́ʶȷȠÑʵȷʬˁƌƚ ���

ɭ khr<Ɩ� ɥ !ǰʠȾ� Ǌǎ�ƂƮǎʶ˹ˌ˧ˌ˾˙ˤ˿˙ʵʦʩˁʓʔʒʋʎʇʔʒʖʎʈɝʐʊʉʎʆʖʒʔŪũʵȷʬˁƌƚ ���

ɥɤ khr<Ɩ� ɥ Ēʠċ� ȶȒÑǊŖc%ǊŽʵʦʩˁ˶ˇˏ̀˫ˇˋ̃˸ʶëƭ ���

ɥɥ khr<Ɩ� ɥ Ĵqʠ5ǵ ,*VU
*sn*YC��~�SZ��� /VU
`��6���/VU
`�_$�6��tq*�t� LM ���

ɥɦ ŊRr�Ɩ� ɥ 
�ʠÒû ȡǵǋŽʵʦʩˁ�Ǣrŉœ˂#��íʦʿʸɧɱɰʁʲȅ'ʬˁ�÷ȃ:eƌƚ ���

ɥɧ ŊRr�Ɩ� ɥ � ʠúĬ õũ7ąʵãǶʧÌǻʴõũ7ʵʦʩˁǤřŖŸ̄ŘǫƁŖŸ̅ʶƌƚ ���

ɥɨ ŊRr�Ɩ� ɥ þfʠ�ń ǌȣŽʵʦʩˁCȻôƠʦʿʸ	ŷªʶB�ũŜ�ƁħȂ ���

ɥɩ ŊRr�Ɩ� ɥ 8ĹʠD± ǇƮǎŽʵʦʩˁɲʀɿɽɥʦʿʸ˭˅˾̀́ȬʶħȂ ���

ɥɪ ƒƱ<Ɩ� ɥ űɝüƺ ˎ˼́̂˫˿̃Ÿ-ƽʵʦʩˁȄô˶̃ˌ̃ʶħȂ ���

ɥɫ ñ½�Ɩ� ɥ ŎƼɝð� �½ÑȷƤŸʵ�ʤŵŹʵ�ʬˁǟǮ�ǒǉ#˂īƁʳʪʮõǽĿżʶëƭ ���

ɥɬ <BŁ�Ɩ� ɥ İĆʠTÔ ŮŞǛBRŽćBRȘRʶĮµʳXȽu�ʶȁû ���

ɥɭ ƂǝȗǞŷÛ� ɥ F¦ʠƆ­ ˊˍ˗˶˿̃˖̃ʶƂǝƮǎʵZʻʬ$ūʶȁđ ���

ɦɤ ƂǝȗǞŷÛ� ɥ ��ʠŭȏ ˊˍ˗˶˿̃˖̃ʶǦƬƮǎņÑRĮµʶȁđ ���

ɦɥ ǣ´ï�ƷS� ɥ £Ĝʠ¿ Ű1ŷŦȠȷʵ~ʰʨųâÑ��ʵŝųƁʴɺɿɶâǼʶëƭƁƌƚʠ ���

ɦɦ ǣ´ï�ƷS� ɥ �� ��� ǚȪ�QǓŻʶBĔQǓǤřȴ�ʧɲʃɮɿǶÃ˞ˇ˱ɦˊ́˥˽̃ˏʳŻÂ�Rʵ�ʥˁÀɊ ���

ɦɧ ǣ´ï�ƷS� ɥ ďĉʠ�ľ Įģ�ƿ˂ūʣʮȪBƁǕQǓ�ęǶʶĿżPē�ŏʵȷʬˁħȂ ���

ɦɨ ɍɎȪ̂ÙǿrƖ�ʠʠ ɥ ǥ,ʠ;� ÐÑÙɈɅǆʶſŸʵʦʩˁŖŸʶȷ�ʶħȂ ���

ɦɩ <BŁ�Ɩ� ɥ òȸʠ³� ŮŞǛ
ɍŽʶ˽˙ˏʵÎʫʮ˶˨̃˘˹́ˤʵʦʩˁȦCʴɾɼɹŏ��¶ʶȵſ ���

ɦɪ <BŁƧ¡ŷ�ȉ<Ɩ� ɥ ɜŬʠ²� ˾˛ˋː˽˯̀˘́ʵʿˁǡ˼́˒˾˪́˙¦<ʶǒǉļƈʳʝƮǎĮǑʶîoPēʵȷʬˁ~Ƒƌƚ ���

ɦɫ B�ȁG� ɥ Ć�ʠǹ� ˶ˈ˙ƦªʵſŤʪʱʣˁȳȲ˩́˓̃ˣˆ́ːɿɻɮʶĮǑȁđ ���

ɦɬ ʟȁđ�#ŷŦ� ɦ Ãǰɝ{ ȀǞ˅˾ˌ˽�0Ã˼ˡˤʵ�ʬˁˬˬ˳˽́ŗƇǯʶåŖŸPē ��� ���

ɦɭ ȁđ�#ŷŦ� ɦ Ǩ�ɝĂȱ ˑ˺ˌˇ́˗ː˦˾(ȡB�ʲʢˁɳɿɼʂɻʁʧȆ�ʬˁŉœƮǎʶŝ�ʴˀʸʵŷÛȁđ ���

ɧɤ ȁG�̂ƒƱũŜ� ɦ ��ɝƆǷ �wK���gJQ!G²¬µ´ª­¡E���ju��D:9[hPR����&v�t� 
�SZ
�Kd� ���

ɧɥ ñ½�Ɩ� ɦ �ǰɝ�¾ ǘĦĦȶĐ˲˾˧˅ʶ�Ã�ŏ˫ˇˋ˶̃ˌ̃ʳʪʱʶʏʒʑʌɝʑʒʑɢʈʒʉʎʑʌɝɿɻɮʶëƭ ���

ɧɦ ǖǢ<Ɩ� ɦ �ȭʠţ ˼ˡˤ��ɘǴxŸ-ƽ˺ˣ˾ʵʦʩˁĲ#ʶǖɁ�ʳǍ�ʹZʻʬÀɊ ���

ɧɧ ÉũŜ�̂6Ŵ� ɦ ŌŬʠǹƼ ��ƳéʵʦʩˁɶɹɢɥɬʶØƾʶȁû ���

ɧɨ ÉũŜ�̂6Ŵ� ɦ �ȯʠK ɽʔʒʌʊʕʖʊʔʒʑʊʶŇùŪ�ȹPēʶ6Ŵ�ƁĮĪʶȁû ���

ɧɩ ʟ�ȉ̂Ęɓ� ɧ ďŬʠƹ �ɒlǒǉȬʧ��ÑʵZʻʬÀɊʳʭʶ˹ˌ˧˚˸ʶȁû ��� ����� ���

ɧɪ ÈŨr<Ɩ� ɧ õ�ʠ)ȏ ÄǓɏǓŸ-ƽʵ�ʬˁˌˢ̃ˢ˾˅˰˿̃˗˻́ʶĂPÑ ���

ɧɫ ÈŨr<Ɩ� ɧ ƊYʠǀ ǈ�}ËƢŸʵʦʩˁ«�\ƸǑ �ʶ�ŏu�ʶħȂ ���

ɧɬ ƒƱ<Ɩ� ɧ ǺČʠèm «á<Ǵęʵ�ʬˁƄìƱ_å@vǯʶĂPÑʳ�9Ñʵȷʬˁ�÷ȃ:e˼́˟˸RĴșƌƚ ���

ɧɭ ËǢǴƣ�Ɩ� ɧ ŀ˧ʠ"Ț ©§ŷǴƣŖʵʿˁƥŞQǓƎRŸ˽˙ˏʳ˙˞ˠ́ʶĂPÑʶħȂ ���

ɨɤ ǔƒƱ�Ɩ� ɧ 
*ŬʠɚƫƼ ɳɿɼʂɻʁȺ�ǯʶǔĠ�ĿżʹʶÎū ���

ɨɥ ½Þ=¹=ũS� ɧ ���	 ƂǝʶK0ĿžȢƘʵʦʩˁǴƣ<ƂƮǎ̂jƂƮǎʶÁJʶȁđ ���

ɨɦ ½Þ=¹=ũS� ɧ ȌYʠŧŦ ˭ˤǁRʵ�ʤȬR˙ˤ˿˙ʶƂǝʾK0ʹʶÀɊ ���

ɨɧ ɍɎȪ̂ÙǿrƖ� ɧ ȱĆʠ�ȿ <ǄɁ�ʵʦʩˁĘɓu�˂�ËʳʬˁõʪʣB�˹ˌ˧˚˸ʵʯʣʱʶƌƚ ���

ɨɨ ÈŨr<Ɩ� ɨ ǪŔɝ±a ǖÑȎǴc%Ë�9Öǂʵʦʩˁ ȬƬȆ�u�˱̀˽́ķȬRȫƬɞɵɶɳɢɽɵɟȺ�ǯʶPēʳ�9ÑʶħȂ ���

ɨɩ ÈŨr<Ɩ� ɨ ǳɋȐʠȇ� U0p5+W��� (-S���� x�?£«¸«µ¢®¶¸¤³·���������6���*�t� LM ���
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FiTm
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����'��!

ɨɪ ÈŨr<Ɩ� ɨ üMʠ2 ɦ}Ƨ¡ŷc%ÜÑË�9Öǂ˂�ȍʳʪʮƱ_˛˶ː˾ˠ˥ʳˊ́ˬː˽˯̀˘́ʶ#ŋưÞu�ʹʶÀɊ ���

ɨɫ ÈŨr<Ɩ� ɨ ��ʠ¨ X��(NH���� (-S�+W¡�l���£«¸«µ¢®¶¸¤³·�^9[�k�6�t� ;ofw ���

ɨɬ ÈŨr<Ɩ� ɨ ȷɝ)Ĭ ɇǱǴÑËƢŸʵʦʩˁ�Ãǽ�u�ʳʪʱʶ˞ˇˠ́ ���

ɨɭ �7̂ÏþąS� ɨ̄ɩ̅ dŬʠyÍ åƀǴŷǯʑʊʏʆʔʆʇʎʑʊʵ�ʬˁǃÑ˂ĂʬˁƀǴŷƮǎʶǃÑĮµʶȁûʳʭʶ5ă ���

ɩɤ ǣ´ï�ƷS� ɨ̄ɪ̅ Ǻ©ʠÚ� Įģ�ƿ˂ūʣʮǐȪWƪʅƷ>ƆʵʿˁǊǴę�ęŸʶħA ���

ɩɥ ǣ´ï�ƷS� ɥ �ȋʠýU ɱʊʊʓɝʏʊʆʔʑʎʑʌ˂ņūʪʮǔɰʁʵ�ʬˁʘʒʚʊʏɝʇʆʕʊʉɝʐʒʔʓʍʒʐʊʖʔʛłʶȵſɝ ���

ɩɦ ʟȁđ�#ŷŦ� ɦ ɘĭɝÝ ȀǞ˅˾ˌ˽�0Ã˺ˣ˾˼ˡˤʵ�ʬˁʓʆʑɢɽɽɮɿɝʆʌʒʑʎʕʖŗƇʶPēɝɝɝɝ ��� ���

ɩɧ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩ�ʠ ɦ sǪȯʠÔ� 9ȖÑ»ƂŸŷÛʵʦʩˁɺɥɡɝɺɦɡɝɺɥɠɦWťʶȷ�ʶħȂ ���

ɩɨ khr�Ɩ� ɦ ďĉɝ3ũ ˅́ˠˊˇ˘́ːȧ��ɸʏʒʖʍʒʵʿˁǊŽʶȘƗ̂ŉœ˹ˌ˧˚˸ʶȁđ ���

ɩɩ khr<Ɩ� ɦ à�ʠŠ� ˽́ȬR˱̀ˢˋ̃˸ȁđ˂ūʣʮǊŽʵʦʩˁB�īƁĿżǯǃÑĮĪʶȁûʳʭʶ5ă ���

ɩɪ khr<Ɩ� ɦ Ĩʠɉĩ åɽɱɢɥɣɽɱɢɹɥɝå#ǯ̆ƮǎɁ�Ñåʧ˃ǯʶ%ūżłʶĂPÑʵʯʣʱʶħȂ ���

ɩɫ ŊRr�Ɩ� ɦ �zʠ)4 Ǚ<Ʈǫʧǲ|ŖȮŸRʵZʻʬÀɊ ���

ɩɬ ŊRr�Ɩ� ɦ ©¦ʠ�° ǇǌǡŶÖʵ�ʬˁǕǢʶ�ƙʦʿʸB�ũŜ�ƁÁJ ���

ɩɭ ŊRr�Ɩ� ɦ ø�Ȫʠȇ ǕǢ6Ŵæ¼Ʈǎʶʐʎʈʔʒɿɻɮ˱̀˯˄ˇ˾ʵʿˁǇǕǢrƅȷʶȁû ���

ɪɤ ŊRr�Ɩ� ɦ �Ŭʠ�p ˼ˡˤȞŇÑɑȣŖ˺ˣ˾˂ūʣʮɑȣŽʵ�ʬˁ�ȹƁãǶ�8ʶPēʶħȂ ���

ɪɥ ŊRr�Ɩ� ɦ ɘȯʠƝ�Ą 6Ŵˠˉˡˏ˵ˇ́ˤȺ�HÙ]ÑĻ�u�ʶħƭ ���

ɪɦ �7̂ÏþąS� ɦ Đĭɝɝ�l ©§ŷ?QǓŻʵ�ʬˁǒǉŭčȶǭƩ²Ʈǎ̄ɮɱʀɰ̅˂ūʣʮƮǎżłʶȵſ ���

ɪɧ �7̂ÏþąS� ɦ ƔĸʠȨ° �7ʧ˃ÖǂʶǙ<Ʈǫ^ʶŝÊʳĿżʵʿˁ�Rʶȁđ ���

ɪɨ ƒƱ<Ɩ� ɦ śȯʠɂ� ǔĠ�ÐÑąǴęt\ÖǂʵʦʩˁǴęŷŦƌƚ ���

ɪɩ ƂǝȗǞŷÛ� ɦ �ōʠoǅ 4ʵʿˁǦƬƮǎņÑRB�ʶȁû ���

ɪɪ ǣ´ï�ƷS� ɦ �·ʠöț ɨɱɝɳʏʒʙɝɺɿɶ˂ūʣʮǊŽǊCȻÃʶ«á<ǴŇȁđ ���

ɪɫ ǣ´ï�ƷS� ɦ ƀ�ʠŌɔ �|�����|}|�������������yz���~{y���§´©·¦¯·¥¡E��A
O	a��� T£«¸«µK�\�7c�3E* ���

ɪɬ ǖǢ<Ɩ� ɦ �ġʠ�� ƨť#ĵƮǴƣƴʶɁ�Ã+Ç˂Ȇ�ʬˁu�ʶe� ���

ɪɭ ÉũŜ�̂6Ŵ� ɦ Ƌ©ʠ�ɔ ˽́ˬƩ×ÑǗźʵ�ʬˁŖŸÑ˶ˏ̀˯˄̃˘ʵʿˁ6Ŵżłʶȵſ ���

ɫɤ ʟȁđ�#ŷŦ� ɧ ĺǸʠĎȾ ȜǾ˺ˣ˾˼ˡˤʵ�ʬˁɽɽɮɿʜ˅˔˧˙ˤŗƇŋʶPē ��� ���

ɫɥ ʟȁđ�#ŷŦ� ɧ ơďʠĞ� ɰɻʃ˺ˣ˾˼ˡˤ̄ʼʮʷ˶ˈ˙̅ʵ�ʬˁķƬķŅƇʶPē ��� ���

ɫɦ ʟB�ȧ�S� ɧ O©ʠȇ ȶǭƩ²ƮǎɞɺʀɰɟʳǗźőȁÑˈˇ˾˙˂ūʣʮʧ˃ȧ��ƮǎĿżƌƚ ��� ��	
��

ɫɧ ʟ�ȉ̂Ęɓ� ɧ ĊŬʠń" ˱̀˒˙ˢ̀́]�#˗ː˦˾ʶƍƵʵʿˁùŪȆ�˹ˌ˧˚˸ʶȁû ��� ����� ���

ɫɨ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩ�ʠ ɧ dŬʠÿ åɺɱɮɩå#ȾÑƂǝƢŖʵʦʩˁȶȒÑǊŶÖʶŷÛȁûʦʿʸõǽĿżʶȝƚ ���

ɫɩ ȁđ�#ŷŦ� ɧ ɝɝɝȼɝƳL ˼ˡˤËǢƗĥ˺ˣ˾˂ūʣʱʡȓÐÑ̂ÐÑ̂ÜÑçƲ[ÎʶB�ŷŦ�ƁʴŝÊʳʭʶEÆ ���

ɫɪ khr�Ɩ� ɧ w©ʠVň v½Žʵ�ʬˁõʪʣ4ƷL�6Ŵżłʶȵſ ���

ɫɫ khr<Ɩ� ɧ MǰʠŃǹ ˥˼ˇ˫̃ȧ���ų˂ʽʯɇ�ƮǎǊŽʶB�īƁǯʶǃÑRĮµʶħȂ ���

ɫɬ khr<Ɩ� ɧ Ɇ£ʠƪ� ǊƷƳǧƮǎʶ˹ˌ˧ˌ˾˙ˤ˿˙ʵʦʩˁʓʔʒʋʎʇʔʒʖʎʈɝʐʊʉʎʆʖʒʔŪũʵȷʬˁƌƚ ���

ɫɭ ŊRr�Ɩ� ɧ �ǰɝó¾ ŊRrŽʵʦʩˁ6Ŵˠˉˡˏ˵ˇ́ˤB�ʶÁJʳ˫ˇˋ˶̃ˌ̃ʶëƭ ���

ɬɤ ŊRr�Ɩ� ɧ Ě£ʠǀ ɲʚʒʕʒʐʊŭčÈŨɱɻɮ˂ūʣʮɺʎʑʎʐʆʏɝɿʊʕʎʉʗʆʏɝɱʎʕʊʆʕʊɝɞɺɿɱɟʶħA ���

ɬɥ ŊRr�Ɩ� ɧ YŬʠœ�ȩ õǽǋŽƮǎě˂ūʣʮǯHÙ]Ñ̂ǃÑʳȧ��˱̀˯˄ˇ˾ʶȷȠ˂Ȉʺˁ�÷ȃ:eƌƚ ���

ɬɦ ƒƱ<Ɩ� ɧ Ľfʠƞ� ]8�)*4��� ab�%c'�".]��B@=I��EI>�3�*�t� �2e��´·¨±
;oLM ���

ɬɧ ËǢǴƣ�Ɩ� ɧ ƴȋʠ�Ț ǱǴÑËŶÖʵʦʩˁ?QǓ/IǴǵȕ½Þʶ(ȡu�ʶe� ���

ɬɨ ǣ´ï�ƷS� ɧ Ŭ�ʠŀ ɽʆʔʆʐʊʖʔʎʈɝɽɲʁ˂ūʣʮ×ÑǗźʶȅ' ��

ɬɩ ǣ´ï�ƷS� ɧ �¥ʠɂįȩ <ɎQǓşƛɣȴ�ŸʵʦʩˁǔǴŇB¬ʶ�ŏu�ʳʪʱʶɺɿɶ̂ɨɱɢɳɹɼʄâǼʶħȂ ���

ɬɪ ǖǢ<Ɩ� ɧ 
ǑĆʠ)�� ǚǞȟđʵʦʩˁǚǞƷƳR˹ˌ˧˚˸ʶȁû ���

ɬɫ �ȉʞĘɓ� ɧ Ċȯʠ.� ɖĝƢ=ũ˂æʤ˶ˏ̀˯˄̃˘ʵʦʩˁɽʑʓʏʆɫĮǑȁđ ���

ɬɬ ůÑũır̂Ł¡rƖ� ɧ �Śʠ)� ǜǏʧ˃ʵɺɿɶħėʵʦʩˁʃɶɿɮɱʀʶħȂ ���

ɬɭ ǣ´ï�ƷS� ɧ �Ȕʠān ȮŸkhrŶÖ&ʵʦʩˁǊíĶɣǴŇʀɽɲɰʁɣɰʁʶ�Ã�ŏǑ ���

ɭɤ ʟȁđ�#ŷŦ� ɨ �ȯʠ2Ŀ ȀǞ˅˾ˌ˽�0Ã˺ˣ˾˼ˡˤʵ�ʬˁɽɽɮɿ˅˔˧˙ˤcHŗƇŋʶPēɝɝɝ ��� ���

ɭɥ ʟȁđ�#ŷŦ� ɨ ɐŬʠÕ�Ą ȀǞ˅˾ˌ˽�0Ã˺ˣ˾˼ˡˤʵ�ʬˁɽɽɮɿʝʆʌʒʑʎʕʖŗƇŋʶPēɝɝɝɝɝɝ ��� ���

ɭɦ ʟ�ȉ̂Ęɓ� ɨ ĉŬʠğ ɰɱɦɤɪȾÑ˶ˏ̀˯˄̃˘ʵʿˁK0ĿžEÆĮĪʶȁû ��� ���
����

ɭɧ ʟ�ȉ̂Ęɓ� ɨ ŐŔɝ� É�ȮLŨ�ʵʦʩˁˮ˞˷́ɱ]�#˂�ʪʮƢǬƸʶ˹ˌ˧˚˸ȁđ ��� �����
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ɭɨ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩʠ ɨ ƐČń° 9ȖÑ»ƂŸʵ�ʤËŷ�ʶ½ÞʵʦʩˁËƢêgÑWťʶȁđ ���

ɭɩ ƇƖ� ɨ ɘ ʠlº ƶ<ɁʵʦʩˁǔŭčƒƱĘɓu�ɞɯɱɻɳɟʶÁJʶȁûʳȧ��Ŀżłʶȵſ ���

ɭɪ khr<Ɩ� ɨ �¦ɕ� ˴˾ˢ˝˷˰˂ūʣʮʡɿʍʒ˂�ʪʮǊǴƣȟȢÑ�ȡʶ˹ˌ˧˚˸ʳĿżłʶȁû ���

ɭɫ khr<Ɩ� ɨ ÓŬʠƄƼ ɇ�ƮǎǊŽʵʦʩˁB�īƁǯǃÑʶĮǑȁđʳõǽĿżłʶȵſ ���

ɭɬ khr<Ɩ� ɨ ŌķʠŦ4 ǊŽʶŽRʵȷ�ʪʱʣˁ˶ˇˏ̀˫ˇˋ̃˸ ���

ɭɭ ŊRr�Ɩ� ɨ �Ŭʠ¸� ʈʖɱɻɮ˂ūʣʮȘƗÑǇǗźCȻÃʶùą=ſ�ŏ ���

ɥɤɤ ƒƱ<Ɩ� ɨ Ē)ǵ ǔǴƣɁ�Öǂʵʦʩˁɷɮɸɦɝʃɪɥɫɳȧ���ųʶȾÑŢʦʿʸǣ´ŷ}ʵȷʬˁħȂ ���

ɥɤɥ ƒƱ<Ɩ� ɨ ɘĭʠ`ȩ ǔĠ�ʵ�ʬˁƻǞŭčȶǭƩ²Ʈǎʶǔ*ȊPēʶħȂ ���

ɥɤɦ ËǢǴƣ�Ɩ� ɨ ČŬʠāń �Ǵ�ĐǴŒ̄ɽʏʆʖʊʏʊʖɝʔʎʈʍɝʓʏʆʕʐʆɡɝɽɿɽ̅ÄïR˒˾˂ūʣʮ̇ËƢĠ�ÃʶËǢ=ũ˹ˌ˧˚˸ʶȁû ���

ɥɤɧ ËǢǴƣ�Ɩ� ɨ ��ɝİ�ȩ ˓˾˭ˠ́ÄïÑ˒˾ˬˡˠ˂ūʣʮËƢĠ�ÃʶËĮǑîo ���

ɥɤɨ �ȉʞĘɓ� ɨ Þʠǩŕ ŖŸÑˌ˙ˬ̃˜ʵʿˁǒȒ�ȉȈƤʶB�˹ˌ˧˚˸ʶȁû ���

ɥɤɩ ůÑũır̂Ł¡rƖ� ɨ �ƒʠÿ FƜǛŽʵʦʩˁȘƗu�ʵȷʬˁ˒˩˸ȁđ ���

ɥɤɪ ůÑũır̂Ł¡rƖ� ɨ ĖʠɃ� �Ȫ¡ȕ�ƂŽãǶÃ=ſʶ˽˙ˏu�ʶƚû ���

ɥɤɫ B�ȁG� ɨ ���� Ʈǎě˂ūʣʮǍƃŭčȳȲ˩́˓̃ˣˆ́ːɿɻɮʶĮǑȁđ ���

ɥɤɬ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩ ɨɞɩɟ Ā£ʠ�� ×ÑǗźȷȠƢŖʶŷÛʶȁû ���

ɥɤɭ ˅˿˾ˎ̃ǠYŷ<Ɩ ɨ̄ɩ̅ ƔĘɝ�� ɰʁɹɮɨɢɰɱɬɤɣɬɪ˗ː˦˾ʧ˭ˤWť̂˶ˏ̀˯˄̃˘ʵZʻʬĮǑ�Rʶȝƚ ���

ɥɥɤ ȁđ�#ŷŦ� ɨ̄ɩ̅ ƔƉɝɃ� ¡ƣǧB¤ÃʶN×Ũ�ʵʿˁ˶ˈ˙ǖǢʶſũȢƘʹʶÀɊ ���

ɥɥɥ ȁđ�#ŷŦ� ɨ̄ɩ̅ ŔŬɝċȭ MɛÑʶǖĮǑɁ�ʶȡ¢ĮµʶȁûʳʭʶEÆ ���

ɥɥɦ khr<Ɩ� ɨ̄ɩ̅ ɘȯʠ�® ɲɴɳɿȧ���ųȾÑǊŽʵʦʩˁʒʕʎʐʊʔʖʎʑʎʇʳʓʊʐʊʖʔʊʚʊʉʶƅ�Pē ���

ɥɥɧ khr<Ɩ� ɨ̄ɩ̅ �ĤʠƼl� Ǌ�ƮǎǊŽʵʦʩˁõʪʣĿżßŲʶƏƜ ���

ɥɥɨ khr<Ɩ� ɨ̄ɩ̅ Ɣŀʠ¿ ȶȒÑǊŖc%ǊŽʵʦʩˁſŽ˹ˌ˧˚˸ʶe� ���

ɥɥɩ �7̂ÏþąS� ɨ̄ɩ̅ �þʠ4b ˪˰ĳǖŖʵ�ʬˁǒǉŭč²ƮǎʶåŖŸ$ū ���

ɥɥɪ ËǢǴƣ�Ɩ� ɨ̄ɩ̅ əĭʠȑ�Ą ɨɱɝɳʏʒʙɝɺɿɶ˂ūʣʮÜÑ�QǓȁɄʶõʮʴȥɀąXȽu�ʶȁû ���

ɥɥɫ ǣ´ï�ƷS� ɨ̄ɩ̅ ƕĉʠǹƾ ɍɌȪŽʶ=ſȪ�ʳƷȰʵʦʩˁħȂ ���

ɥɥɬ �7̂ÏþąS� ɨ̄ɪ̅ Ĩ�ʠŧƼ ɶʌɮǖŸ˺ˣ˾˶ˈ˙ǖʵʦʩˁ˕ˇˤˌˇ́ſŤʵȷʬˁƌƚ ���

ɥɥɭ ǣ´ï�ƷS� ɨ̄ɫ̅ ��ʠƓi ɥɧɻ˅́˺˧˅ɽɲʁʵʿˁ�ȰƁʴËƢǴŇȰʳÉ�ÈŨɁ�ʶȷȠʵʯʣʱʶȅ'̂ħȂ ���
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※副分野より計画書が提出されている者
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ɥ ʠʠÈŨr<Ɩ�ʠʠʠ ɥ �ǰʠƯÿ ������3*+7���'�%&"�3#�,80��
��
��(�3�-2��
�$�����!.7�4 	���*65/4#��31)2 ���

ɦ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩ�ʠ ɥ <£ʠƟ� ȷƤ˽ˈ˶ˠʵʦʩˁĈĢǴWťʶȁđ ���

ɧ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩ�ʠ ɥ ȱĆɝ²� 9ȖÑ»ƂŸʵʦʩˁƌƚ ���

ɨ ȁđ�#ŷŦ� ɥ ɘŚɝ��Ą ǖŶÖʶȡ¢ĮµʶŷŦ�ƁãłʵʿˁȁûʳʭʶEÆłʶëƭ ���

ɩ ƇƖ� ɥ £¥ʠİV ɽɽɮɿ˂ūʣʮƶ<ɁʵʦʩˁƷƳĕ¯CȻǶÃƷƳRäE ���

ɪ Ǵŋ<Ɩ� ɥ �£ɝȤ ÐÑɖɗÑƀǴŷʵʦʩˁ�Ãǽ�u�ʳʴˁȧ���ųʶëƭ ���

ɫ Ǵŋ<Ɩ� ɥ �Ȥɝº� ÐÑɖɗÑƀǴŷʵʦʩˁ=²ƮǎÑšÅĮµʶȁûʳõǽĿżīƁʶëƭ ���

ɬ khr<Ɩ� ɥ ¥Čȑ ŝſÑȶȒÑǊŖʶǊɁ�ȡǵʳˊ́˥˛˽́ʶȷȠÑʵȷʬˁƌƚ ���

ɭ khr<Ɩ� ɥ !ǰʠȾ� Ǌǎ�ƂƮǎʶ˹ˌ˧ˌ˾˙ˤ˿˙ʵʦʩˁʓʔʒʋʎʇʔʒʖʎʈɝʐʊʉʎʆʖʒʔŪũʵȷʬˁƌƚ ���

ɥɤ khr<Ɩ� ɥ Ēʠċ� ȶȒÑǊŖc%ǊŽʵʦʩˁ˶ˇˏ̀˫ˇˋ̃˸ʶëƭ ���

ɥɥ khr<Ɩ� ɥ Ĵqʠ5ǵ ,*VU
*sn*YC��~�SZ��� /VU
`��6���/VU
`�_$�6��tq*�t� LM ���

ɥɦ ŊRr�Ɩ� ɥ 
�ʠÒû ȡǵǋŽʵʦʩˁ�Ǣrŉœ˂#��íʦʿʸɧɱɰʁʲȅ'ʬˁ�÷ȃ:eƌƚ ���

ɥɧ ŊRr�Ɩ� ɥ � ʠúĬ õũ7ąʵãǶʧÌǻʴõũ7ʵʦʩˁǤřŖŸ̄ŘǫƁŖŸ̅ʶƌƚ ���

ɥɨ ŊRr�Ɩ� ɥ þfʠ�ń ǌȣŽʵʦʩˁCȻôƠʦʿʸ	ŷªʶB�ũŜ�ƁħȂ ���

ɥɩ ŊRr�Ɩ� ɥ 8ĹʠD± ǇƮǎŽʵʦʩˁɲʀɿɽɥʦʿʸ˭˅˾̀́ȬʶħȂ ���

ɥɪ ƒƱ<Ɩ� ɥ űɝüƺ ˎ˼́̂˫˿̃Ÿ-ƽʵʦʩˁȄô˶̃ˌ̃ʶħȂ ���

ɥɫ ñ½�Ɩ� ɥ ŎƼɝð� �½ÑȷƤŸʵ�ʤŵŹʵ�ʬˁǟǮ�ǒǉ#˂īƁʳʪʮõǽĿżʶëƭ ���

ɥɬ <BŁ�Ɩ� ɥ İĆʠTÔ ŮŞǛBRŽćBRȘRʶĮµʳXȽu�ʶȁû ���

ɥɭ ƂǝȗǞŷÛ� ɥ F¦ʠƆ­ ˊˍ˗˶˿̃˖̃ʶƂǝƮǎʵZʻʬ$ūʶȁđ ���

ɦɤ ƂǝȗǞŷÛ� ɥ ��ʠŭȏ ˊˍ˗˶˿̃˖̃ʶǦƬƮǎņÑRĮµʶȁđ ���

ɦɥ ǣ´ï�ƷS� ɥ £Ĝʠ¿ Ű1ŷŦȠȷʵ~ʰʨųâÑ��ʵŝųƁʴɺɿɶâǼʶëƭƁƌƚʠ ���

ɦɦ ǣ´ï�ƷS� ɥ �� ��� ǚȪ�QǓŻʶBĔQǓǤřȴ�ʧɲʃɮɿǶÃ˞ˇ˱ɦˊ́˥˽̃ˏʳŻÂ�Rʵ�ʥˁÀɊ ���

ɦɧ ǣ´ï�ƷS� ɥ ďĉʠ�ľ Įģ�ƿ˂ūʣʮȪBƁǕQǓ�ęǶʶĿżPē�ŏʵȷʬˁħȂ ���

ɦɨ ɍɎȪ̂ÙǿrƖ�ʠʠ ɥ ǥ,ʠ;� ÐÑÙɈɅǆʶſŸʵʦʩˁŖŸʶȷ�ʶħȂ ���

ɦɩ <BŁ�Ɩ� ɥ òȸʠ³� ŮŞǛ
ɍŽʶ˽˙ˏʵÎʫʮ˶˨̃˘˹́ˤʵʦʩˁȦCʴɾɼɹŏ��¶ʶȵſ ���

ɦɪ <BŁƧ¡ŷ�ȉ<Ɩ� ɥ ɜŬʠ²� ˾˛ˋː˽˯̀˘́ʵʿˁǡ˼́˒˾˪́˙¦<ʶǒǉļƈʳʝƮǎĮǑʶîoPēʵȷʬˁ~Ƒƌƚ ���

ɦɫ B�ȁG� ɥ Ć�ʠǹ� ˶ˈ˙ƦªʵſŤʪʱʣˁȳȲ˩́˓̃ˣˆ́ːɿɻɮʶĮǑȁđ ���

ɦɬ ʟȁđ�#ŷŦ� ɦ Ãǰɝ{ ȀǞ˅˾ˌ˽�0Ã˼ˡˤʵ�ʬˁˬˬ˳˽́ŗƇǯʶåŖŸPē ��� ���

ɦɭ ȁđ�#ŷŦ� ɦ Ǩ�ɝĂȱ ˑ˺ˌˇ́˗ː˦˾(ȡB�ʲʢˁɳɿɼʂɻʁʧȆ�ʬˁŉœƮǎʶŝ�ʴˀʸʵŷÛȁđ ���

ɧɤ ȁG�̂ƒƱũŜ� ɦ ��ɝƆǷ �wK���gJQ!G²¬µ´ª­¡E���ju��D:9[hPR����&v�t� 
�SZ
�Kd� ���

ɧɥ ñ½�Ɩ� ɦ �ǰɝ�¾ ǘĦĦȶĐ˲˾˧˅ʶ�Ã�ŏ˫ˇˋ˶̃ˌ̃ʳʪʱʶʏʒʑʌɝʑʒʑɢʈʒʉʎʑʌɝɿɻɮʶëƭ ���

ɧɦ ǖǢ<Ɩ� ɦ �ȭʠţ ˼ˡˤ��ɘǴxŸ-ƽ˺ˣ˾ʵʦʩˁĲ#ʶǖɁ�ʳǍ�ʹZʻʬÀɊ ���

ɧɧ ÉũŜ�̂6Ŵ� ɦ ŌŬʠǹƼ ��ƳéʵʦʩˁɶɹɢɥɬʶØƾʶȁû ���

ɧɨ ÉũŜ�̂6Ŵ� ɦ �ȯʠK ɽʔʒʌʊʕʖʊʔʒʑʊʶŇùŪ�ȹPēʶ6Ŵ�ƁĮĪʶȁû ���

ɧɩ ʟ�ȉ̂Ęɓ� ɧ ďŬʠƹ �ɒlǒǉȬʧ��ÑʵZʻʬÀɊʳʭʶ˹ˌ˧˚˸ʶȁû ��� ����� ���

ɧɪ ÈŨr<Ɩ� ɧ õ�ʠ)ȏ ÄǓɏǓŸ-ƽʵ�ʬˁˌˢ̃ˢ˾˅˰˿̃˗˻́ʶĂPÑ ���

ɧɫ ÈŨr<Ɩ� ɧ ƊYʠǀ ǈ�}ËƢŸʵʦʩˁ«�\ƸǑ �ʶ�ŏu�ʶħȂ ���

ɧɬ ƒƱ<Ɩ� ɧ ǺČʠèm «á<Ǵęʵ�ʬˁƄìƱ_å@vǯʶĂPÑʳ�9Ñʵȷʬˁ�÷ȃ:e˼́˟˸RĴșƌƚ ���

ɧɭ ËǢǴƣ�Ɩ� ɧ ŀ˧ʠ"Ț ©§ŷǴƣŖʵʿˁƥŞQǓƎRŸ˽˙ˏʳ˙˞ˠ́ʶĂPÑʶħȂ ���

ɨɤ ǔƒƱ�Ɩ� ɧ 
*ŬʠɚƫƼ ɳɿɼʂɻʁȺ�ǯʶǔĠ�ĿżʹʶÎū ���

ɨɥ ½Þ=¹=ũS� ɧ ���	 ƂǝʶK0ĿžȢƘʵʦʩˁǴƣ<ƂƮǎ̂jƂƮǎʶÁJʶȁđ ���

ɨɦ ½Þ=¹=ũS� ɧ ȌYʠŧŦ ˭ˤǁRʵ�ʤȬR˙ˤ˿˙ʶƂǝʾK0ʹʶÀɊ ���

ɨɧ ɍɎȪ̂ÙǿrƖ� ɧ ȱĆʠ�ȿ <ǄɁ�ʵʦʩˁĘɓu�˂�ËʳʬˁõʪʣB�˹ˌ˧˚˸ʵʯʣʱʶƌƚ ���

ɨɨ ÈŨr<Ɩ� ɨ ǪŔɝ±a ǖÑȎǴc%Ë�9Öǂʵʦʩˁ ȬƬȆ�u�˱̀˽́ķȬRȫƬɞɵɶɳɢɽɵɟȺ�ǯʶPēʳ�9ÑʶħȂ ���

ɨɩ ÈŨr<Ɩ� ɨ ǳɋȐʠȇ� U0p5+W��� (-S���� x�?£«¸«µ¢®¶¸¤³·���������6���*�t� LM ���
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ɨɪ ÈŨr<Ɩ� ɨ üMʠ2 ɦ}Ƨ¡ŷc%ÜÑË�9Öǂ˂�ȍʳʪʮƱ_˛˶ː˾ˠ˥ʳˊ́ˬː˽˯̀˘́ʶ#ŋưÞu�ʹʶÀɊ ���

ɨɫ ÈŨr<Ɩ� ɨ ��ʠ¨ X��(NH���� (-S�+W¡�l���£«¸«µ¢®¶¸¤³·�^9[�k�6�t� ;ofw ���

ɨɬ ÈŨr<Ɩ� ɨ ȷɝ)Ĭ ɇǱǴÑËƢŸʵʦʩˁ�Ãǽ�u�ʳʪʱʶ˞ˇˠ́ ���

ɨɭ �7̂ÏþąS� ɨ̄ɩ̅ dŬʠyÍ åƀǴŷǯʑʊʏʆʔʆʇʎʑʊʵ�ʬˁǃÑ˂ĂʬˁƀǴŷƮǎʶǃÑĮµʶȁûʳʭʶ5ă ���

ɩɤ ǣ´ï�ƷS� ɨ̄ɪ̅ Ǻ©ʠÚ� Įģ�ƿ˂ūʣʮǐȪWƪʅƷ>ƆʵʿˁǊǴę�ęŸʶħA ���

ɩɥ ǣ´ï�ƷS� ɥ �ȋʠýU ɱʊʊʓɝʏʊʆʔʑʎʑʌ˂ņūʪʮǔɰʁʵ�ʬˁʘʒʚʊʏɝʇʆʕʊʉɝʐʒʔʓʍʒʐʊʖʔʛłʶȵſɝ ���

ɩɦ ʟȁđ�#ŷŦ� ɦ ɘĭɝÝ ȀǞ˅˾ˌ˽�0Ã˺ˣ˾˼ˡˤʵ�ʬˁʓʆʑɢɽɽɮɿɝʆʌʒʑʎʕʖŗƇʶPēɝɝɝɝ ��� ���

ɩɧ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩ�ʠ ɦ sǪȯʠÔ� 9ȖÑ»ƂŸŷÛʵʦʩˁɺɥɡɝɺɦɡɝɺɥɠɦWťʶȷ�ʶħȂ ���

ɩɨ khr�Ɩ� ɦ ďĉɝ3ũ ˅́ˠˊˇ˘́ːȧ��ɸʏʒʖʍʒʵʿˁǊŽʶȘƗ̂ŉœ˹ˌ˧˚˸ʶȁđ ���

ɩɩ khr<Ɩ� ɦ à�ʠŠ� ˽́ȬR˱̀ˢˋ̃˸ȁđ˂ūʣʮǊŽʵʦʩˁB�īƁĿżǯǃÑĮĪʶȁûʳʭʶ5ă ���

ɩɪ khr<Ɩ� ɦ Ĩʠɉĩ åɽɱɢɥɣɽɱɢɹɥɝå#ǯ̆ƮǎɁ�Ñåʧ˃ǯʶ%ūżłʶĂPÑʵʯʣʱʶħȂ ���

ɩɫ ŊRr�Ɩ� ɦ �zʠ)4 Ǚ<Ʈǫʧǲ|ŖȮŸRʵZʻʬÀɊ ���

ɩɬ ŊRr�Ɩ� ɦ ©¦ʠ�° ǇǌǡŶÖʵ�ʬˁǕǢʶ�ƙʦʿʸB�ũŜ�ƁÁJ ���

ɩɭ ŊRr�Ɩ� ɦ ø�Ȫʠȇ ǕǢ6Ŵæ¼Ʈǎʶʐʎʈʔʒɿɻɮ˱̀˯˄ˇ˾ʵʿˁǇǕǢrƅȷʶȁû ���

ɪɤ ŊRr�Ɩ� ɦ �Ŭʠ�p ˼ˡˤȞŇÑɑȣŖ˺ˣ˾˂ūʣʮɑȣŽʵ�ʬˁ�ȹƁãǶ�8ʶPēʶħȂ ���

ɪɥ ŊRr�Ɩ� ɦ ɘȯʠƝ�Ą 6Ŵˠˉˡˏ˵ˇ́ˤȺ�HÙ]ÑĻ�u�ʶħƭ ���

ɪɦ �7̂ÏþąS� ɦ Đĭɝɝ�l ©§ŷ?QǓŻʵ�ʬˁǒǉŭčȶǭƩ²Ʈǎ̄ɮɱʀɰ̅˂ūʣʮƮǎżłʶȵſ ���

ɪɧ �7̂ÏþąS� ɦ ƔĸʠȨ° �7ʧ˃ÖǂʶǙ<Ʈǫ^ʶŝÊʳĿżʵʿˁ�Rʶȁđ ���

ɪɨ ƒƱ<Ɩ� ɦ śȯʠɂ� ǔĠ�ÐÑąǴęt\ÖǂʵʦʩˁǴęŷŦƌƚ ���

ɪɩ ƂǝȗǞŷÛ� ɦ �ōʠoǅ 4ʵʿˁǦƬƮǎņÑRB�ʶȁû ���

ɪɪ ǣ´ï�ƷS� ɦ �·ʠöț ɨɱɝɳʏʒʙɝɺɿɶ˂ūʣʮǊŽǊCȻÃʶ«á<ǴŇȁđ ���

ɪɫ ǣ´ï�ƷS� ɦ ƀ�ʠŌɔ �|�����|}|�������������yz���~{y���§´©·¦¯·¥¡E��A
O	a��� T£«¸«µK�\�7c�3E* ���

ɪɬ ǖǢ<Ɩ� ɦ �ġʠ�� ƨť#ĵƮǴƣƴʶɁ�Ã+Ç˂Ȇ�ʬˁu�ʶe� ���

ɪɭ ÉũŜ�̂6Ŵ� ɦ Ƌ©ʠ�ɔ ˽́ˬƩ×ÑǗźʵ�ʬˁŖŸÑ˶ˏ̀˯˄̃˘ʵʿˁ6Ŵżłʶȵſ ���

ɫɤ ʟȁđ�#ŷŦ� ɧ ĺǸʠĎȾ ȜǾ˺ˣ˾˼ˡˤʵ�ʬˁɽɽɮɿʜ˅˔˧˙ˤŗƇŋʶPē ��� ���

ɫɥ ʟȁđ�#ŷŦ� ɧ ơďʠĞ� ɰɻʃ˺ˣ˾˼ˡˤ̄ʼʮʷ˶ˈ˙̅ʵ�ʬˁķƬķŅƇʶPē ��� ���

ɫɦ ʟB�ȧ�S� ɧ O©ʠȇ ȶǭƩ²ƮǎɞɺʀɰɟʳǗźőȁÑˈˇ˾˙˂ūʣʮʧ˃ȧ��ƮǎĿżƌƚ ��� ��	
��

ɫɧ ʟ�ȉ̂Ęɓ� ɧ ĊŬʠń" ˱̀˒˙ˢ̀́]�#˗ː˦˾ʶƍƵʵʿˁùŪȆ�˹ˌ˧˚˸ʶȁû ��� ����� ���

ɫɨ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩ�ʠ ɧ dŬʠÿ åɺɱɮɩå#ȾÑƂǝƢŖʵʦʩˁȶȒÑǊŶÖʶŷÛȁûʦʿʸõǽĿżʶȝƚ ���

ɫɩ ȁđ�#ŷŦ� ɧ ɝɝɝȼɝƳL ˼ˡˤËǢƗĥ˺ˣ˾˂ūʣʱʡȓÐÑ̂ÐÑ̂ÜÑçƲ[ÎʶB�ŷŦ�ƁʴŝÊʳʭʶEÆ ���

ɫɪ khr�Ɩ� ɧ w©ʠVň v½Žʵ�ʬˁõʪʣ4ƷL�6Ŵżłʶȵſ ���

ɫɫ khr<Ɩ� ɧ MǰʠŃǹ ˥˼ˇ˫̃ȧ���ų˂ʽʯɇ�ƮǎǊŽʶB�īƁǯʶǃÑRĮµʶħȂ ���

ɫɬ khr<Ɩ� ɧ Ɇ£ʠƪ� ǊƷƳǧƮǎʶ˹ˌ˧ˌ˾˙ˤ˿˙ʵʦʩˁʓʔʒʋʎʇʔʒʖʎʈɝʐʊʉʎʆʖʒʔŪũʵȷʬˁƌƚ ���

ɫɭ ŊRr�Ɩ� ɧ �ǰɝó¾ ŊRrŽʵʦʩˁ6Ŵˠˉˡˏ˵ˇ́ˤB�ʶÁJʳ˫ˇˋ˶̃ˌ̃ʶëƭ ���

ɬɤ ŊRr�Ɩ� ɧ Ě£ʠǀ ɲʚʒʕʒʐʊŭčÈŨɱɻɮ˂ūʣʮɺʎʑʎʐʆʏɝɿʊʕʎʉʗʆʏɝɱʎʕʊʆʕʊɝɞɺɿɱɟʶħA ���

ɬɥ ŊRr�Ɩ� ɧ YŬʠœ�ȩ õǽǋŽƮǎě˂ūʣʮǯHÙ]Ñ̂ǃÑʳȧ��˱̀˯˄ˇ˾ʶȷȠ˂Ȉʺˁ�÷ȃ:eƌƚ ���

ɬɦ ƒƱ<Ɩ� ɧ Ľfʠƞ� ]8�)*4��� ab�%c'�".]��B@=I��EI>�3�*�t� �2e��´·¨±
;oLM ���

ɬɧ ËǢǴƣ�Ɩ� ɧ ƴȋʠ�Ț ǱǴÑËŶÖʵʦʩˁ?QǓ/IǴǵȕ½Þʶ(ȡu�ʶe� ���

ɬɨ ǣ´ï�ƷS� ɧ Ŭ�ʠŀ ɽʆʔʆʐʊʖʔʎʈɝɽɲʁ˂ūʣʮ×ÑǗźʶȅ' ��

ɬɩ ǣ´ï�ƷS� ɧ �¥ʠɂįȩ <ɎQǓşƛɣȴ�ŸʵʦʩˁǔǴŇB¬ʶ�ŏu�ʳʪʱʶɺɿɶ̂ɨɱɢɳɹɼʄâǼʶħȂ ���

ɬɪ ǖǢ<Ɩ� ɧ 
ǑĆʠ)�� ǚǞȟđʵʦʩˁǚǞƷƳR˹ˌ˧˚˸ʶȁû ���

ɬɫ �ȉʞĘɓ� ɧ Ċȯʠ.� ɖĝƢ=ũ˂æʤ˶ˏ̀˯˄̃˘ʵʦʩˁɽʑʓʏʆɫĮǑȁđ ���

ɬɬ ůÑũır̂Ł¡rƖ� ɧ �Śʠ)� ǜǏʧ˃ʵɺɿɶħėʵʦʩˁʃɶɿɮɱʀʶħȂ ���

ɬɭ ǣ´ï�ƷS� ɧ �Ȕʠān ȮŸkhrŶÖ&ʵʦʩˁǊíĶɣǴŇʀɽɲɰʁɣɰʁʶ�Ã�ŏǑ ���

ɭɤ ʟȁđ�#ŷŦ� ɨ �ȯʠ2Ŀ ȀǞ˅˾ˌ˽�0Ã˺ˣ˾˼ˡˤʵ�ʬˁɽɽɮɿ˅˔˧˙ˤcHŗƇŋʶPēɝɝɝ ��� ���

ɭɥ ʟȁđ�#ŷŦ� ɨ ɐŬʠÕ�Ą ȀǞ˅˾ˌ˽�0Ã˺ˣ˾˼ˡˤʵ�ʬˁɽɽɮɿʝʆʌʒʑʎʕʖŗƇŋʶPēɝɝɝɝɝɝ ��� ���

ɭɦ ʟ�ȉ̂Ęɓ� ɨ ĉŬʠğ ɰɱɦɤɪȾÑ˶ˏ̀˯˄̃˘ʵʿˁK0ĿžEÆĮĪʶȁû ��� ���
����

ɭɧ ʟ�ȉ̂Ęɓ� ɨ ŐŔɝ� É�ȮLŨ�ʵʦʩˁˮ˞˷́ɱ]�#˂�ʪʮƢǬƸʶ˹ˌ˧˚˸ȁđ ��� �����
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ɭɨ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩʠ ɨ ƐČń° 9ȖÑ»ƂŸʵ�ʤËŷ�ʶ½ÞʵʦʩˁËƢêgÑWťʶȁđ ���

ɭɩ ƇƖ� ɨ ɘ ʠlº ƶ<ɁʵʦʩˁǔŭčƒƱĘɓu�ɞɯɱɻɳɟʶÁJʶȁûʳȧ��Ŀżłʶȵſ ���

ɭɪ khr<Ɩ� ɨ �¦ɕ� ˴˾ˢ˝˷˰˂ūʣʮʡɿʍʒ˂�ʪʮǊǴƣȟȢÑ�ȡʶ˹ˌ˧˚˸ʳĿżłʶȁû ���

ɭɫ khr<Ɩ� ɨ ÓŬʠƄƼ ɇ�ƮǎǊŽʵʦʩˁB�īƁǯǃÑʶĮǑȁđʳõǽĿżłʶȵſ ���

ɭɬ khr<Ɩ� ɨ ŌķʠŦ4 ǊŽʶŽRʵȷ�ʪʱʣˁ˶ˇˏ̀˫ˇˋ̃˸ ���

ɭɭ ŊRr�Ɩ� ɨ �Ŭʠ¸� ʈʖɱɻɮ˂ūʣʮȘƗÑǇǗźCȻÃʶùą=ſ�ŏ ���

ɥɤɤ ƒƱ<Ɩ� ɨ Ē)ǵ ǔǴƣɁ�Öǂʵʦʩˁɷɮɸɦɝʃɪɥɫɳȧ���ųʶȾÑŢʦʿʸǣ´ŷ}ʵȷʬˁħȂ ���

ɥɤɥ ƒƱ<Ɩ� ɨ ɘĭʠ`ȩ ǔĠ�ʵ�ʬˁƻǞŭčȶǭƩ²Ʈǎʶǔ*ȊPēʶħȂ ���

ɥɤɦ ËǢǴƣ�Ɩ� ɨ ČŬʠāń �Ǵ�ĐǴŒ̄ɽʏʆʖʊʏʊʖɝʔʎʈʍɝʓʏʆʕʐʆɡɝɽɿɽ̅ÄïR˒˾˂ūʣʮ̇ËƢĠ�ÃʶËǢ=ũ˹ˌ˧˚˸ʶȁû ���

ɥɤɧ ËǢǴƣ�Ɩ� ɨ ��ɝİ�ȩ ˓˾˭ˠ́ÄïÑ˒˾ˬˡˠ˂ūʣʮËƢĠ�ÃʶËĮǑîo ���

ɥɤɨ �ȉʞĘɓ� ɨ Þʠǩŕ ŖŸÑˌ˙ˬ̃˜ʵʿˁǒȒ�ȉȈƤʶB�˹ˌ˧˚˸ʶȁû ���

ɥɤɩ ůÑũır̂Ł¡rƖ� ɨ �ƒʠÿ FƜǛŽʵʦʩˁȘƗu�ʵȷʬˁ˒˩˸ȁđ ���

ɥɤɪ ůÑũır̂Ł¡rƖ� ɨ ĖʠɃ� �Ȫ¡ȕ�ƂŽãǶÃ=ſʶ˽˙ˏu�ʶƚû ���

ɥɤɫ B�ȁG� ɨ ���� Ʈǎě˂ūʣʮǍƃŭčȳȲ˩́˓̃ˣˆ́ːɿɻɮʶĮǑȁđ ���

ɥɤɬ ˅˿˾ˎ̃̂ǠYŷ<Ɩ ɨɞɩɟ Ā£ʠ�� ×ÑǗźȷȠƢŖʶŷÛʶȁû ���

ɥɤɭ ˅˿˾ˎ̃ǠYŷ<Ɩ ɨ̄ɩ̅ ƔĘɝ�� ɰʁɹɮɨɢɰɱɬɤɣɬɪ˗ː˦˾ʧ˭ˤWť̂˶ˏ̀˯˄̃˘ʵZʻʬĮǑ�Rʶȝƚ ���

ɥɥɤ ȁđ�#ŷŦ� ɨ̄ɩ̅ ƔƉɝɃ� ¡ƣǧB¤ÃʶN×Ũ�ʵʿˁ˶ˈ˙ǖǢʶſũȢƘʹʶÀɊ ���

ɥɥɥ ȁđ�#ŷŦ� ɨ̄ɩ̅ ŔŬɝċȭ MɛÑʶǖĮǑɁ�ʶȡ¢ĮµʶȁûʳʭʶEÆ ���

ɥɥɦ khr<Ɩ� ɨ̄ɩ̅ ɘȯʠ�® ɲɴɳɿȧ���ųȾÑǊŽʵʦʩˁʒʕʎʐʊʔʖʎʑʎʇʳʓʊʐʊʖʔʊʚʊʉʶƅ�Pē ���

ɥɥɧ khr<Ɩ� ɨ̄ɩ̅ �ĤʠƼl� Ǌ�ƮǎǊŽʵʦʩˁõʪʣĿżßŲʶƏƜ ���

ɥɥɨ khr<Ɩ� ɨ̄ɩ̅ Ɣŀʠ¿ ȶȒÑǊŖc%ǊŽʵʦʩˁſŽ˹ˌ˧˚˸ʶe� ���

ɥɥɩ �7̂ÏþąS� ɨ̄ɩ̅ �þʠ4b ˪˰ĳǖŖʵ�ʬˁǒǉŭč²ƮǎʶåŖŸ$ū ���

ɥɥɪ ËǢǴƣ�Ɩ� ɨ̄ɩ̅ əĭʠȑ�Ą ɨɱɝɳʏʒʙɝɺɿɶ˂ūʣʮÜÑ�QǓȁɄʶõʮʴȥɀąXȽu�ʶȁû ���

ɥɥɫ ǣ´ï�ƷS� ɨ̄ɩ̅ ƕĉʠǹƾ ɍɌȪŽʶ=ſȪ�ʳƷȰʵʦʩˁħȂ ���

ɥɥɬ �7̂ÏþąS� ɨ̄ɪ̅ Ĩ�ʠŧƼ ɶʌɮǖŸ˺ˣ˾˶ˈ˙ǖʵʦʩˁ˕ˇˤˌˇ́ſŤʵȷʬˁƌƚ ���

ɥɥɭ ǣ´ï�ƷS� ɨ̄ɫ̅ ��ʠƓi ɥɧɻ˅́˺˧˅ɽɲʁʵʿˁ�ȰƁʴËƢǴŇȰʳÉ�ÈŨɁ�ʶȷȠʵʯʣʱʶȅ'̂ħȂ ���
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   令和 3年度学位授与状況 （資料３） 
授与年月日：令和 3 年 4 月 1 日～令和 4 年 3 月 31 日 

博士課程（甲） 
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ŁŨȟȤȟȣT JnˣIzˤ

ˣʄɨɴʒɟɹɥɤɼʠ

ɥˤ

��ɟA�Ǣ

IzŘŤşůŝˡ

ƲGIz�Ð

ȮɆɆɅɃɔɓȘɏɆȘɁɎɏɄɁɌȜɔȭȬȻȘɏɎȘɉɍɐɌɉɃɉɔȘɍɏɔɏɒȘɌɅɁɒɎɉɎɇȘɁɎɄȘɌɁɎɇɕɁɇɅȜɒɅɌɁɔɅɄȘɂɒɁɉɎȘɆɕɎɃɔɉɏɎȘȨȪɎȘɆȶȺȲȘɓɔɕɄə

ˣǹÿɔȭȬȻʅʛʞÝśŏǗGzƁʂƾǄǴǔƔćƐʎʇEë˥ćƐŏȶȺȲŘŤˤ

ŁŨȟȤȟȤT JnˣIzˤ
ˣɰɥɟɨɷʊʁˤ

Ȓɟ]ƥ

IzŘŤşġHa

qşz�Ð

ȶɅɔɈəɌɁɔɉɏɎȘɓɔɁɔɕɓȘɁɎɄȘɌɏɎɇȜɆɒɁɇɍɅɎɔȘɃɅɌɌȜɆɒɅɅȘȭȷȪȘɁɒɅȘɐɒɏɇɎɏɓɔɉɃȘɂɉɏɍɁɒɋɅɒɓȘɆɏɒȘɇɁɓɔɒɉɃȘɃɁɎɃɅɒ

ˣɃɅɌɌȜɆɒɅɅȘȭȷȪʇ˗ʽ˝H˞ˏ˝ʂɌɏɎɇȜɆɒɁɇɍɅɎɔĬ ʈƍŌʇ�«�Ħdxʁɢʞˤ

ŁŨȟȤȟȥT JnˣIzˤ
ˣʄɨɤɟʒɪˤ

��ɟȔâ

IzŘŤş�ƚq

şz�Ð

ȹȲȴȡȬȪȘɍɕɔɁɔɉɏɎȘɄɅɔɅɃɔɅɄȘɂəȘɌɉɑɕɉɄȘɂɉɏɐɓəȘɉɎȘɐɁɔɉɅɎɔɓȘɗɉɔɈȘɍɅɔɁɓɔɁɔɉɃȘɂɒɅɁɓɔȘɃɁɎɃɅɒˣǏŠ³�Ō¶ƃ

ʅɧɮʞ˜ʭʾ˃ˇʧʫˍʶˢʁʇȹȲȴȡȬȪoŃʇý5ˤ

ŁŨȟȤȟȦT JnˣIzˤ
șʇɻɟʊʠʂˤ

ǨĿɟ`�

IzŘŤşġHa

0şz�Ð

ȬɈɁɒɁɃɔɅɒɉɓɔɉɃɓȘɏɆȘɎɏɎȜɎɅɏɐɌɁɓɔɉɃȘɅɐɉɔɈɅɌɉɕɍȘɔɈɁɔȘɁɐɐɅɁɒɓȘɗɉɔɈɉɎȘɇɁɓɔɒɉɃȘɃɁɎɃɅɒȘɗɉɔɈȘɁɎɄȘɗɉɔɈɏɕɔȘ

ȱɅɌɉɃɏɂɁɃɔɅɒȘɐəɌɏɒɉȘɅɒɁɄɉɃɁɔɉɏɎȘȨȪȘɒɅɔɒɏɓɐɅɃɔɉɖɅȘɓɔɕɄəˣˎ˜ʲˇʯʼˢˡˊ˟˜ǷƧ«ƍŌʅ5ĸɶʞȀ

ƗŊ�Őʇ«ÖƸŏýƿˤ

ŁŨȟȤȟȧT JnˣIzˤ
ˣʊɲɨʆɟɨɮʞˤ

�ǪɟƂ

IzŘŤş\Ya

0şz�Ð

ȮɘɏɓɏɍɅȜɄɅɒɉɖɅɄȘɍɉȺȜȠȟȞȘɉɎɖɏɌɖɅɄȘɉɎȘɒɅɓɉɓɔɁɎɃɅȘɔɏɟɏɓɉɍɅɒɔɉɎɉɂȘɁɎɄȘɅɐɉɔɈɅɌɉɁɌȜɍɅɓɅɍɃɈəɍɁɌȘ

ɔɒɁɎɓɉɔɉɏɎȘɉɎȘȮȰȯȺȜɍɕɔɁɎɔȘɎɏɎȜɓɍɁɌɌȘɃɅɌɌȘɌɕɎɇȘɃɁɎɃɅɒȘɃɅɌɌɓˣʩʯʺʺˢ˖ŀçʇȘɍɉɃɒɏȺȷȪȜȠȟȞȘʈȘ

ȮȰȯȺȘoŃǹ³Ȁ�ŴƎƌŌŴƎ

ʅɧɮʞʫʶ˗˝ʽ˅ˌƄ³ɧʛʋ�ŐǳƪŠƲʅǴ�ɶʞˤ

ŁŨȟȤȠȞT JnˣIzˤ
șʄɩɧɨɟʝʘɥɺˤ

ǰ�ɟŧt

IzŘŤş06ĕ

qşz�Ð

ȶɕɌɔɉɆɏɃɁɌɉɔəȘɁɎɄȘɐɒɏɇɒɅɓɓɉɏɎȘɏɆȘɐɁɐɉɌɌɁɒəȘɔɈəɒɏɉɄȘɍɉɃɒɏɃɁɒɃɉɎɏɍɁȘɄɕɒɉɎɇȘɁɃɔɉɖɅȘɓɕɒɖɅɉɌɌɁɎɃɅˣŁĵƚ®

��ȄŌʇţÿŏŶǘƻ�ʅɧɮʞrŎŇoʂǕƲʅɾɤʀˤ

ŁŨȟȤȠȟT JnˣIzˤ

ˣɺɨʈɴɟɮʣɤɼʠ

ɥˤ

ȒĆɟǊ�ß

IzŘŤş°ƟƱ

Ūqşz�Ð

ȯɏɕɒȜɄɉɍɅɎɓɉɏɎɁɌȘɆɌɏɗȘɁɎɁɌəɓɉɓȘɒɅɖɅɁɌɓȘɍɅɃɈɁɎɉɓɍȘɁɎɄȘɉɍɐɁɃɔȘɏɆȘɔɕɒɂɕɌɅɎɔȘɆɌɏɗȘɉɎȘɔɈɅȘɄɉɓɓɅɃɔɅɄȘ

ɁɏɒɔɁˣȢȭȘɆɌɏɗȘȶȺȲʢľɤɺsGƒƽǾ¶ƃʇ'Ɩ0ʅɧɮʞ�ĜʇŎĽć�ʇƽØɧʛʋ�«ʎʇ

©ȁʅǴɶʞýƿˤ

ŁŨȟȤȠȠT JnˣIzˤ
șɢʜɤɟʖʖɰȚ

Õ�ɟ÷x

IzŘŤşƕƟ0

şz�Ð

ȼɈɅȘɓɅɖɅɒɉɔəȘɏɆȘɇɌɏɍɅɒɕɌɁɒȘɅɎɄɏɔɈɅɌɉɁɌȘɃɅɌɌȘɉɎɊɕɒəȘɉɓȘɁɓɓɏɃɉɁɔɅɄȘɗɉɔɈȘɉɎɆɉɌɔɒɁɔɉɎɇȘɍɁɃɒɏɐɈɁɇɅȘ

ɈɅɔɅɒɏɇɅɎɅɉɔəȘɉɎȘɅɎɄɏɃɁɐɉɌɌɁɒəȘɐɒɏɌɉɆɅɒɁɔɉɖɅȘɇɌɏɍɅɒɕɌɏɎɅɐɈɒɉɔɉɓˣŪ0mċ³ƕĮʇěG³ʅʈűĹ�

ĎŴƱŪ)�ʇš ʂĠĩ˔ʯ˟ˋʤˢʷʇǋŏʄŒǛɩǴ�ɶʞˤ

ŁŨȟȤȠȡT JnˣIzˤ
ˣɺɨʈɴɟɲʂɴˤ

ȒȖɟƅ

IzŘŤş\Ya

0şz�Ð

ȵɏɎɇȘȷɏɎȜȬɏɄɉɎɇȘȺȷȪȘȬȺȷȭȮȘȲɓȘȲɎɖɏɌɖɅɄȘɉɎȘȺɅɓɉɓɔɁɎɃɅȘɔɏȘȮȰȯȺȘȼəɒɏɓɉɎɅȘȴɉɎɁɓɅȘȲɎɈɉɂɉɔɏɒȘɉɎȘ

ȮȰȯȺȜȶɕɔɁɎɔȘȵɕɎɇȘȬɁɎɃɅɒȘɖɉɁȘɅȲȯȢȪȡȝȶȽȬȟȝȮȰȯȺȘȻɉɇɎɁɌɉɎɇˣȮȰȯȺǟ�xoŃǹ³ƌŌʅɧɮʞ

ȮȰȯȺȜȼȴȲƄ³ʅǴ�ɶʞǰǭˆˠʲˢˁʦˠʰȺȷȪȘȬȺȷȭȮˤ

ŁŨȟȤȠȢT JnˣIzˤ
ˣʌɬɤɷʓɟɢʗˤ

ŞĔɟ¨

IzŘŤş\Ya

0şz�Ð

ȬȪȭȶȟȘɁɎɄȘȻȹȬȠȣȘȰɅɎɅȘȶɕɔɁɔɉɏɎɓȘɉɎȘȵɕɎɇȘȬɁɎɃɅɒȘȹɁɔɉɅɎɔɓȘɗɉɔɈȘȲɄɉɏɐɁɔɈɉɃȘȹɕɌɍɏɎɁɒəȘȯɉɂɒɏɓɉɓ

ƌŻŷňU�ƌŌʅɧɮʞȬȪȭȶȟʂȻȹȬȠȣǟ�xoŃ

ŁŨȟȤȠȣT JnˣIzˤ

ˣɤʇɥɦˣʒɾɥʜˤɨ

ɦˤ

��șèĞȚȘC´

IzŘŤşņŉ;

¬Ȕǥşz�Ð

ȮɎɄɏɔɈɅɌɉɎȘɒɅɃɅɐɔɏɒȘɔəɐɅȘȪȘɉɓȘɉɎɖɏɌɖɅɄȘɉɎȘɔɈɅȘɄɅɖɅɌɏɐɍɅɎɔȘɏɆȘɏɘɁɌɉɐɌɁɔɉɎȜɉɎɄɕɃɅɄȘɍɅɃɈɁɎɉɃɁɌȘɁɌɌɏɄəɎɉɁȘ

ɁɎɄȘɃɏɌɄȘɁɌɌɏɄəɎɉɁȘɁɃɔɉɎɇȘɔɈɒɏɕɇɈȘɓɐɉɎɁɌȘɁɎɄȘɐɅɒɉɐɈɅɒɁɌȘɍɅɃɈɁɎɉɓɍɓȘɉɎȘɒɁɔɓ

ʩˠ˃ʹ˜ˠȮȼȪQ��ʈƓȐʂÅġŵžʅɧɤʀ˛ʾ˂ʅɧɮʞʫʭʴ˜ˍ˛ʽˠǃŎ³ʇćúŏʥ˟

ˁʦ˅ʥʂ3¸ʥ˟ˁʦ˅ʥʇŎňʅ��ɶʞ

ŁŨȟȤȠȤT JnˣIzˤ

ˣɢʣʇˣɺɨʇˤɟʄɾ

ɪˤ

|ǨˣȒǨˤp�

IzŘŤş\Ya

0şz�Ð

ȪȘȷɏɖɅɌȘȶɏɌɅɃɕɌɁɒȘȼɁɒɇɅɔȘɉɎȘȮȰȯȺȜȶɕɔɁɎɔȘȵɕɎɇȘȬɁɎɃɅɒȘȼɒɅɁɔɅɄȘɗɉɔɈȘɔɈɅȘȬɏɍɂɉɎɁɔɉɏɎȘɏɆȘȸɓɉɍɅɒɔɉɎɉɂȘ

ɁɎɄȘȹɅɍɅɔɒɅɘɅɄ

ȮȰȯȺǟ�xoŃǹ³ƌŌʅɧɮʞʫʶ˗˝ʽ˅ˌʂː˗˂˞ʭʹ˃�ľŋĖʇÕƷ6xĂŏʇýƿ

ŁŨȟȤȠȥT JnˣIzˤ
ˣɧɧɺɨɟʗɶɴˤ

sȒɟǿR

IzŘŤşůŝˡ

ƲGIz�Ð

ȯɁɃɔɏɒɓȘɒɅɇɁɒɄɉɎɇȘɓɕɉɃɉɄɅȘɄɅɃɌɉɎɅȘɉɎȘȳɁɐɁɎȨȘȪȘɌɏɎɇɉɔɕɄɉɎɁɌȘɓɔɕɄəȘɏɎȘɐɓəɃɈɉɁɔɒɉɃȘɄɉɁɇɎɏɓɉɓȘɏɆȘɓɅɒɉɏɕɓȘ

ɓɕɉɃɉɄɅȘɁɔɔɅɍɐɔɅɒɓ

×äʇơČĤ�ʇƶdɟǧňơČãǖƃʇůŝşǀÔʅǴɶʞżÔǆñ

ŁŨȟȤȠȦT JnˣIzˤ
ˣɦʇʖʂɟʊʠʙɪˤ

Āäɟ¤�

IzŘŤşƔŝŶ

qşz�Ð

ȱəɐɏɔɈɁɌɁɍɉɃȘȴȷȭəȘȷɅɕɒɏɎȘȮɘɐɒɅɓɓɉɏɎȘɉɎȘȻɔɒɅɐɔɏɚɏɔɏɃɉɎȜɉɎɄɕɃɅɄȘȭɉɁɂɅɔɉɃȘȯɅɍɁɌɅȘȺɁɔɓ

ʸ˂˞ˍ˂ʻʶˠǃŎŰ�Ňǽ˛ʾ˂ʅɧɮʞƸ��ǣȴȷȭə˅˙ˢ˟ˠʇŎĸʅǴɶʞŘŤ

ŁŨȟȤȠȧT JnˣIzˤ
ˣʂʋɺɟʙɥɺʠɥˤ

ȈĿɟµtß

IzŘŤşŔşz

�Ð

ȹɅɒɏɘɉɓɏɍɅȘȹɒɏɌɉɆɅɒɁɔɏɒȜȪɃɔɉɖɁɔɅɄȘȺɅɃɅɐɔɏɒȘȫɅɔɁȝȭɅɌɔɁȘȪɇɏɎɉɓɔȘȻɕɐɐɒɅɓɓɅɓȘȲɎɆɌɁɍɍɁɔɉɏɎȘɁɎɄȘ

ȹɒɏɍɏɔɅɓȘȷɅɏɖɁɓɃɕɌɁɒɉɚɁɔɉɏɎˣɜȟɞiː˝ʫʭʶʺˢ˖mċ?ě³HQ��ʥʳ˅ʸ˂ʈƼƝA)ē

ōǘšʅɧɤʀĮňʢÀ;ɶʞ�ÖɠƱŪÕĽʢ"Ǖɶʞˤ

ŁŨȟȤȡȞT JnˣIzˤ
ˣʄɨʇɟʙɥɵˤ

�Ǩɟ+ē

IzŘŤşŔşz

�Ð

ȬɏɍɂɉɎɁɔɉɏɎȘɏɆȘȹɅɒɏɘɉɓɏɍɅȘȹɒɏɌɉɆɅɒɁɔɏɒȜȪɃɔɉɖɁɔɅɄȘȺɅɃɅɐɔɏɒȘșȹȹȪȺȚȘȪɌɐɈɁȘɁɎɄȘȰɁɍɍɁȘȪɇɏɎɉɓɔɓȘ

ȹɒɅɖɅɎɔɓȘȬɏɒɎɅɁɌȘȲɎɆɌɁɍɍɁɔɉɏɎȘɁɎɄȘȷɅɏɖɁɓɃɕɌɁɒɉɚɁɔɉɏɎȘɉɎȘɁȘȺɁɔȘȪɌɋɁɌɉȘȫɕɒɎȘȶɏɄɅɌˣ˛ʾ˂ƼƝʥ˝ʬ˜

q)˘ˁ˝ʅɧɮʞȹȹȪȺɛțɝʥʳ˅ʸ˂U?įŔʇÂĮňɠÂƱŪÕĽEëʇýƿˤ
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ŁŨȟȤȡȟT JnˣIzˤ
ˣɥʕɤɟʄɧˤ

ø�ɟƨu

IzŘŤşņŉ;

¬Ȕǥşz�Ð

ȮɓɔɁɂɌɉɓɈɍɅɎɔȘɁɎɄȘɅɖɁɌɕɁɔɉɏɎȘɏɆȘɁȘɒɁɔȘɍɏɄɅɌȘɏɆȘɅɘɔɒɁɃɏɒɐɏɒɅɁɌȘɍɅɍɂɒɁɎɅȘɏɘəɇɅɎɁɔɉɏɎȘșȮȬȶȸȚȘ

ɔɈɒɏɍɂɏɓɉɓȘɕɓɉɎɇȘɁȘȡȭȜɐɒɉɎɔɅɄȘ

ɍɏɃɋȜɏɘəɇɅɎɁɔɏɒ

ˣȡȭˍ˜ˠʼˢ�¼ăÍ��ƌʢľɤɺ˛ʾ˂�q£ăi��ƌƱó˘ˁ˝ʇŚŦʂǁ!ˤ

ŁŨȟȤȡȠT JnˣIzˤ
ˣʖɳʡɟɰɥɶɮˤ

ƦĪɟ�S

IzŘŤş­ļa

0şz�Ð

ȮɍɐɁɇɌɉɆɌɏɚɉɎȘɃɏɎɆɅɒɓȘɒɅɎɏȜɐɒɏɔɅɃɔɉɏɎȘɉɎȘɁɃɕɔɅȘɍəɏɃɁɒɄɉɁɌȘɉɎɆɁɒɃɔɉɏɎȘɁɎɄȘɔəɐɅȘȠȘɄɉɁɂɅɔɅɓȘɍɅɌɌɉɔɕɓˣȠ

iŰ�ŇU�²³°ũùk¶ƃʅ�ɶʞʩˠˈʰ˜ˋ˟ʷˠʇƕ$ǈEëʅɾɤʀˤ

ŁŨȟȤȡȡT JnˣIzˤ
ˣʐɴɨɟʙɥˤ

ÙCɟ+

IzŘŤş­ļa

0şz�Ð

ȮɆɆɅɃɔȘɏɆȘɅɍɐɁɇɌɉɆɌɏɚɉɎȘɖɅɒɓɕɓȘɐɌɁɃɅɂɏȘɏɎȘɂɏɄəȘɆɌɕɉɄȘɂɁɌɁɎɃɅȘɉɎȘɐɁɔɉɅɎɔɓȘɗɉɔɈȘɁɃɕɔɅȘɍəɏɃɁɒɄɉɁɌȘ

ɉɎɆɁɒɃɔɉɏɎȘɁɎɄȘɔəɐɅȘȠȘɄɉɁɂɅɔɅɓȘɍɅɌɌɉɔɕɓˣȠiŰ�Ň�ɐɐĺ²³°ũùkň ʅ�ɶʞʩˠˈʰ˜ˋ˟ʷ

ˠʇ�ŵ¼ʎʇ©ȁˤ

ŁŨȟȤȡȢT JnˣIzˤ
ˣɸɪɟʂɴɪˤ

Ǵɟ#Ą

IzŘŤş­ļa

0şz�Ð

ȬɌɉɎɉɃɁɌȘɆɅɁɔɕɒɅɓȘɁɎɄȘɌɏɎɇȜɔɅɒɍȘɐɒɏɇɎɏɓɉɓȘɏɆȘɐɁɔɉɅɎɔɓȘɗɉɔɈȘɃɏɎɇɅɓɔɉɖɅȘɈɅɁɒɔȘɆɁɉɌɕɒɅȘɔɁɋɉɎɇȘɔɏɌɖɁɐɔɁɎȨȘɁȘ

ɃɏɍɐɁɒɉɓɏɎȘɏɆȘɐɁɔɉɅɎɔɓȘɗɉɔɈȘɐɒɅɓɅɒɖɅɄȘɁɎɄȘɒɅɄɕɃɅɄȘɌɅɆɔȘɖɅɎɔɒɉɃɕɌɁɒȘɅɊɅɃɔɉɏɎȘɆɒɁɃɔɉɏɎ

˂˝ˇˍʼˠʢ�ľɴɺɥɽƱ³°�/¶ƃʇƠ�ŏĴ¯ʂǰá�«˥��ȍ5Ķʇ$ɺʟɺ°�/¶

ƃʂ��ɴɺ°�/¶ƃʇčǐ

ŁŨȟȤȡȣT JnˣIzˤ
ˣʗʄɫɟʒɲʂˤ

ïɟǻ�

IzŘŤşł³Ľ

ċaˡĕ�aşz

�Ð

ȺɉɓɋȘɆɁɃɔɏɒȘɁɎɁɌəɓɉɓȘɏɆȘɉɎɔɒɁɖɅɓɉɃɁɌȘɒɅɃɕɒɒɅɎɃɅȘɁɆɔɅɒȘɒɅɔɒɏɐɅɒɉɔɏɎɅɏɓɃɏɐɉɃȘɎɅɐɈɒɏɕɒɅɔɅɒɅɃɔɏɍəȘɆɏɒȘ

ɕɐɐɅɒȘɔɒɁɃɔȘɕɒɏɔɈɅɌɉɁɌȘɃɁɒɃɉɎɏɍɁ

�ǣ�ǌʇ�ǌ�ŐŌʅ�ɶʞ«ƙƝǮ�ƕ�Ū/Ì5ƳƳ«ʇƛƏ01Ŏʇ˜ʸʯdxʇ6é

ŁŨȟȤȡȤT JnˣIzˤ
ˣɲɲɪɟɨɿʒˤ

�ɡâɟ]Ȍ

IzŘŤşÒ²I

z�Ð

ȪɌɃɏɈɏɌȘɄɏɅɓȘɎɏɔȘɉɎɃɒɅɁɓɅȘɉɎȜɈɏɓɐɉɔɁɌȘɍɏɒɔɁɌɉɔəȘɄɕɅȘɔɏȘɓɅɖɅɒɅȘɂɌɕɎɔȘɔɒɁɕɍɁȨȘɁɎȘɁɎɁɌəɓɉɓȘɏɆȘɐɒɏɐɅɎɓɉɔəȘ

ɓɃɏɒɅȘɍɁɔɃɈɉɎɇȘɕɓɉɎɇȘɔɈɅȘȳɁɐɁɎȘȼɒɁɕɍɁȘȭɁɔɁȘȫɁɎɋ

ȊǤʈǧňǫŏq)ʇǶ0Ċ�ĶʢmCɲɸʄɤ˥×äq)ˁˢʼˇˠʯʢľɤɺýƿ

ŁŨȟȤȡȥT JnˣIzˤ
ˣɲɨʖʂɟɺɤɱˤ

ǵäɟtZ

IzŘŤşÒ²I

z�Ð

ȿɅɁɒɉɎɇȘɁȘɆɁɃɅȘɍɁɓɋȘɄɕɒɉɎɇȘɃɏɎɔɒɏɌɌɅɄȜɉɎɔɅɎɓɉɔəȘɅɘɅɒɃɉɓɅȘɉɓȘɎɏɔȘɁȘɒɉɓɋȘɆɁɃɔɏɒȘɆɏɒȘɅɘɅɒɔɉɏɎɁɌȘ

ɈɅɁɔɓɔɒɏɋɅȨȪȘɐɉɌɏɔȘɓɔɕɄə

ǗG¦ ʢ;¬ɶʟʉɠ˔ʸʯʇŕľʈD�³Ĳ�ňʇKǸdxʅʄʜʄɤ˥ˈʧ˟ʾ˂ŘŤ

ŁŨȟȤȡȦT JnˣIzˤ
ˣʈɼɶɨɟʒɲʂˤ

ưȂǉɟǅ�

IzŘŤş­ļa

0şz�Ð

ȹɅɒɉɏɐɅɒɁɔɉɖɅȘɃɏɒɏɎɁɒəȘɁɒɔɅɒəȘɓɐɁɓɍɓȘɉɎȘɐɁɔɉɅɎɔɓȘɕɎɄɅɒɇɏɉɎɇȘɃɁɔɈɅɔɅɒȘɁɂɌɁɔɉɏɎȘɏɆȘɁɔɒɉɁɌȘɆɉɂɒɉɌɌɁɔɉɏɎ

°½ŴGʅ�ɶʞʬˀˢˀ˝ʥˌ˞ˢʶ˚ˠʇ[Ƴáʅɧɮʞ2GƒÎŽU�ň

ŁŨȟȤȡȧT JnˣIzˤ
ˣɺʄʏɟʂʖʊʁˤ

ĿǡɟÜƥ

IzŘŤşġHa

0şz�Ð

ȻɔɉɍɕɌɁɔɅɄȘɓɁɌɉɖɁȘɓɅɃɒɅɔɉɏɎȘɉɓȘɒɅɄɕɃɅɄȘɉɎȘɐɒɏɔɏɎȘɐɕɍɐȘɉɎɈɉɂɉɔɏɒȜɒɅɓɉɓɔɁɎɔȘɓɅɖɅɒɅȘɒɅɆɌɕɘȘɅɓɏɐɈɁɇɉɔɉɓȘ

ɐɁɔɉɅɎɔɓ

ȹȹȲÄÂ³ǧňǑĜ³ȉǙĮ¶ƃʈ<ī_Ģ6ĕƐɩ��ɶʞ

ŁŨȟȤȢȞT JnˣIzˤ
ˣɨʕɤɟʇʍɺɨˤ


�ɟ%y

IzŘŤşņŉ;

¬Ȕǥşz�Ð

ȲɄɅɎɔɉɆɉɃɁɔɉɏɎȘɏɆȘɂɒɁɉɎȘɒɅɇɉɏɎɓȘɁɃɔɉɖɁɔɅɄȘɂəȘɓɅɖɏɆɌɕɒɁɎɅȘɁɎɄȘɐɒɏɐɏɆɏɌȘɁɎɄȘɒɅɇɉɏɎɁɌȘɃɈɁɎɇɅɓȘɉɎȘɇɅɎɅȘ

ɅɘɐɒɅɓɓɉɏɎ

ʹ˒ˋ˝˛ˠʂˍ˟˓ˋʪˢ˝ʇĂŏƔȃjʇW~ɧʛʋǟ�xŎĸoGƽé

ŁŨȟȤȢȟT JnˣIzˤ

ˣɭɦʣɟʃɢʣɟʀɣɦ

ʣɟʝʣˤ

ȷȰȽɀȮȷȘȭȸȪȷȘȼȲȮȷȘ

ȵȲȷȱ

IzŘŤş§¼1

¡1ĽIz�Ð

ȶɕɌɔɉɄɅɔɅɃɔɏɒȜɒɏɗȘȬɏɍɐɕɔɅɄȘȼɏɍɏɇɒɁɐɈəȘȪɎɁɌəɓɉɓȘɏɆȘɔɈɅȘȻɕɐɅɒɆɉɃɉɁɌȘȹɁɌɍɁɒȘȫɒɁɎɃɈȘɏɆȘȺɁɄɉɁɌȘȪɒɔɅɒəȘ

ȹɅɒɆɏɒɁɔɏɒȘȯɌɁɐɓȨȘȪȘȺɅɔɒɏɓɐɅɃɔɉɖɅȘȪɎɁɔɏɍɉɃɁɌȘȻɔɕɄə

ȬȼƱŪǓ©ʢľɤɺąȏGƒĝÇťǒìŐ¢ʇƱŪƽ>ŘŤ
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ŨȠȟȟȠT JnˣIzˤ
ˣɧɨɻɟɤɼʠɥˤ

�Ŀɟ�Ǣ

IzŘŤş

Ò²Iz�Ð

ȹɒɅɏɐɅɒɁɔɉɖɅȘɐɈəɓɉɃɁɌȘɆɕɎɃɔɉɏɎɁɌȘɓɔɁɔɕɓȘɁɆɆɅɃɔɓȘɔɈɅȘɌɏɎɇȜɔɅɒɍȘɏɕɔɃɏɍɅɓȘɏɆȘɅɌɄɅɒɌəȘɐɁɔɉɅɎɔɓȘɗɉɔɈȘɏɐɅɎȘ

ɁɂˣȑȕƃǲƙŪĺʅɧɮʞƳ=Ǎ�ćƐʇǰáǏ�ʅNʑɶ©ȁˤ


ŨȠȟȟȡT JnˣIzˤ
ˣɨʡɵʝșʛɴʇȚʓɧˤ

��ˣVǨˤſź

IzŘŤş

�-ˡ±ÚáIz

�Ð

ȹɏɓɔȜɔɒɁɕɍɁɔɉɃȘɓɔɒɅɓɓȘɄɉɓɏɒɄɅɒȘɏɆȘɃɈɉɌɄɒɅɎȘɗɉɔɈȘɔɒɁɆɆɉɃȘɁɃɃɉɄɅɎɔɓȘɁɎɄȘɔɈɅɉɒȘɐɁɒɅɎɔɓȘɉɎȘȳɁɐɁɎˣ×äʅɧ

ɮʞ�ǒ�Ñʅǝɽɺxʃʖʂɹʇƺʇ°ŏq)«ʸ˂˞ʸǺ�ʅǴɶʞŘŤˤ


ŨȠȟȟȢT JnˣIzˤ

ˣɤʄɾșɤɮɻȚɟʒʝ

ɰˤ

ŢĚˣđĿˤœ:x

IzŘŤşw³Ľ

ċŎǚŇ¹z�Ð

ȲɎɆɌɁɍɍɁɔɉɏɎȘɒɅɌɁɔɅɄȘɔɏȘɈɉɇɈȜɍɏɂɉɌɉɔəȘɇɒɏɕɐȘɂɏɘȜȟȘɉɎȘɅɎɄɏɍɅɔɒɉɁɌȘɏɖɁɒɉɁɎȘɃəɓɔˣ�0Ɲň³bƎʇĮň

ʅɧɮʞɈɉɇɈȜɍɏɂɉɌɉɔəȘɇɒɏɕɐȘɂɏɘȜȟɧʛʋ,ńŴƎʇG¹ˤ


ŨȠȟȟȣT JnˣIzˤ
ˣʇʖʂɟɴʘʣɤɼˤ

Ǩäɟ#�

IzŘŤş§¼1

¡1ĽIz�Ð

ȻɁɆɅɔəȘɏɆȘȬɏɐɏɌəɁɍɉɄɅȘȯɉɌɌɅɒȘȲɎɊɅɃɔɉɏɎȘɆɏɒȘȫɒɅɁɓɔȘȪɕɇɍɅɎɔɁɔɉɏɎˣ�½msƳʅɧɮʞʲ˓˜ʥ˕˃ˋʦ

˛ˢĘ.ʇ|/³ˤ


ŨȠȟȟȤT JnˣIzˤ
ˣʐɴɨʡɟʛɴʒɲˤ

Ù�ɟVĈ

IzŘŤşġHa

0şz�Ð

ȹɒɅɖɁɌɅɎɃɅȘɏɆȘɂɅɈɁɖɉɏɒɁɌȘɄɉɓɏɒɄɅɒɓȘɉɎȘɐɁɔɉɅɎɔɓȘɗɉɔɈȘɖɏɎɏɐɒɁɚɁɎȜɒɅɆɒɁɃɔɏɒəȘɒɅɆɌɕɘȘɓəɍɐɔɏɍɓˣ˒ˆˍ˛ʵ

ˠÄÂ³ƍȉǙǑĜň¶ƃʅɧɮʞɂɅɈɁɖɉɏɒɁɌȘɄɉɓɏɒɄɅɒɓʇȆ ʅɾɤʀˤ


ŨȠȟȟȥT JnˣIzˤ
ˣʡɺʄʏɟʒɰʂˤ

ĥǠɟǅ

IzŘŤş�-ˡ

±ÚáIz�Ð

ȾɉɒɔɕɁɌȘɈɉɓɔɏɌɏɇəȘɉɎɔɒɁɖɁɓɃɕɌɁɒȘɕɌɔɒɁɓɏɕɎɄȘɁɎɄȘɍɅɃɈɁɎɏɂɉɏɌɏɇɉɃɁɌȘɅɖɁɌɕɁɔɉɏɎȘɏɆȘɃɏɒɏɎɁɒəȘɁɒɔɅɒəȘɌɅɓɉɏɎɓȘ

ɗɉɔɈɉɎȘȟȘəɅɁɒȘɁɎɄȘɍɏɒɅȘɔɈɁɎȘȟȞȘəɅɁɒɓȘɁɆɔɅɒȘɔɈɅȘɏɎɓɅɔȘɏɆȘȴɁɗɁɓɁɋɉȘɄɉɓɅɁɓɅˣ�ȗŇŎň«ȟõʅʄɤʂ

ȟȞ���ʇ��Ň«2GƒŇoʅ�ɶʞɖɉɒɔɕɁɌȘɈɉɓɔɏɌɏɇəʅʛʞŵžǁ!ʇýƿˤ


ŨȠȟȟȦT JnˣIzˤ
ˣɴʉɺɟʙɥɲɬˤ

ðĿɟŜ�

IzŘŤş­ļa

0şz�Ð

ȼɈɅȘɐɒɏɇɎɏɓɔɉɃȘɉɍɐɁɃɔȘɏɆȘɔɈɅȘɕɒɉɃȘɁɃɉɄȘɌɅɖɅɌȘɉɎȘɐɁɔɉɅɎɔɓȘɗɈɏȘɒɅɑɕɉɒɅȘɃɁɒɄɉɏɖɁɓɃɕɌɁɒȘɉɎɔɅɎɓɉɖɅȘɃɁɒɅȘȜȘɉɓȘ

ɓɅɒɕɍȘɕɒɉɃȘɁɃɉɄȘɁȘɓɕɒɒɏɇɁɔɅȘɂɉɏɍɁɒɋɅɒȘɆɏɒȘɃɒɉɔɉɃɁɌȘɐɁɔɉɅɎɔɓȘɉɎȘɔɈɅȘɎɏɎȜɓɕɒɇɉɃɁɌȘɉɎɔɅɎɓɉɖɅȘɃɁɒɅȘɕɎɉɔȩˣǼ

�ēŋ�.�¶ƃʇ�Ǧ&ɩ�«ʅ�ɦʞ©ȁȜƱģ�Ǧ&ʈǼ�ēŋ¶ƃʇ�«�Ħˇʧʫ˔ˢ

ʬˢʂʄʝɦʞɨ˦Ȝˤ


ŨȠȟȟȧT JnˣIzˤ
ˣʒɲɪɟɺɻɴˤ

Ĉâɟő

IzŘŤşÓ§q

şz�Ð

ȾɏɌɕɍɅȘɃɈɁɎɇɅȘɉɎȘɉɎɆɒɁɐɁɔɅɌɌɁɒȘɆɁɔȘɐɁɄȘɉɓȘɁɓɓɏɃɉɁɔɅɄȘɎɏɔȘɗɉɔɈȘɏɂɅɓɉɔəȘɂɕɔȘɗɉɔɈȘɃɁɒɔɉɌɁɇɅȘɄɅɇɅɎɅɒɁɔɉɏɎ

ˣƞƬ�ƑƊ�ʇ�ţoHʈƉħʁʈʄɬǎȏo³ʂǴǔɴʀɤʞˤ


ŨȠȟȠȞT JnˣIzˤ
ˣɺɨʈʜɟɦʝɰˤ

ȒMɟ´ĺx

IzŘŤşȄȅ

ǣˡ¸ƹaşz�

Ð

ȹɒɅɌɉɍɉɎɁɒəȘȬɌɉɎɉɃɁɌȘȼɒɉɁɌȘɏɆȘȫɉɏɍɁɒɋɅɒɓȘɔɏȘȹɒɅɄɉɃɔȘȺɅɓɐɏɎɓɅȘɔɏȘȻɕɂɌɉɎɇɕɁɌȘȲɍɍɕɎɏɔɈɅɒɁɐəȘɆɏɒȘ

ȳɁɐɁɎɅɓɅȘȬɅɄɁɒȘȹɏɌɌɉɎɏɓɉɓˣʸʮƤŬňʅ�ɶʞƢ�,ńŋĖʇēŋEë�Ħʂ8~ʅÞEʄˇʧʫ

˔ˢʬˢʇ�(Ơ�ǂȎˤ


ŨȠȟȠȟT JnˣIzˤ
ˣɾɯɟɺɬʗˤ

îüɟĻ^

IzŘŤş§¼1

¡1ĽIz�Ð

ȰɅɏɍɅɔɒɉɃȘɍɏɄɅɌɉɎɇȘɁɎɄȘɁȘɒɅɔɒɏɓɐɅɃɔɉɖɅȘɃɏɈɏɒɔȘɓɔɕɄəȘɏɎȘɔɈɅȘɕɓɅɆɕɌɎɅɓɓȘɏɆȘɆɁɓɃɉɁɌȘɔɅɎɓɉɌɅȘɒɅɄɕɃɔɉɏɎɓȘ

ɉɎȘɓɅɖɅɒɅȘɋɅɌɏɉɄȘɓɕɒɇɅɒəˣǧ ʱ˟ʧ˃¿ƳʅɧɮʞũƝĤ¥ĖʇÞľ³ʅǴɶʞ��zŏ˘ˁ˜ˠʰʂ

«ʠXɪʲˑˢ˂ŘŤˤ


ŨȠȟȠȠT JnˣIzˤ
ˣɬʑɟɨɷʙɪˤ

�$ɟ]	

IzŘŤş�ƚq

şz�Ð

ȺɈɏɍɂɏɉɄȘȯɌɁɐȘȺɅɃɏɎɓɔɒɕɃɔɉɏɎȘɁɆɔɅɒȘȶɁɓɔɅɃɔɏɍəȘɆɏɒȘȵɏɃɁɌɌəȘȪɄɖɁɎɃɅɄȘȫɒɅɁɓɔȘȬɁɎɃɅɒˣ�¾ǕƲ�Ō

ʅ�ɶʞ�½7Ƿ«ʇƩ§Ő¢ʅʛʞ1¡ˤ


ŨȠȟȠȡT JnˣIzˤ
ˣɦʣʃɥɟʙɥɪˤ

ǜƯɟFď

IzŘŤşł³Ľ

ċaˡĕ�aşz

�Ð

ȮɆɆɉɃɁɃəȘɏɆȘȵɁɐɁɒɏɓɃɏɐɉɃȘȹɁɒɔɉɁɌȘȬəɓɔɅɃɔɏɍəȘɗɉɔɈȘɁȘȼɒɁɎɓɕɒɅɔɈɒɁɌȘȺɅɓɅɃɔɏɓɃɏɐɅȘɉɎȘȹɁɔɉɅɎɔɓȘɗɉɔɈȘ

ȫɌɁɄɄɅɒȘȮɎɄɏɍɅɔɒɉɏɓɉɓȨȘȻɅɅȜȼɈɒɏɕɇɈȘȼɅɃɈɎɉɑɕɅˣȻɅɅȜȼɒɏɕɇɈȘȼɅɃɈɎɉɑɕɅȘʢľɤɺÕɺʄĕ�a0Ƹ

Ǯ¿ƳʇPʝŵʓˤ


ŨȠȟȠȢT JnˣIzˤ
ˣʄʞɧɟʔʆʊʠˤ

¼�ɟ}ğ

IzŘŤş®Ľĳ

zˡ,ńz�Ð

ȪɌɃɏɈɏɌȘɃɏɎɓɕɍɐɔɉɏɎȘɉɎɄɕɃɅɓȘɍɕɒɉɎɅȘɏɓɔɅɏɐɏɒɏɓɉɓȘɂəȘɄɏɗɎɒɅɇɕɌɁɔɉɏɎȘɏɆȘɎɁɔɕɒɁɌȘɋɉɌɌɅɒȘȼȜɌɉɋɅȘɃɅɌɌȘ

ɁɃɔɉɖɉɔəˣʥ˝ʲˢ˝º³ËPʈȷȴȼāŴƎě³ʇ�Ö;¬ʅʛʝ˔ʨʸȏŭȓňʢǃŎɶʞˤ


ŨȠȟȠȣT JnˣIzˤ
ˣɧɧɬʑɟʂʖʓˤ

s�$ɟŖſ

IzŘŤşġHa

0şz�Ð

ȮɆɆɅɃɔȘɏɆȘȾɉɔɁɍɉɎȘȭȘȻɕɐɐɌɅɍɅɎɔɁɔɉɏɎȘɏɎȘȻɋɅɌɅɔɁɌȘȶɕɓɃɌɅȘȾɏɌɕɍɅȘɁɎɄȘȻɔɒɅɎɇɔɈȘɉɎȘȹɁɔɉɅɎɔɓȘɗɉɔɈȘ

ȭɅɃɏɍɐɅɎɓɁɔɅɄȘȵɉɖɅɒȘȬɉɒɒɈɏɓɉɓȘȽɎɄɅɒɇɏɉɎɇȘȫɒɁɎɃɈɅɄȘȬɈɁɉɎȘȪɍɉɎɏȘȪɃɉɄɓȘȻɕɐɐɌɅɍɅɎɔɁɔɉɏɎȨȘȪȘ

ȹɒɏɓɐɅɃɔɉɖɅțȘȺɁɎɄɏɍɉɚɅɄțȘȬɏɎɔɒɏɌɌɅɄȘȹɉɌɏɔȘȼɒɉɁɌˣ6�ǭʥ˕ˆǦƴ?Á��ʇȀ�*³Ƈřo¶ƃʅ

ɧɮʞȏöũǩɧʛʋũBʅ�ɶʞˉʼ˕ˠȭÁ�ʇEë˥=Xɪı�İHčǐˈʧ˟ʾ˂ǂȎˤ


ŨȠȟȠȤT JnˣIzˤ
ˣʄɨʅɴɟɨɷʐˤ

�Ƶɟ�ĉ

IzŘŤşw³Ľ

ċŎǚŇ¹z�Ð

ȫɅəɏɎɄȘȫȺȬȪȘȻɔɁɔɕɓȨȘȬɌɉɎɉɃɁɌȘȫɉɏɍɁɒɋɅɒɓȘȶɁəȘȹɒɅɄɉɃɔȘȼɈɅɒɁɐɅɕɔɉɃȘȮɆɆɅɃɔɓȘɏɆȘȸɌɁɐɁɒɉɂȘɉɎȘȹɌɁɔɉɎɕɍȜ

ȻɅɎɓɉɔɉɖɅȘȸɖɁɒɉɁɎȘȬɁɎɃɅɒȘȺɅɃɕɒɒɅɎɃɅˣƠ�ˇʧʫ˔ˢʬˢʈˍ˛ʽ˄¸Q³1ŎL�Ōʅ�ɶʞʫ˛

ˈ˜ˌʇēŋEëʢ�Ħɶʞˤ


ŨȠȟȠȥT JnˣIzˤ
șɧɧɺɟʝʚɥˤ

tĿɟŧ

IzŘŤşġHa

qşz�Ð

ȭɅɔɅɃɔɉɏɎȘɏɆȘȴȺȪȻȘɍɕɔɁɔɉɏɎɓȘɉɎȘɃɉɒɃɕɌɁɔɉɎɇȘɔɕɍɏɕɒȘȭȷȪȘɆɒɏɍȘɐɌɁɓɍɁȘɁɎɄȘɕɒɉɎɅȘɏɆȘɐɁɔɉɅɎɔɓȘɗɉɔɈȘ

ɃɏɌɏɒɅɃɔɁɌȘɃɁɎɃɅɒˣsƘŌ¶ƃʇƱĨɧʛʋ��­ļƗŊȭȷȪʅɧɮʞȴȺȪȻǟ�xoŃʇý5ˤ


ŨȠȟȠȦT JnˣIzˤ
ˣɤɴɲɨɟɦɤɺʠɥˤ

ŗhɟòtǢ

IzŘŤşƔŝŶ

qşz�Ð

ȺɏɌɅȘɏɆȘȺȷȯȠȟȡȘɐɏɌəɍɏɒɐɈɉɓɍȘɉɎȘɄɅɆɉɎɉɎɇȘɑɕɁɓɉȜɍɏəɁɍɏəɁȘɄɉɓɅɁɓɅȘɁɎɄȘɄɅɆɉɎɉɔɉɖɅȘɍɏəɁɍɏəɁȘɄɉɓɅɁɓɅ

ˣȇʖʗʖʗŇʂʖʗʖʗŇʇĈŚʄǯ9ǀÔʇɺʕʇȺȷȯȠȟȡǟ�xoŃʇª@ˤ
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ŨȠȟȠȧT JnˣIzˤ
ˣɴɧʔʜɟʟɤɰˤ

læɟķx

IzŘŤş­ļa

0şz�Ð

ȻəɓɔɏɌɉɃȘɂɌɏɏɄȘɐɒɅɓɓɕɒɅȘɁɎɄȘɃɁɒɄɉɁɃȘɍɏɒɔɁɌɉɔəȘɒɅɌɁɔɅɄȘɔɏȘɓɅɒɕɍȘɔɏɔɁɌȘɂɉɌɉɒɕɂɉɎȘɌɅɖɅɌɓȘɁɔȘɁɄɍɉɓɓɉɏɎȘɉɎȘ

ɐɁɔɉɅɎɔɓȘɗɉɔɈȘɁɃɕɔɅȘɈɅɁɒɔȘɆɁɉɌɕɒɅ

²³°�/ʇ.ǶÛƱģŹˉ˜˝ˉˠ&ʅǴǔɴɺOŽáƱgʂ°ƟĊ�Ķ


ŨȠȟȡȞT JnˣIzˤ

ˣɬʝʉʗɴˣʈʒɻˤɟʗ

ɶɰˤ

ôêșĭĿȚȘęx

IzŘŤşƱĢ0

şz�Ð

ȬɌɉɎɉɃɏɐɁɔɈɏɌɏɇɉɃȘɃɈɁɒɁɃɔɅɒɉɓɔɉɃɓȘɁɎɄȘȪȠȞȘɍɕɔɁɔɉɏɎȘɉɎȘɐɒɉɍɁɒəȘɔɈəɒɏɉɄȘɌəɍɐɈɏɍɁ

ŁĵƚMŎ˜ˠˈƗʇƠ�ŇĺzŏĴ¯ʂȪȠȞǟ�xoŃ


ŨȠȟȡȟT JnˣIzˤ

ˣɼʘɥʉɼˣɴʓɷˤɟɬ

ʓˤ

�ǬˣģĐˤ��

IzŘŤş\Ya

0şz�Ð

ȮɖɁɌɕɁɔɉɏɎȘɏɆȘɁȘȼɏɏɌȘɔɈɁɔȘȮɎɁɂɌɅɓȘȬɁɎɃɅɒȘȹɁɔɉɅɎɔɓȘɔɏȘȹɁɒɔɉɃɉɐɁɔɅȘɉɎȘɔɈɅȘȭɅɃɉɓɉɏɎȜȶɁɋɉɎɇȘȹɒɏɃɅɓɓȘ

ɄɕɒɉɎɇȘȼɒɅɁɔɍɅɎɔȘȻɅɌɅɃɔɉɏɎ

ɩʣ¶ƃʇēŋǞÃʅɧɮʞ·±Ē~ÏÊʿˢ˝ʇǁ!


ŨȠȟȡȠT JnˣIzˤ
ˣʒɺʇɟʛɥɰˤ

�Ǩɟƫx

IzŘŤşŐƜŮ

ƝŇ¹z�Ð

ȭɉɅɔɁɒəȘɈɁɂɉɔɓȘɉɎȘȳɁɐɁɎɅɓɅȘɐɁɔɉɅɎɔɓȘɗɉɔɈȘɃɈɒɏɎɉɃȘɓɐɏɎɔɁɎɅɏɕɓȘɕɒɔɉɃɁɒɉɁ

×ä�º³ĴŎ³ƭȔŅ¶ƃʇȉƁ»


ŨȠȟȡȡT JnˣIzˤ
ˣʖʝɴʒɟʖʂɰˤ

û�ɟŲx

IzŘŤş°ƟƱ

Ūqşz�Ð

ȻɅɒɉɁɌȘɃɈɁɎɇɅȘɉɎȘɐɅɒɆɕɓɉɏɎȜɍɅɔɁɂɏɌɉɓɍȘɍɉɓɍɁɔɃɈȘɁɆɔɅɒȘɃɏɒɏɎɁɒəȘɁɒɔɅɒəȘɂəɐɁɓɓȘɇɒɁɆɔɉɎɇ

2GƒˇʧˈʸƳ«ʅɧɮʞƱĜ�Ǉ˕ʸ˔ʾʽʇŶÛŏoHʅɾɤʀ


ŨȠȟȡȢT JnˣIzˤ
ˣɴɧɳʡˣʝˤɟɢɲɨˤ

lĪˣåˤɟàȋ

IzŘŤş6xǟ

�Iz�Ð

ȼəɒɏɓɉɎɅȘɔɒɉɐɌɅȘɍɕɔɁɔɅɄȘȪȪȾȠȜȫȭȷȯȘɇɅɎɅȘɔɈɅɒɁɐəȘɉɎȘɁɎȘɉɎɎɅɒȘɒɅɔɉɎɁɌȘɉɎɊɕɒəȘɍɏɄɅɌȘɉɎɄɕɃɅɄȘɂəȘ

ɉɎɔɒɁɖɉɔɒɅɁɌȘɉɎɊɅɃɔɉɏɎȘɏɆȘȷȜɍɅɔɈəɌȜȭȜɁɓɐɁɒɔɁɔɅȘșȷȶȭȪȚ

ȷȶȭȪǃŎŸƝ0�Ǻ�˘ˁ˝ʅ�ɶʞʽ˟ʶˠoŃȪȪȾȠˏʯʼˢŀçȫȭȷȯʇŝŶ$ǈEë


ŨȠȟȡȣT JnˣIzˤ
ˣɥʄʓɟʄɧɰˤ

{ėɟvux

IzŘŤşƮĺz

�Ð

ȪɎɔɉɃɏɁɇɕɌɁɎɔȘɁɃɔɉɖɉɔəȘɏɆȘɁɐɉɘɁɂɁɎȘɃɁɎȘɂɅȘɅɓɔɉɍɁɔɅɄȘɂəȘɍɕɌɔɉɐɌɅȘɒɅɇɒɅɓɓɉɏɎȘɁɎɁɌəɓɉɓ

ʥˊʭʴˇˠʇ4e�ľʈǧc�6éʁÉ~ʁɪʞ


ŨȠȟȡȤT JnˣIzˤ
ˣʓʗɬʅɟʂʖʛˤ

�fɟŖ�

IzŘŤş­ļa

0şz�Ð

ȪȘɐɒɅɌɉɍɉɎɁɒəȘɐɉɌɏɔȘɓɔɕɄəȘɉɎɖɅɓɔɉɇɁɔɉɎɇȘɔɈɅȘɉɍɐɁɃɔȘɏɆȘɅɎɄɏɖɁɓɃɕɌɁɒȘɔɒɅɁɔɍɅɎɔȘɏɎȘɌɅɇȘɍɕɓɃɌɅȘɖɏɌɕɍɅȘɉɎȘ

ɐɅɒɉɐɈɅɒɁɌȘɁɒɔɅɒəȘɄɉɓɅɁɓɅȘɁɎɄȘɉɔɓȘɒɅɌɁɔɉɏɎȘɔɏȘɂɁɓɅɌɉɎɅȘɇɌəɃɅɍɉɃȘɃɏɎɔɒɏɌ

�ƈǱk³GƒřHňʅ�ɶʞƱŪ0ēŋɩ�ƈũƆǩʅNʑɶ©ȁʂÆ`ƱŰŪĺʇǴǔ³ʇÈ

ųŏ�(ŘŤ


ŨȠȟȡȥT JnˣIzˤ
ˣʗʣˣɴʖɻˤɟʄɧɰˤ

þˣ�Ŀˤɟvux

IzŘŤşƕƟ0

şz�Ð

ȵɏɎɇȜɔɅɒɍȘȫɅɎɅɆɉɔɓȘɏɆȘȼɒɅɁɔɍɅɎɔȘɗɉɔɈȘȼɏɌɖɁɐɔɁɎȘɉɎȘȹɁɔɉɅɎɔɓȘɗɉɔɈȘȪɕɔɏɓɏɍɁɌȘȭɏɍɉɎɁɎɔȘȹɏɌəɃəɓɔɉɃȘ

ȴɉɄɎɅəȘȭɉɓɅɁɓɅ

�íƣ�+³rŎ³bƎƕ¶ƃʅɧɮʞ˂˝ˇˍʼˠÁ�ʇǰáŏÞľ³ʅɾɤʀ


ŨȠȟȡȦT JnˣIzˤ
ˣʛʆɳʡɟʓʟɤˤ

ūĪɟſ�

IzŘŤşw³Ľ

ċŎǚŇ¹z�Ð

ȻɉɇɎɉɆɉɃɁɎɃɅȘɏɆȘȪɎɔɉȜȹɈɏɓɐɈɁɔɉɄəɌɅɔɈɁɎɏɌɁɍɉɎɅȘȪɎɔɉɂɏɄɉɅɓȘɉɎȘɔɈɅȘȹɁɔɈɏɇɅɎɅɓɉɓȘɏɆȘȺɅɃɕɒɒɅɎɔȘ

ȹɒɅɇɎɁɎɃəȘȵɏɓɓ

�ƋňʇŇ¹§¼ʅɧɮʞÂˋʪʸˋʤʽʷ˝ʩʼˆ˛˕ˠÂ�ʇ·ƀ
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 令和 3年度がんプロフェッショナル    （資料４） 
養成基盤推進プラン修了者一覧 
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] ����@� W0hG ij�9S:<A*�FmypZ[�=z

^ 4
��@� Wh�K I8�@�*�Fmyp

_ 4
��@� O6h�� ijlsv�9�V(��<Amyp

` ����@� �Oh�# ijlsv�9�V(��<Amyp

a ����@� �PhE ijlsv�9�V(��<Amyp

b ����@� ?2h& ijlsv�9�V(��<Amyp

c C>xL��� �XhU� �);wktpqyonuyr�9�V(��<Amyp

d C>xL��� �"h
�N �);wktpqyonuyr�9�V(��<Amyp

e �J�@� ��hY, �);wktpqyonuyr�9�V(��<Amyp

]\ �	3�@� Q!hB� ijlsv�9�V(��<Amyp

]] H>D�@� /-h%$ �);wktpqyonuyr�9�V(��<Amyp

]^ 7'51�x3 �@� .hT� ��xfgfx#�ij�R�9�V(��<Amyp

]_ 4
��@� 6Mh+K Z�);wktpqyonuyr�9�V(��<AmypZ
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 令和 3年度大学院特別講義Ａ （資料５） 
 学外者による講義開催一覧 

1 公
募 

開催日時：令和 3 年 4 月 23 日（金）18 時 30 分～19 時 30 分 

開催方法：Webex 

演   題：「英国における新型コロナウイルスパンデミックの状況：レスター大学での取り組みを踏

まえて」 

講 師 名：鈴木亨（英国レスター大学 医学・生命科学研究科副研究科長、循環器内科・教授 

       レスター・ライフサイエンス・アクセラレーター（イノベーション研究所）所長） 

講演内容：鈴木亨先生は東京大学循環器内科でのご勤務を経て、2014 年に渡英。現在では英国

レスター大学の循環器内科教授として、臨床、研究ともにご活躍されている先生です。データサイエ

ンスと産学連携パートナーシップを軸に、大学ならびに大学病院の医療・ヘルスケア領域における

イノベーション活動を推進されております。  

英国では早期からのロックダウンやワクチン接種が国家主導で推進され、COVID-19 を強力に抑制

してきました。一方で新規変異株が英国より報告され、その対応が注目されています。英国の現状

と取り組みを知り、わが国におけるパンデミック対策を考える機会となるべく、今回、鈴木先生に御

講演をいただきます。 

また、海外でご活躍されている先生のキャリアを拝聴し、若手医学研究者が海外での活躍を目指す

機会となれば幸いです。 

主催分野：救急医学 

2 

委
員
指
名 

開催日時：令和 3 年 6 月 4 日（金）18 時 30 分～19 時 30 分 

開催方法：Webex 

演   題：「転写因子の発現異常に基づく全身性強皮症の病態理解」 

講 師 名：浅野 善英准教授（東京大学大学院医学系研究科・医学部 皮膚科学） 

講演内容：全身性強皮症（以下、強皮症）は皮膚および内臓諸臓器の血管障害と線維化を特徴と

する全身性の自己免疫疾患である。強皮症の病因はいまだ不明だが、本症に特徴的な多臓器線

維化、血管障害、免疫異常を忠実に再現する動物モデルの確立により、その病態理解は確実な進

歩を遂げてきた。本講演では、3 つの転写因子（KLF5, FLI1, IRF5）の発現異常に基づく病態理解

と、動物モデルに基づいた効果的な潰瘍治療の提案について紹介し、難病の病態理解や治療開発

における動物モデルの意義について解説する。 

主催分野：皮膚粘膜病態学 

3 

委
員
指
名 

開催日時：令和 3 年 9 月 7 日（火）18 時 30 分～19 時 30 分 

開催方法：Webex 

演   題：「医学系研究者に必要な知的財産の基礎知識とトピックス」 

講 師 名：若山 俊輔（日本医科大学 研究統括センター 研究戦略部門 知財戦略デザイナー、

弁理士） 

講演内容：本学は、令和３年度特許庁委託事業「知財戦略デザイナー派遣事業」の派遣先大学とし

て選定されました。当該事業により本学に派遣された若山弁理士は、AMED 知財リエゾンとしても活

動し、医学系の知的財産に関する経験が豊富であることから、その知見を共有するべく本講演を行

います。近年、画期的な医薬品・医療機器の開発には、大学の医学系研究者と製薬企業・ベンチャ

ー企業との産学連携が欠かせないものとなっており、開発の基盤となる知的財産を大学側で権利

化することが重要な課題となっています。本講演では、知的財産制度の概要、産学連携による医薬

品・医療機器の開発事例の紹介、医薬品・医療機器開発につながる強い特許を取得するためのポ

イント等、医学系研究者に必要な知的財産の基礎知識とトピックスについて、わかりやすく説明しま

す。 

主催分野：アレルギー膠原病内科学 
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4 

委
員
指
名 

開催日時：令和 3 年 11 月 17 日（水）18 時 00 分～19 時 30 分 

開催方法：Webex 

演   題：「多能性幹細胞研究でいったい何ができるのか？―基礎から臨床、産業化へー」 

講 師 名：山下 潤（京都大学 iPS 細胞研究所 教授） 

講演内容：我々は、多能性幹細胞からの心血管系細胞への分化誘導システムを核として、分化制

御の新しい機構の発見・解明や細胞レベル組織レベルの様々な病態再現モデルの構築、新しい心

臓再生治療法の開発とそれらをもとにした製品化・産業化など幅広い研究活動を展開している。多

能性幹細胞研究が持つ多彩な可能性、多能性幹細胞研究がどのような広がりを持つのかについて

我々の活動を中心に紹介・概説する。 

主催分野：分子細胞構造学 

5 

研
究
科
長
指
名 

開催日時：令和 3 年 11 月 18 日（木）18 時 00 分～ 

開催方法：Webex 

演   題：「地震にもパンデミックにも耐えられるマネジメントシステムとは」 

講 師 名：棟近 雅彦（早稲田大学理工学術院 創造理工学部 経営システム工学科 教授） 

講演内容：災害発生時に医療の継続性を確保することは，安全・安心な社会を作るために不可欠で

ある．そのための一つの有力な方法は，病院で事業継続マネジメントシステム(BCMS)，そして地域

で連携するためのマネジメントシステムを運用することである．演者らの研究グループは，これまで

地震を対象として，1 病院の BCMS モデルや，地域を対象として地域災害レジリエンスマネジメント

システムモデル(Area Disaster Resilience Management System for Healthcare：ADRMS-H)を研究し

てきた． 

我々と共同研究を行ってきた病院は，これまで平時の質マネジメントシステム(QMS)に加えて，

BCMS や ADRMS-H に取り組んでいた．このたびパンデミックが発生し，これらのマネジメントシステ

ムを活用しながら対応にあたった．本講義では，これまでの災害に対する取り組みの概要を紹介す

るとともに，パンデミックに対して，これらのマネジメントシステムをどのように修正して対応すべき

か，現状と今後の課題について紹介する． 

6 

研
究
科
長
指
名 

開催日時：令和 3 年 11 月 26 日（金）18 時 00 分～ 

開催方法：Webex 

演   題：「優越性試験と非劣性試験」 

講 師 名：寒水 孝司（東京理科大学工学部情報工学科 教授） 

講演内容：優越性試験と非劣性試験における試験デザイン，データ解析の方法，結果の解釈は何

が違うのでしょうか．本講義では，仮説検定の考え方に基づいて，両試験の役割と考え方の違いを

解説します． 

7 公
募 

開催日時：令和 3 年 12 月 10 日（金）18 時 30 分～19 時 30 分 

開催方法：Webex 

演   題：「運動障害・精神神経疾患における脳神経回路理論の外科治療への応用」 

講 師 名：森下 登史（福岡大学 医学部 脳神経外科 診療准教授） 

講演内容：パーキンソン病等の運動障害や強迫性障害等の精神神経疾患は脳神経回路理論に基

づき病態の解明が進み、現在では脳深部刺激療法といった機能外科手術法により、最小限の侵襲

で治療可能である。機能外科分野は 1940 年代から多くの研究・臨床により発展を遂げてきた。同

分野は多くの一般臨床医にとっては馴染みが薄いものであるが、対象疾患の裾野は広く、多くの潜

在的治療対象患者が存在する。本講演では、歴史的背景を踏まえつつ、脳神経回路理論の基本

的な考え方からニューロイメージングによる最先端の研究やその臨床応用について概説する。 

主催分野：分子遺伝医学 
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8 

研
究
科
長
指
名 

開催日時：令和 4 年 1 月 21 日（金）18 時 00 分～ 

開催方法：Webex 

演   題：「表界面ナノテクノロジーとバイオ・メディカル分野への応用」 

講 師 名：本間 敬之（早稲田大学先進理工学部 応用化学科 教授） 

講演内容：表面，界面のナノテクノロジーの概要と，そのバイオや医療分野への応用の可能性につ

いて 

9 

委
員
指
名 

開催日時：令和 4 年 1 月 27 日（木）18 時 00 分～ 

開催方法：Webex 

演   題：「血管内皮細胞多様性に関する最新の話題と応用への可能性」 

講 師 名：内藤 尚道（金沢大学 医薬保健学域医学系 血管分子生理学 教授） 

講演内容：血管の内腔を覆う血管内皮細胞は、生体内で多様な形態を示すことは良く知られた事実

であるが、高い可塑性がゆえに周囲の環境に応じて多様性を獲得するとされ、血管内皮細胞は本

質的には均一であると考えられてきた。近年、我々自身の研究を含め、生体内の血管内皮細胞に

CD157 や EPCR など特有の表面抗原を持つ特殊な機能を持つ細胞が存在する可能性が報告され

ている。シングルセル解析技術の発展に伴い、様々な臓器と組織の細胞集団が遺伝子発現レベル

で細分化され、血管内皮細胞でも遺伝子発現パターンによる多様性が報告されている。本セミナー

では、血管生物学に関する基礎的な知識を踏まえ、シングルセル解析などの最新の解析技術を駆

使した解析結果を統合して、血管内皮細胞の多様性に関する最近の話題を紹介する。 

主催分野：代謝・栄養学 

10 

研
究
科
長
指
名 

開催日時：令和 4 年 2 月 3 日（木）18 時 00 分～ 

開催方法：Webex 

演   題：「RNA 情報学の最前線」 

講 師 名：浜田 道昭（早稲田大学 理工学術院 電気・情報生命工学科 教授、産総研・早大 生

体システムビッグデータ解析オープンイノベーションラボラトリ 班長、日本医科大学 大学院医学研

究科 客員教授） 

講演内容：従来のセントラルドグマにおいては，RNA はタンパク質に翻訳されるための中間産物で

あり，生命科学研究はタンパク質の機能解明が中心課題であった．しかしながら近年，タンパク質

には翻訳されないが細胞内で様々な活性を有する「ノンコーディング RNA」が多数発見され，RNA

研究が分子生物学における重要な研究フィールドとなっている．また RNA は，次世代の薬である

RNA アプタマーとしても注目を集めている．本講演では，このような RNA を情報科学的に解析・デ

ザインするためのバイオインフォマティクス技術とその応用について，当研究室の研究を中心に話

をする予定である． 
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教 務 部 委 員 会 

1．構成委員（令和 3年 4月～令和 4年 3月） 
委 員 長  佐伯秀久 教務部長 
副委員長  森田林平 教務部副部長（SGL 実行委員長） 
      桑名正隆 教務部副部長（綜合試験実行委員長） 
委  員  大石由美子 代謝・栄養学分野 大学院教授（研究配属実行委員長） 
      横堀將司 救急医学分野 大学院教授（CC 委員長） 
      大橋隆治 統御機構診断病理学分野 大学院教授（CBT 実行委員長） 
      武井寛幸 乳腺外科学分野 大学院教授（OSCE 実行委員長） 
      吉川栄省 心理学 教授（LMS 副運営委員長） 
      金涌佳雅 法医学分野 大学院教授（CBT 副実行委員長） 
      酒井真志人 分子遺伝医学分野 大学院教授（研究配属副実行委員長） 
      川田智之 衛生学公衆衛生学分野 大学院教授 
      木村和美 神経内科学分野 大学院教授（CC 副委員長） 
      石井庸介 心臓血管外科学分野 大学院教授（OSCE 副実行委員長） 
      眞島任史 整形外科学 大学院教授（SGL 副委員長） 
      二神生爾 消化器内科学分野 教授（武蔵小杉病院 CC 実行委員長） 
      畝本恭子 救急医学分野 准教授（多摩永山病院 CC 実行委員長） 
      岡島史宜 内分泌糖尿病代謝内科学分野 准教授（千葉北総病院 CC 実行委員長） 
      職制委員 弦間昭彦 学長（オブザーバー） 
      森田明夫 大学院医学研究科長 
      安武正弘 医学部長 
      杉原 仁 学生部長 
      中村成夫 基礎科学主任 
      伊藤保彦 医学教育センター長 
      藤倉輝道 医学教育副センター長（カリキュラム委員長、LMS 運営委員長） 
      吉田 寛 医学教育副センター長（綜合試験副実行委員長） 
      北村義浩 医学教育副センター長 
      藤﨑弘士 数理・データサイエンス・AI 教育センター長（カリキュラム副委員長） 
      中澤秀夫 数理・データサイエンス・AI 教育センター副センター長 

 
2．事務局 

日本医科大学事務局学事部 教務課 
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3．開催状況 

第 1 回 令和 3 年 4 月 21 日（水）午後 3 時 00 分 ～ 午後 4 時 30 分 
第 2 回 令和 3 年 5 月 19 日（水）午後 3 時 00 分 ～ 午後 4 時 30 分 
第 3 回 令和 3 年 6 月 16 日（水）午後 3 時 00 分 ～ 午後 5 時 10 分 
第 4 回 令和 3 年 7 月 21 日（水）午後 3 時 00 分 ～ 午後 5 時 15 分 
第 5 回 令和 3 年 9 月 15 日（水）午後 3 時 00 分 ～ 午後 5 時 00 分 
第 6 回 令和 3 年 10 月 20 日（水）午後 3 時 00 分 ～ 午後 4 時 45 分 
第 7 回 令和 3 年 11 月 17 日（水）午後 3 時 00 分 ～ 午後 4 時 40 分 
第 8 回 令和 3 年 12 月 15 日（水）午後 3 時 00 分 ～ 午後 5 時 10 分 
第 9 回 令和 4 年 1 月 19 日（水）午後 3 時 00 分 ～ 午後 5 時 00 分 
第 10 回 令和 4 年 2 月 17 日（水）午後 3 時 00 分 ～ 午後 4 時 45 分 
第 11 回 令和 4 年 3 月 23 日（水）午後 3 時 00 分 ～ 午後 5 時 00 分 
臨時開催 令和 3 年 4 月 1 日付メール審議 
臨時開催 令和 4 年 4 月 25 日付メール審議 
 

4．活動状況等 

 
（１）はじめに 

令和 3 年 4 月より令和 5 年 3 月までの 2 年間の任期において、その 1 年目の年の活動とな

った。各実行委員会の委員長は以下のとおりである。 
SGL 実行委員会：森田（林）委員、OSCE 実行委員会：武井委員、CC 委員会：横堀委員、

CBT 実行委員会：大橋委員、綜合試験実行委員会：桑名委員、研究配属実行委員会：大石委員、

LMS 運営委員会：藤倉委員、カリキュラム委員会：藤倉委員。 
平成 26 年度から国際基準を見据えたカリキュラムがスタートし、その 8 年目となった。現

カリキュラム下の学生の進級に伴い、新たな教育体制の具体的整備を進めてきたところであり、

そのための大きな改革が進行している。本年度の本委員会は、①能動的学修推進のための教育

環境の改善、②医学教育分野別認証評価（国際認証評価）の認定更新に向けたさらなる改善、

③医師国家試験成績の向上に向けての対策、④新カリキュラムの制定に向けた準備、などを中

心に議論が進められた。 
医学部教育の強化を図るため、講師（教育担当）というポジションが 3 年前から新設され、

医学教育センターを兼務することになった。 
（２）学生関係 

１）学生による授業評価アンケートは以前からレスポンスアナライザーを用いて行われてきた

が、今年度も科目ごとの評価アンケートを全学年で実施した。 
２）第 6 学年留年者および成績下位者に対する教員チューター制度では、本年度は 56 名の学
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生を対象とした。 
３）第 2～4 学年の成績（GPA）優秀者を対象に特別プログラム制度の募集をかけた結果 68 名

から申請があり、審査の結果 68 名全員の申請が承認された。 
４）第 6 学年の成績下位者に対し、春季、冬季特別プログラムだけでなく、夏季特別プログラ

ム（橘桜会館：8 月 4 日（水）～6 日（金）、10 日（火）、11 日（水））を課した。 
５）10 月 12 日（火）に実施された Student Doctor 認定証授与式は、COVID-19 感染拡大防

止の観点から、白衣授与は中止とする等、縮小して開催された。 
６）今年度の研究配属について、東京理科大学及び早稲田大学も含めた学生全員の配属先が決

定し、6 月 28 日（月）から 3 週間、対面とオンライン（Webex 等）のハイブリッド形式で

実施された。また、研究配属を継続する学生が 36 名いた。 
７）GPA を最大限に活用できるよう、不合格科目があっても GPA に鑑みて仮進級できる制度

を 3 年前より導入した（一昨年度の進級から適用）。第 1 から第 2 学年においては、不合格

科目が 2 つ以内で且つ GPA が一定基準を満たしている学生は仮進級できることになり、留

年者の数は減少した。 
８）毎年実施している入学前課題について、その評価方法として一昨年度より引き続きプログ

レス・テストを実施した。 
（３）カリキュラム関連 

１）令和 3 年度の学事日程を資料 1 に示す。 
２）制定されたコンピテンシーを受けて、カリキュラム委員会において達成レベルを系統的に

評価するマイルストーンを編成し、3 年前から実施した。 
３）令和 5 年度から新カリキュラムをスタートさせるべく、昨年新カリキュラム準備委員会を

立ち上げた。引き続き教務部委員会で詳細を検討していく。 
・ 弦間学長から「AI 時代の人材育成に向けた政府の取組み」（文部科学省資料）についての

説明があり、新カリキュラム策定の際は、AI やデータサイエンス教育なども十分に盛り

込んだカリキュラムを作成するよう要請があった。 
・ 1 コマ 70 分×1 日 5 時限以内を基本とする。 
・ 能動的学修の推進を図り、現行カリキュラムより授業時間数を約 3 割削減する。 
・ モデルコアカリキュラムに沿ったもので、認証評価で指摘された事項などにも十分に対

応できるものに改訂する。 
・ 基礎科学、基礎医学、臨床医学の教員が協働して構築する科目構成とする。 
・ 知識を積み重ねていく累積型プログラムと学年を超えて継続する縦断型プログラムで構

成する。 
４）第 3 学年の基礎医学合同 PBL に関しては、 5 月 13 日（木）に東京理科大学薬学部の磯

濱教授、羽田教授らにご来校頂き、高久講師の管理のもとで開講した。5 月 20 日（木）以降

3 回の PBL が実施された。 
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５）令和 5 年度の海外 CC 選考結果について、現第 4 学年を対象とした令和 5 年度海外 CC に

14 名の応募があり、選考の結果、14 名が有資格者として内定した。 
６）コロナ禍での CC 実習において、整備した患者リモート面談システム、4 病院に配備した

VR コンテンツ、配置場所を変更した電子カルテ、付属病院の OPERIO システム導入などが

役に立った。 
７）AI 時代の人材育成に向けた政府の取組みに配慮し、数理・データサイエンス・AI 教育セ

ンター、数理・データサイエンス・AI 教育プログラムとその評価委員会を立ち上げた。 
８）卒前学生医用オンライン臨床教育評価システム Clinical Clerkship E-Portfolio of Clinical 

training（CC-EPOC）の運用が始まり、CC-EPOC ワーキンググループが結成された。 
９）著作権法改正に伴い、教育機関の設置者が文化庁長官の指定する管理団体（SARTRAS）
に、今年度から一括して補償金（学生 1 人当たり年間 720 円）を支払うことにより、オンラ

イン授業等の課程において、原則として権利者から個別の許諾を得ることなく著作物の利用

が可能となった。 
10）本学のコンピテンス領域 8 の「豊かな人間性の育成」にもつながることから、「愛と研究

心文庫」を創設した。 
11）系統的・網羅的な臨床実習を推進するため、参考例として週間スケジュールの他、ケース

シェア、レポートや学生用電子カルテの活用、ログブック、Mini CEX、e-ポートフォリオの

さらなる活用などが提示された。 
12）今年度より研究配属に関連して、医学研究継続認定及び研究配属奨励賞について募集し、

審査の上、認定した。 
（４）各種委員会関係 

１）医学教育センター 

医学教育センター業務の中でも医学部教育に関する部分を教務部委員会マターとして集

約し、実際的な活動報告を教務部委員会で報告する形式を取っている。医学教育センターの

自己点検報告は別途作成されているので、教務部委員会に報告された活動項目のみを記載す

る。 
① 医学教育のための FD ワークショップ開催 

第 38 回：6 月 12 日（土）、13 日（日）に開催された。大学施設を使用し、通いで行っ

た。テーマは「アウトカム基盤型医学教育」。各班でコンピテンスの見直しを検討した。約

50 名が参加した。 
第 39 回：10 月 16 日（土）、17 日（日）に開催された。前回同様、大学施設を使用し、

通いで行った。テーマは「臨床教育の充実化」で、34 名が終了した。COVID-19 の影響で

ここ数回は学生の参加を中断していたが、彼らには Student TA としての役割を担っても

らうため、今回から参加を復活させた。 
② 日本医科大学教育 FD 開催 
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准教授（教育担当）・講師（教育担当）対象の教育 FD を、6 月 18 日（金）に開催した。

医学教育センター業務として彼らが携わる、OSCE、ポートフォリオ評価、FD 運営につ

いて理解を深めていただいた。 
③ 第 1 学年、第 2 学年医学実地演習 

残念ながら今年も施設内立ち入りでの見学実習は取り止めとした。付属病院看護部と花

と森の東京病院には施設と業務紹介の動画作成を依頼した。Web 会議システムを使用し、

リアルタイムでのディスカッションを行い、学生からは積極的に質問等が寄せられた。 
④ 模擬患者（SP）養成講座 

⑤ シミュレーション教育 

⑥ ステューデント・ドクター認定証授与式 

⑦ 各種関連学会・シンポジウムへの参加 

⑧ 医師国家試験対策について 

・第 116 回不合格者について、医学教育センターが窓口となってケアする。 

・国家試験対策特別講義を実施する。 

・コース試験、綜合試験の過去問を臓器別に分けて公開する。 

・4 年次から MEC の Web 講座の視聴と確認テストを実施できるようになった。 

⑨ IR 活動報告：2 年次～3 年次の基礎医学科目、3 年次～4 年次の臨床医学科目の成績が

CBT（IRT 値）の成績とどの程度関連性があるのか調べた。基礎医学科目で、最も相関係

数が高いのは、「生理学（生体統御学）（r=0.596）」、臨床医学科目で、最も相関係数が高い

のは、「救急と生体管理（r=0.728）」であった。 
⑩ ICT 関連：学生ポートフォリオ、学生用電子カルテ 
⑪ 第 116 回医師国家試験の結果、新卒の合格率は 95.6％（前年 95.9％）、既卒は 71.4％
（前年 50.0％）、全体で 94.2％（前年 94.5％）であった。 

２）SGL 実行委員会 
能動的学修の重視、推進の観点から SGL, TBL などの PBL 教育はますます重要となって

いる。 
① 第 3 学年基礎医学 SGL は 6 月 3 日（木）に滞りなく終了した。 
② 第 2 学年基礎医学 SGL は 6 月 8 日（火）から対面と Webex のハイブリッド形式で開

始し、いずれの形式に参加するかは学生の希望制とした。その結果、対面希望者は 24 名

おり、6 グループ（1G：4 名）で実施した。 
③ 3 学期の第 2 学年基礎医学 SGL 及び第 3 学年臨床医学 SGL を対面と Web のハイブ

リッド形式で実施していたが、急激な COVID-19 感染拡大状況に鑑み、急遽、全て Web
形式に変更した。 

３）OSCE 実行委員会 
① 第 6 学年に対する Post-CC OSCE 本試験が 7 月 3 日（土）、4 日（日）に（2 名が不合
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格）、再試験が 10 日（土）に実施された（全員合格）。また、第 4 学年に対する Pre-CC 
OSCE 本試験が 9 月 25 日（土）、26 日（日）に（3 名が不合格）、再試験が 10 月 2 日（土）

に実施された（全員合格）。 
② Pre-CC OSCE では 6 課題、Post-CC OSCE では 2 課題を行った。 
③ 2 月 4 日（金）に「Pre-及び Post-CC OSCE 合同全国説明会」が開催された。Pre-CC 

OSCE に関して、令和 4 年度は「新共用試験トライアル」として実施される。 
４）クリニカルクラークシップ委員会 
① 患者接触機会のある CC 実習の試行（対象は第 5 学年 24 名、第 6 学年 6 名、期間は令

和 3 年 4 月 26 日（月）～28 日（水））について報告された。 
② 外来や病棟、手術室の立入制限を解除した「見学型 CC 実習」を、6 月 7 日（月）から

開始した。 
③ 第 4 学年の地域医療実習の実施について、今年度も派遣は取り止め、代替として Webex
を用いた双方向型の講義を実施することとした。 

④ CC-EPOC ワーキンググループについて、各病院から数名ずつ選出され、同ワーキング

グループの長を岩崎准教授（循環器内科学）が務めることになった。 
⑤ 令和 4 年の新年早々まで通常の診療参加型 CC 実習を実施していたが、COVID-19 の急

激な感染拡大により、急遽、1 月 18 日（火）から 2 月 2 日（水）まで、在宅でのリモー

ト実習に変更した。 
５）CBT 実行委員会 
① 7 月 7 日（水）に共用試験実施評価機構が開催する CBT 監督者説明会が開催され、今

後、公的化により準国家試験という位置づけになることから、遅刻者の取扱いについて変

更となった（1 分でも遅刻した場合は受験不可となる）。 
② 8 月 17 日（火）・18 日（水）の CBT 本試験、9 月 11 日（土）の再試験について、特段

の問題なく終了し、結果は本試験不合格者が 5 名、再試験不合格者が 1 名であった。 
６）綜合試験実行委員会 

① 6 月 4 日（金）に「説明・操作体験会」を実施のうえ、試験問題作問システム「CBT-
Medical」を利用した上で、第 6 学年綜合試験（第 2 回）問題の作成方依頼を開始した。 

② 第 6 学年第 2 回綜合試験は 9 月 2 日（木）、3 日（金）の 2 日間（学内作成問題）、第 3
回綜合試験は 10 月 14 日（木）、15 日（金）の 2 日間（学内作成問題）に行った。 

③ 卒業認定に関しては 11 月 24 日（水）の審議会、25 日（木）の臨時医学部教授会で決

定された。 
④ 3 月 9 日（水）実施の第 5 学年綜合試験の結果は昨年度よりも平均点が高く、また作問

システムの活用により、医師国家試験の過去問を参照しながら作成できたことから、正答

率や識別指数の観点からみても、不適切問題が少なかった。 
７）カリキュラム委員会 
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① 「2020 年度カリキュラム実施・改善報告書」を取り纏め、別組織であるカリキュラム評

価委員会に提出し、評価と検証を得た。 
② 8 月末に 2020 年度の改善報告書を JACME（日本医学教育評価機構）に提出した。 

③ 10 月 20 日（水）に委員会が開催され、カリキュラム評価委員会からの本学カリキュラ

ムに関する指摘事項の確認及び、カリキュラム改善課題を抽出した 
④ 1 月 31 日（月）に委員会を開催し、「2021 年度カリキュラム実施・改善報告書」を作成

し、カリキュラム評価委員会へ提出する予定であることが報告された。 

８）研究配属実行委員会 

① 早稲田大学との覚書の締結が完了した。 
② 6 月 28 日（月）から開始された研究配属について、7 月 16 日（金）に特段の問題なく

無事終了した。 
③ 研究配属の学生アンケート及び指導教員アンケート（意見）内容について報告された。

また、今後も研究配属を継続する学生が 36 名いた。 
④ 今年度の医学研究継続認定及び研究配属奨励賞について募集した結果、計 9 名（医学研

究継続認定：6 名、研究配属奨励賞：3 名）の学生から申請があり、提出書類を精査した

結果、全員認定と判断した。 
⑤ 来年度の研究配属課題について、計 78 課題が集まり、来年度の学生枠分を確保できた

ことが報告された。 
９）学修支援システム（LMS）運営委員会 

教育の ICT 化を推進し、円滑に運営するために平成 28 年 2 月に発足した委員会である。 
① 来年度から導入される学生ポートフォリオの仕様を確認し、同システム導入後に使用し

ながら、適宜改善していく予定である旨、報告された。 
② 講義動画数及び視聴数は、コロナ禍による e-learning の影響により、急激に増えたこと

が報告された。 
（５）医師国家試験対策戦略会議 

平成 29、30 年度に、2 回連続で低迷した医師国家試験の成績を受けて、学長の諮問により

試験結果の分析および対策の提案等を行う組織として、医学部長、教務部長、第 6 学年担任、

医学教育センター長・副センター長、学長指名委員 2 名による諮問会議として発足した。今年

度も第 116 回医師国家試験を目指して、単なる技術的な対策にとどまらず、抜本的な対策を含

めた審議を行った。結果は合格率 94.2％（120 名中 113 名合格、新卒は 113 名中 108 名合格

で 95.6％）、全国 81 大学中 30 位であった（新卒では 41 位）。来年度もこの会議を継続して行

い、医師国家試験成績の向上を目指す。 
（６）経費関係 

１）学生教育環境整備費 

令和 3 年度の学生環境整備の配分について、例年と同様に行った。共用分に関しては、教
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育棟 3 階講義室３の机の刷新、各講義室の教卓塩ビパーテーション、Windows8.1 サポート

終了に伴う、少人数学習用パソコンの購入（更新）、Microsoft Office2021 ライセンス×50、
武蔵境校舎ラウンジの整備、システム生物顕微鏡等に使用した。 

２）教育・学習環境改善支援経費 

今年度も昨年度同様教務部委員会で公募したところ、4 件の公募があり、審議の結果、3 件

に配分することになった。 
（７）自己評価 

昨年度自己点検報告書における課題について自己評価を行う。 
１）教育カリキュラムの一層の充実 

令和 5 年度から導入予定の新カリキュラムの編成に向けて、着実に準備を進めた。また、

AI 時代の人材育成に向けた政府の取組みに配慮し、数理・データサイエンス・AI 教育プロ

グラムとその評価委員会を立ち上げた。 
２）客観的評価に耐えうる教育・研究の充実 

世界大学ランキング日本版 2021（教育リソース、教育充実度、教育成果、国際性）におい

ては、日本医科大学は総合ランキングで 111～120 位にランクされていた。分野別にみると、

教育リソースで 12 位（私立大学で 3 位）であった。 
３）臨床実習の充実 

一昨年度から開始した 4 年生を対象とする新臨床 SGL は、高機能シミュレータと ICT を

活用した遠隔PBLである。横堀大学院教授を中心に開発を進めているVR（Virtual Reality）
技術も有効に活用された。系統的・網羅的臨床実習の取組みも開始された。 

４）コース試験対策、CBT 対策、国家試験対策 
国家試験の合格率は 94.5％（127 名中 120 名合格、新卒は 123 名中 118 名合格で 95.9％）、

全国 81 大学中 30 位であった（新卒では 41 位）。 
 
5．今後の課題 

 
（１）教育カリキュラムの一層の充実 

カリキュラムをさらに充実させていくため、カリキュラム実施・改善報告書をカリキュラム

評価委員会に定期的に提出する必要がある。また、JACME（日本医学教育評価機構）に定期

的に年次報告書を提出することが必要である。さらに、多職種連携教育やシミュレータを用い

た新規教育カリキュラムを開発していく必要がある。 
2023 年度から導入予定の新カリキュラムの編成に向けて、さらに準備を進めていく必要が

ある。また、AI 時代の人材育成に向けた政府の取組みに配慮し立ち上げた数理・データサイエ

ンス・AI 教育プログラムをさらに充実させる必要がある。 
（２）客観的評価に耐えうる教育・研究の充実 
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外部からの客観的評価に耐えうる教育・研究のさらなる充実をめざす必要がある。THE 世

界大学ランキングでは、世界版（教育、研究、被引用論文、国際性、産業界からの収入）と日

本版（教育リソース、教育充実度、教育成果、国際性）があり、外部からの客観的評価を知る

良い機会になる。それらの結果も参考にして、改善への努力が必要である。 
卒業時に実施している学生のアンケート調査なども引き続き本学のホームページに掲載し

て、広く公開していく必要がある。 
また、オープンエデュケーションの一環として、引き続き本学が提供可能な教育リソースを

ホームページなどに掲載していく必要がある。 
（３）臨床実習の充実 

mini-CEX, 360°評価、ポートフォリオ評価など Workplace based assessment を積極的に取

り入れていく必要がある。Log Book も改訂していくことが必要である。 
CC 実習が約 70 週に長期化したことから、引き続き CC 実習に係る学生アンケートなども

実施して、学修成果をフィードバックし、さらなる改善に取り組む必要がある。 
第 6 学年では海外選択 CC があるが、この制度をさらに充実させるためには、実践的英語能

力を学生に身に付けさせる必要がある。コロナ禍においては、Web を用いた海外選択 CC への

参加も配慮する必要がある。 
シミュレーション教育をさらに充実させる必要がある。 
学生用電子カルテなどを利用して、系統的・網羅的臨床実習への取組をさらに充実させる必

要がある。 
（４）コース試験対策、CBT 対策、国家試験対策 

GPA 制度を活用して、授業科目間の成績評価基準の平準化に努めることが必要である。学修

成果の可視化の一環として、引き続き成績開示の際に領域毎の得点状況をグラフで可視化して

学生に配布する必要がある。 
CBT については合格ラインの引き上げ、コース試験への CBT クエスチョンバンクの利用な

ど対策を始めた結果、成果が出つつある。講義内容に関しても、CBT を意識したものも含めて

いく必要がある。 
成績不振者に対しては、個別化教育部門が中心になって、低学年から学修支援を充実させて

いく必要がある。 

国家試験に対しては、来年度も引き続き国家試験対策戦略会議を定期的に開催し、その答申

を受けて、実行していく必要がある。また、引き続き第 6 学年の臨床病態学の講義を学生

のニーズに沿ったものに改善していく必要がある。 
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  （資料１） 
 

　

年 月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4/5 4/6～7 4/6～7 4/6～7 4/6～7 4/6～7

4 5 6 7 8 9 10 4/6～ 4/8 4/8 4/8 4/1 4/5

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24 4/24 確認テスト

25 26 27 28 ㉙ 30

1  

2 ③ ④ ⑤ 6 7 8  

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22  

23 24 25 26 27 28 29  

30 31  

1 2 3 4 5  6/5 選択ｸﾘﾆｶﾙｸﾗｰｸｼｯﾌﾟ終了

6 7 8 9 10 11 12  

13 14 15 16 17 18 19    6/18 第1学期講義終了  6/19 確認テスト 未定

20 21 22 23 24 25 26 6/21～ 第1学期末試験期間  

27 28 29 30 6/28～ 研究配属開始

1 2 3 7/2 第1学期講義終了 7/6 第1学期講義終了 7/2 第1学期講義終了

4 5 6 7 8 9 10 7/6～ 第1学期修了験期間 7/7～ 第1学期修了験期間 7/5～ 第1学期修了験期間 7/10

11 12 13 14 15 16 17   7/16 研究配属終了 7/12～ 社会医学講義開始

18 ⑲ 20 21 22 23 24   7/21

25 26 27 28 29 30 31 7/26～ 第1学期再試験期間 7/26

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 ⑪ 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21 8/16

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

1 2 3 4 9/1 第2学期講義開始 9/1 第2学期講義開始 9/4 確認テスト

5 6 7 8 9 10 11 9/10

12 13 14 15 16 17 18 9/13 第2学期講義開始

19 ⑳ 21 22 ㉓ 24 25   

26 27 28 29 30  

1 2 10/2 Pr e-CC OSCE再試験

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16 10/12  

17 18 19 20 21 22 23 10/18 ｸﾘﾆｶﾙｸﾗｰｸｼｯﾌﾟ開始 10/23 確認テスト

24 25 26 27 28 29 30

31

1 2 ③ 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13  

14 15 16 17 18 19 20

21 22 ㉓ 24 25 26 27

28 29 30

1 2 3 4 12/3 第2学期講義終了 12/3 第2学期講義終了

5 6 7 8 9 10 11 12/6～ 第2学期修了試験期間 12/6～ 第2学期修了試験期間

12 13 14 15 16 17 18   12/14 第2学期講義終了 12/18 確認テスト

19 20 21 22 23 24 25   12/15～　第2学期修了試験期間 12/25 ｸﾘﾆｶﾙｸﾗｰｸｼｯﾌﾟ終了 12/25 ｸﾘﾆｶﾙｸﾗｰｸｼｯﾌﾟ終了 　 　

26 27 28 29 30 31

①

2 3 4 5 6 7 8 1/5 第3学期講義開始 1/5 第3学期講義開始 1/5 第3学期講義開始 1/5 ｸﾘﾆｶﾙｸﾗｰｸｼｯﾌﾟ開始 1/5 ｸﾘﾆｶﾙｸﾗｰｸｼｯﾌﾟ開始

9 ⑩ 11 12 13 14 15 　 1/15 確認テスト（予定）

16 17 18 19 20 21 22  

23 24 25 26 27 28 29   

30 31   

1 2 3 4 5   

6 7 8 9 10 11 12    

13 14 15 16 17 18 19 2/18 第3学期講義終了

20 21 22 ㉓ 24 25 26 2/22 第3学期講義終了 2/21～ 第3学期修了試験期間 2/21 第3学期講義終了

27 28 2/24～ 第3学期修了試験期間 2/21～ 第3学期再試験期間 2/22～ 第3学期修了試験期間

1 2 3 4 5 2/22～ 第3学期再試験期間 3/5 確認テスト（予定） 3/5 ｸﾘﾆｶﾙｸﾗｰｸｼｯﾌﾟ終了 3/2 卒業式

6 7 8 9 10 11 12 3/7～ 第3学期再試験期間 3/11 綜合試験

13 14 15 16 17 18 19 　 　

20 ㉑ 22 23 24 25 26 　

27 28 29 30 31

　8/17～18　CBT本試験

St udent  Doct or認定証授与式

ｸﾘﾆｶﾙｸﾗｰｸｼｯﾌﾟ開始 選択ｸﾘﾆｶﾙｸﾗｰｸｼｯﾌﾟ開始

第2学期講義開始

Post -CC. OSCE再試験

社会医学修了試験

　7/3～4　Post -CC OSCE

社会医学講義終了

令 和 ３ 年 度 学 事 予 定 表 （ 令 和 ３ 年 ４ 月 ～ 令 和 ４ 年 ３ 月 ）

曜　日 学　　年

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

第1学期講義開始

Post -CC. OSCE練習会

5月　学生アドバイザーの日（全学年） 

　6/24～25　第1回綜合試験

第1学期講義開始 第1学期講義開始
定期健康診断
オリエンテーション等

創 立 記 念 日（4/17）

入学式 定期健康診断定期健康診断定期健康診断定期健康診断定期健康診断

2/12～13　医師国家試験(予定)

3
月

11
月 11月　学生アドバイザーの日（全学年） 

第1回オープンキャンパス（8/13）予定 

CBT再試験

8
月

学園祭（日獣祭）（11/5～11/7）

　11/11～12　第4回綜合試験

　9/2～3　第2回綜合試験

　10/14～15　第3回綜合試験

第2回オープンキャンパス（8/27）予定 

　9/25～26　Pre-CC OSCE本試験

2
0
2
2
年

1
月

2
月

10
月

2
0
2
1
年

4
月

9
月

7
月

12
月

5
月

6
月
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研 究 部 委 員 会 

1．構成委員（13名） 
委員長 近藤 幸尋 研究部長／大学院教授 
副委員長 田中 信之 先端医学研究所所長／大学院教授 
 柿沼 由彦 大学院教授 
委員       森田 明夫 大学院医学研究科長／大学院教授  
         安武 正弘 医学部長／大学院教授 
         中村 成夫 基礎科学代表／教授 
        福原 茂朋 大学院教授 
        清家 正博 大学院教授 
  臼田 実男 大学院教授 

         小川  令 大学院教授 
         岩井 佳子 大学院教授 
 仁藤智香子 教授 
オブザーバー   弦間 昭彦 日本医科大学長 
 

2．事務局 
日本医科大学事務局 研究推進部 研究推進課 
 

3．開催状況 
第 １ 回：令和 ３年 ４ 月２０日 （火） 午後４時００分から 
第 ２ 回：令和 ３年 ５ 月１８日 （火） 午後４時００分から 
第 ３ 回：令和 ３年 ６ 月１５日 （火） 午後４時００分から 
第 ４ 回：令和 ３年  ７ 月２０日 （火） 午後４時００分から 
臨  時：令和 ３年  ８ 月１６日 （月） e-mail による審議 
第 ５ 回：令和 ３年  ９ 月２１日 （火） 午後４時００分から 
第 ６ 回：令和 ３年 １０月１９日 （火） 午後４時００分から 
第 ７ 回：令和 ３年 １１月１６日 （火） 午後４時００分から 
第 ８ 回：令和 ３年 １２月２１日 （火） 午後４時００分から 
第 ９ 回：令和 ４年  １ 月１８日 （火） 午後４時００分から 
第１０回：令和 ４年 ２ 月１５日 （火） 午後４時００分から 
第１１回：令和 ４年 ３ 月１５日 （火） 午後４時００分から 
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4．活動状況等 
（１）競争的資金等の獲得及び次年度申請状況 

１）科学研究費助成事業（文部科学省・独立行政法人日本学術振興会） 

2021 年度の交付内定状況は、内定件数及び交付内定額ともに前年度を上回る結果となった。 
本委員会にて学内支援を行っている「アカデミックアドバイス（支援者採択率 37.9％）」、

「若手研究者奨励助成金（支援者採択率 45.4％）」及び「企業科研費申請支援（採択率 31.8％）」

による成果や基盤研究（B）の新規採択 8 件（前年度比＋5 件）による増額が主な要因であ

る。 
一方、2022 年度申請については、当該事業の公募及び内定時期が 1～2 カ月前倒しされた

ことに伴い、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から学内公募要領等説明会も Web 配

信（7 月及び 8 月：計 2 回配信）を前倒しすると共に、「アカデミックアドバイス（28 名支

援）」及び「企業科研費申請支援（26 名支援）」など採択件数の増加に向けた申請環境の改

善に努めた。 
その結果、新規申請課題 338 件（前年度比：▲23 件）を受け付けた。新規申請件数が減

少した要因としては、若手研究の申請要件から経過措置（39 歳以下の博士の学位を未取得

の研究者）が削除されたことや、挑戦的研究の採択率減少している傾向が挙げられる。また、

明らかに書類作成不備な状態での申請抑止への対策として、研究計画調書に余白が半分以上

ある場合には部署長等へ差し戻すことを想定して、申請受付期限を早目に設定を行ったとこ

ろ、差し戻し対象件数 36 件のうち修正できずに辞退となった件数が 8 件あった。 
従って、2022 年度の交付内定状況は、公募及び内定時期の前倒し等に伴い、2022 年 3 月

には交付内定状況を確認することができた。速報値の交付内定額としては最高額となった。 
2021 年度 4 月以降の転入・転出及び年度途中に新規採択（挑戦的研究やスタート支援等）

を含んだ交付状況の最終値は、当該年度 2 月に取り纏めて報告している。更に、文部科学省

にて公表されたデータを基に、私立医科大学協会加盟 29 大学の採択件数及び配分額の推移

や本学との対比状況を報告し、引き続き大型研究種目の獲得や各研究種目の採択支援に向け

た方策を継続審議している。 
■交付状況（新規＋継続） 

 内定件数 交付予定額 （単位：千円） 

2021 年度（令和 3 年度） 212 340,815 

2020 年度（令和 2 年度） 204 293,825 

２）厚生労働科学研究費補助金及び日本医療研究開発機構（AMED）委託研究開発費 
AMED における 2021 年度交付件数及び交付金額は、平成 29 年・30 年度の交付状況まで

回復した。交付金額が増額となった主な要因として、研究代表者として新規課題（5 件）の

獲得と共に、継続課題（5 件）においても交付金額の増額があり、他研究機関からの再委託

事業であっても新規課題が 15 件もあったことが挙げられる。 
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■交付件数（件） 
研究種目 2021 年度 2020 年度 対前年度比 

ＡＭＥＤ（直接契約） 14 11 3 
ＡＭＥＤ（再委託契約） 29 21 8 
厚生労働科学研究費補助金等 19 18 1 

合 計 62 50 12 
■交付金額（千円） 

研究種目 2021 年度 2020 年度 対前年度比 

ＡＭＥＤ（直接契約） 313,524 206,064 107,460 
ＡＭＥＤ（再委託契約） 77,777 44,423 33,354 
厚生労働科学研究費補助金等 26,300 27,420 ▲1,120 

合 計 417,601 277,907 139,694 

３）学術研究振興資金（日本私立学校振興・共済事業団） 
2022 年度申請の学内募集に 2 件の応募があり、各委員の事前評価に基づき、審議した結

果、次のとおり申請課題を選定した。 
■学術研究振興資金 

研究課題名（副題） 研究代表者 対象経費 
（千円） 

新規バイオバンクによる老化実態解明のた

めの疾患横断的基盤研究（ゲノム疫学研究

を用いた老化による疾患発症機序の解明） 

血液内科学 
 大学院教授  山口 博樹 9,920 

また、2022 年度学術研究振興資金（若手研究者奨励金及び女性研究者奨励金）について

は、各選考基準に基づき、科学研究助成事業（第１段審査）Ａ判定者の中から申請要件対象

者に募集を実施したところ、3 名から応募があった。 
審議した結果、次のとおり選定した。 

■学術研究振興資金（若手研究者奨励金） 

研究課題名 研究代表者 対象経費 
（千円） 

心房細動を伴う急性心不全例において早

期カテーテルアブレーション治療介入の

有用性および安全性の検討 

循環器内科学 
 助教 藤本 雄飛 400 

■学術研究振興資金（女性研究者奨励金） 

研究課題名 研究代表者 対象経費 
（千円） 

冠動脈バイパス術後の心筋脂肪酸代謝障

害の臨床的意義の検討 
心臓血管外科学 
 助教 森嶋 素子 

400 

なお、日本私立学校振興・共済事業団における審査結果から、山口大学院教授の研究課題
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が採択（交付内定額：3,500 千円）され、本学としても当該研究課題を推進すべく、スター

トアップを支援することが確認された。 
４）日本医科大学産学連携に関する目標・計画 

IR 等を活用した客観的・定量的指標を含む産学連携に関する目標・計画を作成した。 
５）公的研究費（直接経費）取扱要領の改訂 

令和 2 年度公的研究費の内部監査結果報告における是正・改善要望事項を踏まえて、2021
年度公的研究費（直接経費）取扱要領を見直した。 
令和 2 年度公的研究費の内部監査結果報告では、令和元年度の公的研究費研究課題が監査

対象となり、監査結果として指摘事項の課題数及び件数は大幅に減少しているものの、例年

同じ指摘事項が散見されることから、「公的研究費（直接経費）取扱要領等に規定された

ルールを逸脱したものは、止むを得ない理由が無い限り、公的研究費による支出を認めない

措置をとるなどして、再発防止の徹底を図る必要がある」との改善指示を受けている。 
ついては、内部監査結果報告における是正・改善要望事項を踏まえ、2021 年度公的研究費

（直接経費）取扱要領を見直し、研究代表者及び研究分担者を対象とした公的研究費の執行に

関する説明会は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から Web 配信にて開催した。（2021
年 6 月 4 日配信） 
〔説明内容〕 １.公的研究費の適正使用のために個人が意識すること 

   ２.令和 3 年度公的研究費（直接経費）の執行について 
（２）学内研究支援活動 

１）教育研究用ソフトウェア 
本学の学術研究又は教育に必要な設備に使用し、且つ一部門に限定されることなく汎用性

に富み、共用性のある機器等に係るソフトウェアを考慮して、共同研究施設に公募範囲を限

定して実施したところ、5 件の応募があった。審議した結果、次のとおり申請を選定した。 

№ ソフトウェア名 管理責任者 

1 Scaffold ソフトウェアメジャーバージョン

アップ版 
 共同研究施設 分子解析研究室 
  室長 近藤 幸尋 

2 ＨＭＤＢ メタボロミクスライブラリ  共同研究施設 分子解析研究室 
  室長 近藤 幸尋 

3 分子間ネットワーク／パスウェイ解析デー

タベースＩＰＡ 
 共同研究施設 分子解析研究室 
  室長 近藤 幸尋 

4 Flow Jo 解析用ソフトウェア  共同研究施設 臨床系研究室 
  室長 高橋 浩 

5 ＫＥＹＥＮＣＥ 計測アプリケーション  共同研究施設 臨床系研究室 
  室長 高橋 浩 
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しかし、昨年度と同様に法人本部との次年度予算折衝の結果、予算承認されない可能性も

鑑みて、今年度の大学予算にて購入した。 
２）私立大学等経常費補助金特別補助（教員の海外派遣） 

当該事業の重要性を鑑みて、出来る限り多くの研究者を派遣することが確認され、2021
年度に渡航できずに改めて申請された 7 名を含む次の 8 件を選定した。 

№ 研修先機関名 研修者 

1 
【アメリカ合衆国】 
シーダーズ・サイナイメディカルセンター 
Cedars-Sinai Medical Center 

解剖学・神経生物学 
講師 服部 裕次郎 

2 
【アメリカ合衆国】 
ヴァンダービルト大学医療センター 
Vanderbilt university medical center 

循環器内科学 
助教･医員 植竹 俊介 

3 
【アメリカ合衆国】 
マサチューセッツ総合病院 
Cardiac OCT Research Laboratory 

循環器内科学 
助教･医員 鈴木 啓士 

4 
【アメリカ合衆国】 
ニュージャージー医科大学 
Rutgers New Jersey Medical School 

循環器内科学 
助教･医員 松下 誠人 

5 
【アメリカ合衆国】 
カリフォルニア大学ロサンゼルス校 
University of california los angeles 

神経内科学 
 助教･医員 鈴木 健太郎 

6 
【イギリス】 
クイーン・メアリー (ロンドン大学) 
Queen Mary University of London 

消化器内科学 
 助教･医員 星野 慎太朗 

7 
【アメリカ合衆国】 
カリフォルニア大学デービス校 
University of california davis school of medicine 

皮膚粘膜病態学 
 助教･医員 大塚 洋平 

8 【オーストラリア】 
シドニー大学 The University of Sydney 

総合医療・健康科学 
助教･医員 若栗 大朗 

３）若手研究者及び女性研究者支援 
科学研究費助成事業における第 1 段審査結果の開示希望者アンケート調査結果に基づき、

優れた研究能力を有する若手・女性研究者の支援を目的に、科学研究助成事業（第 1 段審査）

Ａ判定者 9 名を対象として若手研究奨励助成金（30 万円／人）を支援した。 
（３）共同研究施設に係る研究環境の支援 

１）共同研究施設管理運営委員会〔令和 3 年 5 月 18 日（火）開催〕 
日本医科大学研究部共同研究施設運営細則第 4 条第 2 項に基づき、教育研究費の予算配分

及び共同利用研究設備維持費等の予算管理の他、運営に関する必要な事項を審議した。 
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２）共同研究施設における研究業績（紀要）について 
令和 2 年度の各研究室「研究概要」「研究業績」を取り纏め、「共同研究施設紀要（第 1 巻）」

として大学ホームページへ掲載を行い、共同研究施設としての更なる活性化を図った。 
３）共同研究施設の再構築 

原子力規制委員会へアイソトープ研究室使用の廃止等に伴う事務手続きは完了した。つい

ては、同研究室内は除染済みの段階となっていることから、不要となった研究設備機器の有

効活用を目的としたアンケート調査を実施し、移設等諸費用は受益者負担とする条件の下、

希望した大学院分野及び研究室へ移管することができた。 
今後、大学院医学専攻系分野の統合（内分泌代謝・腎臓内科学）及び新規分野の設置（臨

床検査医学）に伴い、丸山記念研究棟及び生命科学研究センター棟における研究スペースの

見直しを図る必要がある。 
４）研究環境整備に係るアンケート調査 

共同研究施設における現存共同利用機器の把握及び当該機器故障に伴う緊急対応を行う

と共に、将来に向けて共用性かつ必要性の高い研究環境整備計画の策定を目的としたアン

ケート調査を実施した。 

ついては、学長及び関係部署等と緊急性かつ必要性等を鑑みて協議した結果、今年度中に

実施すべき優先上位の研究設備を選定して、一部は環境整備に着手した。 
（更新した研究装置及び研究設備） 
・ 臨床系研究室： オートクレーブ（高圧蒸気滅菌器） 
・ 臨床系研究室： NanoSight ナノ粒子解析システム NS300 
・ 臨床系研究室： 大型滑走式ミクロトーム RREM-710  
・ 細胞解析研究室： 単一細胞解析システム 
・ 形態解析研究室： 共焦点レーザー顕微鏡 LSM980 
・ 分子解析研究室： Amersham ImageQuant 800 

５）大学ホームページ「研究情報」の更新及び臨床系研究室ホームページの開設について 
大学ホームページ上の「研究情報」を見直し、お知らせ（Topics）、共同研究施設におけ

る利用設備機器一覧及び学内研究支援活動に伴う申請書様式等を掲載するように公開情報

を更新した。また、臨床系研究室ホームページを利用登録書がダウンロードできるように開

設すると共に、予約システム導入に向けた計画を整備している。 
６）実験動物管理室について 

動物実験委員会及び実験動物管理室にて飼育管理業務内容等が見直され、胚操作料金の一

部を改定した。（2021 年 7 月 1 日一部改定） 
日本医科大学感染動物実験委員会が日本医科大学感染動物実験要領の一部改正（平成 27

年 10 月 1 日施行）以降に改正しておらず、委員構成や事務局について、実態に即した同要

領の一部改正を行った。（2021 年 11 年 1 日一部改正） 
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（４）ブロック代表者連絡会 
次年度の研究部委員会管理経費及び教育研究費の配分方法について、持ち回り審議を行った

結果、現行の配分方法に全会一致で賛同と見做し、研究部委員会及び医学部教授会にて引き続

き審議することを了承した。 
（５）教育研究経費及び共同利用研究設備維持費に係る予算の配分 

次年度教育研究経費は、ブロック代表者連絡会の審議結果を踏まえ、今年度と同様に各ブ

ロックへの基礎配分比及び教務部委員会・研究部委員会における委員会管理経費をアクティビ

ティに応じた加算配分することを決定した。 
また、次年度共同利用研究設備維持費は、共用性が高く、複数の分野・教室の研究者が共同

利用している研究施設に対する運営支援を目的としていることから、共同研究施設（7 研究室）、

並びに、今年度学内支援を行った武蔵小杉地区、多摩永山地区及び大学院棟（2 階）感染制御

実験室に対して調査を実施した。その結果、これまでの管理体制の整備や管理責任者の協力を

得たことにより支援金額を対前年度より更に安価に見直すことができた。 
（６）共同研究の受入れ審査 

日本医科大学共同研究に関する規程第 5 条第 1 項に基づき、共同研究の受入れがあった 58
件を審査した。 
また、審査を実施するにあたり、予め当該研究の契約要綱「研究目的及び内容」には、詳細

な記載を求めたり、当該共同研究が倫理委員会の審査結果を得ていることを確認する等、審査

資料の一部見直しを図った。 
（７）日本医科大学における共同研究費に関する不正防止計画について 

文部科学省「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）」の改

正に伴い、本法人は 6 月及び 10 月に学校法人日本医科大学不正防止計画推進委員会を開催し

て、「学校法人日本医科大学公的研究費不正防止計画」が一部改定された。 
これを受け、本学においても「日本医科大学公的研究費不正防止計画」の一部見直しを図っ

た。 
（８）コロナ患者の血液解析検体の取り扱いについて 

付属病院の COVID-19 患者検体を臨床検査室及び大学院棟への搬送及び標本作成等を行う

取り扱う方法について、大学院棟への搬送方法やサイトスピンによる標本作成・固定作業を再

確認するなど本学における管理・運用を審議した。 
（９）研究部委員会に関わる関連委員会等との連携・運用 

１）早稲田大学との合同シンポジウム 
開催日時：2021 年 6 月 19 日（土）14：00～ 
開催場所：日本医科大学教育棟（2 階）講堂及び Web 併用ハイブリット方式（121 名参加） 

２）東京理科大学との合同シンポジウム 
開催日時：2021 年 12 月 11 日（土）12：30～ 
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開催方式：Web 開催（114 名参加） 
３）産学連携に係るリスクマネジメントに関する研修会 
 本学の教職員に職務発明等のマネジメント、外部機関との研究における秘密情報管理など

の技術流出のマネジメントなど、産学連携実務者に必要なリスクマネジメントについて、 
Web 配信による研修会を開催した。（2021 年 10 月 15 日配信） 

４）研究活動に係る不正行為の防止及び公正性確保に関する規程について 
文部科学省「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」（平成 26 年 8

月制定）に基づき、本学では「教職員等の研究活動に係る不正防止等に関する規程」が施行

されている。しかし、本法人は 2 大学の他、専門学校や研究統括センター等を擁することを

鑑み、法人全体として研究における責任体制を明確にし、両大学以外の法人内組織を含む

統一ルールとするため、両大学の現行規程を統合した上で、必要な規定事項を追加し、法人

規程として制定すべく、法人本部総務部及び日本獣医生命科学大学と連携を図った。 
５）日本医科大学学術機関リポジトリ（NMS Air）について 

NMS Air は、研究者データベース（RBD）と機関リポジトリ（IR）から構成されており、

その RDB が researchmap のシステム変更（バージョンアップ）等に伴い、現行ベンダーと

のシステム継続が困難な状況となっていることから、大学院委員会及び中央図書館を中心に

来年度に向けた RDB システム更新を協議した。 
（10）自己評価 

日本医科大学は「愛と研究心を有する質の高い医師と医学者の育成」をミッションとしてお

り、質の高い研究者育成のために研究部委員会は機能することを本分としている。その中で研

究に関しては、発案・遂行・結果のまとめによって完結する。研究のアクティビティの評価は、

論文作成にはじまる業績や科学研究費等の競争的研究資金獲得によってなされる。近年の研究

部を中心とした若手研究者への科学研究費申請の啓蒙活動やアカデミックアドバイスなどの

申請書類の修正により申請件数および採択件数の増加は評価できる。一方で AMED をはじめ

とした大型研究費に関しても増額が確認できるが、基盤研究 B 以上の大型科研費まだまだ多い

とは言えず今後も多くの研究室が一体となるビッグプロジェクトを支援していくべきである。

また千駄木地区の研究環境に関して、7 つの共同研究室を改組整備することにより一元化し利

用しやすい研究環境を形成した。加えて先端研の大学院棟への移設により基礎医学の充実を図

るばかりでなく、共同研究室を介して基礎医学および臨床医学がともに利用できる環境を形成

することにより、「愛と研究心を有する質の高い医師と医学者の育成」の強化を目指すもので

ある。またこれらの研究機器は日進月歩を継げており、特にアイソトープ実験は衰退している。

そこでアイソトープ室の廃止に大きく舵を切った。その余剰スペースに関しては、研究に必要

な機器などを再配置する予定である。研究室を broken & built 方式で、常に必要な機器などを

充実させ、研究室間のタテヨコの繋がりをより潤滑に機能するべく改善を行っていくべきであ

る。 
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5．今後の課題 

（１）研究倫理および公的研究費などのルールに関して 
研究者たるのも研究倫理を遵守した上で研究すべきである。近年研究倫理に関する規制強化

される中、本学でも大学院委員会と連携し大学倫理規定の改定や e-APRIN を応用した取り組

みがなされている。今後も関係省庁や日本学術振興会などの動きを注視した上での対応が求め

られる。また対外的に生物多様性条約締約国会議（名古屋議定書）への対応もなされており、

海外由来の研究材料に関して研究者に浸透させていく必要がある。  
（２）各種競争的資金に関して 

科学研究費の申請件数が近年頭打ちの状態にある。空白の多い申請書を門前払いにしている

ため、確かに以前の採択率に比して向上しており質の高い申請が増えていると考えられる一方

で、若手の台頭が求められている。基盤Ｂの若干の増加により獲得研究費の増額が認められて

いるが、より大型研究費の獲得件数が増加していない。一方で AMED に関しては、研究費の

増加が認められる。今後は研究部が学内の各研究室のテーマを把握し、研究をより有機的な連

携を促し、大型プロジェクト創生に導くことが今後の課題である。  
（３）研究環境の整備に関して 

本年度アイソトープ室の閉鎖が行われ、共同研究室が再編成される。研究機器に関しても時

代のニーズにより変化している。アイソトープ室のスペースに関しては、より最先端の研究を

効率的に行うべく共同研究室の再編を目指すものである。武蔵小杉地区の先端医学研究所の大

学院棟への移設が完了した。これにより基礎医学の充実を図るばかりでなく、共同研究室を介

して基礎医学および臨床医学がともに利用できる環境を形成することにより、「愛と研究心を

有する質の高い医師と医学者の育成」の強化を目指すものである。これらの組織はスタートし

て間もないため、より潤滑に機能するべく改善を行っていくべきである。 
（４）研究費配分に関して 

近年教育研究費が教育費と研究費に 2 分され、研究のアクティビティに応じた配分を図り、 
アクティビティの高い人及び教室には手厚くするなどの変化をつけている。このアクティビ

ティの数値化に関しては、科研費申請状況、研究業績や他の競争的資金への申請状況などを数

値化し変化をつけている。これらの研究費がより実を結ぶことを期待している。 
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学 生 部 委 員 会 

1．構成委員 

学生部長 教 授 杉原  仁 
学生部副部長 教 授 小川  令 

 准教授 武藤三千代 
学年担任 准教授 長谷部 孝 
 教  授 大橋 隆治 
 教 授 清家 正博 
     教 授 眞島 任史 
        教 授 横堀 將司 
           教 授 石井 庸介 
東日本医科学生総合体育大会理事  教 授 明樂 重夫 
校 医     教 授 吉川 栄省 
 准教授 鈴木 達也 
 講 師 保利 陽子 
学生アドバイザー委員会委員長  教 授 杉原  仁  
精神医学      教 授 舘野  周  
学長指名     准教授 福田いずみ 
オブザーバー 
学 長          弦間 昭彦 
医学部長   安武 正弘 
基礎科学主任    中村 成夫 
教務部長   佐伯 秀久 
医学教育センター長  伊藤 保彦 
学生相談室長  吉川 栄省 
学生相談員   鋤柄のぞみ 
 

2．事務局 

日本医科大学事務局学事部 教務課 
 
3．2021 年度開催状況 

第 1 回目：令和 3 年  4 月 21 日（水）午後 1 時より 
第 2 回目：令和 3 年  5 月 19 日（水）午後 1 時より 
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第 3 回目：令和 3 年  6 月 16 日（水）午後 1 時より 
第 4 回目：令和 3 年  7 月 21 日（水）午後 1 時より 
第 5 回目：令和 3 年  9 月 15 日（水）午後 1 時より 
第 6 回目：令和 3 年 10 月 20 日（水）午後 1 時より 
第 7 回目：令和 3 年 11 月 17 日（水）午後 1 時より 

 
4．活動状況等 

 
（１）委員会の活動状況 

１）新入生に対するオリエンテーションの企画と実行 
① 大学主催の「ガイダンス」 

令和 3 年 4 月 5 日（月）午前、千駄木校舎教育棟 2 階講堂において令和 3 年度入学式

が執り行われ、当日午後からの「ガイダンス」を含め、約 7 日間にわたる新入生オリエン

テーションが実施された。（参考資料 1） 
今年度は、大学主催・同窓会および父母会共催の新入生歓迎懇親会は、新型コロナウイ

ルス感染拡大状況を鑑み、中止となった。 
② 学友会主催の「全学校内体育大会」 

学友会運動部主催の全学校内体育大会は、新型コロナウイルス感染拡大状況を鑑み、中

止となった。 
２）学生の健康への配慮 
① 定期健康診断（参考資料 2） 

今年度の学生定期健康診断は、検査項目①身長、体重②内科（聴診）③眼科（視診）④

耳鼻咽喉科（視診）⑤レントゲン（胸部間接撮影）⑥尿検査等について本学で実施し、未

受診者については各自外部医療機関を受診の上診断書を提出することとし、最終的に受診

率は 99.9％であった。なお、事後措置対応として、校医が医務室にて対象者に再検査およ

び面談を行った。 
② 第 1 学年に対するウイルス抗体検査およびクォンティフェロン検査 

看護実習等早期に医療現場に係わる第 1 学年を対象に、院内感染防止対策としてのウイ

ルス抗体検査を実施した。また、結核検診としてクォンティフェロン検査（QFT 検査）を

実施した。 
③ ウイルス抗原・抗体検査およびワクチン接種 

看護実習等早期に医療現場に係わる第 1 学年およびクリニカルクラークシップを次年

度に控える第 3 学年を対象にウイルス抗体検査（麻疹・風疹・ムンプス・水痘）、B 型肝

炎抗原・抗体検査を実施し、ウイルス抗体陰性者に対しては、本学医務室にてワクチン接

種を行っている。なお、1 年次のワクチン接種については、これまで武蔵境校舎にて行っ
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ていたが、昨年度より外部医療機関で接種する方法へ変更した。 
④ インフルエンザ予防接種 

感染予防対策の一環としてインフルエンザ予防接種を実施している。今年度も昨年度に

引き続き新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、三密にならない接種会場設営を

行った。費用は全額大学負担とし、全学年対象に任意（但し、第 4、5 学年は原則として

全員接種）で実施したところ、本学での接種者は 499 名（67.3％）であり、他の医療機関

での接種者も含めると 525 名（70.9％）であった。 
⑤ 就学中の健康管理 

身体面の配慮として、武蔵境校舎と千駄木校舎にそれぞれ校医を配し、緊急を要する疾

患はもとより定期健康診断、QFT 検査、ウイルス抗体検査、B 型肝炎抗原抗体検査、ワク

チン接種、健康管理に関する相談等、適切な対応を行っている。千駄木校舎では医務室が

充実され、救急対応、健康相談の他、禁煙相談、証明書発行業務等も行っている。 
また精神的な面では、学生相談室を両校舎に設け、病気と考えられる重度の相談から対

人関係等、日常生活における気軽な相談まで多岐にわたり応じている。今年度はコロナ禍

での対応となり、対面での面談件数の減少、電話およびメール対応の増加があったが、相

談室利用学生数（全学年）は 40 名（実数）であった。 
さらに、教育研究活動中の災害に対する被害救済を目的とした「学生教育研究災害傷害

保険制度」への加入、付属病院での入院医療費割引制度、父母会による医療費補助等によ

り、学生の医療費負担の軽減にも配慮している。 
３）学生への経済的支援  
① 日本医科大学新入生奨学金（令和 3 年度新入生対象） 

11 名から申請があり、奨学生（新入生対象）選考委員会で選考基準に基づき慎重に審議

した結果、全員が採用され、貸与総額は 1,550 万円（150 万円×9 名、100 万円×2 名）と

なったが、2 名が辞退し、最終的に 1,250 万円となった。 
② 日本医科大学奨学金 

32 名から申請があり、奨学生選考委員会で選考基準に基づき慎重に審議した結果、25
名が採用され（採用率 78％）、貸与総額は 2,670 万円（250 万円×1 名、200 万円×2 名、

150 万円×5 名、140 万円×1 名、100 万円×6 名、80 万円×1 名、50 万円×9 名）とな

ったが、1 名が辞退し、最終的に 2,570 万円となった。 
③ 日本医科大学父母会奨学金 

12 名から申請があり、本学奨学金と同様、慎重に審議した結果、全員が採用され、貸与

額は 1,000 万円（130 万円×1 名、100 万円×5 名、90 万円×1 名、80 万円×1 名、50 万

円×4 名）となった。また、日本医科大学奨学金のみ申請し、採用基準に満たない 2 名に

ついては、進級が確定し、本人が父母会奨学金の貸与を希望した場合に限り貸与すること

とした（条件付き貸与）。2 名の進級および貸与希望をもって採用となった（100 万円×
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2 名）ことにより、最終的な貸与総額は 1,200 万円となった。 
④ 日本医科大学特別学資ローン 

6 名から申請があり、特別学資ローン委員会で申請書に基づき慎重に審議した結果、5
名の融資が決定し、融資総額は 1,180 万円となった。 

⑤ 学費の分納および延納制度 
学費分納を 34 名、学費延納を 9 名が希望した。 

⑥ 学生等の学びを継続するための緊急給付金 
新型コロナウイルス感染症の影響で、世帯収入・アルバイト収入の減少により大学等で

の修学の継続が困難となっている学生等が修学をあきらめることがないように現金を支

給することを目的として、令和 2 年度に国が「学生支援緊急給付金事業」を発足した。 
本学からは医学部学生 3 名の申請があり、学生部長を中心に選考が行われ 1 名を推薦した。 

４）学生の課外活動への支援 
① 学友会活動 

学生の自治組織である学友会の活動は多岐にわたる。 
学友会の中心的ともいえる部活動は、運動部の 25 団体、文化部の 12 団体に所属する学

生によって毎年度活動が行われている。令和 2 年度は新型コロナウイルス感染症の拡大防

止対策のため年間を通して活動を自粛していたが、今年度は各部活動団体において活動再

開計画を立て、毎月本委員会にて検討を行い、感染状況を鑑みながら徐々に活動を再開し

た。しかし、昨年度の活動自粛により、学友会予算の収入予定が支出計画を上回り、学友

会が活動資金の援助を辞退したため、援助の実施はなかった。 
② 学園祭 

例年日本獣医生命科学大学と合同開催している学園祭（医獣祭）は、今年度も昨年度に

引き続き、コロナ禍による大規模イベント開催の制限要請、新型コロナウイルス感染拡大

状況等を鑑み、中止となった。 
③ 東南アジア医学研究会活動  

令和 3 年度は海外への渡航制限等の影響により、タイ王国への医学調査団派遣および

チェンマイ大学、タマサート大学への留学は実施されなかった。 
④ MESS による活動 

MESS（Medical English Speaking Society）は、令和 3 年度は交換留学が実施できな

かったため、オンライン英会話が開催された。オンライン英会話では、本学の英語教師を

交えた交流が行われた。 
⑤ 学生のボランティア活動等 

地域医療研究会では、令和 3 年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、地域医

療活動が見送られた。そのため、Social Determinants of Health と地域医療連携について

をテーマとした勉強会を行い、今後の活動に活かしていくこととした。 
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⑥ クラブ活動運営協議会 
今年度は、新型コロナウイルス感染拡大により、クラブ活動に大幅な制限が設けられた

ため、本協議会については開催が見送られた。 
５）学生への学習支援体制および学習支援に対する学生の意見を汲み上げるシステム 
① 学年担任制度 

学生部委員会では定期的に学年担任が各学年の状況を報告し、全学生の状況が把握でき

るようにしている。 
② 学生アドバイザー制度 

令和 3 年度の「学生アドバイザーの日」は、新型コロナウイルス感染拡大状況を鑑み、

第 1 回目は 5 月 14 日（金）に Webex を用いたオンライン形式、第 2 回目は 11 月 1 日

（月）から 12 月 28 日（火）にかけ、千駄木校舎内にて飲食を伴わない対面形式にて開催

された。参加率は、第 1 回目が全体の 49％、第 2 回目が 39％となった。 
６）就職、進学に対する相談、助言体制 

学生や保護者から要望があれば、学年担任が随時相談に応じている。 
７）学生の表彰（参考資料 3） 

今年度は、学長賞 1 名、武蔵境賞 1 名、千駄木賞 5 名、桜賞：個人の部 2 名に対し授与し

た。 
８）特待生制度 

日本医科大学医学部学則第 32 条に基づき、今年度は新入生で入学試験成績上位者 43 名の

うち入学した者が特待生として第 1 学年次の授業料全額が免除された。 
９）父母と担任・副担任との個別面談および第 24 回父母会総会 

令和 3 年 11 月 23 日（火・祝）に橘桜会館（同窓会館）および教育棟 2 階講堂において開

催され、大学主催による父母と担任・副担任との個別面談には、68 名の学生父母からの相談

（出席状況、学業成績、学生生活状況、医師国家試験、卒後研修等）に応じた。 
父母会総会には、父母 146 名が参加した。なお、懇親会は新型コロナウイルス感染拡大状

況を鑑み、中止となった。 
10）日本獣医生命科学大学運動会への参加 

例年第 1 学年が参加している日本獣医生命科学大学運動会は、今年度も新型コロナウイル

ス感染拡大状況を鑑み、中止となった。 
11）第 1 学年学生と基礎科学教員との懇親会 

例年、学長、医学部長、学生部長、教務部長等を武蔵境校舎に迎え行われる第 1 学年学生

と基礎科学教職員との懇親会は、今年度も新型コロナウイルス感染拡大状況を鑑み中止と

なったが、令和 3 年 11 月 22 日（月）に武蔵境校舎 2 階大教室にて、学長、医学部長を迎

え、基礎科学教員も出席し、学長からのお話と学生との質疑応答等活発な交流が行われた。 
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（２）自己評価 
学生の厚生補導に係わる事項は多岐に渡るため、毎月行われる本委員会では各学年担任により

学生の現状が詳細に報告され、学生部委員の他、学長、医学部長、基礎科学主任、教務部長、医

学教育センター長、学生相談室長および相談員も参加して助言を行うなど多くの関係者によって

運営され、大学としても学生の厚生補導に力を入れている。学業をはじめ健康管理や経済的にも

支障なく有意義に 6 年間の学生生活が送れるように、本委員会では学生に対しできる限りの支援

を行っている。 
今年度は、学友会の中心的とも言える部活動は各団体において活動再開計画を立て、毎月本委

員会にて検討を行い、年度末には感染状況を鑑みながら徐々に活動を再開することができた。し

かし、新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策のため、全学校内体育大会、東医体、学園祭、

さらには学生の国内・外におけるボランティア活動等、将来医師を目指す学生にとって人間性を

育む機会でもある様々な活動を行うことができなかった。「学生アドバイザーの日」も第 1 回目

はオンラインでの実施、第 2 回目は千駄木校舎において飲食を伴わない対面形式となり、学生の

参加率がそれぞれ 49％、39％と低かった。また、日本獣医生命科学大学と合同での学園祭（医獣

祭）や第 1 学年全員が参加する日本獣医生命科学大学の運動会も開催されず、両大学の交流も計

れず学生にとっては今年度も苦難の年となってしまった。 
健康管理については、医療現場に関わりを持つことからも全学生の定期健康診断完全受診が必

要であるが、今年度の受診率は 99.9％となり全学生受診には至らなかった。 
学生が抱える学業面・健康面・精神面での諸問題は近年多岐にわたり、昨年度に引き続きオン

ラインによる授業や活動が多かったため人と接する機会が少なくなり、不安を抱える学生も多

かった。それに対して担任、副担任を始め、校医、学生相談室カウンセラーが丁寧に対応し、さ

らに各クラブ部長、学生アドバイザー委員など関係者による協力体制の下全力でサポートした。 
学生への経済的支援に関しては、奨学金制度や特別学資ローン制度が有効に活用された。奨学

金については、今年度も申請者が多く全員採用とはいかないが、返納金を考慮し出来る限りの奨

学金事業予算を執行している。なお、上記の制度以外では、学費の分納および延納制度は経済的

負担の軽減化を図り、多く活用された。 
 

5．今後の課題 

今年度も新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策のために多くの学友会活動ができず、学生生

活にもかなりの支障があった。部活動は漸く年度末には感染状況を鑑みながら徐々に再開すること

ができた。今後感染防止に十分留意し活発な活動が続けられるように対応していきたい。さらに、

留年者、休学者、復学者、心身に支障があると考えられる学生および諸問題を抱える学生への対応

は個々により状況が異なることから、困難な問題の一つである。今後、本委員会は教務部委員会等

の関係委員会とも連携し、担任制度、学生相談室、医務室、学生アドバイザー制度、クラブ活動運

営協議会等を十分に活用し、父母会とも協力し、関係者が適切な支援と配慮を行うよう本委員会が



 

― 72 ― 

一丸となり尚一層の丁寧な対応と改善に努めたい。 
 
（参考資料） 

1. 2021 年度新入生オリエンテーションプログラム 
2. 2021 年度定期健康診断実施報告 
3. 日本医科大学学生の表彰に関する細則 
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 令和 3 年度新入生 （資料１） 
 オリエンテーションプログラム 

 

 

 

参考資料1

時間帯 内容 担当
場所

㋝：千駄木　㋰：武蔵境
e-learning ※2

10:00～10:30 入学式

10:30～11:10

事務連絡
　選択科目履修調査、アルコールパッチテスト、

アンケート（ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝ、私立医科大、学友会）
調査等）

11:10～12:15 写真撮影

12:15～13:10 休憩、昼食

13:10～13:50 教科書・白衣申込 業者

13:50～14:00 休憩

14:00～14:30 本学のICTサービスについて ICT推進センター

14:30～14:40 休憩

14:40～15:40 本学のe-learningについて 早坂助教

自己健康管理
①喫煙について
②校医より

衛生　大塚准教授
校医　保利講師

e-learning

8:40～ 9:50 ①日本医科大学が目指す医師像 弦間学長

10:00～11:10 ②医学と医療～今日と明日～ 弦間学長

11:20～12:30
③医学生としての心得（常識、良識、モラ
ル）、学則および誓約書記入

安武医学部長

12:30～13:30 休憩、昼食

13:30～16:40 定期健康診断 業者
㋝　大学院棟地下1F
及び駐車場

本学の国際交流について 小川センター長

学生支援について 杉原学生部長

学修支援システムLMSについて 佐伯教務部長

④日本医科大学の教育カリキュラム 佐伯教務部長

⑤医科学と研究倫理
森田大学院医学
研究科長

⑥日本の医療の現状と未来 南特任教授

⑦医師としてのキャリアデザインⅠ 石井(庸)教授

4/5 月

令和3年度 新入生オリエンテーション関係スケジュール

㋝　講堂、
     講義室1～3

e-learning

4/7 水

㋝　講堂

事務職員

【入学ガイダンス1】

【医学教育カリキュラム総論】 ※1

【医学教育カリキュラム総論】

【入学ガイダンス2】

㋝　講義室1～3

㋝　講堂

日付

4/6 火
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時間帯 内容 担当
場所

㋝：千駄木　㋰：武蔵境
e-learning ※2

令和3年度 新入生オリエンテーション関係スケジュール

日付

10:00～10:20 （1）教員紹介
　　基礎科学科目と第1学年カリキュラム

10:20～11:00 （2）教員からのお知らせ

11:00～11:10 休憩

11:10～11:25 （3）学生の心得 第1学年担任

11:25～11:40 （4）学生相談室について 学生相談室長

11:40～12:05 （5）武蔵境図書室の利用について 渡邉司書

12:05～12:30 （6）事務諸手続、本学の奨学金（大学、父母
会）、その他奨学金について

事務職員

⑧医学領域における社会実装Ⅰ アンファー e-learning

9:00～12:00 TOEFL-ITP（英語試験） 外国語教室

13:20～16:00 （7）教科書販売 業者

⑨医学領域における社会実装Ⅱ かづき非常勤教員 e-learning

⑩医師としてのキャリアデザインⅡ 大橋教授

⑪医師としてのキャリアデザインⅢ 塚田准教授

⑫わが国における教育カリキュラム

⑬実習（WS）理想の医師像

⑭実習（WS）理想の医師像

⑮実習（WS）理想の医師像

13:00～16:00 学友会ガイダンス、校歌の紹介、練習、各クラブ
の紹介等

学友会 未定

17:30～19:00 大学主催　新入生歓迎懇親会

　 1．学長の歓迎の挨拶
　2．同窓会長の歓迎の挨拶
　3．父母会長の歓迎の挨拶
　4．学友会長の歓迎の挨拶
　5．乾杯
　6．懇談
　7．新入生の挨拶
　8．校歌斉唱
　9．閉会

参加者（主催者側）：
 学長以下7役、
 教員、
 事務職員、
 同窓会役員、
 父母会役員、
 学友会執行部

未定

日本獣医生命科学大学1年生との交流会 学長以下7役、教員 ㋰　アリーナ

8:40～17:10 ⑯～⑱救命救急講習 山本准教授、みん救

未定

【医学教育カリキュラム総論】

※1 ①～⑱は「医学入門 ユニット1) 医学教育カリキュラム総論」の講義です。
※2 e-learningとは、本学の学習支援システムを利用した動画視聴・オンライン講義のことです。

㋝　講堂、
　　 講義室1～3

　4/13（火）以降通常スケジュールへ

4/17 土

4/24 土

4/12 月

藤倉医学教育セン
ター医学教育開発部
門長

【医学教育カリキュラム総論】

e-learning

㋰　大教室、
 　　中教室1・2

【武蔵境校舎ガイダンス2】

木4/8

4/9 金

㋰　大教室、
 　　中教室1・2

基礎科学主任、基礎
科学教員

【武蔵境校舎ガイダンス1】



 

― 75 ― 

 令和 3年実施 定期健康診断実施報告 （資料２） 

1． 実施日：令和 3 年 4 月 6 日（火）第 1 学年・第 6 学年 
 令和 3 年 4 月 7 日（水）第 2 学年～第 5 学年 
2． 場 所：大学院棟地下 2 階演習室 1～3 及び駐車場 
3． 学年別受診者数（休学者を除く） 

令和 4 年 3 月 31 日現在   

学 
年 
別 

実     施     結     果 

男    子 女    子 計 

対 
象 
学 
生 
数 

本
学
受
診
者
数 

外
部
受
診
者
数 

受
診
率(

％) 

対 
象 
学 
生 
数 

本
学
受
診
者
数 

外
部
受
診
者
数 

受
診
率(

％) 

対 
象 
学 
生 
数 

本
学
受
診
者
数 

外
部
受
診
者
数 

受 
診 
率 

第 1学年 71 71 0 100 59 59 0 100 130 130 0 100 

第 2学年 79 79 0 100 46 46 0 100 124 124 0 100 

第 3学年 73 72 0 98.6 51 51 0 100 124 123 0 99.2 

第 4学年 70 69 1 100 60 60 0 100 130 129 1 100 

第 5学年 72 72 0 100 45 45 0 100 117 117 0 100 

第 6学年 73 73 0 100 40 40 0 100 113 113 0 100 

計 438 436 1 99.7 301 301 0 100 738 736 1 99.86 

昨年度 451 438 11 99.6 291 280 11 100 742 718 22 99.7 
 
※ 外部受診者は 5 月 31 日（月）までに各自で医療機関を受診の上、診断書を提出する。 

        
〔外部受診者 人数〕 
第 3 学年： 1 名 （診断書未提出） 
第 4 学年： 1 名 
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 日本医科大学学生の表彰に関する細則 （資料３） 

（目的） 
第１条 この細則は、日本医科大学大学院学則第 46 条第 2 項及び日本医科大学医学部学則第 37 条第 2 項に

基づき、学生の表彰に関して必要な事項を定めることを目的とする。 
（表彰の対象） 
第２条 日本医科大学医学部（以下「本学」という。）学生のうち、次の各号の一に該当する者があるときは、

これを表彰することができる。 
（１）学業成績が特に優秀で、人物に優れた者 
（２）課外活動等において本学の名誉・発展に寄与し、特に功績のあった者 
（３）その他学生の模範となり、表彰に値する功績のあったと認められた者 

（表彰の種類） 
第３条 表彰は、学長賞、武蔵境賞、千駄木賞、橘賞、桜賞、大学院研究賞及び大学院最優秀研究賞とし、そ

の運用は次のとおりとする。 
（１）学長賞 

ア 在学期間を通じて学業成績が特に優秀で人物に優れた者、1 名に対し卒業時に与えられる。 
イ その他本学学生の最高の栄誉に相応しい功績のあった者に与えられる。 

（２）武蔵境賞及び千駄木賞 
ア 第 1 年次から第 6 年次の各年次終了時において、学業成績が特に優秀で人物に優れた者、各年次 1
名に対し与えられる。 

イ 第 1 年次については武蔵境賞、第 2・3・4・5・6 年次については千駄木賞とする。 
（３）橘賞 

  課外活動等において特に優れた成果を収めた個人又は団体、ボランティア活動等で社会の模範とな

る行為を行った個人又は団体及びその他本賞に相応しい功績のあった個人又は団体等を対象に与えら

れる。 
（４）桜賞 

  自主的学術・研究活動において特に優れた成績を収めた個人又は団体を対象に与えられる。 
（５）大学院研究賞及び大学院最優秀研究賞 

  学位を授与された者の中から、優秀な者に対して与えられ、優秀な者については大学院研究賞、特に

優秀な者については大学院最優秀研究賞とする。 
２ 前項に定める各賞の選考基準は別に定める。 

（表彰者の決定） 
第４条 前条第 1 号から第 4 号に該当する者があるときは、学生部委員会においてこれを審議し、医学部教

授会の審議を経て、学長が表彰者を決定し、前条第 5 号に該当する者があるときは、大学院委員会におい

てこれを審議し、大学院教授会の審議を経て、学長が表彰者を決定する。ただし、武蔵境賞及び千駄木賞

は、学生部委員会の審議を省略し、委員長に一任することができる。 
２ 学生部委員会は、必要によって選考委員会を置くことができる。 

（表彰の時期） 
第５条 表彰は、原則として最高学年については卒業式時に、それ以外の学年については入学式時に行う。

ただし、その表彰の種類によっては適宜これを行う。 
（改廃） 
第６条 この細則の改廃は、大学院教授会の審議を経て、学長の決裁を必要とする。 
  附 則 
 この細則は、平成 10 年 1 月 1 日から施行する。 
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  附 則 
 この細則は、平成 12 年 6 月 1 日から施行する。（第 2 年次の新丸子賞を千駄木賞に変更した） 
  附 則 
 この細則は、平成 17 年 4 月 1 日から施行する。 
  附 則 
 この細則は、平成 24 年 4 月 1 日から施行する。 
  附 則 
 この細則は、平成 25 年 4 月 1 日から施行する。 
  附 則 
 この細則は、平成 26 年 4 月 1 日から施行する。 
  附 則 
 この細則は、平成 27 年 4 月 1 日から施行する。 
  附 則 
 この細則は、平成 29 年 3 月 1 日から施行する。 
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卒 後 研 修 委 員 会 

1．構成委員 
委員長 吉田  寛  消化器外科学大学院教授 

 

委 員（学長指名委員） 
 岩切 勝彦  消化器内科学大学院教授 
 明樂 重夫  女性診療科・産科教授 
 藤倉 輝道  医学教育センター副センター長・教授 
   （研修管理委員会委員長） 
 横堀 將司  付属病院研修管理委員会委員長    
 松田  潔  武蔵小杉病院研修管理委員会委員長 
 長尾 毅彦  多摩永山病院研修管理委員会委員長  
 岡島 史宜  千葉北総病院研修管理委員会委員長 令和 3 年 4 月 1 日～ 
   （病院役職委員）  

 汲田 伸一郎 付属病院院長 

 谷合 信彦  武蔵小杉病院長 

 中井 章人  多摩永山病院長 

 別所 竜蔵  千葉北総病院長  

   （大学役職委員） 

 弦間 昭彦  学長 

 森田 明夫  大学院医学研究科長  

 安武 正弘  医学部長    

 佐伯 秀久  教務部長  

 近藤 幸尋  研究部長 

 杉原  仁  学生部長  

 伊藤 保彦  医学教育センター長  

   （事務代表委員） 

 佐藤  剛  付属病院臨床研修センター課長 以上 20 名 

 
2．事務局 
日本医科大学事務局学事部 大学院課 
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3．当該年度の開催状況 
第 1 回 令和 3 年   5 月 11 日（火）午後 4 時より 
第 2 回 令和 3 年   7 月  6 日（火）午後 4 時より 
第 3 回 令和 3 年   9 月  7 日（火）午後 4 時より 
第 4 回 令和 3 年  11 月  2 日（火）午後 4 時より 
第 5 回 令和 4 年   1 月 11 日（火）午後 4 時より 
第 6 回 令和 4 年   3 月  1 日（火）午後 4 時より 
 

4．活動状況等 
 
（２）委員会の活動状況 

令和 3 年度は昨年度に引き続き、定例委員会を隔月（奇数月の第 1 火曜日）に開催し、以下

に記載する活動を行った。 
１）令和 3 年度臨床研修医オリエンテーションを、令和 3 年 4 月 1 日（木）～ 8 日（木）で

実施した。 
２）令和 3 年 3 月末に研修が修了となる研修医 73 名について、本学の四病院をはじめ本学に

籍を置く者は 62 名（大学院入学者 0 名）84.9％であった。 
３）令和 3 年度マッチング説明会は以下の日時に行った。説明会には医学部 6 年生 113 名（対

象 113 名中）と既卒 5 名（対象 4 名中）が出席した。吉田卒後研修委員会委員長の進行で、

研修医 2 年目の笠谷峻医師からマッチングの説明があった。                  

開催日時 令和 3 年 6 月 25 日（金）午後 5 時 35 分～午後 6 時 45 分 
開催場所 日本医科大学 教育棟 2 階 講堂 
配 布 物 マッチング参加登録用 ID・パスワードの付与 

         研修医マッチングの手引き配布 

         付属四病院募集要項 各病院案内パンフレット 

４）日本医科大学付属四病院令和 3 年度研修医採用試験を、8 月 1 日（日）・8 月 15 日（日）

に実施した。（資料 1） 
５）第 18 回日本医科大学臨床研修指導医教育ワークショップを、令和 3 年 12 月 17 日（金）

から 18 日（土）に新型コロナウィルス感染拡大防止のため WEB にて開催した。参加者 50
名が 5 グループに分かれて、全体セッション（参加者全員での発表・討議）とタスクフォー

スの司会・進行によるグループセッション（討議から作業）を交互に繰り返し進行し、ＫＪ

法（小集団で思考をまとめる方法）では jamboard を活用し、意見を効果的に討議すること

ができた。（資料 2～4） 
６）令和 3 年度研修医募集に係る付属四病院のマッチング結果について、募集人員 75 名に

対し、令和 4 年 3 月末日現在のマッチング数は 72 名であり、空席数は 3 名であった。
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（資料 5） 
７）今年度も昨年同様、卒業生の医師国家試験不合格者への対応として、チューターによる既

卒者状況報告を卒後研修委員会において、詳細な報告ならびに協力依頼を行った。 
８）今年度も昨年同様、教育活動改善の一環として令和元年・令和 2 年に卒業した研修医と教

育を行っている指導医を対象に卒業後アンケートを実施し、その結果を、集計、分析を行い、

ホームページ等でも広く公表を行った。（資料 6） 
９）令和 4 年度の研修より、基礎医学に意欲がある学生を対象に、臨床研修と基礎研究の両立

を可能とする基礎研究プログラムの募集を開始することとなった。 

（２）自己評価 

臨床研修医制度では、いわゆる common disease に対する診断や治療の習得が求められてい

るが、本学四病院では疾患を限定することなく救急患者を積極的に受け入れており、そのよう

な疾患に対する研修環境も整っている。また、本学四病院は各々が救命救急センターを有して

おり、重症度と緊急度が高い救急患者や大学病院ならではの高度な医療を必要とする各種疾患

への研修も可能となっている。 
さらに、臨床研究やその成果を発表する機会の提供、専門的知識を有する多数の指導医など

市中の研修病院では経験できない研修環境が整っている。本委員会には大学病院で臨床研修を

行う意義をさらに明確にし、その特徴の実践、および研修環境のさらなる向上を目指している。

医師としてのスタートラインである臨床研修医には基本的な知識や技術、地域医療への貢献、

チーム医療、研究マインドの涵養が求められ、それらの習得のための支援が本委員会の使命と

考えている。これらは、本学の学是「克己殉公」や教育理念である「愛と研究心を有する質の

高い医師と医学者の育成」に基づいている。このような良好な研修環境の結果、付属四病院は

常に高いマッチング率を維持している。 
以上のような目標を実現するために、例えば総合診療科のように、あらゆる疾患の患者が受

診する診療科での研修医に対する教育体制を整備し、common disease への適切な対応、見落

としてはならない疾患、緊急度や重症度の高い疾患等を的確に判断する能力を教育するための

体制のさらなる強化に取り組んでいる。 
今後も本委員会は付属四病院の臨床研修プログラムのさらなる充実、研修環境の整備、臨床

研修指導医に対する教育などに積極的に関与して行く方針である。 
  

５．今後の課題 

付属病院は 2018 年 1 月に新病棟が完成し、2021 年 10 月には完全に工事が終了した。最新の

医療機器が設置されて患者さんの増加が予想され、より充実した研修プログラムの提供が求めら

れている。また、武蔵小杉病院も 2021 年 9 月に新病院が開院した。上記の目標を実現するため

に、常に臨床研修医の視点に立った研修プログラムを提供し、形成的評価のためのフィードバッ

クを効率的に行ってきた。2018 年から導入された新たな専門医制度に対応すべく、卒前卒後の
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シームレスな教育にも関与し、本学のコンピテンス、コンピテンシーを考慮した卒前と卒後教育

の連携に取り組んできた。本委員会主導で臨床研修医の研修環境は年々改善され、さらに充実し

た研修プログラムの提供を目指している。さらに、2020 年の研修医のプログラム改訂に対応す

るため、法人本部、大学、教授会、教務部委員会、各病院研修管理委員会、研修協力病院との今

まで以上の連携の取り組みが必要である。 
 

６．参考資料 

資料 1 日本医科大学付属四病院令和 3 年度研修医応募・手続書類等 
資料 2 第 18 回日本医科大学臨床研修指導医教育ワークショップ実施要綱 
資料 3 第 18 回日本医科大学臨床研修指導医教育ワークショップ参加者一覧 
資料 4 第 18 回日本医科大学臨床研修指導医教育ワークショップ進行表 
資料 5 令和 4 年度研修医募集状況（二次募集結果） 
資料 6 初期研修医師の医療能力の評価アンケート 
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 第１８回日本医科大学臨床研修指導医 （資料２） 
 教育ワークショップ実施要綱 

【開催期日】 令和 3 年 12 月 17 日（金）～18 日（土）2 日間 
【開催方法】 Web での実施（Webex 利用） 
【ディレクター】 弦間 昭彦（本学学長） 
 吉田  寛（卒後研修委員会委員長・［消化器外科］大学院教授） 
 岩﨑  榮（本法人顧問・NPO 法人卒後臨床研修評価機構専務理事） 
【チーフタスクフォース】 横堀 將司（付属病院臨床研修センター長・［救急医学］大学院教授） 
【タスクフォース】 岩切 勝彦（卒後研修委員会委員・［消化器内科学］大学院教授） 
 明樂 重夫（卒後研修委員会委員・［女性診療科・産科］教授） 
 藤倉 輝道（卒後研修委員会委員・医学教育センター副センター長・教授） 
 松田  潔（武蔵小杉病院研修管理委員会委員長・［救命救急センター］臨床教授） 
 長尾 毅彦（多摩永山病院研修管理委員会委員長・［脳神経内科］臨床准教授） 
 岡島 史宣（千葉北総病院研修管理委員会委員長・［糖尿病・内分泌代謝内科］准教授） 
 野村  務（付属病院臨床研修センター副センター長・［消化器外科］准教授） 
 小原 俊彦（付属病院臨床研修センター副センター長・［総合診療科］准教授） 
 西山 康裕（付属病院臨床研修センター副センター長・［脳神経内科］准教授） 
 町田  幹（付属病院臨床研修センター副センター長・［放射線科］講師） 
 畝本 恭子（多摩永山病院・［救命救急センター］准教授） 
 清水 哲也（付属病院・［消化器外科学］病院講師） 
 
【オブザ―バー】 汲田伸一郎（付属病院院長） 
 谷合 信彦（武蔵小杉病院院長） 
 中井 章人（多摩永山病院院長） 
 別所 竜蔵（千葉北総病院院長） 
 森田 明夫（大学院医学研究科長・「脳神経外科学」大学院教授） 
 安武 正弘（医学部長・「総合医療・健康科学」大学院教授） 
 佐伯 秀久（教務部長・［皮膚粘膜病態学］大学院教授） 
 杉原  仁（学生部長・［内分泌糖尿病代謝内科学］大学院教授） 
 近藤 幸尋（研究部長・「男性生殖器・泌尿器科学」大学院教授） 
 伊藤 保彦（医学教育センターセンター長・［小児・思春期医学］大学院教授） 
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【参加資格】 臨床研修病院又は大学病院に所属している医師 
【参加人数】 ○付属病院 ·················· 27 名 
 ○武蔵小杉病院 ··············  9 名 
 ○多摩永山病院 ··············  6 名 
 ○千葉北総病院 ··············  8 名 
          計 ········ 50 名 
【本ワークショップのテーマと到達目標】 

○ テーマ 

卒後臨床研修プログラム・プランニング 

○ 到達目標 

※ 一般目標 

研修指導医は、研修の質を高め、望ましい研修プログラムを立案し推進する能力及び基本

的な臨床能力を備えた研修医を育成する能力を身につける。 

※ 行動目標 

 1．基本的な臨床能力の修得に適した研修システムを示す。 

 2．プログラムの構成ならびに立案の手順を説明する。 

 3．目標、方略ならびに評価の要点を述べる。 

 4．患者・社会のニーズに配慮した研修のあり方について説明する。 

 5．卒後臨床研修の研修単元例について適切なプログラムを立案する。  

 6．立案したプログラムを評価する。 

 7．対応困難な研修医への対応方法について述べる。 

 8．指導医のあり方について説明する。 

 9．研修医指導とその改善に熱意ある態度を示す。 

【修了証】 

本ワークショップを修了した臨床研修指導医に本学学長並びに厚生労働省医政局長の連名

による修了証を交付する。 

（注）タスクフォースの資格 

※「医学教育者のための厚生労働省・文部科学省主催」または「臨床研修指導医養成講習会」

（臨床研修協議会主催）もしくは講習会開催指針にのっとって実施された指導医講習会

を修了した者またはこれと同等以上の能力を有する者。 

以上 
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 第１８回日本医科大学臨床研修指導医 （資料３） 
 教育ワークショップ参加者一覧 
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 第１８回日本医科大学臨床研修指導医 （資料４） 
 教育ワークショップ進行表 
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 第１８回日本医科大学臨床研修指導医 （資料４） 
 教育ワークショップ進行表 
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 令和 3年度研修医募集状況（二次募集結果） （資料５） 
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 初期研修医師の医療能力の評価アンケート （資料６） 
 

■研修医（１年次対象者） 

 

  臨床能力 極めて優

れている 
標準 
以上 標準 やや 

劣る 劣る 

1 医科学・医療の知識 0 7 37 17 1 

2 身体診察・面接能力 1 5 45 9 1 

3 患者や家族とのコミュニュケーション 1 17 38 5 1 

4 診療録記載 0 3 44 14 1 

5 問題解決能力 0 5 38 18 1 

6 プレゼンテーション能力 0 2 40 17 3 

7 上級医との意思疎通・コミュニケーション 3 14 39 5 1 

8 医療スタッフとの関係・コミュニケーション 3 11 40 7 1 

9 自己研修への意欲 3 13 44 2 0 

10 総合的臨床能力 0 4 45 12 1 

 
【現在の臨床研修についてコメントがあれば記載をお願いします。】 

 

【学内で研修したコメント】 

・新病院になり、医局も新しくなったが、研修医用の本棚などがあると良いと思う。また、個人で

医学書を買うことには限界もあるため、月に 1, 2 冊、研修医共用で購入してもらえるなどのシス

テムがあると、自己研修への意欲も上がると思う。 
・手技などが多く勉強になる。カンファが少なくプレゼンテーション能力に不安がある。 
・選択でローテーションできる期間が少ない。必修でローテーションしなければならない科（産婦・

小児科）などを、別の病院で研修することができるようになってほしい。 
・研修医向けのレクチャーや実技練習の機会を増やしてほしい。 
・研修医の労働時間について、病院の方針と現場（特に一部診療科）の実際との間に乖離がある。

全科での統一を徹底するなり、フレックスタイム制を導入して早朝や夕方～夜の勤務をしやすく

するなり、一部診療科を特別枠とし病院の方針からの逸脱を認めるなり、どのような形でもいい

から終着点を決めてほしい。病院の方針を理解しながらも屁理屈をこねて現状からの変化を拒否

するというのはあまり健全でないように思われる。 
・日々新しいことに直面し、大変なこともありますが、先生方のご指導のもと有意義な時間を過ご

すことができていると感じています。 
・とてもいい環境です。 
 
【学外で研修したコメント】 

・必修科目が多いように感じます。また、コロナの影響で内科の患者さんが減っており、経験症例
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が少ない状態が続いています。 
・温かい人たちの多いいい環境に恵まれ、無理なく研修できている。 
・周りのレベルが高く、ハードである。実臨床に生きる教育があっても良かったのかなと思う。学

生時代にはその必要性についてもわからず…。特に急外で様々な症状の患者を目の前にして、選

択肢が少なく、苦労している。 
・自分の持ち患を与えられ、自分で抗菌薬の処方など、治療計画を考え、IC など行わせて頂いてい

る。 
・忙しい。 
・救急外来での当直がある病院での研修が好ましいと考えて、初期研修病院を選びましたが、3 年

目以降、内科もしくは救急科以外ではあまり必要としない知識や手技も多いのではと考えること

もあります。 
・レクチャーが少ない。自分から学びにいかないといけない。 
・一言で臨床研修と言っても病院によって期待される能力は異なっていると思います。 
・大学病院との違いが良い所も悪い所もあり面白いです。 
・充実した研修生活を過ごしております。 
 
【臨床研修を始めてみて、特に本学の学生教育に関して、良いところ、不足している内容

などありましたらお書きください。】 

 

【学内で研修したコメント】 

・各科目が独立しているように感じ、解剖、生理、臨床のつながりが見えにくいので、その辺をか

らめた講義などがあれば良いと思う。 
・良いと思います。 
・実践的な内容を学生の頃に習いたかったです。 
・1 年生のうちから看護実習等で現場に触れることができたのは良いと思います。 
・ちょうどよかった。 
・処置の手伝いなどもう少し参加できるようにするとより学習意欲がわくと思います。 
・研修医は労働力とは考えられていないという方針だとうかがっているが、科によっては、そう感

じない部分もあり、自分たちの研修や労働に対する考え方に疑問を覚えます。 
・先生方が教育に熱心なところは良いと思います。 
・先生方に基礎的なことから発展的なところまで丁寧にご指導いただけるため、大変勉強になると

思います。 
・教育心が高いことが伝わります。 
・実臨床での経験が不足しているように感じます。 
・時間外手当に関して一部で時間外労働を多分にさせているにもかかわらず積極的に出させないよ

うにしている医局があり懐疑的に思う。 
 
【学外で研修したコメント】 

・医療面接の機会が多かったのでそこは現在の治療に役立っていると思います。一方、プレゼンテ

ーション、カルテの記載の機会が実習中にもっとあるといいかなと思いました。 
・臨床実習で一緒に主体的に診療にあたるような機会がもっとあると良いと思う。特に診療グ
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ループの中の 1 人として参加しているという感覚が少なかったような印象がある。（診療の様子

を外から見ているような感じが強い。） 
・時間目一杯に詰め込んだカリキュラム体制が良くないと思った。個々人の教養を身に付ける時間

をしっかり用意してあげてほしい。実習で電子カルテの使い方とか、採血の仕方、点滴のつなぎ

方など臨床に沿ったこともしっかり教えるべきだと思った。 
・勉強に関しては学生本人に寄るから、日医の教育が劣っているとも優れているとも思わない。た

だ、他の大学（特に国立）の人たちはガツガツしている。競争意識という点で日医はのんびりし

ていたかなと思う。良いところでもあるけど。 
・専門性の高い疾患を実習の時は学ばせて頂いたが、実臨床に出ると Common disease や病気では

ない人など様々経験する。大学病院という特性上仕方がないが、幅広く学べると良いかと思う。 
・楽しかったので満足しています。 
・CC の時から、診療録記載をする練習が必要であったと感じました。 
・実習で先生がていねいに指導して下さった。 
・シミュレーションラボに色々なシミュレーターがあり充実していると思う一方、学生の時にそれ

を使用して練習する機会が少なかったと思う。 
・プレゼンの仕方を体系的に学べたらと思います。 
・学生実習で学んだことが活かされていると感じます。特に身体診察やコミュニケーションなど患

者さんと実際に触れあえた点が良かったと思いました。 
・日医の CC は基本外の病院に出る必要がないので先生とのつながりは強くなると思います。それ

が良い点でもありますが、短期間外で CC をすることも他大学出身の研修医の先生を見ると必要

なのかもしれないと思います。 
・臨床実習で実際に患者さんと接する機会があったことが良かった。 
・手技の経験がもう少しあっても良いとは思いますが、学生の段階で可能な範囲がどの程度である

かによるので何とも言い難い部分です。 
・日本医科大学で早めに病院実習を始めることができ、たくさんの科をローテートし、それぞれの

科の雰囲気や行う診療を学ぶことができました。その時の経験が、今の臨床研修に活きていると

感じます。 
 
【その他、本学の学生教育に関して、感じることがありましたら、お書きください。】 

 
【学内で研修したコメント】 

・学生のときから、エコーの当て方とか臨床的な事をやった方が良いと思う。一部やっている科も

あるが、病院によって差がある。 
・勉強できるスペースがもっとあれば良いと思います。 
・上の先生方も含めて、先生と学生との距離が近いのが良い方向に作用しているものと思います。 
・ありがたいことに素晴らしい環境です。 
・研修医が学生の教育を担当する事が多いですが、果たしてそれが本当に学生のためになっている

のかは一考の余地があると思います。 
 
【学外で研修したコメント】 
・知識はその人次第の勉強で変わると思うので、やったかやらないかでしかないと思う。しかし、
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臨床実習のスタイルは学校側でシステムを変えていかないと難しい点だと思うので、より改善し

ていくべきだと感じます。 
・日医はとてもいいところだった。教育に関しても、現実的にいまのままでいいと考える。他大と

比べる必要も結局はあまりないと思う。 
・他大学の実習生と比べると、日医はかなり病院実習に力を入れていたと感じる。ただ病院実習の

中で、自分で治療計画を立てて上級医とディスカッションなどできると良いと思う。 
・自主性を大切に自由な校風を大切にしていくのがよいと思います。 
・CC 実習では、拘束時間ではなく、タスクベースで考える方がよいと感じます。 
・学生があがるにつれて縛りが強くなり、国家試験の合格率がすべてという雰囲気があり、あまり

良い印象を持っていない。他大学の雰囲気がどのようなものか分からないが、良い雰囲気ではな

かったと思う。 
・採血や静脈路確保はシミュレーターで練習していましたが、その後のスピッツ分注やラインの組

み立て、接続なども実習で学べるとスムーズに研修を始められたかなと思います。 
・研修医に必要な知識はしっかりと教えて頂ける環境だと思います。 
・C.C に関してはほぼ全ての診療科で実習できて良かったと思います。コロナ禍で制限があると思

われますが、できる限り患者さんと接する機会を与えていただければ、幸いかと存じます。 
・日本医科大学では、教育熱心で素敵な指導医の先生方が多いだけでなく、素晴らしい先輩・同輩・

後輩にも恵まれて、なによりも「人」が魅力的だと感じます。そのような環境の中で 6 年間を過

ごせたことに感謝しております。       
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■指導医（１年次対象者） 

 

  臨床能力 極めて優

れている 
標準 
以上 標準 やや 

劣る 劣る 

1 医科学・医療の知識 5 33 36 2 0 

2 身体診察・面接能力 7 33 33 3 0 

3 患者や家族とのコミュニュケーション 14 34 24 4 0 

4 診療録記載 16 32 24 4 0 

5 問題解決能力 10 26 35 5 0 

6 プレゼンテーション能力 11 32 29 4 0 

7 上級医との意思疎通・コミュニケーション 22 30 20 4 0 

8 医療スタッフとの関係・コミュニケーション 17 30 27 2 0 

9 自己研修への意欲 16 38 19 3 0 

10 総合的臨床能力 10 34 27 3 0 

※研修医 1 名に対して指導医が複数名評価 
 
【当該研修医についてコメントがあれば記載をお願いします。】 

 

・真面目で研修態度も良好です。 
・当科では特に問題なく研修していると思います。 
・同期の研修医とも協力しながら、研修・診療に励んでおります。 
・今のところ Perfect です。逸材です。大事に育てます。 
・EPOC2 への移行により、上記項目の評価が難しく、ご了承下さい。 
・EPOC2 への移行により、上記項目の評価が難しく、ご了承下さい。 
・知識も豊富で研修も真面目に行っています。患者さんへの対応も丁寧です。 
・あまり積極性を感じません。 
・良く学んでいるなぁと感じました。今後に期待しています。 
・非常に落ちついており、とても優秀であると思います。 
・何ごとにも積極的に取り組んでくれています。 
・“TPO”に応じ、適切なタイミングでコミュニケーションを図ることができている。同期研修医

からの信頼も厚い。 
・まじめに仕事にとりくむ姿勢が印象的でした。 
・非常に真面目で誠実な先生だと感じました。医療スタッフとは協調性を持って対応できており、

患者に対しても優しい言葉がけを積極的にされており、好印象でした。 
・6/28～9/12 産休をとられましたが、元気に復帰しております。 
・少し積極性に欠ける面もあります。 
・素直な性格で、上級医・○○ともうまくコミュニケーションがとれている。 
・COVID-19 pandemic 下、非常に困難な状況においてもしっかりと研修されており、他の研修医

たちと良好なチームワークを築いておられます。 
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・報告、連絡、相談をしっかりしてくれます。知識や手技の獲得にも貪欲です。 
・わからない点、不明な点はよく質問がある。まじめな態度である。 
・熱心に研修しています。こまやかな配慮もできています。 
・とてもまじめであり、常に状況をみて行動できる。 
・慣れてくると、色々な場面でコミュニケーションも積極的にとれ、動けるようになっていること

は良いことと思っています。なかなか 3WEEKS（研修期間）の科の交代では、お互い大変な部

分もあります。 
・業務態度は良好、手ぎわもよく、しっかりと業務をこなしている。根拠を基に自分の意見を言う

ことが苦手なのか、（わからないことはわからないでもよい）少し物足りないと感じることがあ

る。 
・外科系診療科希望とのことで、手術や処置に積極的に参加している。 
・7 月～8 月にみれた患者数は少なかったですが、積極的に診療していたと思います。 
・医学的知識についてはまだ足りない部分はありますが、指導医含めスタッフと積極的にコンタク

トを取り、知識や経験を深めようという努力が見られます。 
・勤務後突然いなくなり、挨拶もなかったとの報告を受けています。 
・知る人のいない環境での研修医スタートでしたが、最近は慣れてきた様です。意欲的に頑張って

います。 
・すごくまじめに研修しています。 
・医療に対する熱意があり、何事にも積極的に取り組んでいる。 
・真面目に研修し、コミュニケーションとって頂きありがとうございます。 
・上記が示すとおり、コミュニケーション能力が高い。 
・人当たりが良く、コミュニケーションの面で成長に期待できると思います。 
・診療グループの一員として、コミュニケーション能力が高く、うまく連携して診療にあたってい

ると思います。 
・意欲的に研修にとりくみ、自己研鑽に励んでいた。 
・疑問点が生じた時、自ら時間を作り、学んでいる姿勢があり、素晴らしいと思う。診療録も分か

りやすく、プレゼン能力も高い。多職種との連携も十分とれている。 
・積極的な診療の姿勢、学会発表の姿勢が評価されます。 
・落ちついた雰囲気、態度があり、周囲の安心感につながると思います。 
・真面目に研修に取り組んでおり指導医の要求（レベル）を満たしております。 
・忙しい臨床業務を事故なく全うしてもらいました。ありがとうございました。 
・精神科に興味を持ち、意欲的に働いてくれています。 
・前向きで非常に優秀である。 
・積極性を引き出せるように今後アプローチをしてゆきたいと考えています。 
・自立し、積極的に診療に関わり、具体的なアセスメントやプランを提示され、臨床的な思考がス

ムーズに自分のものになっておられました。患者様に対しても、丁寧かつ症状の特徴を掴んだ診

察をされ、患者様の置かれた状況や心情に寄り添った適切な対応をされており感心しました。 
・非常にまじめに研修をしておりました。もう少し経験をつめば、フレキシブルな対応が身につく

と思います。 
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【研修医を指導されたご経験に基づき、特に本学の学生教育関して、良いところ、不足し

ている内容などございましたらお教えください。】 

 
・臨床教育がしっかりしていると感じました。診療、手技などしっかりできていました。 
・しっかりとした研修を送られていたように思います。 
・人の意見や教えた事を非常によく聞いて、それぞれの場面に応じて臨機応変に対応している。 
・論文検索や up to date を利用しての自己解決スキルの向上があるといいと思います。 
・コロナの影響もあってか、実習不足な印象はあります。 
・礼儀正しいと思います。 
・研修医として十分な知識、スキルを有しており、貴学の医学教育の素晴らしさを感じます。 
・自分で考え、持っている知識を活用して問題を解決しようとする力があり、積極的に行動できて

います。 
・身体診察能力がもの足りません。（他大学の研修医の多くがそうですが） 
・コロナもあり難しいのですがもっと現場で体験したらよいと思います。 
・"良いところ：パワーポイントは皆よく作れる、簡潔で見やすい。 
・不足：プレゼンテーションが冗長、簡潔にわかりやすく話して欲しい。事実と意見をしっかり分

けて話すことができないことが多い。" 
・診療に対する姿勢や患者対応など、とくに問題なく業務を行っている卒業生が多い。逆に卒なく

おとなしい印象。 
・コメントできる程の知識、情報を持ち合わせておらず、誠に申し訳ありません。 
・学生の時に学ぶべき知識に関しては、不足はないと思います。 
・研修にきて頂いている医師はみんな標準以上に達しており、教育に関して良いと感じています。 
・全体的な基礎知識はあるが、技術面やプレゼン面では未熟な部分が目立つ。 
・良：真面目、コミュニケーション能力が高い 悪い：受身的 
・診断におけるプロセスが検査重視になっているところに若干の不安があります。 
・良い所として、余裕が人当たりの良さとして表れています。その分積極性には少し欠けるかもし

れません。 
・内科系志望だが、基本的外科手技についての知識はあり、学生時代に教育された鳴物と感じた。 
・（良い点）教育者が積極的に関わり合いを持つことが多いこと。（不足している点）学生に手技や

問診等行ってもらって良いと思います。 
・症例について、考察や文献を調べると良いと思います。 
・熱意をもって研修していて良い。 
・良い意味でも悪い意味でも親しみ（慣れあい）が本学卒の研修医にはある印象です。フレッシュ

な意気込みがもてるような何かがあると良いな、と思います。 
・人当たりの良さや余裕は校風かと思います。少し積極性に欠ける方が多い印象です。 
・情報収集能力が高い。 
・現在の Covid-19 が広がっている状況では難しいかも知れませんが、主治医チームの一員として

患者に向かい合い判断する機会が少ないと思います。また、臨床実習をより実りあるものにする

ためのシミュレーション使用の機会も少ないと思います。英文読解、統計に関しては高学年にな

っても学習する場を作るべきと考えます。 
・自発的というよりは受け身なところもありますが、研修に必要な知識は十分備えており、貴学の
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教育効果はあると考えております。 
・特にございません。皆さん、緊張感をもって臨床業務に向かっていることがよくわかります。 
・穏やかで支持的なところは校風として多くの方に見られる印象ですが、やや控え目なところも同

じく見られます。 
・何ごとも積極的でいいと思います。 
・実臨床に則した実戦的な知識や考え方を身に付けておられると感じました。 
 
【その他、本学の卒業生に関してお感じになったことがございましたら、お教えください。】 

 
・周囲とのコミュニケーションはうまくとれていると考えます。 
・チームの一員として頑張ってくれています。 
・できれば楽な方向に行きたがる傾向があります。色々な機会を与えても、「やらされている」感を

強く感じます。むしろ「何故自分にやらせてくれないのか」と言えるような研修医を望みます。

（貴大学に限ったことではありませんが…） 
・このまま頑張っていけば、良い医師になると思います。 
・教えられるのではなく、自分から学んでいこうという姿勢を感じます。 
・皆、素直で態度がいいと感じる事が多いです。 
・大学時にしっかり学べている人が多い。 
・学生の頃からは想像できないくらい、研修医としてはしっかり業務に取りくんでいて頼もしいです。 
・研修医の時期から学究活動に積極的に取り組んでもらいたい。 
・非常にしっかりしており、人間としても非常に素晴らしいと思います。 
・若さと希望と意欲をもって励んでます。本人の希望に沿うよう、当院で研修させたいと思ってお

ります。 
・医師として 1 人の患者さんを診るという責任感、積極性が以前に比べ乏しい印象があります。 
・受身的な学生多い。皆、穏やか→良い所でもあり悪い所でもある。 
・特に本学だから優れている、もしくは劣っているということはない。 
・柴田さん個人の印象として真面目で勉強熱心であると感じました。（が、それが貴学の学生全体

に共通するものかどうかは判断できません。） 
・レベルの高い学生は、コミュニケーション能力や医学知識がより高度になっている印象です。積

極性に欠ける学生を意欲的にする方法を模索する必要を感じます。 
・非常にまじめで誠実な人が多いと感じる。 
・どちらかというと飛び抜けた個性を持つ人が少ない印象です。良い意味でも悪い意味でも。 
・横のつながりを大事にしてそのまま入局してくれれば、将来役に立つ良い関係が期待できる、と

思いました。 
・良い意味、性格丸くコミュニケーション能力が高く、無難に物事をこなしますが、病態解明、学

問的な興味に対する積極性が高くないように感じます。また、最近の労務関係の制限が厳しくな

ったとはいえ、自己学習時間も含めて、病院で学習する時間が少なく、自宅でも図書館等を使用

して学習しているようにも思われず、絶対的な学習時間の少なさが気になります。 
・遠慮せずに、いろいろと発言してください。 
・積極的で、協調性もある学生が多いと感じます。 
・自立してご自身で問題解決できる方であると感じます。 
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■研修医（２年次対象者） 

 

  臨床能力 極めて優

れている 
標準 
以上 標準 やや 

劣る 劣る 

1 医科学・医療の知識 0 5 40 11 0 

2 身体診察・面接能力 0 10 41 5 0 

3 患者や家族とのコミュニュケーション 2 17 33 4 0 

4 診療録記載 0 9 40 7 0 

5 問題解決能力 1 8 40 7 0 

6 プレゼンテーション能力 0 7 36 12 1 

7 上級医との意思疎通・コミュニケーション 2 18 32 4 0 

8 医療スタッフとの関係・コミュニケーション 1 19 31 5 0 

9 自己研修への意欲 2 18 34 2 0 

10 総合的臨床能力 0 7 38 11 0 

 
【現在の臨床研修についてコメントがあれば記載をお願いします。】 

 

【学内で研修したコメント】         

・現在研修をしている武蔵小杉病院では、内科全般の当直があるため、研修医がファーストタッチ

をする機会が多く、診察能力や面接能力は身につきやすいです。一方で、カンファなどの回数が

少ないため、プレゼンテーション能力を養う機会が少ないです。 
・2 年目の診療科変更、2 か月前が期限なのが厳しいと思います。 
・良い環境で研修をさせていただいています。ただ、シミュレーションの機材が少ないのは、本院

（千駄木）と比べて恵まれない点かと思います。 
・付属病院の研修内容は良いと思います。 
・研修医の権限が少なくて指導医が大変そう。 
・指導医の先生方は、皆さんとても優しく丁寧に教えて下さる方ばかりで、臨床を学ぶための環境

はとても良いと思います。ただ、私達の学年だけ研修ローテーション科選択の自由度が低すぎま

した。新しいプログラムになったばかりだったこともあったようですが、とても残念でした。1
個下の学年から改善されたようであり、現場から上がってきた要望がちゃんと聞き入れられ、翌

年にはちゃんと改善されること自体はとてもいいことだと思います。 
また、最初に受けていた説明から色々コロコロと変更点があったのが残念でした。例えば、1 年

次の頃は EPOC2 以外は特に必要ないと何度も連絡されていたのに、2 年次の 5 月頃から急に研

修修了にレポートを課すことにしたと変更を通達されたり、急に麻酔科研修が必須になったりな

どです。私たちは、1 年目の 4 月に受けた説明を信じて、それぞれ 2 年間どのような研修を行っ

ていくか自分なりに考えています。例えば、3 年目は海外で働きたいという同期は、1 年目のう

ちに研修修了に必要な症例を全て集め切り、EPOC2 の入力を済ませ、2 年目の空いた時間は海

外の病院への Application にフルに使おうとしていましたが、急な変更を受けて多大な迷惑を被
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ってしまったようです。 
ですから、この様な研修期間中の研修内容の大幅な変更や、修了要件の変更は、研修施設の責任

をとして本来ならば絶対あってはならないことだと考えます。" 
・1 年次に選択期間がなかったので、外科系が一ヶ月も回れず、入局を考える際に外科系を諦めた。

内科選択に関しても 2 ヶ月 2 ヶ月 1 ヶ月ではなく、1 ヶ月×4 など、色々回れた方が良いと思っ

た。元々内科か外科を考えていた自分にとっては、産婦人科、小児科などマイナー科を必修にす

るのはいいがそれぞれ 1 ヶ月間は長いと思った。 
体制の変化などがあり仕方がない部分もあるが、研修初めに言われたことが研修中に変更になる

（レポートへの変更や追加された麻酔科ローテが外科枠ではできない）のはおかしい。COVID-
19 感染症のこともあり仕方がないとは思うが、地域医療の希望提出の際、情報が不十分で後から

情報が追加されることがあった。大学病院なので様々な検査行えたり、上級医のサポートが手厚

い、最新の治療が学べるなどは研修してよかったと思う。 
・救急外来の経験が少なく、入局後には一人で対応にあたらない場面が増えることを考えると心配。 
・必修が多すぎる。 
・臨床研修のカリキュラム等定まっていないため、研修に集中できないことがある。 
 
【学外で研修したコメント】 

・文化の違いを科ごとによく感じる。 
・不満はありません。 
・とても充実しています。足りない部分も見えてきた時期なので補強中です。 
・充実した研修生活を送れています。 
・研修医の意見を求められる場面が多く、自分で考える力が大事だと感じました。どの程度診療に

関わるかは科によってまちまちなので、ある程度以上は興味とやる気次第だと思います。 
・都立公社なので、COVID の影響は大きかったです。 
 
【臨床研修を始めてみて、特に本学の学生教育に関して、良いところ、不足している内容

などありましたらお書きください。】 

 
【学内で研修したコメント】 

・epo2 に関して…入職時に書類を渡されたのみで特に説明もそれ以降なく困惑しておりました。

また、指導医の先生方も我々もこの制度についてあまり理解しておりません。今後はもう少し説

明会等設けてもよいかと。 
・土ようも夕方まであるときつい。給料が安すぎてやる気がそがれる。ワクチンバイト可にしてほ

しい。 
・4 学年の際に OSCE のため医療面接を何度も練習する講義がありますが、臨床研修で実際に初診

をとる時など、とても役に立っていると感じます。 
・一年時の看護実習や二年時のシャドーウィングなどの early expasure の取り組みは、卒後の臨

床研修においても役立つと感じます。また、Clinical Clerkship での教育も、臨床研修のための

経験の場として有益なものであったと思います。 
人によっては学生の時点で看護師とのやりとりがあると研修しやすいかもしれないと思います。 

・実習で患者に接する機会が少ない。 
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・本学の学生教育の良いところは、新しいことにどんどん取り組んでいこうとする姿勢がある点で

す。ビデオ通話を利用して患者面接をおこなったりなど、まだまだ改善する余地はたくさんある

とは思いますが、コロナ禍で学生側も指導側も様々な不自由を強いられる中、新しい教育の方法

を模索していく姿勢があることは素晴らしいと思います。 
不足しているところは、これは完全に個人的な感想になるのですが、海外の大学では入学時のオ

リエンテーションなどで全ての学生に対して当たり前に行われているような、基本的人権に関す

る教育や、学生の性教育や多様性教育、差別やいじめについての教育。インターネットリテラシ

ーや、国際的な多様性に関する教育など、学生達が 6 年間学生生活を行っていく上で非常に重要

な指導が圧倒的に足りていないを考えます。 
例えば、性教育や多様性教育の不足の例を挙げるとするなら、入学後のオリエンテーションで、

先輩が笑いを取ろうと同性愛を揶揄するような表現を用いたり、某教授が授業中に『オカマちゃ

ん』という言葉を使って笑いを取ろうとしたことがありました。正直なところ、日本の医学生は

中学高校とずっと勉強を強いられてきており、入学時はとても純粋で世間知らずなことが多いよ

うに思います。 
こうした学生が、6 年間狭い世界に閉じこもり、日々増え続ける医学知識を詰め込んでいくだけ

では、医師としてというより人間として essential とも言えるような人権や差別、リテラシーに

関する学びを得る機会がなかなかありません。 
今後は、こうした医学に関すること以外のもっと基本的な人として当たり前の学びを得る機会を

増やしていけたら、結果的により良い学生教育ができるのではないかと思います。" 
・学生用カルテの PC は必要ないように思う。業務用の電カルで参照モードのみ、などで対応でき

ないのか。 
 
【学外で研修したコメント】 

・総合診療及び総合内科の知識がかなり不足していたと思う。 
・日本医科大学の基礎科学、基礎医学、臨床医学が密接に関連した教育のため、効率的かつ学問的

な学びを得られたことに深く感謝しております。 
・OSCE 対策は充実していた。不足している内容は、テストの回数が多すぎることです。 
・実習をもっと初期研修を見越してしっかりやっていればよかったなと自己反省です。各科によっ

て試験勉強だけではなく臨床医としての目標があるといいなと思いました。 
・手技が少ない。輸液や栄養に関する教育が不足している。 
・クリニカルクラークシップを充実させた方が良いです。より多くの患者を受け持ちサマリを書く

など。他大学と差をつけられてしまいます。 
・クリニカルクラークシップでは、実際に患者さんの診療をする機会が少なかったように感じます。

学生時代に慣れておくと研修生活がスムーズに始められるかと思います。 
・最近力を入れいている SGL や TBL は実践の練習になるので良いと思います。英語面接はもっと

やっておけばよかったと思いました。 
・CC でどの病院に当たるかによって学べる内容がだいぶ違うことがありました。武蔵小杉病院で

は学生もチームに入れてもらえ、勉強になることが多かったです。 
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【その他、本学の学生教育に関して、感じることがありましたら、お書きください。】 

 
【学内で研修したコメント】 

・基本的に、学生の時の性質が医者になった途端に変わることはないのだと感じました。医師国家

試験にこだわり過ぎず、より良い人となれるような教育機会が増えればと思います。 
・コロナ禍で大変だと思いますが、オペにもっと入れたら視野が広がるのではないかと思います。 
・本学は、医学部単科大学という、大学としては小さな規模であることもあり、とてもアットホー

ムは雰囲気があります。それは学生教育に関しても同じで、先生方は本学の学生のことをとても

大切にしますし、学生も本学をとても大切に思っている傾向が強いと思います。 
ですが、それはある意味学内の教育環境に妥協と停滞をもたらす可能性があるとも言えます。『古

き良き』を大切にすることはとても重要ですが、停滞し自浄作用を失ってしまっては全く意味が

ありません。そのためにも、現場にいる学生や先生方から直接改善の目安となるような意見を拾

い上げ、悪いところを改善し、良いところを伸ばしていくことが非常に重要であると考えます。 
今回のアンケートのような取り組みをあらゆるところでどんどん積極的に行っていくべきと思

います。幸い今は Google フォームなどを用いて簡単にアンケートを取ることができます。学生

同士でも、先生方同士でも、患者さんに対してでも、そこら中でどんどん意見を吸い上げて、組

織として自ら改善して自浄していけるようにしていくことが、ひいてはより良い学生教育にもつ

ながるのではないでしょうか。" 
・過去にもアンケートは数回受けましたが下級生の話を聞いても具体的に反映されたのか、どこが

変わったのかなどが不明瞭でありました。わかりやすい形での具体的なフィードバックがあると

なお良いと存じます。 
 
【学外で研修したコメント】 

・教育リソースと内容の充実が課題だと思う。特に臨床の。 
・大変教育の充実している日本医科大学で、医師の基礎を作っていただいたことで、現在の自身が

あります。ありがとうございます。 
・基礎が終わり臨床がスタートしたら、学内試験は CBT、OSCE、Post CC OSCE のみにすると良

いと思います。実習にもゆったりと取り組むことができるようになり、学内の空気も落ち着き、

国試の合格率も上がり、研修医になってからも困ることのない様になると思います。私立だから

といって変にひくつになる必要はないと思います。 
・試験に重きを置いてしまっていたので（大切なことではありますが…）初期研修のときに役立つ

ような手技やカルテ記載、救急初期対応など学生のときからもう少しやりたかったです。 
・大学 6 年生の SGL 室での学習がとても良かったです。 
・研修をしてみて大事だと思う内容でも、学生の時には大切さがわかっていなかったと思いました。

学習することが後々どのように役立つかを伝えられると、参加型学習への意欲が高くなるのでは

ないかなと思いました。 
・ほとんどの科を CC でまわれて良かったです。 
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■指導医（２年次対象者） 

 

  臨床能力 極めて優

れている 
標準 
以上 標準 やや 

劣る 劣る 

1 医科学・医療の知識 6 33 29 1 1 

2 身体診察・面接能力 8 37 20 1 0 

3 患者や家族とのコミュニュケーション 13 32 19 3 0 

4 診療録記載 12 29 27 0 0 

5 問題解決能力 8 34 25 3 0 

6 プレゼンテーション能力 12 27 29 2 0 

7 上級医との意思疎通・コミュニケーション 24 34 9 3 0 

8 医療スタッフとの関係・コミュニケーション 23 33 12 2 0 

9 自己研修への意欲 19 33 17 1 0 

10 総合的臨床能力 13 36 19 2 0 

※研修医 1 名に対して指導医が複数名評価 
 
【当該研修医についてコメントがあれば記載をお願いします。】 

 

・患者にきちんと説明しており、後輩医師の手本となり指導もしています。自身での自己学習も行

い、意欲も高いです。コミュニケーション能力も非常に高いです。 
・当院がコロナ重点病院となったため、2 年目の研修は本人の希望もあり外部研修が通常より多く

なってしまった。当院のコロナ診療にも積極的に取りくんでいた。 
・近い将来、すぐれた外科医になるでしょう。 
・研修医全体のリーダーになりつつあります。楽しみな人材です。 
・コミュニケーション能力も高く、患者様やスタッフとも良好な関係がとれる臨床医です。 
・とても素直な良い先生です。患者さんやスタッフとのコミュニケーションも良くとれています。

来年 4 月には貴学小杉病院へ戻られて、後期研修を行う予定です。 
・コミュニケーション能力の向上を目標に努力がみられました。 
・診療のみならず、学術的にも積極性があり、成長を頼もしく感じました。職種に関係なくスタッ

フとのコミュニケーションも優れ、又、患者さんからも慕われております。さらに成長すること

を期待しています。 
・担当患者さんの診療に意欲的に取り組んでいたと思います。熱心に診療に参加し、見たこと・教

わったことをすぐに吸収し日々成長していました。 
・積極性があり好感が持てます。知識が大雑把です。精緻な学習が必要です。 
・優秀な研修医であるものと認められます。 
・まじめに研修に取り組み、協調性を持って仕事に取り組めています。 
・とても良く頑張っています。 
・医師として最も大切なコミュニケーションの能力にすぐれている。知識、問題解決能力、プレゼ

ンテーションについては、努力がみられ、延びしろが大きいと感じる。 
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・極めて優秀でかつコミュニケーション能力も高く、すばらしいと思います。 
・患者さんやスタッフへの対応は丁寧で、良好なコミュニケーションがとれる。 
・意欲的で積極的に学ぶ姿勢がある。 
・緊張すると思ったこと考えたことがうまく伝わらなくなるようです。 
・意欲は感じられるものの、基礎的知識の圧倒的不足。 
・自己研修への意欲が突出しており、計画性をもって研修をしているため、今後、さらなる飛躍が

期待されます。 
・患者・家族・疾患に対してしっかり向き合い対応してくれました。 
・非常にやる気があり勉強熱心です。医療スタッフとのコミュニケーションも丁寧です。 
・麻酔科志望とのことで、積極的に研修に取り組んでいます。当科としても必要な人材です。 
・指導内容を良く理解し、スムーズに研修を行っています。 
・将来進む科以外の診療科についても興味を持たれるとより良いのではと思いました。 
・彼個人の資質として、対人関係や社会生活全般に関する疾患を有しているため、それを踏まえて

のコメントになります。思い込みが強かったり、対人関係において過度にストレスを感じてしま

うようです。疲労の蓄積により、時に出勤出来なくなることもあり、同期研修医と比しても臨床

能力に差が出てきています。より時間をかけてのサポートが必要と感じます。 
・大変努力家です。 
・周りの医療スタッフとのコミュニケーションは良好であり、今後眼科希望とのことで知識や技術

を高めていけばいい医師になると思います。 
・周囲とも良くコミュニケーションをとり研修していると感じます。 
・意欲がないように見えるが、実は意欲あり、研修については積極的でした。 
・自発的によく働く先生です。患者対応もよいと思います。 
・患者への対応が丁寧。コミュニケーションも適切に行える。 
・手術手技、処置などを中心に積極的に習得しようとする意気込みが見られた。 
・積極的に研修に参加しており、学習意欲も高いです。 
・意思疎通がとりやすい。非常にまじめ、頼りになる存在。 
・当科の特性として各診療科とのカンファレンス参加が貴重な研修機会であると考えております。

しかしながらカンファレンスはほぼ時間外開催であり、研修医を参加させることが勤務時間管理

の都合上、参加させることが困難となっています。時間外手当を出してまで参加させる必要はな

いとも思いますし、良い研修を行うこととの間で、どうすべきか思案しています。 
・どの項目においても標準以上の能力を有していると考えます。今後経験を積むことで、さらに高

い臨床能力が期待出来ると考えます。 
・積極的で優秀である。 
・熱心に取り組んでいます。 
・学習意欲が高く、積極的に学ぼうとする姿勢がみられます。 
・勤勉で熱心に研修に取りくんでいました。 
・とても素直で、仕事に前向きです。 
・目標を見失うことなく、研鑽を積まれています。 
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【研修医を指導されたご経験に基づき、特に本学の学生教育関して、良いところ、不足し

ている内容などございましたらお教えください。】 

 
・他大学出身者と比べ、特に差はありません。逆に貴大学では学生教育に特色あるものがあるので

しょうか。 
・診療意欲、態度もしっかりしている。 
・積極性がありコミュニケーション能力も高いため安心して指導可能です。知識に関しても、不足

分は補う努力をしております。今後とも伸びのある人間教育をお願い致します。 
・教育側が卒業後の評価をされていることが、Outcome-based education の観点でも素晴らしいと

感じました。 
・自学自習の精神があるように感じ素晴らしいと思います。 
・臨床医としての心構えが出来ていると感心しました。 
・不足しているところはなく、良好と思います。 
・大変満足しています。 
・研修医にどこまで診療に関わってもらうか、判断が難しい。昔と違って、経験（体験）する機会

は少ないと思う。 
・一般常識に欠けた者もいて、基本的な教養課程の不足を感じる。 
・当直業務や休日医師が少ない状況でいろいろと経験していないため、自分で判断して責任を持っ

て患者を診る意識が低い気がします。 
・他の人に書いたものと同様。 
・学生教育に費やす時間が少なく、十分な教育が出来ていない。準備をすすめる上でも、教育への

情熱を維持するためにも、給与の見直し、手当の見直しが必要と思われます。 
・付属病院と武蔵小杉病院を比較すると、付属病院の研修は受け身なことが多く、指導医（病院側）

がもっといろいろな経験をさせるように努力すべきと感じた。 
・出身大学ごとの違いに注目した事が少なかったため、今後注意してみていこうと思います。 
・臨床面で優秀な方が多く、事務処理は的確にこなしていますが、少し患者に寄り添う姿勢がある

とよいと思いました。 
・彼は特異的な学生であったと思われますので、貴大学の教育に関しては、不明と言わざるを得ま

せん。ペーパーテストなどは、あり程度のレベルを維持していたかと思いますが、得手不得手の

差が大きかったことが想像されます。 
・問題ありません。 
・研修態度やコミュニケーション能力は比較的良好と感じます。物足りない点としては、より積極

的に症例に向き合う意欲と感じています。 
・1, 2 か月と短期間のため、どうしても限定的は範囲に留まります。研修医側より「このようなこ

とをしたい」とアンケートをとてもよいかも。 
・研修にきて頂いている医師はみんな標準以上に達しており教育に関して良いと感じています。 
・良いところ、協調性あり、思ったより積極的なところ。不足してるところ、もう少し上級医を頼

ってよい。 
・ローテーション科選択の自由度が高いのは制度上の長所ではあると思いますが、直前の変更も多

く、また 1 か月単位で長期休暇をとられると十分な研修もできないのではないかと思います。（一

般論であって泉田先生のことではありません。） 
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・コロナ禍での実習であり、双方が模索しながらの日々。社会が落ち着いた時点で、実習の在り方

について全学的に議論が必要に感じています。 
・外科入局（乳腺科）希望があり、呼吸器外科の手術に積極的に参加していた。特に知識に不足は

ない。 
・インターネットを利用して疑問を調べ解決する、といった教育が行き届いている。カンファレン

スでの発言は少ないと感じます。 
・オンデマンド配信など web を使用した学習教材がもう少し充実するとよいと思います。 
・自分の頭に考えてから行動するかも大切です。（すぐ上級医に確認しがち） 
・良い点：素直な学生が多く、良き臨床医を育成しようとしている点。 
不足している点：高学年になるほど学究的な観点を持つ学生が少ないようにも感じます。 
・研修医の先生によって能力の差はあると思いますが、以前と比較して研修医 1 年目の初期の段階

での臨床能力が高くなっているような気がします。それが大学で進めている教育改革の成果であ

ればと考えております。 
・研修医にもっと多くの権限を与えてよいと思う。 
・実臨床に則しており、実戦的だと思います。 
・良いところ：言われた事をまじめに取り組んでいた。 
不足しているところ：専修医になる前段階としての自覚、患者診療方針の決定に関するプロセスに

はあまり関わろうとしなかった。 
・具体的な解決策は難しいですが、論理的思考を培うという点が少し不足していると思います。 
 
【その他、本学の卒業生に関してお感じになったことがございましたら、お教えください。】 

 
・今まで数人が当院の研修医になっていただいているが、性格がまじめな人が多い。 
・向学心のある研修医が多かった。 
・このところ、シーリングの問題で、外病院で研修している卒業生が、母校に戻れない事案があり

ました。貴学でもこのようなことがありますでしょうか？御配慮宜しくお願い致します。 
・積極性とコミュニケーション能力が高く頼もしく成長が楽しみです。 
・素晴らしい先生が多いと思います。 
・貴学の卒業生が当院で臨床研修した例は少ないため、一定の傾向は思い当たりません。貴学の卒

業生に選択してもらえるよう、当院の臨床研修委員会も努力してまいる所存です。 
・医学的にも人間的にも非常に優れていると思います。 
・上記のこともあり、積極性にはややかけるように感じてしまう。 
・全体の 6~7 割くらいの者は、研修初日の初対面であっても挨拶すらなく、そういったことがしっ

かり出来る者との格差が大きいと感じる。 
・他の人に書いたものと同様。 
・学生とコミュニケーションをとる時間が少なく、個人について深く知ることができなかった。 
・自分は市中病院で研修ですが、本学卒業生は性格の良い子が多いです。反面、ガッツが足りない

部分があります。 
・コミュニケーション能力の高い方が多い印象です。 
・問題ありません。 
・年々おとなしくなっている印象がございます。（優秀であることは問題ないものの）その善し悪
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しについては不明です。 
・昔に比べ、学生の臨床実習は簡易的で甘くなっているように思う。 
・好感が持てます。 
・プレゼンテーションやカンファレンスでの質問など積極的に行えるようになるといいと考えます。 
・全体的にまじめに取り組んでくれている。 
・皆まじめ、頼りにしています。 
・柔軟な考え方をしていてよいと思う。 
・上級医とのコミュニケーションはよくできていると考えます。 
・以前より指摘されていますように、素直で優しい人が多く、おっとりしています。 
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倫 理 委 員 会 

1．構成委員 

委 員 長 臼田 実男 呼吸器外科学分野  大学院教授 

委   員 柿沼 由彦 生体統御科学分野  大学院教授 

金涌 佳雅 法医学分野     大学院教授 

    森田 林平 微生物学・免疫学分野  大学院教授 

    田中 信之 遺伝子制御学分野  大学院教授 

  吉川 栄省 医療心理学分野   教授 

    大久保 善朗 精神・行動医学分野  大学院教授 

  鈴木 俊治 女性生殖発達病態学分野  大学院教授 

    山口 博樹 血液内科学分野   大学院教授 

   山田 岳史 消化器外科学分野  准教授／遺伝診療科 部長 

   前田 美穂 日本医科大学 名誉教授 

外部委員 横須賀 誠 日本獣医生命科学大学 獣医学科  教授 

   小竹 佐知子 日本獣医生命科学大学 食品科学科 教授  

  玉利 真由美 東京慈恵会医科大学 総合医学研究センター 

     基盤研究施設（分子遺伝学） 教授 

  足立 泰彦 弁護士 

  小出 康夫 弁護士 

  鈴木 信行 患医ネット株式会社 代表取締役 

  

2．事務局 

日本医科大学事務局学事部 庶務課 

 

3．開催状況 

第 1 回 令和 3 年   4 月  5 日 （月）午後 6 時 55 分より 
第 2 回 令和 3 年   5 月 10 日 （月）午後 7 時より 
第 3 回 令和 3 年   6 月  7 日 （月）午後 7 時より 
第 4 回 令和 3 年   7 月 5 日 （月）午後 7 時より 
第 5 回 令和 3 年   8 月 2 日 （月）持ち回り審議 
第 6 回 令和 3 年   9 月 8 日 （水）持ち回り審議 
第 7 回 令和 3 年  10 月 4 日 （月）持ち回り審議 
第 8 回 令和 3 年  11 月 1 日 （月）持ち回り審議 
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第 9 回 令和 3 年  12 月 6 日 （月）持ち回り審議 
第 10 回 令和 4 年  1 月 17 日 （月）持ち回り審議 
第 11 回 令和 4 年  2 月 7 日 （月）持ち回り審議 
第 12 回 令和 4 年  3 月 7 日 （月）午後 7 時より 
 

4．活動状況等 

 
（１）活動状況 

令和 3 年度は新規研究課題 22 件の研究課題について審査依頼があり、委員会審査で 

対応した。 
研究課題に係る審議を除く今年度の主な審議事項として、①倫理審査体制の更新、②

委員会開催形式の追加について種々の検討を行った。以下にその内容を要約する。 
① 倫理審査体制の更新 

「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」が改定となり、学内の

倫理審査体制が更新され、学校法人日本医科大学中央倫理委員会の審査が開始となっ

た。具体的には、各種規程の改定、倫理委員会選択フローチャートの改定、中央倫理

委員会での一括審査対応開始等が行われた。これに伴い中央倫理委員会の指示のもと、

大学倫理委員会で取り扱う審査についても適正な実施に向けた整備を行った。 

② 委員会開催形式の追加 

委員会開催形式について、対面またはオンライン開催としていたが、新型コロナウ

イルス感染予防対策及び審査の簡略化を目的として、新たに持ち回り審議の形式を追

加導入し審査体制を整えた。 

（２）自己評価 

今年度の日本医科大学倫理委員会活動について、研究支援という立場から適切な審査、

迅速な審査することを前提とし、委員会の開催は定期開催とすることにより、対応でき

た。 

（３）今後の課題 
学校法人日本医科大学中央倫理委員会並びに各付属病院倫理委員会との連携を密にし、

倫理審査と臨床研究の更なる支援を行えるよう取り組んでいく。その他、中央倫理委員

会事務局からの通知をもとに、大学所属の研究者へ新指針に沿った規程・運用の変遷に

ついて周知を行う必要があると認識している。 
また、現在使用している倫理審査システムの拡充に伴い、煩雑化していたシステム外

の対応について見直しを図り、研究者の負担減並びに審査の質の確保を進めていく予定

である。 
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関連医療・研修施設委員会 

1．構成委員 

委 員 長 安 武 正 弘 医学部長 
委  員 荒 川 亮 介 薬理学分野 大学院教授 
 眞 島 任 史 整形外科学分野 大学院教授 
 伊 藤 保 彦 小児・思春期医学分野 大学院教授 
職制委員 森 田 明 夫 大学院医学研究科長 
 佐 伯 秀 久 教務部長 
 汲 田 伸 一 郎 付属病院院長 
 谷 合 信 彦 武蔵小杉病院院長 
 中 井 章 人 多摩永山病院院長 
 別 所 竜 蔵 千葉北総病院院長 

2．事務局 
日本医科大学事務局学事部庶務課 
 

3．開催状況 
 本委員会の関連医療・研修施設資格審査は基本的に持ち回りで行い、その他疑義ある場合は委員

会を招集することとしている。 
 
4．活動状況等 
（１）活動状況 
   令和 3 年度は、関連医療・研修施設の登録申請件について審査を行い、10 件を適格と

認定し登録された。 
【令和 3 年 4 月 1 日】 

１）医療法人社団康心会 湘南東部総合病院 血液内科 
〔申請者：血液内科学 大学院教授 猪口 孝一〕 

２）近畿大学病院 呼吸器外科 
〔申請者：呼吸器外科学 大学院教授 臼田 実男〕 

３）日本私立学校振興・共済事業団 東京臨海病院 眼科 
〔申請者：眼科学 大学院教授 高橋 浩〕 

４）医療法人社団君真光 寺田病院 腎臓内科 
〔申請者：腎臓内科学 大学院教授代行 杉原 仁〕 
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   【令和 3 年 7 月 1 日】 
１）葛飾赤十字産院 小児科 

〔申請者：小児・思春期医学 大学院教授 伊藤 保彦〕 
   【令和 3 年 10 月 1 日】 

１）医療法人社団明芳会 横浜旭中央総合病院 脳神経外科 
〔申請者：脳神経外科学 大学院教授 森田 明夫〕 

２）社会福祉法人 聖隷福祉事業団 聖隷横浜病院 リウマチ・膠原病内科 
〔申請者：アレルギー膠原病内科学 大学院教授 桑名 正隆〕 

   【令和 4 年 4 月 1 日】 
１）やよい在宅クリニック 在宅医療 

〔申請者：消化器外科学 大学院教授 吉田 寛〕 
２）医療法人 武蔵野総合病院 整形外科・リウマチ外科 

〔申請者：整形外科学 大学院教授 眞島 任史〕 
３）公益社団法人地域医療振興協会 横須賀市立うわまち病院 

 糖尿病内分泌代謝内科 
〔申請者：内分泌糖尿病代謝内科学 大学院教授 杉原 仁〕 

（２）自己評価 
本学の充実発展及び向上に多大な貢献が期待される関連医療・研修施設の要職にある院長、

副院長への連携教授、連携准教授の委嘱が行われ、教育・研究・臨床指導体制の質向上につな

がる連携強化を促進した。カリキュラムポリシー 5. 臨床実習教育の充実に即し、第 1・2 学

年の医学実地演習の施設として、また、クリニカル・クラークシップにおいて充実した地域医

療実習が行われた。 
（３）今後の課題 
   今後は、将来の医師の臨床研修の場として卒前・卒後の研修が行え、高度な研究・研修が行

える医療機関及び施設の登録について質量ともに充実させ、本学の教育の向上及び付属 4 病院

の一層の発展に貢献しなければならない。 
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P R ・ 情 報 委 員 会 

1．構成委員 

委 員 長 小 川   令 大学院教授（形成再建再生医学分野） 

副委員長    福 原 茂 朋 大学院教授（分子細胞構造学分野） 

委  員 ［大学院教授会選出委員］ 

 小 川   令 大学院教授（形成再建再生医学分野） 

 福 原 茂 朋 大学院教授（分子細胞構造学分野） 

 横 堀 將 司 大学院教授（救急医学分野） 

 ［医学部教授会選出委員］ 

 岩 井 佳 子 大学院教授（細胞生物学分野） 

 石 井 庸 介 大学院教授（心臓血管外科学分野） 

 堀   純 子 教 授  （眼科学） 

学長指名委員 弦 間 昭 彦 学 長 

 中 村 成 夫 教 授  （基礎科学主任） 

 柏 木 哲 也 日本医科大学同窓会理事（広報担当） 

職制委員 杉 原   仁 大学院教授（学生部長） 

 佐 伯 秀 久 大学院教授（教務部長） 

 近 藤 幸 尋 大学院教授（研究部長） 

 吉 田   寛 大学院教授（図書館長） 

オブザーバー 森 田 明 夫 大学院教授（大学院医学研究科長） 

 安 武 正 弘 大学院教授（医学部長） 

 藤 倉 輝 道 教 授  （医学教育センター） 

以上 16 名        

任 期 ： 2021 年 4 月 1 日～2023 年 3 月 31 日（職制委員は、当該職在任期間） 
 

2．事務局 

日本医科大学事務局学事部 庶務課 
 

3．開催状況 

第 1 回 令和 3 年 5 月 17 日（月） 午後 5 時 00 分（Web 会議） 
第 2 回 令和 3 年 7 月 19 日（月） 午後 5 時 00 分（Web 会議） 
第 3 回 令和 3 年 9 月 13 日（月） 午後 6 時 30 分（Web 会議） 
第 4 回 令和 3 年 11 月 15 日（月）午後 5 時 00 分（Web 会議） 
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第 5 回 令和 4 年 1 月 17 日（月） 午後 5 時 00 分（Web 会議） 
第 6 回 令和 4 年 3 月 14 日（月） 午後 6 時 30 分（Web 会議） 
 

4．活動状況 

本委員会は、本学の広報活動の立案・実施、及び情報技術を駆使した運営に関する事項を取り扱

う。本学広報誌発刊に向けた準備やウェブサイトの充実・迅速な更新等、大学のＰＲ、宣伝を積極

的に行う。2022 年度の具体的な活動としては、主たる業務である大学案内・大学紹介動画の作成、

オープンキャンパス及び公開講座の企画・開催、大学広報誌作成等に加え、YouTube のチャンネル

を開設し、国際的競争力を高めるために大学の研究を紹介する動画を配信していくこととした。 
今年度は、令和 5 年度入学者から新カリキュラムに移行することから– 大学案内及び大学紹介動

画を改定した。仕様は昨年同様、A4 変形判（W220cm×H297cm）にて制作した。大学案内動画

を大学ホームページの入試サイトで公開した。 
（１）オープンキャンパスの開催 

2022 年度オープンキャンパスは、コロナ禍であるものの、行動制限が緩和されたことから、

収容人定員を抑え対面形式で実施した。 
１）開催概要 
① 来校型（対面式）：8 月 12 日（金）及び 26 日（金） 午前・午後の 2 回開催 

8/12  午前の部 申込人数 306 名 8/26  午前の部 申込人数 310 名 
  午後の部 申込人数 309 名   午後の部 申込人数 310 名 

  合計   申込人数 615 名   合計   申込人数 620 名 
② WEB 型：8 月 12 日（金）及び 8 月 26 日（金） 
申込人数 750 名（両日の合計） 

２）模擬講義 
・受験生に、身近で関心の高い内容で、次のとおり実施した。 
・8 月 12 日（金）模擬講義 
消化器外科学分野 吉田寛大学院教授  
『未来を担う外科医を志す若者へ』 

・8 月 26 日（金）模擬講義 
形成再建再生医学分野 小川令大学院教授 

『人体再生へのチャレンジ！－再生医療から形成外科まで－』 

３）基礎医学大学院棟見学 
・最近の実習・実験施設の見学を実施した。 

（２）高大接続協定校向け大学説明会の開催 
早稲田大学附属校・系属校 3 校との高大接続連携に関する協定書第 2 条にある連携協力事業

として、次のとおり 2 回開催した。 
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１）開催日時 
① 令和 4 年 4 月 27 日（水）13：00～15：00 （高校 3 年生向け） 
② 令和 4 年 9 月 19 日（月・祝）15：30～16：40（高校 2 年生以下と中学生） 

２）開催方法 
①、②共に対面形式 

３）参加者数 
① 学生、保護者、学校関係者  59 名 
② 学生、保護者、学校関係者  68 名 

４）プログラム 
① 大学紹介『日本医科大学を知る』 弦間学長  
  学校推薦型選抜の説明 安武医学部長  
  カリキュラムの説明 佐伯教務部長  
  基礎医学教員による模擬講義 岩井大学院教授  
  臨床医学教員による模擬講義 横堀大学院教授  
② 大学紹介『日本医科大学を知る』  弦間学長      
  基礎医学教員による模擬講義    大石大学院教授 
  臨床医学教員による模擬講義    近藤大学院教授 

（３）2021 年度公開講座 
１）文京アカデミア講座「夏休みこどもアカデミア講座」 
本学としては開催に向けて検討していたが、公益財団法人 文京アカデミー側より、新型コ

ロナウイルス感染症の感染影響等、平常ではない社会情勢等に鑑み、本年度の実施は見送る旨

連絡があった。 
２）ひらめき☆ときめき サイエンス 

2021 年度採択された日本学術振興会「ひらめき☆ときめき サイエンス～ようこそ大学の研

究室へ～KAKENHI（研究成果の社会還元・普及事業）」が福原大学院教授担当により開催さ

れる予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため来年度に延期された。 
2022 年度の本事業は、法医学教室 金涌佳雅大学院教授が担当することになり、日本学術

振興会に申請を行った。 
（４）大学広報誌の発行 

本年度は、大学広報誌「Hippocrates」を Vol.9～Vol.12（2021 年 4 月、7 月、10 月、2022
年 1 月）までの 4 巻発行した。なお、本誌の配布先は、日本医科大学付属 4 病院（付属病院、

武蔵小杉病院、多摩永山病院、千葉北総病院）、呼吸ケアクリニック、成田国際空港クリニッ

ク、日本医科大学同窓会ならびに、日本獣医生命科学大学の計 8 施設。 
（５）YouTube における研究動画配信 

国際交流センターと協力し、YouTube に日本医科大学チャンネルを開設した。各教室に、海

外向けの研究紹介動画作成を依頼し、少しずつアップロードしていく方針となった。 
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5．自己評価 

 
（１）大学案内・大学紹介動画 

今年度は、新カリキュラムに移行することに伴い、一部改定した。オープンキャンパス実施

日と予備校等の説明会の開始の時期に合わせて作成を進め、予定どおり納品することができた。 
（２）オープンキャンパス 

今年度は、行動制限が緩和されたことから、収容定員を抑え、対面形式で実施した。また、

直接来校できない方向けに Web 型も設け、ハイブリッドで実施した。多くの参加をいただき、

オープンキャンパス開催の目的を達成できた。 
（３）学校推薦型入学者選抜大学説明会 

学校推薦型入学者選抜の受験希望者に対し、本学のカリキュラムや学校推薦型入学者選抜に

ついて説明する機会を設けた。 
（４）公開講座 

公開講座は、本学の教育、研究及び診療活動の結果得られる知的財産を、社会に還元するひ

とつの手段であると同時に、大学の広報活動、地域貢献活動の一環として大変重要である。本

年度も、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から「夏休みこどもアカデミア講座」およ

び「ひらめき☆ときめき サイエンス」を開催することができなかった。 
（５）大学広報誌の作成 

大学広報誌 Hippocrates（ヒポクラテス）（2019 年 4 月創刊）を、本年度も予定通り 4 回発

行した。大学ウェブサイト上でも公開している。 
（６）YouTube における研究動画配信 

国際交流センターと協力し、YouTube に日本医科大学チャンネルを開設した。今後動画を

アップロードしていく。 
 
6．今後の課題 

YouTube において大学で行われている研究を広く海外に向けて発信していくことで、さらに国際

競争力を高めていく。本件に関しては国際交流センターと協力をしていく。 
国内に向けては、大学案内・大学案内動画は、受験生に対してのイメージ戦略として引き続き重

要なツールとなることから更なる充実が必要である。受験生世代は、デジタル世代であり冊子や

DVD（動画）に加えウェブサイトの充実が必要であることから、アドミッションセンター委員会と

連携して本年度もウェブサイトを整備し多くの閲覧数を得た。今後更に充実する必要がある。 
オープンキャンパスについては、参加者がどれだけ受験（出願）に結びついているのか等の統計

を継続して取ることが必要である。 
公開講座については、本年度もコロナ窩のため「夏休みこどもアカデミア講座」および「ひらめ

き☆ときめき サイエンス」を実施できなかった。今後は、ウィズ・ポストコロナ時代を見据えた
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公開講座の在り方について検討し、さらに内容を充実させていくことが重要である。日本学術振興

会の小・中・高校生のためのプログラム「ひらめき☆ときめきサイエンス」に関しては、小中高校

生に医学・医学研究の醍醐味を伝える良い機会であるので、プログラム内容をよく検討する必要が

ある。 
大学広報誌の作成が行われ、大学内外への学術活動の普及活動を継続する必要がある。 
今後は、国内だけでなく国外へ向けても情報を発信していく。既存または新規の広告媒体をうま

くリンクさせるなどして、多角的に広く情報を発信することで、受験生・保護者等への接触頻度を

上げ、知名度・認知度を向上させるとともに、大学共同説明会、予備校での説明会への積極的参加

など、受験生を呼びこむための積極的・戦略的な広報・PR 活動の実施を目指すことが必要である。

併せて、ウィズ・ポストコロナ時代を見据えた広報・PR 活動の在り方についても検討が必要であ

る。 
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図 書 委 員 会 

1．構成委員 

図書委員会は、以下の各地区より推薦された基礎科学代表 1 名、基礎医学代表 2 名、各付

属病院代表 1 名と図書館長、ICT 推進センター長、図書館事務室長より構成される。委員は

2 年毎に選出され、委員の互選で委員長を決定している。 
 

委員長（付属病院代表） ： 桑名正隆 アレルギー膠原病内科学分野 大学院教授 
基 礎 科 学 代 表： 﨑村耕二 英語学 教授 
基 礎 医 学 代 表： 大石由美子 代謝・栄養学分野 大学院教授 
基 礎 医 学 代 表： 福原茂朋 分子細胞構造学分野 大学院教授 
武 蔵 小 杉 病 院 代 表： 蒔田益次郎 乳腺外科学 臨床教授 
多 摩 永 山 病 院 代 表： 上砂光裕 小児科学 准教授 
千 葉 北 総 病 院 代 表： 岡野哲也 呼吸器内科学 准教授 
職 制 委 員： 図書館長 吉田寛 消化器外科学分野 大学院教授 

 ICT 推進センター長 林宏光 臨床放射線医学 教授 
 図書館事務室長 三枝久美 
オ ブ ザ ー バ ー： 弦間昭彦 学長 
 森田明夫 大学院医学研究科長 
 安武正弘 医学部長 
 佐伯秀久 教務部長 
 近藤幸尋 研究部長 
 鎌田誠  学事部長 
 黄金井卓哉 ICT 推進センター課長 
 
2．事務局 

日本医科大学事務局学事部 図書館 

 

3．開催状況 

2021 年 10 月 1 日に開催された。 
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4．活動状況等 
 
（１）活動状況 

本委員会は、利用者側の意向を踏まえて、図書館に関する諸規定、運営に関する事項、

予算、決算に関する事項等を審議することを目的に開催されている。 
１）学生教育環境整備費について 

2021 年度学生教育環境整備費では、TECOM や MEC などの国試対策オンライン講

座の視聴にも利用されている図書館 1 階の PC エリアのパソコン 7 台やその他周辺機

器について申請を行い、9 月の教授会で許可された。機器は 9 月 29 日に納品された。 
２）武蔵小杉病院図書室移転について 

武蔵小杉病院図書室は、2021 年 9 月 1 日より新病院 5 階の管理エリアに移転し臨床

研究図書センターとして業務を行っている。書架スペースが大幅に縮小したため、資

料約 4,800 冊、総額約 1 億 1 千万円の除却を行った。しかしながら閲覧席は 9 席から

24 席に増加し、利用者の利便性を考慮し電子カルテ端末や、電子リソース閲覧が可能

なパソコン 4 台も設置した。 
３）千葉北総病院図書室の運営について 

2021 年 4 月から司書ではない学事部職員が図書室業務を担当している。交代当初は

中央図書館から現地へ出張してのサポートを行っていた。現在は週に数回の問い合わ

せがあるものの順調に図書室運営が行われている。 
４）2022 年度多摩永山病院図書室の運営について 

2022 年 4 月から司書ではない学事部職員を配置し、現在の図書室担当者は中央図書

館に出向復帰し、司書の専門業務を担当する計画である。対面での司書専門サービス

が減ってしまう分は、図書館のホームページに種々のマニュアルや今後掲載予定の動

画を用いたデータベースの利用案内を掲載することにより、補っていきたいと考えて

いる。千葉北総病院図書室運営で培ったノウハウを活用し、多摩永山病院の事情に合

わせたサービスも検討していきたい。 
５）2022 年電子ジャーナル・電子ブック・データベース契約と雑誌購読について 

契約のため見積書を取得したところ、約 800 万円の予算超過となることが判明した

ため下記の対策をとり、図書館予算内におさめた。 
① 新規契約電子ブックパッケージであるメディカルオンライン・イーブックスライ

ブラリを選定した。メディカルオンラインの長年の契約により初年度は定価の約

80％引きの約20万円で5,300冊の利用を出版社より提示されているという点、また、

このパッケージに収載されている和書は過去 3 年 4 分室を含めて 213 冊 125 万円分

になるという点が選定の理由である。各病院の医師・メディカルスタッフだけでは

なく、学生の在宅学習の支援となる効果も期待できる。 
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② 電子ジャーナルの中止候補リストについて、予算維持のための削減案として、費

用対効果の悪いタイトル・利用数の少ない個別ジャーナル・Taylor & Francis 社発

行のジャーナルの中から、29 タイトルを中止する。 
③ 2022 年度からの多摩永山病院図書室の運営の変更に伴って、電子ジャーナルのあ

る冊子体・中央図書館で所蔵している冊子体の購入の中止を検討している。利用数

を調査し、2 タイトル（ICNR, Monthly Book OCULISTA）は中央図書館で購入を

継続する。また、武蔵境校舎の化学・物理教室の希望電子ジャーナル 2 タイトル

（Journal of Medical Chemistry, Physical Chemistry Chemical Physics）を中止し、

データベース CAS SciFinder-n の新規契約を行う。 
 

（２）自己評価 
教職員と学生にとって利便性と安全性の高い研究・教育環境提供のため、予算案の立

案と運営面での提案を行っている。 
カリキュラムポリシーの「能動的学修の重視」を支えるために、図書館（図書室）に

はセキュリティに配慮した PC エリア・PC コーナーを設置し、各種 e-Learning 用の

学習環境を整備している。また「BSL 教育の充実」においても、付属病院だけではなく

武蔵小杉病院、多摩永山病院、千葉北総病院に図書室を配置し、クリニカル・クラーク

シップの学生実習をコア・カリキュラムに沿った蔵書構成や共用試験対策資料等で支援

している。また、遠隔からでもアクセス可能な学生用電子ブックも導入している。 
昨年の課題であった電子リソースの一層の効率的な提供のために、ICT 推進センター

との協働により契約の際の要素の一つである FTE（機関構成員数）の整理を行った。こ

れにより、さらに有効な予算執行が実施できた。 
 

5．今後の課題 

ICT 予算である賃借料で購入している電子リソース（電子ジャーナル・電子ブック・デー

タベース）の選定について、費用対効果だけではなく、さらに有効な契約内容とするための

検討方法を提案する必要がある。 
日本医科大学学術機関リポジトリ（NMS Air）は機関リポジトリ（IR）と研究者データ

ベース（RDB）で構成されている。専任で担当している機関リポジトリ（IR）に加え、2022
年度に行われる大学院課主管の研究者データベース（RDB）のシステム更新について、ICT
推進センターと共同でシステム検討を行っている。これにより本学の研究情報の蓄積、発信

が効率よく実施できるよう計画してゆく。 
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教 員 選 考 委 員 会 

1．構成委員 
委   員  長  森田 林平 微生物学・免疫学分野 大学院教授 

委        員  柿沼 由彦 生体統御科学分野 大学院教授 

         大石由美子 代謝・栄養学分野 大学院教授 

         大橋 隆治 統御機構診断病理学分野 大学院教授 

         福原 茂朋 分子細胞構造学分野 大学院教授 

         汲田伸一郎 臨床放射線医学分野 大学院教授 

         吉田  寛 消化器外科学分野 大学院教授 

         武井 寛幸 乳腺外科学分野 大学院教授 

         臼田 実男 呼吸器外科学分野 大学院教授 

         石井 庸介 心臓血管外科学分野 大学院教授 

         小川  令 形成再建再生医学分野 大学院教授 

         堀  純子 眼科学 教授 

学長指名委員   藤崎 弘士 物理学 教授 

オブザーバー   弦間 昭彦 学長 

         森田 明夫 大学院医学研究科長 

         安武 正弘 医学部長 
 

2．事務局 
 日本医科大学 事務局 学事部 庶務課 
 
3．開催状況 
  定例（ 6月）令和 3年 6月17日（木）午後4時00分より 
  定例（ 8月）令和 3年 8月26日（木）午後4時00分より 
  定例（11月）令和 3年11月18日（木）午後4時00分より 
  定例（ 1月）令和 4年 1月20日（木）午後4時00分より 
  臨時（ 3月）令和 4年 3月17日（木）メール審議 
      

4．活動状況等 
 
（１）活動状況 

教員選考委員会は、本学教員としての適正と資格を審議し、質の高い医師と医学者の育成に
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資することを目的としている。本委員会の審議対象は、講師（定員外を含む）および准教授へ

の昇任または採用、客員教授・非常勤講師・連携教授・連携准教授・連携講師の委嘱に関する

ことである。また、臨床医学において、平成 29 年 12 月より教育や診療の実績を重視し、主に

教育を担当する講師（教育担当）が、令和 3 年 3 月より准教授（教育担当）が新設され、審議

対象に加えられた。 
審議は大学の規定等の定めるところに基づき、全会一致を原則とし、各分野の定員数に留意

し、公正に行われた。 
委員会は年 4 回の定例開催が基本であり、令和 3 年度は、6・8・11・1 月の 4 回の定例委員

会、3 月にメール審議による臨時委員会を開催した。 
その結果、令和 3 年度は、別表のとおり、計 50 名の教員（准教授、准教授 [教育担当]、講

師、講師 [定員外]、講師 [教育担当]）の採用・昇任が承認された他、客員教授 4 名及び非常

勤講師 48 名、連携教授 3 名の委嘱についても、併せて承認された。 
 

（２）自己評価 
今年度の教員選考委員会においても、過去数年間に亘り、申請基準を明確化且つ具体化してき

たことにより、審議に際して委員の判断が容易になり、議事を円滑に進行することが出来、関連

規程及び教員選考に関する基準に則り、適正に選考が行われた。 
特殊な案件に対しては、申請基準を遵守しつつ各分野の事情に配慮し、個々の案件ごとに慎重

に審議され、出席者一同の同意のもと、実情に即した現実的な結論を導き出した。 

 

今年度の主な審議及び改正事項は下記のとおり。 

 

① 科研費等公的研究費の申請履歴について 
准教授の昇任申請者について、基準では過去 3年度以内の申請となっているが、関連病院

での勤務により、科研費を申請出来ない状況であったため、一様に不承認とすることについ

て疑義があった。可能な限り遡り記載された申請書を再提出のうえ、改めて委員会にて審議

していくことが確認された。 

② 教育歴について 
教育歴の捉え方について討議され、卒前・卒後教育、研究指導等、個々の申請毎に審査し、

判断することが確認された。 
③ 医学教育ワークショップへの参加について 

医学教育ワークショップの参加実績のない准教授の採用申請者について、採用後の参加を

求めることとした。 

④ 筆頭著者の原著論文について 

准教授の昇任申請者について、筆頭著者の欧文原著論文 1報について、査読が付いている
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か、確認が必要ではないかとの意見があった。審議の結果、森田委員長の確認において、承

認とすることが確認された。また、指導論文の記載がないため、追記を依頼することとした。 

⑤ 業績の記載方法について 

講師の昇任申請者について、論文や学会発表等の記載方法について指摘があった。審議の

結果、再提出いただき、森田委員長の確認において、承認とすることが確認された。 
⑥ 定年を超えての非常勤講師の申請について 

定年の基準を超えて申請された非常勤講師の申請について、臨床については、各病院及び

診療科毎の事情に合わせ、個別に審査し判断していくことが確認された。 
⑦ 業績への取り組みについて 

科研費等、外部資金獲得の業績面で、実績が物足りないと評価された申請者については、

昇任後、より意欲的に取り組むよう申請者への伝達の上、承認することとした。 
 

（３）今後の課題 
  次年度へ申し送りされた課題は下記のとおりである。 

①  教員選考に関する基準等の見直し及び更新について 
 前年度から申し送られた課題である教員選考に関する基準等の見直し及び更新     

については、引き続き、見直しを図り、最新の内容に整備する必要がある。 
 
 

（別表）教員選考委員会審議・承認件数（過去 5 ケ年：平成 29～令和 3 年度） 
 

   
職

名 准教授 准教授 
(教育担当) 講 師 講師 

(定員外) 
講師 

(教育担当) 合計 

開催年   採用 昇任 採用 昇任 採用 昇任 採用 昇任 採用 昇任 採用 昇任 

平成 29 年 1 12 ― ― 1 12 1 5 0 14 3 43 

平成 30 年 0 6 ― ― 3 8 0 5 0 10 3 29 

令和元年 3 7 ― ― 2 5 0 4 1 12 6 28 

令和 2 年 4 22 0 3 2 7 0 1 1 3 7 36 

令和 3 年 1 14 0 0 2 22 0 6 0 5 3 47 

小 計 9 61 0 3 10 54 1 21 2 44 22 183 

合 計 70 3 64 22 46 205 
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任 期 教 員 評 価 委 員 会 

1．構成委員 

委 員 長 安武 正弘 医学部長 
委  員 〔大学院教授会選出〕 

 桑名 正隆  大学院教授（アレルギー膠原病内科学分野） 
 金田  誠  大学院教授（感覚情報科学分野） 

 岩切 勝彦  大学院教授（消化器内科学分野） 
 〔医学部教授会選出〕 

 吉田  寛  大学院教授（消化器外科学分野） 
 大橋 隆治  大学院教授（統御機構診断病理学分野） 

 金涌 佳雅  大学院教授（法医学分野） 
 〔職制〕 

 森田  明夫  大学院医学研究科長 
 中村 成夫  基礎科学主任 
 佐伯 秀久  教務部長 
 近藤 幸尋  研究部長 
 杉原   仁  学生部長 
 〔外部学識経験者〕 
 横田 裕行  日本体育大学大学院教授 保健医療学研究科長 
 井上 龍子  弁護士 

（2021 年 6 月 1 日現在） 
2．事務局 
日本医科大学事務局学事部 庶務課 
 

3．開催状況 
第 1 回 令和 3 年 7 月 1 日（木）午後 5 時 00 分より 
第 2 回 令和 3  年 11 月 26 日（金）午後 5 時 00 分より 
第 3 回 令和 4 年 1 月 28 日（金）午後 5 時 00 分より 
 

4．活動状況 
 
（１）中間評価の実施について 

平成 20 年度採用教育職員（平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日採用）22 名、平成 25
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年度採用教育職員（平成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日採用）36 名及び平成 30 年度採

用教育職員（平成 30 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日採用）84 名の中間評価を実施した。評

価の結果、被評価者 142 名全員の教育・研究活動は、それぞれ妥当であるとした。 
しかし、教育評価（25 点満点）及び研究評価（25 点満点）のどちらかの評価点が半分以下

（12 点以下）、または総合評価（50 点満点）の評価点が半分以下（24 点以下）であった被評

価者に対しては、業績が不足している旨の激励文を送付することとした。 
なお、産前産後休暇や育児休業、大学院教授のコメント等により業績の不足に対してやむを

得ない状況であったと推察される被評価者に対しては、その状況等を考慮している旨を追記す

ることとした。 
【平成 20 年度採用教育職員】 

教育評価が半分以下の教員は 1 名、研究評価が半分以下の教員は 3 名、教育評価、研究評価、

総合評価が半分以下の教員は 2 名であった。 
○教育評価（25 点満点）の平均点：17.00 点 
研究評価（25 点満点）の平均点：15.18 点 
総合評価（50 点満点）の平均点：32.18 点 

【平成 25 年度採用教育職員】 
教育評価が半分以下の教員は 1 名、研究評価が半分以下の教員は 7 名、研究評価、総合評価

が半分以下の教員は 4 名、教育評価、研究評価、総合評価が半分以下の教員は 1 名であった。 
○教育評価（25 点満点）の平均点：16.47 点 
研究評価（25 点満点）の平均点：15.19 点 
総合評価（50 点満点）の平均点：31.67 点 

【平成 30 年度採用教育職員】 
教育評価が半分以下の教員は 7 名、研究評価が半分以下の教員は 3 名、教育評価、総合評価

が半分以下の教員は 6 名、研究評価、総合評価が半分以下の教員は 8 名、教育評価、研究評価、

総合評価が半分以下の教員は 26 名であった。 
○教育評価（25 点満点）の平均点：12.96 点 
研究評価（25 点満点）の平均点：12.90 点 
総合評価（50 点満点）の平均点：25.87 点 

（２）最終評価の実施について 
平成 19 年度採用教育職員（平成 19 年 4 月 1 日～平成 20 年 3 月 31 日採用）17 名、平成 24

年度採用教育職員（平成 24 年 4 月 1 日～平成 25 年 3 月 31 日採用）30 名及び平成 29 年度採

用教育職員（平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日採用）62 名の最終評価を実施した。評

価の結果、被評価者 109 名の教育・研究評価、診療活動評価及び社会貢献等評価は、それぞれ

妥当であるとした。 
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【平成 19 度採用教育職員】 
総合評価（5 段階評価で満点は 5 点、今回の平均は 3.7 点）で 2.5 点未満であった教員は 0

名であった。 
【平成 24 度採用教育職員】 

総合評価（5 段階評価で満点は 5 点、今回の平均は 3.9 点）で 2.5 点未満であった教員 1 名

については、当該大学院教授のコメントを考慮した上で、激励の文書を送付することとした 
【平成 29 年度採用教育職員】 

総合評価（5 段階評価で満点は 5 点、今回の平均は 3.5 点）で 2.5 点未満であった教員は 0
名であった。 

 
5．自己評価 

 令和 3 年度においても、任期教育職員の中間評価及び最終評価をスケジュールの通りに実施する

ことができた。また、評価スケジュールの関係上、これまでは評価表提出後から再任されるまで

の期間の業績が評価に反映されていなかったため、被評価者がより多くの業績を記載できるよう、

実施要領や中間評価表の様式の一部を変更することとし、さらに公正な評価が期待できるように

なった。 
 

6．今後の課題 

 
（１）現在の評価スケジュールでは、被評価者に対する評価結果のフィードバックが年度末に近く、

次年度活動への影響が大きいため、評価スケジュールの見直しについて検討していく必要が

ある。 
（２）平成 25 年 4 月に施行された改正労働契約法及び平成 26 年 4 月に施行された改正任期法に

より、令和 4 年度の評価結果によって令和 5 年度から一部被評価者が無期雇用転換申込権を得

るため、評価方法等をより慎重に検討していく必要がある。 
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"．事務局 

 ▪♪Ⱶ♇◦ꜛfi☿fi♃כ 
 
#．開催状況 

1   3   5  26 4 ⅛╠ 
2   3   7  28 4 ⅛╠ 
3   3   9  30 4 ⅛╠ 
4   3  10  27 2 ⅛╠ 
5   3  11  4 10 ⅛╠ 
6   3  11  5 10 ⅛╠ 
7   3  11  11 2 ⅛╠ 
8   3  11  24 10 ⅛╠ 
9   3  12  22 3 ⅛╠ 
10  4   1  26 3 ⅛╠ 
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